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刊行のことば

　当研究所では，さきに昭和48年，国立国語研究所報告50として大久保愛「幼児の文構造の発達

一3歳～6歳児の場f”hを出したが，本書は，それと同じ幼児の話しことば資料に基づい

て行った形態論的な分析の結果を記述したものである。この二つの報告書は，幼児語に対する文

法的な分析の視点を明らかにするために，構文論と形態論とに分けて刊行したものである。

　動詞，形容詞，述語名詞などの形態論的な研究は，わが国における文法研究としても，立ち遅

れの見られる分野であり，この報告書では，幼児語の分析とあわせて，いくつかの文法論上の問

題を提出している。その意味で，単に幼児語研究の面だけからでなく，文法研究の面からも批判

をあおぐことができればさいわいである。

　当研究所は，昭和49年4月に研究部の組織を改めたが，この研究は，旧第二研究部言語効果概

究室において進められ，資料は研究員大久保愛が採集し，形態論的な分析は室侵高橋太郎が担当

した。本報告書の執筆は，改組後に高橋が書語体系研究部第一研究室において行った。また，鈴

木美都代がこの研究に協力した。

　さきに報告50でも述べたが，幼児の話しことばの採集にあたって，東京自由保育園，赤いとり

幼稚園，小川幼稚園，神谷保育園の先生がたにご協力をいただいたことを記して，心からのお礼

を申しあげる。

昭和50年2月

国立国語研究所長　岩淵悦太郎
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この研究について第1部



1．1　この研究と報告書

　（内容）　この研究は，3～6：才の幼児が会話のなかで使用した動詞，形容詞，ならびに述語に

つかわれた名詞について，形態論の面から分析したものである。

　（資料）資料は，1．2でのべるように，大久保愛が東京都内の幼稚園，保育園において，旧約

300人の子どもとひとりずつあって，一定の話題について，はなしあってつくった録音資料を文字

化してカードにしたものを使用した。

　（肖的と結果）　この研究の目的は，はじめ，幼兇の文法能力の発達過程をみることにあった。

われわれのはじめの予想では，3才～4才～5才と年をかさねるごとに，こどもは文法能力を発

達させていく，したがって，資料をあつめれば各年齢間の差ももとめることができるはずであっ

た。ところが，実際にしらべてみると，形態論的な事項は，その基本的なものが年少児（3～4

才児）においてすでにだいたい身につけられていることがわかった。もちろん個人差があって，

年少児のすべてがそうであるわけではないが，今回の方法では，側人については短時間の資料な

ので，総体として問題にすることしかできなかった。つまり，あるこどもがAの嘱ですぐれ，他

のこどもがBの諏ですぐれ………ということをよせあつめると，総体としては，年少児も，全体

にわたって文法能力を所有しているということになるのである。したがって，この研究は，「3～

4才児でも，すでにこれだけの文法形式をつかいこなすことができています」ということを報告

する結果となってしまった。

　（成果）　この研究の目的が，ただ発達過程をとらえることだけにあったとすれば，この研究は

あきらかに失敗だったということになる。しかし，この研究は，やは｝）　tつぎの二点において成

果をえたとかんがえられる。

　第一は，はなしことば資料の使用によってえられた成果である。いま，年少児においてすでに

基本的なものが身につけられているとのべたが，これは，現実の使用状況を対象とすることによ

ってわかったことであり，霧語テストのような方法でえられるものではない。一般的にいえば，

意識化しないで使用できる能力は，意識的に三三する能力よりはるかに先んじて発達する。その

ことについては，たとえば来年度出版される予定の天野清の幼児の文法能力の発達についての実

験調査的な研究の報告を本書とならべて，おなじ項目のところをつきあわせれば，はっきりする

だろう。この研究の結果には，意識化されていない言語使用の実態がうつしだされているのであ

る。

　第二は，分析の方法によつでえられた成果である。從来からも幼児のはなしたことばの文法的

な分析はあった。しかし，それらはおおむね学校文法のわく内にとどまり，品詞別，あるいは，

助詞・助動詞の初出状況をしらべるていどであった。しかし，助詞や助動詞は名詞や動詞とはな

れがたくむすびついたものであり，そのような，むすびついたかたちで分析するのでなければ，

名詞や動詞などをシステムとしてとらえることができない。この研究では，幼児の使用した動詞，

形答詞，述語名詞などを，その形態論的なシステムのなかでとらえ，また，かなり精密にしらべ

た。「年少児ですでにこれだけのことばがっかえます」あるいは，fこの点はまだよわいとおもわ

れます」などということは，実は，このようにしらべてみて，はじめてわかることである。それ

がいえたということは，この研究の成果だといえよう。
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　（この報告書のねらい）この報告書は，以上のような観点から研究の結果を報告するとともに，

形態論的な，分析の方法を提示することをもねらいとしている。（しかし，本書は，文法研究を目

的としていないので，文法的な記述は，最：少限にとどめたが。）

　この研究で最：初に意図した発達の過程はもとめられなかった。これをとらえるためには，　1．5

才から4才にいたる個人の言語習得過程をおわなければならないだろう。もしそのようにして採

集された言語資料が，本書のような方法で分析されるならば，すくなくとも，形態論の範囲のな

かでは，子どもによって，文法形式のどのような部分からどのような過程で習得されていくかが

とらえられるだろう。そのような研究を期待して，本書では，今回の資料にあらわれなかった形

式や用法についても，必要に旛じてかきそえておいた。

1．2　資料の作成

　この研究は，旧書語効果研究室において1965年から1973年にかけておこなわれたものである。

その録音資料は1965～1970年のあいだに大久保愛によってつくられた。この資料による文論的な

分析の報告は，すでに大久保愛「幼児の文構造の発達一3歳～6歳半の場合一」によって1973年

に出版されている。

　この録音資料の採集および「幼児のことばカード集」およびカードの作成については，前記の

大久保愛1973の4～8ページにくわしくのべられているので，ここでは，それを引用する。

録音資料の採集

　以下の方法で，幼児の話しことばの採集を行なった。

　（1陽両一大きく（a）つくられた場面，（b）　tG然の場面が考えられる。（b）の自然の場颪で話しことばの

採集をするのができれば理想的であるが，録音機の性能とか，採集の場所などを考え，また分析の罎

的が文構造ということなどのため，（a）の場爾で採集することにした。（a）の中でも，幼児同士の対話を

とることもできるが，場面を固定してやれる利点から，調査者のいる別電に幼児を招き，調査者と幼

兇である被験者との問答形式で話しことばをとることを採用した。（以下この調査を「問答式」と略

称する）結論的には，文の構造の分析には，この方法が自由の場より整った文形式がとれたのではな

いかという意味で有効であったと思っている。ただ，伝達機能の面の調査としては，この「問答式」

では不十分である。そのためには，たとえば「役割遊び」などの場面を設定しての調査も考えられる。

しかし，こんどの場合は行なわなかった。補充資料としては，自由の場での幼児の話しことばの一つ

として，幼児をもつ3家庭に委託して採集してもらい，この欠を補った。（ギ自由の場」と略称する）

　「問答式3の問に当る部分については，前もって検討した。幼児の生活を観察して，幼児の生活場

面の全体がおおえるように努めた。

　②話題について　　10の問を用意した。以下のようである。

　（a）本人（幼児）の名まえと年齢

　（b）家族について（構成メンバー，だれが尊きか，両親の仕事など）

　（c）新しい，あるいは印象深い経験（運動会，お祭，夏休み，旅行，休日など）

　㈹園や家庭での生活（昨日何をしたか，どういう遊びをするか，幼稚園での生活，友だちのこと，

　　趣味，夢など）

　（e）園へ，あるいは家への道順

　（f）両親から聞いた話や自分で読んだ本

　（g）テレビで見た漫画，その他の筋や感想

　（h）社会的話題（ニュースその他）

　（i）筋のある絵を晃せて話を作らせる

　（j）その他
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　これらを幼児に質問することによって，文構造の形態ばかりでなく，幼児の精神的傾向もあわせて

見られるようにした。すなわち，経験したものの再生力や，他人に筋道をたてて話す能力や，話を作り構

成する翻作力，構成力などもみられたり，幼児が何に関心をもっているかの興味のありかたもわかるよ

うになっている。これら資料は，「幼児のことばカード集」として印刷した。印捌の面では，文の分析用

としても使用するため，カードに裁断できるように組んだ。のちに見本を示す。

　（3）時聞について一瓢間は制限せず，できるだけたくさんしゃべらせるようにした。それは何分間

に何文字，あるいは何文節しゃべるかを調査するのを9的とせず，どのような文構造を使用するかを

みるためだからである。（長くしゃべった子で30分，平均10分前後だった。）

講堂園および幼児数

　この調査には，次の園の先生がたにお世話になった。

　東京板橋区，東京自由保育園（1965，66，70年各9月）

　東京北区，赤羽台幼稚園（現在，「赤いとり幼稚園jと改称）（1965，66，7G年三9月）

　東京千代田区，小川幼稚園（1968年6月）

　東京北区，神谷保育園（1968年5月）

園児の入数は次表のとおり。

　　調査費および人数　　　　　＊　　年中，年長が同一幼児の入数，男22，女16，計38名

年　長（515～6：6） 年　中（4：1～5：6） 年　少（3：3～4：4＞

男 女 計 男 女 計 男 女 計

愚 30名

魔P2

23名

磨@8

53

魔Q0

　14

魔P2

　8
磨@8

22

魔QQ
7 5 12

禽
35

魔P0

27

磨@8

62

魔P8

　12

魔P0

　12

磨@8

24

魔P8
16 6 22

K
園

17 14 31 12 8 20

0
國

31 13 44 10
　5
黶@」　」　　内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

璽
計 65 50　　　115 74 47 ユ21 45 24 69

　この中には1965年に年中児だったものが1966年に年長児になって，岡じ質問に答えたものがいる。

＊で示した。男22名，女ユ6名である。これで局一町の場合の発達もみられる。

　これら園児の家庭の職業，兄弟関係の記録もある。おおざっぱな職業分布は，東京自由保育園は，

商人，小企業の工場主などが中心で，赤羽台幼稚園はホワイトカラー，小月拗三毛は小企業，商人，

公務員，神谷保育園はブルーカラーのニュアンスがある。

「幼児のことばカード藥」およびカー一一　y“の作成

　前にのべた話題を中心に，一人の幼児と別室で向い合って，調査者が質問するという問答形式で，

幼児の話しことばを録音テープに採集する。そのテープを文節分かち書き，かな表記で文字化する。

それをのちにのべる形式で「幼児のことばカード集」と分析用カードにしたものが，この研究の資料

となっている。以後用例としてあげるときの理解のため，少しくわしく述べる。

　7ページの表は「幼児のことばカード集」の一ページを縮めたものである。これを八つに裁断する

と分析用カードができる。カード集各70部カード1枚について80枚ずつをつくった。分析用カードの

見本は6ページにある（現寸）。か一ド集の最初にあげた凡例から開係のあるところを述べる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡　　例

！　カード毎に園名，幼児略名，性朋，年齢，幼児毎のカードナンバー，採集年を，この順で入れた。

　また，環境とことばの関係もみたいと思い，その一一つの方法として兄弟姉妹の記入をした。「刺は

被験者本人の意である。

赤二赤羽台幼稚園　ge　・＝東京特出保育園　小川小月拗稚園　糾i＝神谷保育園　長＝年長児　中心年

　中児　少＝年少児　a・b・c……，A・B・C……，　a「・b’・c’……＝幼児名のかわりに用いた記

号である。（本人の名一字をとり漢字で示したカード集もある。）

2　カードのはじまりに前のカードのあと二行を繰返し，そのカードだけでも文脈がわかるようにし
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た。長い点線で区別した。

3 発話者のうち，対象になる幼児の発話をかたかな，調査者の発話を漢字まじりひらなが，外来語

をかたかな書き，横書きとした。

4　幼児の発話にかぎり文節分かち書きを用い，文節毎に一字あけた。（発話のとぎれた場合は文節中

でも一字あけた。）

5　表記は現代かなつかいとし，長音符号は，語をのばして発膏している場舎と外来語のみにつかっ

た。「ネー」「ナ一二」「ジェッター」など。

6　一枚のカードに幼児のことばをなるべくたくさん入れたいため，調査者の発話は，必要最少限に

とどめた。録音のとおりでない。

7　幼児の発音はできるだけ忠実に写すよう心がけたが，アクセント，イントネーーションは記録され

ていない。

8　以下に，梗重した記響の説明をする。

　　○＝幼児の発話のはじまりを示す

　　　。＝＝ふつうの文末

　　　～＝：倒置あるいは補足文

　　　，嵩長文での句末，文の中断，文節中のとぎれ

　　　？＝：疑問文

　　　！嵩感嘆

上編の二二　　8一二様・き・えるばあい

　　・…聯問（ポーズ〉

　　暮＝調査者の合つち「うん」「ん3の略

　　然＝・SS査者の応答「そう」「そうね」などの略

…li｝門々発Ut一

　〔　〕＝ことばや状況の注釈

　／／＝文中に別の発話者のことばが入ってきたばあい

　「　」隠置：接話法ほか

神少一寺男（4：4）一21968兄
　おとうさんは？

○イナイ。オツトメ　ミンナ。然
6響ξ享語漏芳．●爾三三ぞ鍔ジ宅”’塒ヨヒ●牙麗．薫”．汐ジよ’

　おうち何人いるの？みんなで。

○ワカンナイ。然アッウウシロニナンカキレノ＃アイ
　ダへ。

　これあとで見せてあげるわ。ぼくのおとうさんのお仕事しってる？

○シラナイ。

　どこいってるのか。

○オツト〆ダヨ。＃

　行った：ことある？おとうさんと一緒に。
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赤少一a女（3：10）一1　　1970　　本　嫁
　鉛名前何て誓うの？／OS・Y。／卑いくつ？／0……／それ，い

　ぐつって雷うの？（笑）これは？いぐつ？／0とトツ。／ひとつね

　…。それから？／Qフタツ。／それから？／Oミフツ。／Yちゃん

　の年は？／Qミブツ。／よく知ってるわね一e／Qウンe／これは

　数えられる？／Oイチ　＝一　サン・・・…

　鉛うち誰と誰います2／Oウントネー　＃，　エッ／お・うちには？／

　0ヨシエチャントネーm　IS　ノリコチャン　ヒPtコシチャフタクト。

　ネー一，セエ＝チャンモ　アソンデイル“／卦友だちね。／Oウン。

　／kうちではわかあさんと誰がいる？／Oオトウ（サン）ISババ。

　／釦母さんとババ？／Oウン。／野母さんは何て雷うの？／OS・

　T。／鋒父さんの名渤は？／Oウントネー　S・S。／Yちゃんひ

赤少一a女（3：10）一5　　1970　　本　妹
　ノウネー　襟　ヨルノ？　＃　ヨルネー　醤　アタシネ　スイカ

　タベテネー　＃　ブクブクシテネー　＃　ソレデ　ネチtPtタ。／
ワロ　リ　　コ　コ　ロ　サの　ザ　　　　ロロ　リ　コ　ロ　ロ　のサ　　コ　ロ　ヤ　ロロ　ヒ　　コ　ロ　ヒ　コ　　　　　　　ロワ　ロ　ロ　ロ　コ　コ　ロ　　　コ　ロ　コ　　コ　コサ　　　ロ　　の　ロ　コ　　　ワロ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ロ　　ら　リ　ロ　の　る

　ぶくぶくって例？／O……ハヲ　ミガクノ。／然それからね一，き

　のうお・昼は侮した？／0ゴハン　タペタ。／幼稚闘来ては何した？

／Oオベントウタベタ。／卦弁盗なかっfc　X，きのう。何しfc？

　／Qウントネー。／お‘ほ：えてないね。／Oウン。／あのね，遠くに

　行ったことある？／Oナイ。／あの汽車や徽車で。／0オオモリノ

　オバアチ寺ンチネ　妻　イ，タ　コト　アルヨ。然　コウソクドウ

　ロ　トオフテ。パパガ　ウンテンシテ。ソイデ　キaウネー　＃

　ババネー　＃　ブツカPtチャッタンダヨ。／きょう？／Oウン。／

　どζで？／0ウントネー　＃　ワカンナイ。／蝿って来たの？／Q

赤少一a女（3：10）一一2　　　1970　　　本　 妹

　／鉛母さんとパパ？／Oウン。／蟄穏さんは何て需うの？／OS・

　Te／お父さんの名前は？／○ウントネー　S・S。／Yちゃんひ
。　「　．　．　■　．　　の　■　o　，　．　曜　　響”　圏　鯵曙　　　，　「　．　．　幽　．　o●　，　　「○，　・●e　　，　辱　．　　．●　，　，　．　畢　▼　，　　　．　．　・　．　，　．　　■　■　「　　．　．e　蟹　・．　畠　．　「　．　．曾　，　，　■　　．　．　］　　．t　，　．　「　，　e「P　o噛　巳　胴　．　P　，，　．　「「層

　とりつ子？／Qウウン。／赤ちゃんいるの？／0ウン。／貰い覆）？

　／○マサコチャン。然　ウン。／二人？／Qウン◎／妹さんね。／

　Oウン。／誰一翻き？／Qウン｝ネ　バノ㌔／どうして？／Oワ

　ヵンナイ。／ん？／oナンデモ　あ坊グ幽識挑／何買ってもら

　つた？／Oアイストカネーエー　＃　ソレカラ　ガムトカネー工

　尋　ソレカラ　（アイ）　ソレカラ　アイスクリームトネー　＃

　ソレカラネー　ケーキ。／何一番婬き？その中で。／Oウントネー

　マル。／まるって何？／O（バツ）　ツケル　モノ。／ばつつける

　もの？弼でしiう？／Qパツ　マル　パッ　マル　パッ　マル　w

赤少一a女（3　＝10）e・ff　6　　　1970　　　本　 妹

　パパネー　＃　ブツカフチャッタンダヨ。／きょう？／Oウン。／

　どこで？／Oウントネー　＃　ワカンナイ。／婦って来たの？／O
，ρ，　　「90　　■　哨　「　，　．　．　o．　．　　・「璽　．　．　十　曜　．　■　　「孕　■　「・　，　嚇。　，　◆暫●　　幽　．　，　▽孕　．　，　，　孕　，．　．　幽　，　・　幽　幽　o　●●　，　．　，　，　孕　．　．　．　凸　，　　，　．　．　曾曾●　　，．　．　「　・　■　　P　P　●　魅・▼　，　昌　，　■　「●　　▼・●
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1．3分析，記述のしかた

　本書では，各部ごと，あるいは，各章，各節ごとに，はじめにその分野についての文法的な記

述をかんたんにおこない，ついで，それにしたがって幼児の使用例をかきならべていく。そして，

そのあと，幼児の使罵例にあらわれた特徴をのべることにした。

　最初にものべたように，この研究は，はじめ幼児の文法能力の発達過程をみるつもりであった

が，年少児でもすでに基本的なものを身につけており，また資料収集の方法による制約もあって

個入の発達をおうこともできず，そのため，年少一年中一年長のあいだにはっきりした発達

差をみいだすことができなかったので，発達法則の追求よりも，幼児の使用した例の忠実な記述

に重点をおくことになった。したがって，ときに発達過程について発言するとしても，それは感

想のていどであって，体系的なものではない。

　つぎに，この研究での単語のみとめかたや分析のたちばなどに，ごくかんたんにふれておく。

　1）　この研究では，動詞，形容詞，名調などから助動詞や助詞をきりはなさず，それらのくっ

　　ついたものを単語とみた。つまり，ここでいう単語は，現象的には，いわゆる文節にちかい。

　2）　この研究では，いわゆる形容動詞を形容詞の一種としてあつかった。

　3）第H部～第W部で，幼児の使用した動詞，形容詞，述語名詞を，形態論のたちばから分析

　　した。
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第II部　幼児の所有する動詞の形態



第1章　動詞の体系

1．1動詞の基本的な活用

1．fl基本的な活用i褻

　動詞は，その文法的な機能と意味によって，いろいろにかたちをかえる。そして，そのいろい

ろなかたちは，せまい意味の語形と，一’定の文法的なてつづきによって二次的につくられる派生

動詞との，ふたつの軸によって整理することができる。たとえば，　「よむ」　「よんだ」　「よもう」

　「よめ」「よんで」「よめば」などは，動詞「よむ」のせまい意昧の語形であり，　「よまない」

　「よみます」などは，もとの動詞「よむ」の文法的な派生動詞である。文法的な派生動詞は，も

との動調とおなじように，せまい意味の語形をもつ。たとえば，「よまない」は，　「よまない」

　「よまなかった」rよむまい」「よむな」「よまないで」「よまなければ」のような，せまい意

味の語形をもつ。

　このようにして整理すると，動詞の基本的な語形注Dは，つぎのページの表のようにまとめるこ

とができる。この表において，たて軸はせまい意味の語形，よこ軸は文法的な派生動詞である。

1．12機能

　動詞の語形は，機能によって，いいおわり形，連体形，名詞形，中止形，副詞形，条件・ゆず

り形にわけられる。機能というのは，その単語の文中におけるはたらきのことである。つまり，

語形のもつ統語論的な側面である。

　（いいおわり形）　いいおわり形は文のいいおわりにっかわれる語形である。注2＞

　（連体形）連体形は，名詞をかざるときの語形である。

　（名詞形）名詞形は，名詞とおなじように，格変化の体系をもつ語形である。うえに対しては

動詞としてはたらき，したに対しては，名詞としてはたらく。「動名詞」として，基：本的な活用表

からはずしてもよいのだが，連体形とにた面があるので，いちおうここにおいた。

　（中止形）中止形は，文をとちゅうでとめるときの語形である。

　（副詞形）副詞形は，副詞的な用法につかわれる語形である。中止形が述語になりうるのに対

して，このかたちは述語になることができない。また，主語をともなってクV一ズをつくること

ができない点でも，中止形とことなっている。基本的な副詞形の基本的な用法は，うちけしにな

らない。以上の点は副詞ににているが，格支配の機能をもつ点において，動詞である。

　（条件・ゆずり形）条件・ゆずり形は，述語でしめされることがらがなりたっための条件をし

めすときにっかわれる語形である。

注1）　この「語形」はひろい意味の語形である。本書では，以後おおくのばあい・ひろい意味とせまい意

　　味の区別について，いちいちことわることなく，ただ「語形」または「かたちjとかく。

注2）これを「終止形」といってもよいのであるが，学校文法の「終止形」がべつの意味につかわれるの

　　で，誤解をさけるために，この用語をつかっことにした。
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1．13　ムード

　いいおわり形はムードによって，伝達形，意志形，命令形，依頼形にわけられる。ムードとい

うのは，現実に対する態度を語形によってあらわすことである。

　（伝達形）伝達形は，ものごとをあいてにつたえたり，文章に客観的にのべたりするのにっか

われる語形である。伝達形は，さらに，断定形と推量形にわけられる。

　（断定形）　断定形は，いいきるときにっかわれる語形である。

　（推量形）推量形は，おしはかるときにっかわれる語形である。なお，このかたちをつくって

いる形態素「だろう」が接辞であるかコピュラであるかについては，現在のところ結論がだしが

たく，問題としてのこされている。もしそれがコピュラであれば，基本的な語形からはずさなけ

ればならない。

　（意志形）　意志形は，はなしての意志，または，ききてへのさそいかけをあらわす語形である。

意志とさそいかけは，ともにこの語形の甲乙をつけがたい基本的な用法である。したがって，こ

のかたちは，「さそいかけ形」ともよばれる。

　（命令形〉命令形は，めいれいするときにっかわれる語形である。

　（依頼形）依頼形は，たのむときにっかわれる語形である。なお，この語形は，やりもらい動

詞のなかの「よんでくれる」の命令形とホモニムであり，意味のうえでも，きれめなくつながっ

ているので，依頼形としてあげることをやめて，「よんでくれる」の命令形の一用法として処理す

ることもかんがえられる。

1．14　テンス

　伝達形，連体形，名詞形は，テンスによって現在形と過去形にわけられる。テンスというのは，

動作や状態のなりたつときを，発言時等を基準にして語形にあらわすことである。

　（現在形）現在形は，そのことがおこるのが過去でないこと，つまり，現在または未来におこ

ることをあらわす。

　（過去形）過去形は，そのことが過去におこったことをあらわす。

L15　ていねいさとみとめかた

　動調は，ていねいさ，みとめかたによって，文法的な派生動詞を分出している。

　動詞は，ていねいさによって，ふつう動詞とていねい動詞にわかれる。またみとめかたによっ

て，みとめ動詞とうちけし動詞にわかれる。

1．16語形のなまえと用法

　以上，基本的な語形について，それぞれのなまえと基本的な用法をしめしたが，これは，その

名づけの理由となった用法についてのみのべたのであって，それらがそれぞれその語形の唯～の

用法ではない。たとえば，意志形は，推量をあらわす用法をもっているし，未来のことを過玄形

であらわすこともある。それぞれの語形のさまざまな用法については，それぞれの語形について記

述する箇所でのべることにする。
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1．2文法的な派生動詞

1．21文法的な派生動詞のつくりかた

　文法的な派生動詞は，ていねいさやみとめかたによってつくられるほか，つぎの表のように，

ボイス，やりもらい，アスペクトなどによってもつくられる。このような文法的な派生動詞は，

それぞれが，もとの動詞のように，塞本的な活用表をもっている。たとえば，　「よまれる」は

「よまれる一よまれない　　よまれます　　よまれました」のように，fよんでいる1は「よん

でいる　　よんでいない　　よんでいます　　よんでいません」のようになって，さらに，それ

ぞれがせまい意味の語形にかわることができる。

　文法的な派生動詞のつくりかたには，二種類のものがある。一つは，アスペクト動詞の一部「よ

みかける」「よみだす」やボイス動詞のように，接尾辞をつけて派生させるものであり，もう一つ

は，アスペクト動詞の大部分ややりもらい動詞のように，補助動詞（「いる」「しまう」「やる」「く

れる」など）とくみあわせるものである。

　また，　「よんでる」や「よんじゃう」のように，補助動詞とのくみあわせがさらにつづまって，

補助動詞が接尾辞のようになっているものがある。

　　　　　　　　　　　幼児の使用した動詞の形式（2）一文法的な派生動詞

年
長

年『 年
少

　ボ

P
イ
　
÷
」

うけみ

g役
g役一うけみ

ﾂ能

　よまれる

@よませる

@よまされる
o　よめる　よまれる

○　　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

や
り
も
ら
い

やり

烽轤｢

ｭれ

｛
　
よ
ん
で
や
る
　
よ
ん
で
あ
げ
る
／
よ
ん
で
も
ら
う
憎
ん
で
い
た
だ
く
　
よ
ん
で
く
れ
る
｛
　
よ
ん
で
く
だ
さ
る

○　　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○

　ア

堰@スg
　
ク
　
ト

　　　　　　　　rよんでいる概　　　　tよんでる結果　　　　　　　　よんである

?讃

I結

ｿかづき

ﾆおのき

ﾀ現
ﾀ演

ｻの他

｛
　
よ
ん
で
お
く
　
よ
ん
ど
く
　
よ
ん
で
し
ま
う
｛
　
よ
ん
じ
ゃ
う
　
よ
ん
で
く
る
｛
　
よ
ん
で
い
く
　
よ
ん
で
く
　
よ
ん
で
み
る
　
よ
ん
で
み
せ
る
　
よ
み
か
け
る
　
よ
み
だ
す
　
よ
み
お
わ
る
　
よ
み
き
る

○　　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

宦@　○　　○

@　　○
宦@　　　　　○

@　　○
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　文法的な派生動詞には，ボイス，やりもらい，アスペクトのほかに，敬語に関するものがある。

　敬語動詞には，「よまれる」のように接尾辞をつけて派生させるもののほか，接頭辞「お」をつ

けるものがある。「およみする」「およみ申しあげる」などは，接頭辞「お」と接尾辞をつけて派

生させたものであり，「およみになる」は，さらに補助動詞をくみあわせたものである。

　また，やりもらい動詞は，補助動詞にふつうのもの「やる」「もらう」「くれる」と敬語のもの

「あげるj「いただく」「くださる」とがあって，後者をつかうと敬語動詞になる。

　今回の幼児の使用した動詞のなかには，敬語動詞がひじょうにすくなく，やりもらい動詞のな

かに少々の「よんでくださる」があったていどである。（なお「よんであげる」は現在ではほとん

ど敬語性がないので，敬語動詞としてあつかう必要はないかもしれない。）したがって，この研

究では，敬語動詞をとりあげて分析することはしなかった。

1．22　ボイス

　ボイスには，うけみ，使役，可能などがある。ボイスというのは，どのたちばのものを主語に

してあらわすかということに関するカテゴリーである。

　（うけみ）　うけみは，もとの動詞であらわす動作の対象を主語にしたときのいいあらわしかた

である。

　（使役）使役は，もとの動詞であちわす動作をひきおこすものを主語にしたときのいいあらわ

しかたである。

　（可能）可能は，もとの動詞であらわす動作の可能性や能力をもつものを主語にしたときのい

いあらわしかたである。外国語では可能はふつうムードのカテゴリーにいれられるが，日本語の

可能は，もともと，うけみと未分化のかたちで発生し，現代語でも，対象をガ格であらわしたり，

もとの動作の対象を主語にしてあちわしたDするので，ボイスのなかにいれられている。

　　　○アタイハ　ジガネ　ヨメルノ。　（赤一f女　5－9）

　　　○バーラガサイタ　ケーキ。バラダッチ　タベラレルンダヨ。　（神一三男　4－0）

i．23　やりもらい

　やりもらいには，「してやる」「してもらう」「してくれる」などがある。やりもらいは，だれの

ために動作をおこなうかをあらわすことに関するカテゴリーである。

　（してやる）（してくれる〉「してやる」と「してくれる」は，サービスの主体を主語にしたとき

のいいあらわしかたである。「してやる」は，サービスの主体が一人称または主人公であるばあい

にもちいられ，「してくれる」は，サービスのうけてが一人称または主入公であるばあいにっかわ

れる。

　（してもらう）「してもらう」は，サービスのうけてを主語にしたときのいいあらわしかたであ

る。このサービスのうけては，いつも一人称か主人公である。

1．24　アスペクト

　アスペクトには，持続，結果，処置，終結，ちかづき，とおのきなどがある。アスペクトとい

うのは，動詞のあらわす動作がどの過程にあるかをいいあらわすことに関するカテゴリーである。

　（持続）　「している」は，動作または動作結・果が持続している状態にあることをあらわす。

　（結果）　「してある」は，動作結果としての動作対象の状態が持続していることをあらわす。
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　（処置）　「しておく」は，一定の状態をつくりだすこと，あるいは，一定の状態を持続させる

ことをあらわす。

　（終結）　「してしまう」は，ある動作をおわりまでおこなうこと，あるいは，一定の状態がお

わったり，その状態をおわらせたりすることをあらわす。また，期待しなかったことや期待に反

することがおこることをあらわす。Fしちやう」は，そのほかに，動作が成立することをあらわす。

　（ちかづき〉と（とおのき）「してくる」と「していく」は，動作や状態の変化が進行すること

をあらわす。「してくる」と「していく］とは，おなじことをもあらわしうるが，発生，発展の方

向にあるばあいには前者が，終了，消滅の方向にあるばあいには後者がつかわれることがおおい。

また，現在までの進行や持続を蘭者が，現在からのそれを後者がうけもっという分担もある。

　「してくる」と「していく」には，アスペクトに関係なく，「いく」「くる」などの本動詞として

の意味がいきたまま，一定の移動動作のしかたをあらわしているばあいがある。実際には，むし

ろ，この用法のほうがおおくつかわれる。この研究では，そのような用法についても，あわせて記

述した。

　（実現）　「してみる」は，動作を実際におこなうことをあらわす。条件形または他の語形で条

件の意味をあらわすぼあいには，無意志的な動作や非情物の動作もこれになることができ，それは，

主語または主人公の認識内容をあらわす。

　（実演）　「してみせる」は，ひとまえで実際に動作をおこなうことをあらわす。

　「してみる」や「してみせる」をアスペクトのなかにふくめることには問題があるが，いちお

っここでのべることにした。

　（派生のてつづきによるアスペクト動詞）　「よみかける」「よみだす」「よみおわる」「よみきる」

「よみつづける」などは，接尾辞をつけてつくるアスペクト動詞である。

1．3　文法的な派生形容詞

　もとの動詞は，形容詞的な接辞をつけて，文法的な派生形容詞をつくることができる。派生形

容詞は，形容詞とおなじような，せまい意昧の語形をもつ。

　（希望）「したい」は希望をあらわす。

　（様態）　「しそうだ」は，動作や状態がなりたつけはいのあることをあらわす。

　　　　　　　　　幼児の使用した動詞の形式（3＞一一文法的派生形容詞

年　年　年
ｷ　申　少

よみたい ○　○　○

よみそうだ ○　○　○

1．4　くみたて動詞

　文法的な派生動詞とくらべると，その構成要素のあいだのむすびつきはよわいが，それかとい

って，統語論のなかにすっかり解消してしまうためにはあまりにもむすびつきのつよすぎるもの

を，「くみたて動詞」とよんで，つぎの表のように一括した。これらは，形態論と統語論のあいだ
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の中間的な単位をなしている。「くみたて動詞」というまとめかたは，文法論の世界でまだ承認を

えていないが，幼児によって実際に使用されたこれらの形式をそのまますてておくわけにいかな

いので，いちおっここにまとめたわけである。

　これをここにあつめたのは，構成要素である単語間のむすびつきかたのつよさという単位構成

上の特徴によってであって，それのもつ文法的な意味によってではない。もし，このような単位

が形態論的なものとして承認されれば，この表で小分けしたグループごとに別々に位置づけられ

るはずである。各グループや各形式の性格については，各論のところでのべる。

　　　　　　　　　　幼児の使用した動詞の形式（4）一くみたて動詞

年　年　年
長　中　少

よむことができる ○　○

よむことがある ○　○　○

よまないことがある ○　○　○

よむときがある ○　○　○

よまないときがある ○

よんだことがある ○　○　○

よんだときがある ○　○　○

よまなくなる ○　○　○

よみたくなる ○　○　○

よみそうになる ○　○　○

よむようになる ○　○

よんだみたいになる ○　○

こういうふうになる ○

よむことになる ○　○

よまなくする ○

よむようにする ○　○

よむことにする ○

よむとする ○　○

よんだとする ○

よもうとする ○　○　○

1．5　形容詞派生のコピュうとくみあわさったもの

　動詞の条件形，ゆずり形，中止形と形容詞派生のコピュラとがむすびついて，一定のモーダル

な意味をあらわしているものをここでとりあげる。これらは，あるいは，コピュラの形態論とし

てとりあげるべきで，動詞の形態論としては，条件形などのところで，コピュラとくみあわさる

州法とだけしておけばよいのかもしれない。しかし，すくなくとも，これらは，くみあわさった

かたちで一定のモーダルな意味をあらわしているので，ここでとりあげることにする。

　つぎの表のようなものが幼児によって使用された。それぞれの意味・用法については各論での

べる。
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形容詞派生のコピュラとくみあわさるもの幼児の使用した動詞の形式㈲

「 年　年　年
ｷ　中　少

よめばいい ○　○　○

iよめばよかった ○　○

よんでいい ○　○　○

よんでもいい ○　○

よんだっていい ○　　　○

よむほうがいい ○

よんだほうがいい ○

よむといけない ○

よまないといけない ○　○

よんだらいけない ○

よんじゃいけない ○　○　○

よまなくちゃいけない ○

よまないとだめ ○　○

よんだらだめ ○　○

よんじゃだめ ○　○　○

よまなくちゃだめ ○

よまなきゃだめ ○

よまなければならない O
よまないとならない ○

よまなくちゃならない ○

よんでもへいき ○

よみたくてしょうがない ○

1．6　コピュラのついたもの

動詞のいいおわり形または連体形に推量・比況コピュラがついて，一定のモーダルな意味をあ

らわしているものをここでとりあげる。これらも，あるいは，コピュラ論としてとりあげるべき

ものかもしれない。つぎの表のようなものが，幼児に使用された。

　　　　　　　　幼児の使用した動詞の形式（6＞一コピュラのついたもの

年　年　年
ｷ　中　少

　　　　、謔ﾞだうつ

謔ﾞでしょう

○　○　○

宦@○　○

よむらしい

謔ﾞようだ

謔ﾞみたいだ

○○○　○　○

よむそうだ ○

よむかもしれない

謔ﾞにちがいない

謔ﾞにきまってる

○　O

n

　「だろう」「でしょう」をコピュラとするか接辞とするかは，問題のあるところであり，この報

告では，動詞の基本的な活用表のなかにも，これのついたものを「推量形」としていれておいた。
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　また，これが念おしにっかわれるばあいには，終助詞相当になるが，その用法についても，推

量形のところでのべることにする。

1．7　とりたてのかたち　　　　　　　　　　　　　　　　　t／

　動詞は，とりたて助詞をつかって，とりたてのかたちにすることができる。幼兇の使贋すると

りたてのかたちはひじょうにすくないが，使用したのは，つぎの諸形式である。このなかには，

動詞のとりたてとはいいがたいものもあるが，とりたて助詞のつかわれたものをいちおうあげて

おく。

　　　　　　　　　幼児の使用した動詞の形式（7＞一とりたてのかたち

年　年　年
長　中　少

よんでばかり ○

よんでばかりいる ○

よんだりなんかする ○　○　○

よむのは ○　○　○

よむのも ○　○　○

よむのだけ ○

よむのしか ○

よんだばかり ○

よむしかない ○

よむだけ ○　○　○

よむばかり ○　○
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第2章いいおわり形

2．1幼児の使用した語形

　幼児の使用した動詞のいいおわり形はつぎのとおりである。

9淀形

佳量1ξ多

形

形

現在彫よむ

過去形よんだ

現在形

過去形

丁

　　　　　k－rml！＝LLm：

　この表からわかるように，幼児は，ふつう体・ていねい体にかかわらず，みとめの動詞は，すべ

てのいいおわり語形をつかっている。しかし，推量形のところの例をみると，ふつう体の現在形

のところ（◎印のもの）をのぞいて，すべて，ねんおしをあらわしているので，その分を終助詞

相当としてはぶいてみると，推量過去形にあながあくことになる。そして，年少児の使用例から

は推量形が完全にきえてしまうことになる。年長児・年申児につかわれた推量形のおしはかりの

用法は，ウサギとカメのはなしのなかの「カメハ　コナイダロウ」という判断にかぎられていた。

このよっにみると，幼児には，推量形はよわいようにおもわれる。ただし，あとであげるように

「よむんだろ」のかたちは，おしはかりの意味でもつかわれている。

　ていねい体の動詞は，みとめの動詞として全語形にわたっているが，推量形は，いまのべたよ

っに，ぜんぶねんおしである。　「よみなさい」のかたちは，母おやの自分に対することばをつた

えたものが多い。ていねい体のうちけしの動詞は，コピュラ「でしょう」のつくもの以外は，現

在形しかなかった。「よみませんでした」がひとつもなかったことは，あるいは，ひとつの特徴と

いえるかもしれない。なお，ていねい体の動詞は，いいおわり形以外では，条件形に「カゴデ

イキマシタラ　ツナガ　キレテ　イソノマUハ　シンデ　シマイマシタ」というおはなしの例が

ひとつあるだけだった。

　ここに「およみ」となっているものは，すべて，「おいで」であり，また，　「よみなさい」のな

かには「ください∫いらっしゃい」がふくまれている。それらは，いずれも，つぎにあげる文例

のなかで，わかるようになっている。「よんでください」の例は，やりもらいの章にあげた。

　ここで，幼児につかわれたいいおわり形の例をあげることにする。

ふ　つ　つ　　　　L　　て　い　ね　い
み　と　め　　　　　う　ち　け　し み　と　め　　　　う　ち　け　し

　　　　　｝

�l1　　　　　…　　　　　i

年年年1

ｷ中少
年年年

ｷ疑心 墜L
年年年

P餅少

よむ

謔�ｾ

○○○

宦宦宦

@　　　

よまない

謔ﾜなかった

○○○

宦宦

よみます

謔ﾝました

○○○

宦宦

よみません

謔ﾝませんでした

謔ﾜなかったです

○○○

@　× ×シナイテンタ
@　　　　i　　　　　E

よむだろう

@　　　　、謔�ｾだろっ ○

◎◎　　よまないだろう◎　○よむでしょう

よまなかっただろう　　　　　　よんだてしょう

○○○

宦宦

よまないでしょう

謔ﾜなかったでしょう

　○

よもう

謔ﾟ

謔ﾝな

ﾄ（くれ〉

○○○

宦宦宦

○
○
○
�

よむまい〉よ

ﾞなよ

ﾜ璽」動�

みましょうよ

ﾝなさいお

謔ﾝなさい防

謔ﾝよ

�ﾅください�

○○

宦宦宦

○○○○

｢�（

みま縁い）よま

ﾈいでください�� チョウダイ

0一



種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

○マンガヤナンカ　ミル。　　　　　　　　｝

i二一h女6－6）

寃Iトウチャン　イル。（四

黷a男5－7）

寃¥レガ　オワッタラ　モク
?ウビニ　ナル。（二一s男　　　　｝

U－6）

寃¥イデネ　ジドウシャニ

uツカッタ。（赤一己－女5一

○デンシャガ　アル。（神一　　　　　　『

�j5－0）
宦c…　アルイテ　イッタラ
Iウチ　ツク。（神一師女4　　　…

?１＞

寃Cツモ　ツイテ　イク。　　　　　　　　一

i小一山女4－5）

寃Aッ　ワスレター。（二一

○ホンダケ　ヨム。（神一大　　　　　｝

j3－11）

寃¥レカラ　　カエル。（赤一

葬j4－1）

寃Jンガエテ　凹凹ナチスル

i赤一v女4－0）

寃Iベントウ　タベタ。（赤

8）

寃uタガ　イタ。（自一f女　　　　㎝

T－8）

寃Iナカ　スイタ。（赤一〇

i女5－3）

寃Wテンシャデ　アソンダ。

i小一二男4－7）

寃Jメサンガ　イットウニ

iッタ。（赤一。男5－3）

一a女3－10）
寃宴Cオンガ　デタ。（小一　　　　　　｝

ﾝ男3－1！）

寃純塔純塔K　イタ。（小一

〔ふつう体〕みとめの
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女6－1）

hウセネ　　ヨ　オソイカラ

?ルマデ　カカルダロウット

Iモッテネ　ウサギガ　ヒト

lムリシテテネ（赤～k女5

|8＞

寃¥レ　ツカマエヨウト　オ

cbタラ　ニゲチャッタノネ。

i赤一〇女6－1）

寃?ルダカラ　カエロウッテ

Jエッチャッタノ。（自一1

j5－7）
宦uオヤ　アノ　オヤマノ

eッペンマデネ　カケッコシ

○ヂユウガタマデ　カカルダ

香vッテ　ユッテ　シトヤス　ミシテネ（赤一s男5－6＞

寃Rレ　ミズ　ヤルダロウ？

i赤一d男5一の
宸ﾇういうの？　ぼくのお仕

魔ﾁて？　サンリンシャトサ

Cマ　ユッタダロ？（小一永

j畦一荏〉

宦c…　ニゲヨウト　オモッ

^ラ，ネー　ダイオンガ　イ

^カラネ（神一出男娃一9＞

寃uタヲ　フンヅケヨウト

Iモッタンダ。（小一足男5

|0）

寃宴Cオンガ　ウーントネー

Aショボウテ　イッテモ，ア

原女3－7）

寃qダリガワニ　ニゲヨウト　　　　　　　　　　｝

Iモッタラ　ソシテ　ソシテ

uッカッタノ。（神一佐女3

|7）

寃Jミツコウト　オモッテネ

i神一三男4－0）

寃Aソボッテ　ィッタノ。

　　　　一　　　　、?ウ」ッア不
　　　　　　イッテ，ヤッー

^ノネ。（赤一f女5－9）

寃¥シテ　ニンゲンガネ

uライオン　ガンバレ」ッテ

Cッタノ。（三一K男5－11）
寃Nルマガ　「ドケ　ドケ」ッ　　　　　　一　　　　　　　　　　　　』

e　イッタノ。（自一m女6

|4）
宦uリュウセイゴウ　　ント

Iウトウセヨ」テ　イウト

ショバナイカラ（自一i男5

|5＞
寃Eサギガネー　「マテー」

bテ　ユッテ　コウシテネ

i神一三女4－5）

寃Iミズ　カケルノ，「オハ

i　オオキク　ナーレ」ッテ。

i小一足男5－0）

宦uリュウセイゴウ　　オウト

Eセヨ」（小一フ禽男4－7）

（自一1女3－3）

寃L・イロハ　　ススメ。　（自一　　　　　皿　　一　㎜

?男3－10）

宦uヤッツケロー」ッテ　イ

Eトネ　ヤッツケチャウノ。

i小一佐男荏一3）

宦uトットト　キ・エウセロー」

gロロガ　イイマシタ。（神

鼬ﾃ男4　－　5　）　　〔注）　！1】寺1組

ﾜえにきいた話をそのまま。）ハシンノ。（自一。男6－3）

O「マズイ　モモハ　ムコウ

○ガムダケ　タベナッ　チュ

bタカラネ　タベタノ。（自

一21一
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ニ　イキ・ナ。　オイシイ　モ

モハ　コッチニ　キナ」ッテ

ネユッタンダヨネ。（自一

A女6－5）
○「オキナ　オキナ」ッテモ

ネボウシチャウノ。（二一n

男6－2）

○イモウトガネ　「コレ　ヨ

ンデliッテ　イウトネ（赤一

9男5－10）

○「ママト　オンナジノ　ッ

クッテsッテ　イウトネ（自

一〇女6－1）

○「タスケテー」ッテネ（自

一P女6－！）

0テレビ見ます？　アンマリ

ミナイ。（赤一h女6－6）

○ダケド　ゴメスダケガ　タ

リナイ。（専一v男6－1）

○ンー　ヨク　シラナイ。

（自一p女6－1）

Oハンブンシカ　コナカッタ。

（赤一1男6－3）

○シンブンモ　ミナカッタ。

（赤一b男6－5＞

○ドッコモ　イカナカッタ。

（赤一N女5－7）

○ウサギハネ　カメクンハ

コナイダロウト　オモッテネ
　　　　　　　　　　　　ラ
（自一一i男6－5＞

○カメノ　ホウ　マケテテネ

モウ　コナイダロウッテネ

（赤一g男5－10）

○モウネ　ウントー　イジメ

ナイデネ（赤一u女5－11）

○トキドキ　オウチデ　ヤリ

マス。（赤一m女6－3）

一一 鰹翌S－7＞

○コンド　ナカマニ　イレテ

ッテ　オトモダチガ　キタラ

（小一久女4－7）

○チョット　ミセテ。（小一

窪女4－8）

○ハヤク　シテー。（小一一原

男5－0）

○デモネ，　ミタク　ナイ　モ

ノハ　ミナイ。（小一箆女4

－7）

○どこか行った？　イカナイ。

（ノ］、一’？毎≡男4－3）

○ナンダカ　ヨク　ワカラナ

イ。（辮｛一糸哉男4－4）

○ソノ　トキモネー　ボク

フットバナカッタ。（自一。

男4－7）

○これ注射？　いたかった？

ナカナカッタ。ないた子いた

？　イナカッタ。（小一聖女

4－7）

○「コワイカラ　イカナイデ

ー」ッテ　ナイチャウノ。

（ノ」、一才甲女5－1）

○パパト　ママト　オニイチ

ャン　イマス。（赤一p女5一

　　一22一

○チョット　マッチ。（赤一

t女4－4）

○ネ　センセー　センセーガ

ネ　ジブンデ　スキナ　ジ

カイテ。ボクガ　アノネ　オ

ナジ　ジ　カクカラ。（赤一

d男4－2）

○虫いる？　イナイ。（赤一

u女3－7）
○ユメ　ミナイ。（神一三男

4－O）

○ドコニモ　イカナイ（小一
　　　　　　　　　e
原女3－7）

○キョウハ　ヤンナカッタ。

（／」、一舵ii男4－2）

○ナンニモ　ミナカッタ。

（撫1…一肩男4－5）

○オテテ　カマナカッタ。

（闇一b女3－1C）

○アノネ　オツキサマハ　ア

メ　デナイダロウ　ダカラ…

（赤一d男4－2）〔雨をふ

らせないの意。）

○アブラガ　ミテカラ　オウ

チニ　＿6V？X　（神一玉男



断定過去
形

推量現在
形
（念おし）

推量過去
形
（念おし）

意志形

○ドアガ　アルカラ，ソコン

トコ　ハイリマス。（自一t

女6－9）

○「モモチャン　アイスクリ

ーム　アゲマス」ッテ　ユッ

タラ（自一〇女6－1＞

○キノウ　アノネ　トモダチ

ト　アソビマシタ。（赤一κ

女5－7）

○ネズミハ　ビックリシテ

トビアガリマシタ。（赤一s

男6－6）

○ウサギト　カメガ　キョウ

ソウシマシタ。（赤一p女6

－2）

○パパパ　ビョウインニ　イ

ルデショウ。（赤一x女6－
2）

○アノ　マッスグノ　ミチ

アルデシsウ（自一a男5一一
　　　　　〇11）

○バットマンハ　ハチデャ

ルデショ。（赤一F男5－9）

0イマサツキ　ヤッタ　ユッ

タデショウ（赤一F男5－9）
　　　　む○キノウネー　ビッグエッグ

スガ　アッタデショウ。（自

一h男5－7＞

○カゴニ　ナンカ　ハナヲ

ツンダデショウ。ダカラ（赤

一s女5－8＞

○オテンキノ　イイ　アサ

ヒトリノ　ボウヤガ　「ミズ

ヲ　オハナニ　カケマショウ

」ト　ユッテ　カケマシタ。

（赤一s男6－6＞

○ヂキビダンゴ　アゲマショ

ウ」ッテ　イッテ　（赤一E

女5－8）
○「アソビマショ」ッテ　キタ

2）

○「キビダンゴ　ヒトチュク

ダシャイ。オトモシマス」ッ

テユッタノ。（神一山男4

－9）

○「ワタシガ　ス，スキナ

モノヲ　ハヤク　トッテ　キ

テ　クレタ　ヒトト　ケッコ

ンシマス」ト　カグヤヒメハ

ユイマシタ。（神一桑女4－

10）

○ハリーハ・…・…・ブラシヲ

クワエテ　ニゲダシマシタ。

（神一規男4－6）

○オママゴ｝シマシタ。（赤

一i女5－3）
○「オマエ　ヨク　タベ　タ

ベルヨウニ」ッテ　イイマシ

タ。（神一金女5－O）

○ソシテサ　ココニサ　コノ

クライ　ミチ　アルデショ。

ココカラ　センセイi・　ナラ

ンデ　クルノ。（赤一w男5

－3）

○ヨウチエン　カエル　トキ，

コッチ　イクデショウ。（自

一u女5－5＞

○アノネ　エノ　ホン　アル

デショ。アレネ　ヨンダラ

（ノ」、一窪女4－8）

○イチュカ　イッタデショ。

（自一P男4－7）

○ハナガ　サイタカラ　ミズ

ヲ　ヤッタデショ。（小一窪

女4－8）

○カメサンバ　ハタケヘ　デ

カケタデショ。（神一遠男5

－1）

○「アタシヲ　ダマスナラ

カケッコヲ　シマショウ」ッ

テ　（赤一1男荏一8）

○……ソレヲ　ハヤク　モッ

テ　キタ　ヒトト　ケッコン

シマショウ」ト　ユイマシタ。

（神一桑女4－10）

4－O）

○「キ・ヨウハ　ウンドウカイ

ヲ　ハジメマス」ッテ。（小

一佐男4－3）

○ムカシムカシ　アル　トコ

ロニ　サンビキノ　ヤギガ

イマシタ。（神一高男4－4）

○ソイデ　　ニバンメノ　ヤギ

ノ　ガラガラドンガ　イキマ

シタ。（神一寺男4－4）

○ウサギサンガ　キノ　ウェ

ニ　ノリマシタ。（小一佐男

4－3）

○ソイデネ　マタ　オリル

トコガ　アルデショウ。アソ

コナノ。（専一b男4－0）

○オマツリン　トキハ　ジュ

ースヤナンカ　クレルデショ

立。ダカラ（神一三男4－0）

○ウン　センセイノ　オウチ

ノ　ヤオヤヲ　マガルデショ

ウ。（神一鈴男3－6）

○オカワリッテ　　イッタデシ

ヨ。Q示一q男4－1＞

一23一



命令形

うちけし

の勤詞
断定現在
形

齪
形
離
形
剛

カラ（自一e女5－7）

○「モウ　ネナサイ」ッテ

ユッタカラウネルノ。

（自一i男6－4）

○「ズーット　イナサイ」ッ

テ　オカアサンガ　イッタン

ダケドネ（赤一h女6－6）

○「ジブンデ　ヨミナサイ」

ッテ　イウカラ　ジブンデ

ヨンデルノ。（赤一J女5－

8）

○ニッポンイチノ　キビダン

ゴ　　ヒトツ　　ワタシニ　　クダ

サイ。（自一A女6－5＞

○「スコシ　オジカンヲ　ク

ダサイ」ッテ　イッタラネ，

（赤一E女5－8）

○「ジュウエン　チョウダイ」

ッテ　ユッテモ　クレナイカ

ラ。（自一1男5－7＞

○「コレラ　オノミナサイJ

ッテネ　クスリノ　ビンガネ

ニネ（赤一1女5－8）

○「コッチ　オイデ」ッユッタ

ラ，（自一i男6－4）

○「ヒツジガ　イルカラネ

ハウ　ハヤク　オイデー」チ

ュッタラネ（自一m女6－4）

○「ハヤク　ネナサイ」ッテ　○ママ「ネナサイJッテ（赤

イウ　トキニ。（ノ1・一押女5　－v女4－0）

一1）　　　　　　　　　　○「アラッテ　イキナサイ」

O「ミンナデネー　オウチヲ　ッテ　イッテンノ。（小一原

ツクッテ　クラシナサイ」ッ　女3－7）

ツッテネ（小一岡女4－8）　　○「アトデ　テレビ　ミ　ソ

○「オイシク　ナッタラ　タ　シテ　イキナサイ」ッテ　イ

ベナサイーiッテ　イウ。（神　ツタノ。（神一佐女3－7）

一蓋女4－10）

○キビダンゴ　ヒトチュ　ク

ダサイ。　オトモ　シマシュ。

（神一山男4－9）

○「オヨメニ　クダサイ。オ

ヨメニ　クダサイ」ト　タノ

ミニ　キマシタ。（神一桑女

4　一10）

○「ウチニモ　アソビニ　イ

ラッシャイ」ッテ（神一桑女4

－10）

○オサルサンネー　ウント　　○チーグサ　イッテル　トキ

「ナンカ　チョウダイ」ッテ　　ハ　「チョーダイ」チュッタケ

イッテタ。（神一鎌女4－5）　ドネ。（神一三男4－0＞

○マホウツカイガ　「コッ

チ　オイデ」ナンテ　ユッ二

心ラネ（自一h女4－7）

○カメサンガネ　fココマデ

オイデ」ッテ　マタ　ユッタ

ノ。（赤一f女4－2）

○ママガ「イキマセン」 テ ○コンドハ　スニ　ツバメガ ○サッキノ ヤギノ　コエジ

イッタカラ（赤一C男5－6） イルト　キイテ，ツバメヲ ヤー アリマシェン。（神一

○ニュース見ますか？ 、ミマー トリニ　イキマシタラ　ハシ 古男4－5） 〔注）コピュラ〕
セン。（赤一m女6－3）一

ゴヲ　カケマシタガ　トドキ ○ハシヲ ワタリ　イケマセ

マセン。（神一三女4－10） ン。（神一佐女3－7）〔注）

○ロンパールーム　ミナイデ

一可能動詞｝

ショ　コノゴロよ小一久女4

○ソノ　　トキニ　アタシ

Lナカッタデショ。ダカラネ，
f

『一7＞

（赤一L女5－9）

一24一



2．2　終助詞のついたもの

　いいおわり形には，終助詞がつくことがおおい。幼児の使幣例はつぎの表のとおりである。

　ここに終助詞としてあげてあるものについては，若干の注釈が必要である。

　　1）「な」は発見・確認・詠嘆などの「な」であって，禁止ではない。いわゆる「禁止の終助

　　　詞」は，それのついたかたち，つまり「よむな」をいいおわり語形のひとつとしているの

　　　で，ここでは，あげていない。

　　2）「っけ」は本来語尾であり，東北弁などでは，現在でも語尾としてはたらいているものが

　　　あるが，ここでは，いちおう終助調のなかへいれた。これは，いちおうの三蹟であって，

　　　問題をのこしている。

　　3）「かJ「の（ん）」へは，連体形からつづくという説のほうが，現在はつよいとおもわれる

　　　が，終助詞「の」へっづく動詞のテンス・アスペクト的な性格がいいおわり形のばあいと

　　　おなじであること，名調にかからない「です」があらわれること，その他の理由によって，

　　　いいおわり形に接続するものとしてあつかった。注1）「よむ血わからない」の「か」が終助

　　　詞かどうかは問題であるが，いちおうここにいれておいた。

　　4）　「んだろう」「んでしょう」「んじゃない3は「の」がっかわれているのでここにあげた。

　　5）　「だろう」「でしょう」のうちの，念おしに属するものは，その用法が終助詞「ね」などとに

　　　ているので，この表にも登録した。（例文は推量形のところにある。）なお，これが終助詞

　　　化していることは「かもしれないでしょう？」のように推量形式にもついて，推量の「だ

　　　ろう」　「でしょう」とは，形式的にことなった面をもつことによってもあきらかだろう。

　　6）　「じゃない（か）」は，動詞や第一形容詞につくばあいは，終助詞的な用法しかないので，

　　　ここにあげた。

　　7）　「んです」「でしょう」などは，カテゴリカルには，「よみます」「よみなさい」など，てい

　　　ねい形式のほうにまわるべきであるが，ここでは表を単純にするため，「んだ」「だろう」

　　　などと並列した。

　　この表から，つぎのことがわかる。

　　1）幼児は，終助詞をだいたい使用できる。このことは，当然のことのようにもおもえるが，

　　　外国人が臼本語を習得するさいには，終助詞の習得がかなりおくれるので，そのこととく

　　　らべてかんがえると，将来研究されるべき，幼児の言語獲得過程の質の問題に，一定の資

　　　料を提供したことになるとおもつ。

　2）ていねい体の動詞に終助詞がつくことは，ふつう体のばあいとくらべて，かなりすくな

　　い。なお，この表に，「よみました」「よみましょうj「よみませんでした」がないのは，

　　それらのかたちに終助詞がつく例がなかったからである。

　　　幼児において，ていねい体の動詞に終助詞がつきにくいことは，ていねい体：の動詞その

　　ものの使用頻度がすくないことと関係している。しかし，それにしても，「よみます」や「よ

　　みました」などはかなりつかわれているのであるから，それらのかたちに「よ」や「か」

控工）このことについては，高橋太郎1974にくわしくのべた。
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一 ま i

ん じ ゃ な い （ か ） じ ゃ な い （ か ） 　 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ 　 　 ○

○ ○

ん で し ょ う ん だ ろ う ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 ○

で し ょ う だ ろ う ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○

ん で す か ん で す よ ん で す ○ ○ ○ ○ 　 　 ○

○ ○

ん だ っ て ね ん だ っ て さ ん だ つ て 　 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

ん だ っ た つ け ん だ っ け ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 ○

ん だ も ん ん だ な ん だ ね ん だ ぞ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○

ん だ よ ね ん だ よ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○
○ ○ ○ ○

ん だ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

の か し ら の か な の か

○ ○ 　 ○ ○
　 ○ ○ ○ 　 ○

○

の さ の ね 　 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

の よ ね の よ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 ○ ○ ○ ○

の ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

と さ と か

か な か ね ○ ○ ○ ○ ○ ○ O 　 I ○ ○

か よ か い か

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

っ け な つ け

○ ○ 　 　 ○

も ん や ぞ い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

な ね ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

わ い わ よ わ

○ ○ 　 ○ ○

○

さ
よ ね よ 　 　 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

最 中 少 年 年 年 長 中 少 年 年 年 最 中 少 年 年 年 忌 中 少 年 年 年 霧 中 少 年 年 年 長 中 少 年 年 年 長 中 少 年 年 年 壷 中 少 年 年 年 長 中 少 年 年 年 長 中 少 年 年 年

む よ

だ ん よ

頓 よ

め よ

で ん よ

い な ま よ

た つ か な 捻

す ま み よ

い さ な み よ ん せ ま み よ



　　のついたものがほとんどないことは，一定の意味をもつとかんがえるべきであろう。これ

　　は，幼児においては，ていねい体が日常化していないことの証拠であるといえるであろう。

　3）　しかし，「だろうjと「でしょう」をくらべるとぼでしょう」がだんぜん優勢である。

　　これはおそらく，ねんおしの用法で硬われるかぎり，「でしょう」はていねい体というより

　　は，幼児文体に属するのだということをものがたっているのだろう。

いいおわり形に終助詞のついた例を，つぎにしめそう。

種．類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

　よ
ｻ在形

○「アソコニ　イルヨ」ッテ ○チガウヨ。（小一志男4一　……　一　『 ○ぼくもできる？　デキルヨ　　　　　　　　㎜　一　｝　…　　　…

ユッタ。（自一1＜男5－8＞ 2＞ （神一宮男3－8）

○トオマデ　カゾエラエレバ ○リュウセイッテ　ニチヨウ ○ニバンノ　ヤギノ　ガラガ

サ　ミンナ　デキルヨ。（赤 ヤノレヨ。　（ノ」、一有男4　－　7　） ラドンガ　クルヨ。（神一高

一t男6－0） 男4－4）

○カナブンハ　ナカナイヨ。 ○ダレモ　イナイヨ。（神一 ○ユメ？　ミナイヨ。（小一

（自一s男5－9） 二男4－4） 佐男婆一3）

○ナンカ　ヘンナ　コエダカ ○どういうおはなし？　シラ　　　　　　　　　　㎜　…　一 ○どうしてかしらね。ワカン　　　　　　　　　一　一　｝　一

ラ　ワカンナイヨ。（三一m ナイヨ。（小一伊男4－3） ナイヨ。（神一三男4－0＞

男5－10）

○ナンニモ　イマセンヨ。 ○ウチニハ　コ　ニコ　アリ

（赤一。男6－2） マセンヨ。（神一大女4－6）
・

m

過去形 ○ウントネ　ナツヤスミニネ ○キンギョパ　　オレンジイロ ○どっか遠い所行った？

オエカキシタヨ。（赤一赫男
ニ　ミエタヨ。（小一安男4　　一　一　…　… ウン，イッタヨ。（赤一｝｝男　　…　一　一　…　一　…　r

5－8） 一2） 3－8）　　ダ

○アト　カプセルモ　アッタ ○シログミガ　カッタヨー。 ○ボート　アッタヨ。（小一
一

ヨ。（自一e男6－1） （小一川男4－10） 二男4～2）
一○ウンドーカイ　デナカッタ ○ダケド　ナカナカッタヨ。 ○デモ　ノンナカッタヨ。

ヨー，オヤスミシテ　（三一｛

（小一藤男4－9） （赤一b男4－0＞

a男5－1！＞ ○パピーッテネ　マケナカッ ○ダケドネ　コロバナカッタ

○ミナカッタヨ。（自一v男 タiヨ。　（自一s男4－10） ヨ。（三一d男4－2）
一

5－7） ｝
意志、形 ○「オマツリ　イコウヨ」ッテ ○「ウンドウカイ　　シヨウヨ」

　ユッタカラ　　イッタノ。（自 ッテ　　イウノ。（赤一b男5

一w女6－5） 一6）

○「トッカエコショウヨ」ッテ

　　　　　　　　　一　　　　、Tル　サルガ　イッア不

（赤一9男5－lo）

命令形 ○カッチャン　オキロヨ

（自一k男5－8＞

○「ヒトツ　オクレヨ」ッ目隠

ラネ「オニセイバツニ　イク

カ」ッテ　キイタノ。（自一〇

男6－3）

○「キュウコチャン，キ・ユウ ○「キヲ　ツケテ　ィキナサ
π　…

コチャン　オキナサイヨ」ッ イヨ」チュッタノ。（神一鎌女

テ　（赤一E女5－8） 4－5）
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依頼形

よ　　ね、

現在形

過去形

　わ

現在形

よ
形

　
在

わ
現

　
形

ね
在

　
現

過去形

意志、形

　な

現在形

○「モット　オソク　イッテ

ヨ」ッテ　イッテモネ，（赤一h

女6－6）

○パパ　アンナ　コト　シナ

イヨネ。（自一g女5－11）

○テレビ　ミルワヨ。（re　一

A女6－5）

○ウ？　オトナノ？　スコシ

ハ　ミルネ。（赤一a男5－

H）

○ガイシャノ　ホウガネ　ウ

ント　チッチャイ　クルマヨ

リ　タクサン　アルネ。ダカ

ラ　ボク　（赤一t男6－0）

○ニュースなんか　ききます

か。キカナイネ。（三一。男

6－3）

○ネ　シマウマネ　ミツカッ

タネ。ソレデネ。（赤一」女

5－7）

○オジサン　ノボロウネ。

（赤一E女5－8）

○ヨシヨシ　ヒトツ　アゲヨ

ウネ。（赤一L女5－9＞

○ネンドナンカガ　イチバン

オモシロイト　オモウナ。

（赤一a男5－11）

○「マダ　アソコニ　イルナ」

ッ　チュッテ　シルネ　シテ

タラ（赤一f男6－3）

○「カメハ　マダ　コナイナ」

ッテ　オモッテネ　（八一w

男6－3）

○ソレシカ　ワカンナイナ。

（赤一A女6－1）

○ウン　デモ　　ニンギョウノ

カメ　イナイヨネ。（神一桑

女4－10）

○タッチャン　オエカキ　ジ

ョウズニ　カイタヨネ。（小

一信｝男4－3＞

○ソウネー　ママゴトデモ

スルワ。（二一p女5－2）

○ソコマデシカ　ワカンナイ

ワ。（赤一p女5－2）

○コッチカラ　イクワヨ。

（ノ」、一f嚢男4一一3）

○ライオンガ　コレダケ　イ

ルネー，ライオンガ　コレダ

ケ。（神一永男4－1）

○シマウマ　イルネー。（小

一樋男4－3＞

○アレ　タタナイネ，ゼンゼ

ン。（小一樋ee　4－3）

○ソンカラネー　オンマ　イ

タネー，ブウント　アカチャ

ンウマモ。（小一二男4－2）

○ドッカヘユクカラ　コレ

モッテ　イコウネッ　チュッ

テネ（自一1女4－7）

○ダカラ　ヤッパシ　チガ

ウナト　オモッテタンダ

ケドネ　（赤一q女5－2）

○どんな道とおっていく？

ヘンナ　ミチ　トオッテ

イクナ。　（小一足男5－0＞

○どんな　お話きいた？

シラナイナ。　（小一永男4

－4）

○こっちからこういうふう

にやるの？　ワカンナイナ

　　一28一

○チガウ　チガウヨネ。（赤

一i男4－2）

○アッ　マタ　イクワ。（自

一k男3－4）

○ケンカ？　シナイネー。

（赤一d男4－2＞

○シラナイネー一。（小一岸男

3　一ll）

○どんなお話？　ワカンナイ

ナー。（赤一a女3－10＞

○どうしたの？　シラナイナ。

（小一竹男4－1）



過去形

意志形

命令形

　ぞ

現在形

過去形

　や

現在形

もの（も
ん）

現在形

過去形

○「チビコウガ　キタナ」ッテ

（自一P女6－1）

○アト　アレシカ　ミナカッ

タナー　（二一G男6－1）

○ヒトツ　キビダンゴヲ　ク

ダサイナ。（三一L女5－9）

○「ソノ　ワケヲ　イワナイ

ト　タイホスルゾ」ッテ　ユ

ッタノ。（自一x女5－6）

O「ヘン　ヘンナ　ニオイガ

スルゾ」ッテ　イッテネ

（三一y男5－7）

○コドモハ　イナイゾ。（赤

一K男5－11）

○ア　チガウヤ。（同一P女

6－1）

○アッ　キノウ　ヤスマナイ

ヤ。　（四一v女5－10）

○コレ　イヌカ　クマカ　ワ

カラナイヤ。（二一a男5－

9）

○ボクノ　コエト　チョット

チガウモノ。（三一m男5－
IO）

○ネンド　ボクンチ　アンモ

ン。（自一y男6－0＞

○オバアサン　イナイモン。

（自一P男5－6）

○ワカンナイモン。キ・イタ

コト　ナイカラ。（赤一V男

6－1）

○ダッチ　トンボヤ　タクサ

ン　イタモン。（赤一u男6

－5）

一。（小一足男5－0）

○オジサンガ　「コマッタナ

ー」ッテ　ユッテ　（小一ノ」・島

女4－2）

○クマガ　「タベヨウナ」チ

タンダ。（小一永男4－4）

○ヒビヤコウエン四一トポ

ツポ　イルゾ。（小一有男4

－7）

○〔ねこはさかなを〕タベルゾ。

（小一一中皿4－7）

○ワカンナイゾー。ダッテ

イマヤッテナインダモン。

（小一三男4－7）

○「イッタゾー。イッタゾー」

ッテネ　（神一一松女4－8）

○アト　オジイサン　イルヤ

オジイチャン。（fi　一n男5

－5）

○……チガウヤ。アノネー

ウント　（尉一s男4－10＞

○おとうさんのお仕事なんか

知ってる？　シラナイヤ。

（神一伊男4－1＞

○ボク　ワカンナイヤ。（赤

一b男5－6＞

○ダッチ

L’e

Oダッテ

カンネ

ウン

オテツダイスルモ

　　（ノ」、一谷男4－11）

　　　　　オトウサンサ　オ

　　　　マイニチニ　スコシ

　　　クレルモン。（神一三

女4－10）

○ワカラナイモノ，ママジャ

ナイト。（fi　一h女4－7）

○ダッチ　ホントニ　ナイモ

ン。（ノ」、一海男4一一一・3）

○ソレデオワッタジョ。

（ノ」、一金男4－1＞

○ダッチサー　アタシ　マキ

コチャンノ　トナリX　イル

モン。（赤一a女3－1．0）

○ニゲルモン。（神一高男4

－4）

○ワカンナイモン。（神一狗

女4－3＞

○ハインナイモン。（神一高

男4－4）
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っ　　け

現在形

過去形

　か

現在形

過去形

意志形

か　　い

現在形

○コナイダ　ヤッタモン。

（自一d男6－1）

○キノウハ　ミナカッタモノ。

（同一e男6－1）

○ジャングルタイテイ　テツ

ジン　キンヨウビモ　アッタ

ッケ。（赤一a男5－9）

○アノネ　ウサギガ　イウッ

テ　イッタッケ。（自一d女

5　一1！）

○「オニセイバツニ　イクカ」

ッテ　キイタノ。（輿一〇男

6－3）

○ドッチニ　アゲルカ」ッテ

ユッテネ（自一d女5－11）

OFブタ　シラナイカ2ッテ

イッテネ（自一m女6－4）

○カメガネ　マダ　コナイカ

ト　オモウ。（自一b男6－
o）

○「カメサン　ボクトネ　カ

ケッコシナイカ」ッテ　イッ

テネ（二一N女5－7）

○「ドウイウ　ナマエニ　シ

マスカ」ッテ　オバアサン

ユッタンダ。（自一u女6－5）

○アトハ　ナンカ　ヤッタカ

ワスレタ。（赤一Q男6－4）

○ソシテ　ウサギサンガ

「ネスギ網田」ッテ　クヤシガ

ッタノ。（赤一m女6－3）

○ドレニ　キメヨウカ　ワカ

ンナイ。（自一b男6－0）

○「ソレトネー　トリカエヨ

ウカ」ッテ　ユッタラネー

（自一r女5－8）

○オダンゴ　クレルカイ。

（自一D女5－11）

○ソノカワリ　オニタイジニ

ユクカイ。（ge　一u女6－5＞

○シラナイナー。ミナカッタ

モン。（神一俳男4－！＞

○キシャハネー一　ドウシテ

ハシルト　オモウカ。（神

一村男4－3）

○オトウバンネ　キュウショ

クガ　ナニヲ　ナニ　ツクル

カ　オシエンノトネ，（神一井

男5－Q）

○オダンゴパンヲ　ツクッテ

クレナイカ。（神一大女4－

6）

○ナニ　カッタカ　ワカンナ

イ。（自一一u女5－5＞

○アノネ　ドウシテ　オヤス

ミシタカッテ　イウトネ（赤

一q女5－2）

○ウンーマナナガ　トマ
ロウカ［注）発音のまま］

（神一永男4－1＞

○カケッコヲ　シヨウカ。

（赤一i女5－3）

1

○エート　ドウブツエンッテ

ライオンダッテ　シマウマダ

ッチ　イルッケ。（小一二女

4－O）

○ウーン　キノウ？　ナニ

シタッケ。（赤一d男4－2）

○センセイハ　ミニ　キタノ，

ワルイ　コガ　 ドコニ　イル

カッテ。（神一三男4－0）

○ドッチガ　マケタカ　シッ

テンノ。（赤一b男4－0）

○ドウシテ　コウ　ナッ二一

ッ　チュウトネ，（神一三男4

－o）

○ナニ　カコウカ。（二一d

男4－2）
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か　　な

現在形

過去形

意、志形

　の

現在形

過去形

○「ウチヘ　コナイカイiッテ

ユッタカラネ（自一t男6－
2）

○「キョウソウシナイカイ」ッ

テ　イッテネ（二一〇男5一
　　　　　　＃IO）

○「ホイクエンニ　イルカナ」

ッテ　ミニ　クル　トキ。

（自一9男5一一一8）

○アノネ　ワカンナイカナ。

（自一m女6－4）

○ソレカラ　アト　ナニヲ

ヤッタカナー。（赤一〇男6

－2）

○ナニ　ショウカナ。（自一

k男5－8）
○ゴホンノ　オハナシ　ショ

ウカナ（赤一L女5－9＞

○オネエチャンガネ　サンニ

ンイルノ。（自一五男6－
o）

○キョウガネ　　オトウトノ

タンジョウビデ、コンド　ヨ

ッツニ　ナルノ。（赤一f男

5－9）

○ソイカラ　テツボウデネ

サカアガリ　ヤルノ。（自一

i男6－4）

○ナニ　ヤンノ？（赤一u男

6－5）

Oコレ　ヨムノ？（赤一〇男

6－2）

○オメメガワルクッテ　オ

シゴト　マダ　デキナイノ。

（自一y男6－0）

○ナンデ　ジャ　キコエナイ

ノ？　（赤一M男5－8）

○ウントネー　ダレカガネー

ワルモンヲネ　．ヤッツケタノ。

（自一h男5－7）

○オカアサンタチガ　ミタラ

○「ボクト　イッショニ　ネ

ー　ソート　キョウソシナイ

カイ」ッテ　ユッテネ（赤一

s男5－6）

○モウ　イチド　イクカナ。

（ノj、一市男4－5）

09ハヤク　コナイカナー」ッ

テ　マッチ　不ムッァ　マッ

チタラ（神一二女4－8）

○キノウ　ナニ　シタカナ。

（小一森男4－6）

○オフネ　ツクッタカナ。

（ノj、一了盲男4－5）

○エート　ドウショウカナ。

（ノ」、一軸ム女5－1）

○ナニ　ミヨウカナ。（神一

山男4－9）

○ココニ　ナンカ　アルノ。

（／∫、一ノ∫、男4－3＞

○ヨウチエンデハ　ウーン

ジテンシャ　ノルノ。（ノ」・一

中男4－6）

○マタ　マガッテ　マッスグ

イクノ。（自一a男4－9）

○ドッチカラ　ヤンノ？（自

一〇男5－4）

○コウ　イクノ？（小一大男

4－6）

○ナンニモ　イワナイノ。（自

一。男4－7＞

○アト　ミンナ　マチガエナ

ィノ？（神一規男4－6）

○ボク　イッチャクン　ナッ

タノ。（一一t男5－1＞

○ビヨウインニ　ニュウイン

シテ　モウ　ナオツタノ。
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○ナニ　タベヨウカナ。（自

一h男3－5）
○ドンナ　オハナチ　ショウ

カナ。（赤一v女4－O＞

○キョウ　パパ　オウチニ

インノ。（四一a女3－IO）

○アシタ　ドウブツエン　イ

クノ。（輿一m女3－10）

○アノネー　オニモツ　ッン

デネ　ジドウシャッテネ　カ

イシャ　イクノ。（神一秋男

3　一11）

○アトハ　ドノ　ジ　カクノ

？　（赤一d男4－2）

○ジャ　ナニガ　シムノ．？

［注）死ぬの？］（小一佐男4

－3）

○オバチャンハ　ヒトリシカ

イナイノ。（赤一a女3一一IO）

○ワタシネ　カイゴクミコチ

ャンノ　オウチ　ワカンナイ

ノ。（赤一v女4－0）

［注）年少は疑問みつからず］

○ヨルネー　アタシ　ゴハン

タベテカラ　ネタノ。（赤一a

女3－10）

○ウー　ネコト　アルイテタ



の　　よ

現在形

過去形

のよね
現在形

過去形

の　　ね

現在形

過宏形

1ベッドノ　シタニ　イタノ。

（赤一｝女6－6）

○マエニ　ヨンダノ？（赤一

　q男5－11）

○目白アサンモ　イナカッタ

　ノ。（自一C男5－11）

○モウネ　オイツカナカッタ

ノ。（自一B男5－7）

○「エエ　ビョウキノ　オバ

アサンニ　アゲンノヨ」ッテ

（赤一s女5－8）

○ソシテ　アノー　マガル

トコ　アルノヨ。（均一p女

6－1）

○ネコガネ　シャベッタノヨ。

（自一m女6－4）

○ヨンジュウゴウカント　ヨ

ンジュウニゴウカ． 塔m　アイ

ダニ　ヨンジュウイチゴウカ

ンガ　アルノヨネ。（赤一w

男6－3）

○ムカシムカシネ　アル　ト

コロニネ　オジイサント　オ

バアサンガ　イタノヨネ。

（赤一N女5－7）

○ウント　トガ　アルノネ。

ソコヲネ　（自一m女6－4）

○ウチニネー　イモウトネ

ナナガ　イルノネー。ソレデ

ネー　（赤一κ女6－2）

○オヒルネノ　トキ　デキナ

イノネ，（自一D女5－11）

○コレハ　マズネ　ネズミナ

ンカ　イタノネ。（赤一Q男

6－4）

○ウント　モモタロウ　コウ

イッタノネ。（赤一E女5一

（神一北男4－11）　　　　1ラ　ヒヨコガ　イタノ。（小一

　　　　　　　　　　　　　相男4－4）
○コレハ　ドウシタノ，コレ　○コレ　カッタノ？（小一佐

ガ？（小一樋男4－3）　　　男4－3）

○ニチヨウビニハ　イカナカ　○オレソウデネ　オレナカッ

ッタノ。（自一g女5－0）　タノ。（神一高男4－4）

○ジブンデ　ヨム　ツモリダ　○キノウハネ　ナンニモ　ミ

ッタンダケド　マダ　ヨマナ　ナカツタノ。（神一古男4一

カッタノ。（自一d女4－　　　5）

ll）

○アタシタチハ　ダンスパー

ティーニ　イクノヨ。（赤一

P女5－2＞
○ココニ　アル　シーソート

チガウノヨ。（赤一f女4－

10）

○オカアサン　イツモネー

「F一　irンコ　シナイノヨjッテ

（神一鎌女4－5）

○「ハルチャンヲ　イジメナ

イノヨ」ッテ　ダッチ。（ノ1・一

伊男4－3）

○ソレデネフンスイガア
ルノヨネ。（赤一f女4－10）

○シンデレラノ　オネエサン

ガ　フタリ　イッタノヨネ。

（赤一p女5－2）

○ジャングルノネ　ナカニ

イルネ　ライオンノネ　エ・一

トー　オウサマガ　イルノネ。

（赤一q女5－2）

0コンナ　キガアンノネ。

（二一s男5一一6）

○ライオンガ　シマウマン

トコ　イッタノネ。（赤一q

女5－2）

○クマガ　ネズミヲ　ミテ

ネ　ソシテ　オイカケタノ
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○ダイオンハネ　シマウマノ

ネ　アッチニ　イクノネ。

（二一p男3－7）

○イナカッテネ　トオィ　ィ

ナカ　イッタノネ。（神一折

女4－3）



の　　さ

現在形

の　　か

現在形

過曇形

のかな
現在形

過去形

のかしら

過玄形

ん　　だ

現在形

．過去形

8）

○アサン　ナッチャウカラ

イカナカッタノネ。（自一d

女5－11）

○ドウ　ナンノカナ　（自一

毛女6－4）

○マダ　コナイノカナー

（自一r女5－8）

○ソコニ　シマウマガ　イテ

サー　ナンカ　ユッタノカナ

ー。（二一w男6－3）

○オニガシマヘ　オニヲ　タ

イジニ　イクンダ。（自一A

女6－5＞

○エート　モウ　シトーツ

アルンダ。（一一N女5－7＞

○デモ　ココマデシカ　ハイ

ンナインダ。（赤一D男5－
11）

○アト　ワカンナインダ。

（赤一B女5－8）

Omクサイニ　ナッタンダ。

（赤一i男6－2）

○ソシテ　マタネ　アシデ

ケトバシタンダ。（赤一L女

5－9）

主。（赤一u男5－6）

○ドコニ　インノサ。（小一海

男4－3）

○「ドウヤッテ　ハイルノカ」

ッテ　（赤一i女5－3）

○ドッチガ　カッタノカ　ワ

カンナイ。（赤一h女4－7）

○コッチカラ　ヤルノカナ。

（赤一m男4－10）

○ライオンハ　ハコカラ　ト

ビダシタノカナ。（神一渡男

4－6）

○コンド　ウサギサンガ　オ

キテカラネ　「バイバイ」ッテ

「ヤッホ＝ッテ　ユッタノカ

シラ。（赤一p女5－2）

○モスコシ　オッキク　ナッ

タラサー　アノサー　オコヅ

カイ　タメルンダ。　（自一f

女4－9＞

○オバアサンモ　インダ。

（赤一u男5－6）

○ソレハ　ワカンナインダ。

（赤一u男5－6）

○ナン　ナンノ　マンガデモ

シラナインダ。（自一r女4

－8）

○クミチャン　ホン　ヨンダ

ンダ，ヒトリデ　キノウ。

（ノ」、一山中女5－0）

○コ　コノ　ライオン　ドウ

シタンダ。（小一永男4－4）

○ジャマシトッテ　イクンカ。

〔注）原文のまま〕（神一佐女

3－7）

○ウチニネー　オカシ　アル

ンダ。（小一神女4－1）

○ヨルン　ナッテ　ハナビ

ミルンダ。（神一寺男4－4）

○オニイチャン　フジパンヤ

サン　イッテテ　コンドハ

ズット　コナインダ。（神一

三男4－O）

○ソレハ　チョット　シラナ

ィンダ。（赤一b男4－0）

○モウ　オワッタンダ。（赤

一9男3－5）
○ボク　ハナビ　ヤッタンダ。

（re　一h男3－5）

○トオク？　イカナカッタン

ダ6（赤一d男4－2）
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んだよ
現在形

過去形

んだよね

現在形

過去形

んだぞ
現在形

んだね
過去形

んだな
過去形

んだもの
（ん）

現在形

過去形

んだっけ
（な）

現在形

過去形

○クサガハエテ　イテネ

ウント　ソコニ　カエルガ

イルンダヨ。（自一k男5－
8）

○ヒダリカ　　ミギカ　　ワカン

ナインダヨ。（自一t男6－
2）

○ダカラ　ワカッタンダヨ。

（赤一。男5－10）

○コレ　ナニッテ　キカレル

トネ　ホントハ　シラナカッ

タンダヨ　モウ。（単一〇女

6－1）

○ウントネ　ウシロニ　プロ

ペラミタイノガアンダヨネ。

（自一b男6－0）

0オジイサンハネ　ント　ヤ

マニ　シバカリ　イッタンダ

ヨネ。（自一A女6－5）

○〔きびだんごを）アゲタンダ

ネ。（自一A女6－5）

○オトウト　イツモ　イジメ

ンダモン。（赤一m女6－3）

○ボクモ　シラナインダモノ。

（自一。男6－3）

○シャシン　トッタンダモノ。

（自一9女5－11）

○ナニヲ　シテ　アソンダン

ダッケー。（自一i男6－5）

○オニタイジニ　イクンダヨ。

（赤一一e女4－9）

○コレハネ　ヨク　トバナイ

ンダヨ。（小一永男4－4）

○ノブオチャンチイッタ
ンダヨ。（赤一a男4－11）

Oウチュウセン　ナカカラ

デナカッタンダヨ。（小一横

男4－4）

○フミキリニ　タクシーガ

キタンダヨネ。（自一t男5

一3）

○オウトウスルノ　ココニ

ァンダゾ。（小一有男4－7）

○コダマト　ヒカリ　ノッ

タンダナ。（神一井男5－0）

○ダッチ　カエルガ　ウンコ

スルンダモン。（ノ」・一藤男4一一

9）

○ダッチ　ホンガ　ナイト

ワカンナインダモン。（赤一s

男5－6）

○ダッチ　フザケッコシタン

ダモン。（自一k男4－8）

○ドウイウンダッケナ。ワス

レチャッタ。（小一久女4－

7）

○エムゼーゴウッテネ　イロ

ンナ　モンガ　デルンダヨ。

（小一福男4－2）

○ダッチ　カメ　ヒトー　タ

カクナイモン。ダカラ　コW

バナインダヨ。（自一d男3

－10）

○ソレカラネー　テレビ　ミ

タンダヨ。（小一醜男3－11）

○ボクハネ　アシタノ　ヨウ

チエンニ　イッタ　トキネ

ナカナカッタンダヨ。（赤一

q男4－1）

○ダッチ，シャー一　ヨルン

ナルト　ホタル　クルンダモ

ン。（神一宮男3－8）

○ダッテサ　ボクニ　オトモ

ダチダケド　ワカンナインダ

モノ。（赤一d男4－2＞

○コドモノ　トキ　シェンシ

ョウ　ミタンダモン。（神一

高男4－4）

○ココデ　オハナシ　スルン

ダッケ　（神一d男4－2）

○アノネー　ナニ　シタンダ

ッケナ。（自一e女3－9）
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んだった
っけ

現在形

過去形

んだって

現在形

過去形

んだって
ね

現在形

過去形

んだって
さ

過玄沁

んです
現在形

過去形

んですよ

現在形

んですか

現在形

○アトハ　ナニ　アンダッタ

ッケ　キノウ。（自一e男6

－1）

○ソレデー　　ンートネー　　ド

ングリサガシヤネ　イロンナ

コトネ　シテネ　アソブンダ

ッテ。（自一t女6一一4）

○レンガノ　オウチハネ　フ

レンガノ　オウチヲネ　フー

ト　フコウトモ　ビクトモ

シナインダッテ。（赤一」女

5－8）

○ソイデ　　オオドオリニ　　デ

タンダッテサ。（自一d女5

－ll）

○ナンニモ　ミエナカッタンダ

ッテ。（自一e女5－7）

○オカアサンガ　チュウイシ

タンダッテサ。（自一h女5

－7）

○カブトムシガ　キノ　ウエ

；　イルンデス。（自一S男

5－9）

○モモタPウサン　モモタW

ウサン　ドコヘ　イクンデス。

（赤一L女5－9）

○ソイデネ　プールノ　エモ

カイテ，エニッキニ　カイタ

ンデス。（自一a男5－8）

○ワタシモ　オニセイバツへ

．イクンデスヨ。（赤一E女5

－8）

○モモタロウサン　モモタロ

○デ　ナンカ　カッタンダ

ッタッケ。（自一n男5－5）

○ナンダッケナ　キッサテン

ネ　ヒラクンダッテ。（赤一

q女5－2）

○ソシタラ　ネズミハ　ト

ビアガッテ　ビックリシタ

ンダッチ。（赤～q女5－2）

○オトモダチネ　エート　イ

ルンダッテネ。（赤一q女5

－2）

○マエ　イナカニ　イタンダ

ッテネ。（ノ∫・一大男4－6）

○マタ　ヒガ　テッテ　キテ

ピーント　ナッタンデス。

（赤一p女5－2）

○モモタロウサン　モモタU
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○モウ　シュグニ　ニバンメ

ノ　ヤギガ　クンダッチ。

（神一狗女4－3）

○ソシタラ　オヤマガ　アッ

タンダッチ。（自一b女3－

10）

○「マダ　ヨウジュ」ジャ　ナ

クテ　「マダ　ヨウズ」ト　ナ

ルンデス。（ノ1、一原女3－7）



んだろう

現在形
（推量）

過去形
（雛量）

んでしょ
う

現在形
（念おし）

・過去形

（念おし）

じゃない

現在形

・過去形

んじゃな
い

現在形

過去形

ウサン　ドコヘ　イクンデス

カ。（自一A女6－5）

○スコシバ　ワカルンダロウ

ヨ。（赤一g男5－10）

○コン　ドッチ　マガルンダ

u。（自一t男6－2）

○セイノ　ジュンニ　ナラブ

ンデショウ。　（赤一D男5

－ll）

○ウント　ジヲ　ミナガ　ミ

ナガラ　チュー　ヨムンデシ

ョウ。　（自一b男6－0）

○コレ　　カレタンデショ。

（赤一e男5－10）

○ソイデ　モウ　サンジニ

ナッテ　カイッタンデショ。

（赤一B女5－8）

○アノ　ブタイノ　ウエデサ

ナンカ　ヤンジャナイ。（自

一e男6－1）
○ソイデサ　ズ　ズット　イ

ッタラ　ウント　デグチガ

アンジャナイ。（自一。男6

－3）

○ウント　フタツノ　ミチガ

アッタジャナイ。（re　一。男

6－3）

ウサン　　ドコニ　　イクンデス

カ。（赤一e女4－9）

○カメ　ドウシタンダロウ。

（ノ」・一六男4－4）

○マイクナラ　コウスルンデ

ショウ？（小一二男4－10）

○ダッテサ　アッチカラ　ア

ッチ　イッテ　カエンデショ。

（小一海男4－3）

○コレ　　カレタンデショ。

（赤一〇女5－1）

○ウサギト　カメト　カケッ

コシタンデショ。（赤一e女

4－9）

○カタツムリ　ガッコウニ

アンジャナイ。（小一海男4

－3）

OWケットテネ（ホウボウ）

デルジャナイ。（小～窪女4－

8）

○ホンモノ　イナィジャナイ。

（ノ1・一海男4－3）

○ダッチ　　ドロボウ　イッテ

コロスンジャナイ。（二一m

男4－10＞

○デン　デンチャデ　イクン

ジャナイノ。（小一成男4－

3）

○ソシテ　コッチ　ズーット

イッタンジャナイ。（唐一s

男4－IO）

○ホカニ　ダレガ　ミエルン

ダロウネ。（赤一q男4－1＞

○アカガ　トマルンデショ。

（密一d男3－10）

○オンナジノガ　アルジャナ

イ。（ノ」、一・福男4一一2）

○チャント　シテアルジャナ

ノf。（自一d男3－10）

○オワンナイジャナイ。（小

一佐男4－3＞

○キノウ　ミタジャナイカ。

（ノ」、一力目男4－1）

○ココノ　エイガデ　　ミタン

ジャナイノ。（神一折女4－

3）
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2．3　接続助詞のついたもの

　接続助詞のあらわれかたは，右の表のとお

りである。注1）このことから，つぎのようなこ

とがわかる。「の」や「もん」に接続助詞がつ

いたものも，いっしょにあげておく。

　1）　「から」「けど」はよくつかわれる。

　2）　「ので」「のに」「し」は，それよりもっか

　　われない。

　3）　「が」はあまりつかわれない。

　4）　ていねい動詞から接続助詞へつづくこ

　　とはほとんどない。ここにあがっている

　　のは，いずれも，おはなしのなかにある

　　ものである。この傾向は，終助詞のばあ

　　いと同様であり，幼児においては，てい

　　ねい動詞の使用が日常的になっていない

　　ことをものがたる。

幼児の使用した例は，つぎのとおりである。

よむ

よんだ

よまない

よまなかった

よみます

よみません

かのし がけの んんん もも

らで どに だだだ んん

（ かがけ で だ
も ら　　ど か

〉 ら

年中
年上83 ○○ ○　　○

宦@　○

年少 ○　　○ ○ ○

年長 ○○○ OOO ○　　○ ○

年中 ○　　○ ○○ ○○ ○

年少 ○○ ○○ O
年長 ○ ○ ○

年中 ○○ ○ ○

年少 ○ ○ ○

年長 ○○ ○○ ○

年中 ○ ○

年少 ○ ○

年長 ○

年中

年少

年長 ○

年中

年少

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畢

か　　ら

現在形 ○クマガ　イッバイ　イルカ

ラ　ビックリシチャッテ（赤

一蓄女6－2＞

○オオドオリガアルカラ

ソコヲ　マガッテ（赤一A女

6－1）

○ハヤク　Xゲナイカラ　ク

ルマガ　ドケドケッテ　イッ

タノ。（自一m女6－4）

○ゴハン　タケナイカラネー

○コドモガ　イルカラネ　オ

モチャ　アンノ。（小～小林

男4－3）

○シャリンガアルカラ　キ

シャハ　ウゴクノ。（神一村

eg　4－3）

○「アショボウ」テ　ユッテモ

アソバナイカラ　ウート　カ

イッツモ　パン　カッテ　キ

テネ，（霞一f男5－5）

○ニッポンィチノ　キミダン

ゴ　ヒトツ　ワタシニ　クダ

サイ。ナカマニ　ナリマスカ

ラ。（自一A女6－5）
○モウ　ワルイ　コト　シマ

センカラ　ユルシテ　クダサ

イ。（赤一〇男6－2）

エッチャッタノ。（自一i男

5－5）

○ミナイカラ　シラナイ。

（自一r女4－8＞

○オニンギョウトカ　アソブ

カラネー　スキ。（神一渡女

3　一IO）

○ソリャ　タイガーマスクッ

テイウカラカブルンジャ
ナイカ（赤一d男4－2）

○ビュウキデナンニモ　ゴ

ハンモ　タベナイカラ　シン

ジャッタノ。（神一場男3－

10）

○どうして水あげてんの？

サカナイカラ。（赤一〇男4

－2）

注1）　「のでJfのに」などへつづくものも，fの」のばあいとおなじ理由で，いいおわり形である。
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過去形

の　　で

現在形

過去形

　し

現在形

○ソコヘ　トラックガ　キタ

カラネ　ネズミトネ　クマハ

ネ　プツカッタノ。（三一N

女5－7）

○ウサギサンガ　ピョンピョ

ン　　トンデ　　ツカレタカラネ

一　ネムッテル　アイダ　カ

メサン　（赤一e男5－10）

0オミズアゲナカッタカラ

コウ　マガッチャッテネ（自

一A女6－5）
○カメガ　オソクテネ　コナ

カッタカラネ　ウサギ　ネム

ッテタラ（三一z男6－5）

○アンマリ　イツパイ

ンア不　

ネー（自一1男5－7）

血
タベラレナイカラ

○オキタ　トキハ　モウ　ヤ

マノ　テッペンニ　イタンデ

サー　ト　ビックリシテ　ア

ワテテ　オキタノ。（赤一w

男6～3）

○マエハネ　ボク　ウソッテ

シラナカッタンデネー　ウー

ンヒヒトノモノカリ
テキ・テオイテイッタノ
ネr　ウーン　「カッテ　キ

タノ1ッテ　ユッテ　ウソヲ

ツイチャッタノ。（自一i男

6－5）

○ウントサー　オエカキヤサ

ー　オソトデアソンダリサ

ー　シュッセキモ　｝ルシサ

ー　オユウギモ　スルシ　タ

イソウモ　スルシ　ソトデモ

アソベルシサー　ヨウチエン

ノ　ホウガ　イイト　オモウ

ナー。（赤一w男6－3）

○ハヤオキスルコトモア
ルシ　クジニ　オキル　コト

モ　アルヨ。（三一y男6－
o）

○カガミ　モッテテネ，「セ

カイデイチバン　キレイナ

モノ　ダレダ」チュッタラネ

「シラユキヒメダッ」イッタカ

ラ　クヤシクッテネ（小一岡

女4－8）

○シマウマガ　イッパイ　ィ

タカラ　ビックリシタノ。

（月一e女4－9）

○オミズヲ　ヤンナカッタカ

ラネー　カレチャッタノ，オ

ハナガ（赤一r女4－10）

○デモネ　ズーット　ミナカ

ッタカラ　ボロボWニ　ナッ

チャッタ。（小一岡女4－8）

○シマウマガ　タクサン　イ

ルノデネ　　ライオン　　ピック

リガエッタノ。（赤一w男5

－3）

○ナカナカ　カメ　コナイノ

デ　ネチャッテ　ソシタラ

カメガ（小一久女4－7）

○ウントネー　テーモ　アル

シ　アシモ　アルンダ。（穴

一P男4－7）

○コウィウノダッテ　アルシ

サ。　ソレガ　コウ　ナッテ

サー（小一海男4－3）

○ウエキガマガッタカラ
オミズ　カケテンノ。（赤一

r男3－8）

○ツカレタカラ　ネテンノ。

（自一一d男3～IO）

○オミズ　アゲナカッタカラ

タオレナイ。（赤一u女3－

7）

○〔その本は〕ズーーット　マエ

カッタノデネ　出入ーイノ。

（小～佐男4－3＞

○ソレカラ　ウント　ニカイ

ニネ　チッチャイ　ツミキモ

アルシ。（神一鈴男3－6）

○ウルトラシェブンハ　 ミル

ケドサー，ゲゲゲノ　キタm

ウモ　ミルシ，マンガダケ

ミンノ。（神一宮男3－8）
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過去形

　が

過去形

けど（も）

現在形

過去形

○ソレカラ　マリヲネ　ヒト

ノ　アタマニ　プツケタシネ

ボウデ　ヒトノ　アタマヲ

ブッタシネ　ソレカラ　マド

ガラスヲ　ワッタシネ　ソレ

カラ　ソレカラネ　ソファノ

ウエデ　　ピョンピョン　ヤッ

タシネ　ソレカラネ　ヒトノ

アタマヲ　ゲンコツデ　ブッ

タリネ　ソレカラ…もういい

f，つよ。（赤く一1女5－8＞

○キュウタvウガ　オオキイ

イシデ　　ハシヲ　　ツクロウト

オモッタガ　ツクレナカッタ

ノ。（．赤一y男5－7）

○タマニハ　ミルケドネ　ミ

ナイ　トキモ　アルンダ。

（赤一。男5－10＞

○アノネ　オシゴト　シ　シ

Xネ　クル　シト　ヒトリ

イルケドネ　アト　イナイ。

（自一v女5－10＞

○ダレニモ　キカナイケド

ワカルノ。（自一C男5－11）

○オトナノ　ニュース　ミナ

イケドネ　コドモノ　ニュー

ス　ミル。（赤一t男6－0）

○オネェサンタチ　ハ　ハイ

タケドネー　オオキイシ　ア

シガ　オオキスギテネー　ハ

インナクテ（自一1女5－7）

○マエ　ミタケド　コノゴロ

ミナイ。（赤一d男6－4＞

○ホンモノノ　コンチュウハ

シナカッタケドネー　ヨウチ

エンデ　モラッテ　キ・タネー

カミノ　コンチュウ　ツクツ

タノ。（赤一r男6－3＞

○カバモ　イタシ。（神一渡

男4－6）

○ダイオン　ニゲタシ（麟一

r女4－9）

○ハシゴヲ　カケマシタガ

トドキマセン。（神一二女4

－IO）

○アルケド　ワスレチャッタ。

（神一堀女4－1）

○ダイブ　ユメ　ミルケド

ユメ　ミナイ　コト　スクナ

イノ。（ノ」、一・一女4－8）

○マイニチハッテ　イカナイ

ケドネ　アノ　チョッピリネ

アレ　スル。（小一窪女4－

8）

○お話して。○シラナイケド

ナー。（小一森俊男4－6）

○カメガ　　ウエ　　アノー　　イ

ッタケドモネ　アノ　ウサギ

ネ　ネムッチャッタノ。（赤

一9女4－8＞

○ウチニ　アッタケド　モウ

ミナクナッチャッタ。（小一

囲女4－8）

○オミコシ　カツガナカッタ

ケド　オサムクンガ　カツイ

ダノ。（自一g女5－0）

○スコシネ　オトガ　チガウ

ケド　シッテンノ。（赤一t

女4－4）

○ウルトラシェブンハ　 ミル

ケドサー，　ゲゲゲノ　キタ

ロウモ　ミルシ。（神…憲男

3－8）

○キョウハ　ミナイケドネ

ズット　マエ　オジイチャン

ニ　トマッタ　トキ　ヒトリ

デネ　オヂイチャンチ　イナ

カノ　オジイチャンチ　トマ

ッタ　トキネ　アノネ　ユメ

ミタ　コトハ　アル。（神一

三男4－0）

○ワカンナイケド　オハナチ

シテル。（赤一v女4一一一〇）

○ズット　マエハ　キタケド

アノ　ズーット　コナインダ

モン。（神一三男4－0）

○ケムシ　イタケドネー　ツ

カマエレナカッタ。（小一佐

男4－3＞

○ゴジラハ　イナカッタケド

ネソイカラライオンサン
モ　イテネ。（赤一t女4－

4）
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の　　に

現在形

過去形

んだから

現在形

過去形

んだが
過去詠

んだけど

現在形

過去形

○イツモネー　ヤッチャ　ダ

メダヨッテ　イウノニネー

カズチャンガネー　イツモ

ヤノレノ。　（自一f男5－5）

○ナンニモ　シナイノニ　オ

コルンダモン。（自一1男5

－7）

○ムシ　サガシテタラ　ボク

ガサキニ　ミツケタノニネ

トッチャッタノー。だれが？

（自一y男6－0）

○シトガイジメルトネス
グネ　アタマヲ　ブツンダカ

ラ　（赤一t男6－0）

○センエンマデ　クVウシテ

タメタンダカラ。（fi　一y男

6－O）

○ウントネ　「アソボウ」ッテ

イウンダケドネウントベ
ンキョウガ　スル　ヒトガネ

ウント　ダイチャンノ　ウチ

ニ　クルノネ。ダカラ（自一

m女6－4）
○アノネ　ニュースナンカネ

ホントハ　ミナインダケドネ

ガマンシテ　ズーット　ミチ

ャウノ，ナガイ　ニュースデ

モ。（赤一a男5－1玉）

○キ・ノウ　シチジニ　ナンヵ

ヤッタンダケド　ソレ　ミナ

カッタノ。（自一u女6－3）

○ウサギノガ　カッタノニ

カメサンガ　カッチャツタノ。

（ノj、一藤男4－9）

○ズット　マエ　シラナカッ

タノニネ　モネ　オボエチャ

ッタ。（自一〇女6－1）

○ダッチ　マンガガデルン

ダカラ。（自一k男4－8）

○カエルネ　ボグンチニネ

シモダテノネ　クサン　トゴ

ニ　イタンダガネ　（自一P

男4－7）

○ツミキ　アレバ　デキンダ

ケドネ　ダッチ　コウィウ

トコサ　ヤッテテサ　ソレデ

トブンジャナイ。（小一海男

4－3）

○エート　イチバン　アッチ

ガ　八一ト　ワカンナインダ

ケドネ　トナリノ　コッチガ

アノ　ショクインシツッテ

イッテ　ゼンブノ　センセイ

ガ　イルトコ。．（小一久女4

－7）

○ウサギハ　サキニ　イッタ

ンダケド　トチュウデ　ネム

ッタカラネー　カメノ　カメ

ガ　オイヌカシチャッテネ・一

（／」、一月1男4－10）

　　一40一

○モッテ　カエッテネ　アケ

チャ　イケナイッテ　イッタ

ノニ　アケタカラ　オジイサ

ン　ナッチャツタノ。（赤一

1男4－8）

○バッタダッチ　ダレカニ

ヤッタ　コト　アルンダカラ。

ソレニネ（赤一d男4－2）

○クライ　トコジャ　ナケリ

ャ　ヒカンナインダカラ。（神

一宮男3－8）

○ソレニネ　イロノ　ツイテ

ルバッタ　ミタイナ　カタ

チノ　ボク　ミツケタンダカ

ラ。（赤一d男4－2＞



もんで
過去形

もんだか
ら

過去形

○カメハネ　イチバン　ウエ

ヲ　イッタッチ　シラナカッ

タンダケドネ　イッチャツタ

ノ。（赤一」女5－7）

○ニホンノ　オバケガ

シsウシタ　モンデネ

ウチャンネ　バッチネ

ント　ココニ　ツケテ

ッタノ。（赤一亙女5－8）

功
宅
診

○ソコマデ　タルト　シマウ

マサンガ　イッパイ　イタモ

ンダカラ。（三一p女5－2）

2．4　現在形の用法

2．4i　現在形の用法注工）

　動詞の現在形は，基本的な用法として，現在の状態をあらわすものと，未来の動作（または状

態）をあらわすものがある。前者は，存在，状態，関係などをあらわす状態動詞，または，知覚

や思考をあらわす動詞によって実現され，後者は，動作をあらわす動作動詞によって実現される。

　状態動詞○「あら，こいがいますわ。白いこいがいますわ贔（川端康成「舞姫」）

　　　　　　　　　　い　ろ　　　　　○「あなたの情夫にしちやアちと野暮天すぎるネ」（二葉亭四迷「浮雲」）

　思考の動詞○「あなたはこんなことをどう考えます？」（石坂洋次郎「青い山脈」）

　動作動詞○「今夜はあたし看護ずるわ。」（山本有三「波」）

　　　　　O「でも兄は近々結婚しますよ。」C夏濁漱石「三四郎」）

　また，うちけし動詞のばあいには，そのほかに，過去のことや，また，動作がまだ成立してい

ないことなどをあらわす。

　　　　　○合宿にいった？イカナイ。（自一〇男6－3）

　　　　　○このおはなし，きいたことある？キカナイ。（赤一1男6－3）

　現在形の動詞は，基本的な用法のほかに潜在的な用法，つまり特定g）時間にしばられていない

用法をもつ。これには，習慣やくりかえしのように何度もおこること，そのような傾向をもつこ

とをあらわすものと，時間から解放されているものとがある。

　　（くりかえし）○「夜はいつでもいる。遊びに来たまえ」（志賀直哉「暗夜行路」）

　　（蒔問から解放）○「私纏井和子と申します。どうぞよろしく。」（青い山脈）

　また，そのほかに，歴史的現在といって，過宏のことを，現荘形をつかって，現在のB前のこ

とのようにはなすいいかたがある。

　　　○静かな罠曜の朝がきた。寄宿舎にあつまった普通学部の青年で，教会に籍をおくものは，

注1）　ここにしめす例は，うちけしをのぞいて，鈴木重幸1965または同1972からtgf9したものである。
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それぞれしたくして，各自の付属する会堂へと急いでいく。食：堂につづいた一棟の建ても

ののなかに別に寄宿する神学生なども思い思いの方角をさしてでかけていく。人びとは一

　　　　　　　たましい
日の安息をえ，霊魂の糧をえようとして，そのヨ曜をたのしく送ろうとした。（島崎藤村

「桜の実の熟する時」）

2．42幼児の使屠した現在形の用法

　うえにあげたような観点から，幼児の使用した現在形の用法をながめると，そのすべての用法が

あることがわかる。しかも，これは，年少児においてもである。つまり，幼児は，B本語動詞の現

在形の用法を，すでに所有しているということができる。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

現　　在

○オカアサント　オトウサン
g　オトウトガ　イル。（赤　　　　　　　『一a男5－11）

寃¥イデ　ソコノ　ヘイキシ

㏍m　ヘイ　トコカラネ　イ
Pラレル　ミチモ　アル。　　　　　　　　｝

i自一d女5－11）

寃Rッチガ　オイスギル，コ

○ネコガ　イル。（自一a男

S－9）
寃Wテンシャナンカ　アル。　　　　　　　　　｝

i赤一d男5－4）

寃`ョット　コマルッ」チュ

bタラネ　（月一」女4－7）

寃?ウチエント　オンナシト

`ガウノ。（肖一q男5－4）

○ソイデ　バーチャント　オ
Jアサンガ　イル。（赤一f　　　　　一

翌S－2）

寃Eチニネ　ゴホン　タクサ
刀@アル。（小一神女4－1）一

Z東京とちがう？　ウン？

ﾇうちがう？（コッ）　チガウ。

ッチガ　オイスギル。（赤一

P女6－6）

專結桙ﾆどんなにちがう？

Eントネ　オウチガ　チガウ。

○『イイ　ニオイガ　スル」ツ　　　　　　　　　ー

e　コッチ　キタデショウ。

i小一窪女4－8）

寃Vンジャッタト　オモウ。

（赤一P男3－7）

寃Aノネ　アレダト　オモウ。

（自一r女5－7）
寃hッチデモ　イイト　オモ　　　　　　　　　　『

ウ。（赤一G男6－1）一〇よう子ちゃん，ひとりっこ

H　チガウ。オニイチャンガ

（小一押女5一の

宸ｶゃ　　これは？　ワカル。

ｶゃあ　やってみて。（自一

X女5－0）
宦uダレカガ　クル。ダレカ　　　　　　｝

K　クル」ッテ　（神一’松女4　　　

（黍勧　一三三男4－0）

寃Iレノ　ハシヲ　ガタガタ

Vュル」ツッテタンダヨ。

ウエニ　イルノ。（赤一p女

U－2）

寃Cイテンキン　ナッタラ

A　チガウ　ンートー　ズン

一8）

宸ｨねえちゃんのほうがつよ

｢んじゃないの？　チガウ。

i霞一n男5－5＞
寃Jアチャン　ガッコウ，チ　　　　　　　　　　　ー

Kウ　チガウ　カイシャ。

（神一狗女4－3）

對nになるの？　チガウ。ア

　　｝　．一
Yン　ズンズンネ　ズーット

l　ミズ　ヤッテタラ。（自

黷a男5－7＞
寃Iバアチャン　イナイ。イ

iカニ　イル。（自一z男5一

（辮ト敷男4－3）

寃Cモウトトネー　オカアサ

塔g　オトウサント　アタシ

ンネ　ウマニネ　ノルノ。

i赤一b男4－0＞

將獅｢る？　イナイ。（赤一

撫翌R－7）
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未発の
状　　態

過　　虫

未　　来

i8）

○ライオンがどうしました？

ワカンナイ。（磨一z男5－

8）

レカイナイ・（赤一・如ゆどうして？

○お父さまのおしごと，知っ

てる？　シラナイ。（赤一p

女6－2＞

○このおはなし，きいたこと

ある？　キカナイ。（赤一1

男6－3）

○合宿にいった？　イカナイ。

（臨一〇男6－3）

○ほかに夏やすみになんかや

った？　ナンニモ　ヤンナイ。

（自一v男5－7）

○運動会でた？　デナイ。

（赤一G男6－1＞

○ぼく大きくなったら，なん

になりたい？　ジドウシャ

ツクルノ。（ijSl一　一t男6－0）

○イツモネーオトウトガ

「キョウ　ウルトラマン　ヤ

ル」ッァ　イッテ　ミルノ不
こ：．（赤一f女5－9）

○アノ　「ヨウジガ　アル」ッ

テネ　ウソ　ツイテネー（赤

一。男6－3＞

Ofボクハネ　モウ　オッキ

ク　ナッタカラネ　オニ・セイ

バツニ　∠巳」ッテネ（霞一P

女6－1）

○ウーント　ダカラネ　「コ

レ　アゲルポソテ　ユッタノ。

（八一r女5－8）

○このおはなし，してみて，

こちらからね。オハナシスル

ノ？（赤一d男6－4＞

○ウサギノ　カメニ　オイツ

カナイト　オモッテ（赤一w

女6－2）

○ソシテネ　ビョウキニ　カ

カラナイト　イッテネ　サム

イ　オソトヘデテ　イッタ

ラ（赤一h女6－6）

一2）　’
○そのはなしきかせて。ボク

ワカンナイ。（赤一b男5－
6）

○こちらの足はどっちの足？

ナンダカ　シラナイ。（小一

志男娃一2）

○きのうはなにみた？　キノ

ウ？　ん。ナンニモ　ミナイ。

（／」、一tEli女5－1）

○ニュース　キノウハ　ミナ

イ。（功ミーs男5－6）

○きのうの［ヨ曜Eiなにしたの

？　ウートネ　ナンニ　チナ

イ。（ノ」、一足男5－0）

○大きくなったら，なんにな

りたい？　アンネ　センセイ

ニ　ナル。（神一大女4－6）

○ママガ　シンダラ　ドウナ

ルトカ（オハナシ）。（小一山女

4一　Jr　）

○コンナニ　オオキク　ナッ

テ　アカーク　ナッテ　オイ

シク　ナッタラ　タベル。

（神一桑女4－10）

○コンドノニチヨウビ　ドッ

カヘユク。（麟一1女4－
7）

○数，いくつまでかぞえられ

る？　ントネ　カンガエル。

（小一谷男4－11）

○もうやめる？　ヤメル。

（神一伊男4－1＞

○火きくなったら，なんにな

りたい？　ナンニモ　一±ラ士

イe（神一島風4－4）

○もっとおはなしすんの？

やってみて。ワスレタカラ

ヤンナイ。（赤一m男・9－10）
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　　　　　　　ワカンナイ。

（茄そ一a女3－10＞

○エビガニモ　イタ。つった

？　ッンナイ。とった？　ト

ンナイ。つかまえた？　ツカ

マラナイ。（小一佐男4－3）

○なにしてあそんだの？　ナ

ーンニモ　シテ　アソバナイ。

（小一千’Ct　4－2）

○大きくなったら，なんにな

りたい？　エート　キモノ

ヌウノ。（小一原女3－7）

○オオキクナッタラ　オベン

キョウ　カクノQ（神一場男

3　一10）

○アシタ　ドウブツエン　イ

クノ。（自一m女3－10）

○クマサン　ネズミヲネ　ク

マサン　タベルッテ　イッタ

カラネ。（自一i男3－5）

○ネ　ネ　ドレ　カクノ？

（乏示一v女4－0）

○たのしいね，またいくの？

マタ　イカナイ。（自一k男

3－4）

○センセイガネ　オシャベリ

シテルトネ　ウーント　ヤ

ウ　「ホン　　ヨンデ　　アーゲ

ナイ」ッテ　イウノ。（神一佐

女3一一7）



くりかえ
し・習慣

ら
れ

か
さ
る

間
放
い

時
解
て

的
結

般　
帰

能力・’性
質

○おかあさんね，絵本よんだ

りおはなししてくださったり

する？　トキドキハ　オヒル

ネノ　トキ　スル。（二一g

男5－10）

○オテツダイ？　シ　スル。

（二一t男6－0）

○アタシネ　ハチジ　スギテ

モミル。ヒヒヒヒ……（自

一9女5－11）

○そんなのみたらどういう気

がする？　コワイナト　オモ

ウ。（自一s男5－9）

○幼稚翻から。アノネ　ナラ

ンデ　イクノ。（二一s女5

－8）

○学校ごっこするとき，Yち

ゃんはなにになるの？　ウン

トネ　センセイン　ナルノ。

（自一D女5－11）

Yちゃんはゆめなんかみる？

ミナイ。（色一D女5－11）

○ニュースなんか　みる？

トキドキシカ　ミナイ。（fl

－9女5－11）

○トキ・ドキ・　スルケド　アン

マリハ　シナイ。（六一m女

6－3）

○このおはなし，きいたこと

ある？　ナイケド，エヲ　ミ

リャ　ワカル。（赤一G男6

－1）

○ココマデ　クルトネ　トォ

ク　ナル。（八一u女6一一3）

○ソレデサー　ミズヲ　スコ

シズツ　ヤッテレバ　ウント

ェート　ハナダッチ　キレイ

ニ　サク。（赤一一　w男6－3＞

○ウルトラマン　オキアガッ

テ　コウユ　フウニ　コウセ

ン　並。（赤一K男5－11）

○：大：工さんてどんなことをや

るの？　オウチヲ　タテンノ。

（自一〇男6－3）

○カガクト　カガクシャト

ソウイウノニ　ナリタイナ。

○テレビみる？　テレビ　ミ

ノレ。　（／j、一有男4一一7）

○おやすみのとき，なんかす

るの？　エトネ　アソブオ
ネエサント。（ノ1・一一山女4－

5）

○ヨウチエン　キタラ　「オ

ハヨウゴザイマス」ッテ　イ

ウ。（／1・一山女4－5）

○ボクネ　アサ　ハヤク　オ

キタラネ　ホン　ヨムノ。

（小一横男4－4）

○〔おとうさんは〕スグ　オコ

ルノ。（四一r女4－8）

○アンマリ　イイ　コト　ヤ

ラナイ。（自一ジ女4－8）

○デモネ　ミタクナイ　モノ

ハ　ミナイ。（小一箆女4－

7）

○テレビ？　ウン　アンマリ

ミナイ。（小一志男4－2）

○オミズ　カケタラ　スグ

スグ　タツ？　（小一樋男4

－3）

○アノネ　アミカラダト　ヨ

ウチエンノ　ウンドウジョウ

ガ　ミエル。（小一三女4－

7）

○アンネ　ネズミ　タベタラ

ネズミニ　ナル？　ナラナイ

？（赤一d男5－4＞

○キシャハネ　ドウシテ　ハ

シル？　（神一一村男4－3）

○パン屋さんていうのは，ど

ういうおしごとするの？　パ

ンヤナンカ　ウルノ。（小一

山中女5－0）
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○どんなものつくるの？　ピ

ストル｝カ　ツクル。（赤一

〇男娃一2）

○ぼくゆめみる？　ユメ　ミ

ル。（赤一d男4一一2＞

○幼稚園では？　ボク　ヒト

リデ　アンブ。（赤一n男3

－7）

○なにしてあそぶの？　クル

マデ　アショブノ。（赤一1

男4－2）

○ヨルニ　ナッタラ　テレビ

ミル。（赤一q男4－1＞

○デパートには？　デパート

ニモ　イカナィ。（自一狐女

3－10）

○カミヤホイクエン　キテル

トキハ　イワナイ。（神一三

男4－0）

○コレ　ヌイタラ　コマル？

（神一佐女3－7）

○おBさまがてったら，お花

どうなる？　アノネー　チャ

ントネ　カタマル。（自一b

女3－10＞

○コロンダッチ　ナカナイヨ。

ぼくは？　ナカナイ。（神一

高男4－4＞

○おじいちゃん？　ミミ　キ

コエノレ。　（ノ」、　魯II女4rm　1）

○オバアチャンダッテ　ナク．

？なくよ。ドウシテ　ナクノ

？　（ノ卦一｛左男4－3）



しかた・

定　　義

歴史的
現　　在

どうして？　ドウシテモ。ん

？　ムシノ　カンサツ　デキ

ルカラ。（赤一m男5－10）

○ゆめのおはなしできる？

デキナイ。（赤一m男5－10）

○アノネ　ン　ヤクヲ　イレ

テネ　ソシテ　ハリヲ　サス。

コウヤッテネ　イレテネ　ソ

シテ　チューット　サスノ。

（赤一m男5－10）

○カケアシシテネ　ンートネ

フクロヲネ　アシニ　イレル。

ピョンピョンテネ　マワッテ

ネソイデネソイカラマ
タ　ヌイデネ　ソイデ　カケ

アシスルノ。（赤一F男5－

9）

○ボタンチノ　イヌノ　ナマ

エハ　ペスッテ　イウ。（赤

一K二男5－1！）

○ソシテ　ハヤタタイインガ

ネ　ウルトラマンヲ　ヨブ。

ソシテネ　ウルトラマンガ

キテネ。（赤一K男5－11）

○カメサンガ　ドンドン　サ

キニ　イッチャッテ　イット

ウショウニ　ナル。（赤一a

eg　5　一11）

○ムセンキガ　ツイテ　スグ

ネ　ワルイ　コト　シタノ

シラセルノネ　ダレカニ。ソ

ウスットネ　テノ　ナカニ

パティーガ　アッタノネ。

（赤一E女5－8）

○ソシタラネ　ウサギサンハ

ネ　ナン『モ　キコエナイノ。

（赤一u女5－11）

○どうして　おばあちゃんが

いいの？　ダッチ　オコンナ

ノf。（ノ」、一長男4－6）

○ニクヤガ　アルカラ　ソコ

デ　　イク。（月一b男5－1）

○オカアサンガ　ゴハントカ

ソウイウノ　　ツクルデショウ。

ソレデ　ゴハン　タベルトカ

ソウイウノ。（El－u女5－

9）

○ウントネー　ウインピーッ

テ　ィウ　オトコノコモ　イ

ルンダヨ。うん？　ウインピ

ーッテ　イウ。（神一松女4

－8）

Oハナガ　アッテネ　ソノ

トコロデネ　　ジョウWデ　　ミ

ズカケンノ。ミズカケタ
ラネー　ヨコン　ナッテタノ

ガネ　ウ　マッスグナッタ

ノ。（自一〇男5－4）

○テチュジンガネ　ロボット

ヤッツケルノ。ソイデ　ショ

ウタロウガ　ジュジュウキデ

ヤルノ。ンデネ　ドUボウノ

キテ　バトロルカー　ハシッ

ウンネ　ノッチ　イッチャツ

タノ。（自一n男．5－5）

○ネズミ　ピョンピョンテ

ヤッテンカラ　オイツカレナ

イ，ナカナカ。（小一有男4

－7）

○どうしてパパすき？　ダッ

テネ　ブッタカナイ。（小一

長男3－5）

○おばあちゃん，おはなしし

てくださる？　ミミガ　キコ

エナイノ。（小一神女4－1）

○センソウッテネ　テッポウ

ウチュノ。（神一’高男4－4）

○コッチ　オハシ　モツ。

（神一三男4－0＞

○シヌッテネ　コウ　ヤッテ

ウン　コウ　ヤッテ　シヌ

コト。ナンニモ　ウゴカナイ

ノ。（神一場男3－10）

○オハナニ　ミズ　アゲルノ。

そしたら？ソシタラネオ
ミズ　アゲナクッチャ　カワ

ィチャウノ。でどうなったの

？ソレデネゲンキニナ
ッタノ。（赤一m男4－1）

○オチテ　ポーット　コッチ

イク。アノネ　コウヤッテネ

オッコッチャウノ。（神一三

Y，　4－O）
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2．5　過去形の用法

2．51　過去形の用法注1）

　動詞の春心形は，基本的な用法として，過去の動作または状態をあらわす。

　　　○ザオヤ，いつ私がそんなことを言いました。」「ハイおとついの晩言いました。」（浮雲）

　　　Ofそのひとはしばらくここにいましたか。」（波）

　過宏の動作の結果が現在までのこっていることをあらわすばあいがある。

　　　Oyああ，はらがへったなあ」（青い山脈）

　　　○「困ったな。」行介は空を見ながら襲子にいった。（波）

　現在形の潜在的な用法に相当するものとして，過虫のある期間にくりかえしあらわれたことをあ

らわすものがある。

　　　○「あの時もさ，君はよく指を切ったぜ。」（波）

　　　○「そのくせ人がちょっと悪口いうとすぐ食：ってかかった。」（武者小路実篤fその妹」）

　そのほかに，存在をあらわす動詞には，発見をあらわす用法がある。

　　　○「あった，あった。なあんだ。こんなところへつっこんであったんだ。」（波）

　　　○「何だそこにいたの。いつ来たんです。」（徳田秋声「縮図」）

　発見の罵法のニュアンスは，「くる」などのばあいにも生じる。

　　　○はじめにそれに気づいたのは新子だった。「来たわ，六助さん，さっきの入たちよ……」

　　　（青い山脈）

　発見の「あった」は，さらに発展して，確認をあらわす用法をもつが，このばあいは，未来の

ことについていうばあいもある。

　　　○「あっ　しまった。あしたは　あしたは約束があった。」

　このほか，過玄形は，命令の意味にもちいられることもある。

　　　○「のいた，どいた，どいた」と叫ぶ。（泉鏡花「日本橋」）

2．52　幼児の使用した過去形の用法

　うえにのべたような観点から幼児の使用した過去形の嗣法をながめると，つぎのようなことが

いえる。

　1）幼児は，過去形の基本的な用法を所有している。つまり，過去の動作や状態を過去形でい

　　いあらわすことができる。また，それが現在におよんでいるばあいの用法もつかえる。

　　　過去のことを過去形であらわすことは，現在・未来のことを現在形であらわすことと関係

　　している。つまり，　〈よむ←→よんだ〉という形式のうえでの対立が〈現在・未来・←→過去〉

　　という意味のうえでの対立をあらわしているのである。このことは，今回のような幼稚園・

　　保育園児のばあいには，さほど重要ではないが，2才隙穴の書語獲得期にあるこどものこと

　　ばをしらべるばあいには，もっと重要である。なぜなら，こどもは，環境によって，「よむ」

　　という現在形をさきにおぼえたり，「よんだ」という過去形をさきにおぼえたりする。そこで

注1）　ここにしめす例は，鈴木重幸1965から借用した。
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　重要なことは，その雨形をおぼえて，つかいわけ，〈よむ←→よんだ〉の対立をとらえるこ一

　とである。そのとき，はじめて，こどもがテンスという文法的なカテゴリーを習得したこと

　になるのである。

2）幼児はまた，過去形の発見的な用法を使用することができる。しかし，その延長上にある，

　確認的な用法は，あらわれなかった。これは，まだ所有されていないのではないだろうか。

3）過去におけるくりかえしの用法もなかった。これも，まだむずかしいのではないかとおも

　われる。

4）　「どいたどいた」のような，ぞんざいな命令のいいかたは，用法としては，それほどむずか

　しいものではない。ただ，ふつうの環境ではわりにあらわれにくい形式であるので，幼児が

　まだそういういいかたに接する機会にめぐまれなくて所有していないのか，または，それ

　を所有していても，今回のような資料あつめの方法ではあらわれなかったのか，おそらくそ

　のどちらかであろう。

幼児の使用した過去形のいろんな用法の例は，つぎのとおりである。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

過　　虫

○コノマエ　オジチャンガ

ﾚトキ・　トランプモ　ヤッタ。

○チュカレチャッタカラ，ソ

Rデ　ヤスンダ。（赤一9女

○きのう幼稚園からかえって，

ﾈにした？　テ　アラッタ。

ｻれから？　ナンカ　タベタ。4－8）

寃¥トー　オソトデ　アソン（赤一。男5－10）

nボク　イットウン　ナッタ。 ダ。　ユタカチャント　アソ　　　　　　　　　　『

（赤一。男3－8）

寃Rコカラ　ピョント　ナッ

e　ココニ　タオレタ。（赤一
一ンダ。（自一t男5－3）一

（赤一D男5－11＞

寃¥イデネ　オミズ　カケテ

Aッタカイ　　トコニ　ヤルト

l　ピント　ナッタ。（自一

○オウチ　カエッタラ　カズ

`ャント　マタ　アソンダ。

d男4－2）

寃pパト　チュウシャジョウ

Cッタ。（赤一q男4一：の

a男5－8）

nボク　ガクタイコウシン

Vタノ。（赤一d男6－4）

（自一。男4－7）

寃Iジサンガネー　オハナニ

Iミズヲ　アゲタノ。（小一村

　　，寃Cナカデネ，ウント　ムシ

g　ツカマエタノ。（小一佐男

○ウスハ　ヤネニ　ノボッタ

4－3＞

寃Eントネ　キンカコウエン

w　イッテネアションダノ。

男4－9）

寃Eントー　オシルネシテ

Iカシ　タベテネー　ゴハン

^ベタノ。（神一下女4－5）

ノ。（二一g男5－10）一〇「ソウカイ　ウサギクン」

g　カメガ　イイマシタ。（赤

○ハリーハ　　ブラシヲ　　クワ

Gテ　ニゲダシマシタ。　ソ

Vテ　ウラニワニ　ニゲマシ

（小一長男3－5＞

寃Iッキイ　ヤギノ　ガラ

Kラドンガ　キマシタ。（神

一s男6－6）

寃Rウエンデ　ブーランコヤ

iンカデ　アソビマシタ。

タ。　ソシテ　　ドウロコウジ

秩@シテ　イル　トコロデ

@ソビ　アソンデ　ドロダラ

Pニ　ナリマシタ。（神一規男

一寺男4－4）

寃?カシムカシ　アル　　ト

Rロエ　ガラガラドント

Cイマシタ。　ハシヲ　ワ（赤一κ女5－7＞

寃Lョウネ　ニューシュ　三一

4－6）

寃Iウチデ　オベンキョウシ

タリ　イケマセン。　ソノ

nシ　トロガ　イイマシタ。

マシタ。（赤一i女5－3＞

（神一佐女3－7）

寃iツニ？　トオイ　トコ0ソノ　　トキモ　ボク　フッ

㎝
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結果が現
在にのこ

る過去

ナカッタ。　シンブンモ　ミ

ナカッタ。　マンガ　ミタ。

（赤一b男6－5＞

○ヤマトネ　アト　モウ　イ

ッコ　ヤマガ　アッタ。（自一

z男5－8）

○ダカラ　ソレヨリ　チッチ

ャイネ　トリモ　イタ。（赤一

w男6－3）
○ウント　フジサンヤラネ

イロンナ　モノガ　ミエタ。

（長一t男6－0）

Oソイデネ　オショクジ　タ

ベル　トコモ　アッタノ。

（輿一d女5－11）

○ソイデ　シマウマガ　タク

サン　イタノ。（自一i男6～4）

○キイロイノヤネ　ソレカラ

アカイノヤラ　チャイロッポ

イノヤネ　イロンナ　イロノ

ハッパガ　アリマシタ。（赤

一。男5－10）

○オンドリガ　カッテネ　「カ

ッタ，カッタ」ッテネ（赤一1．

女6－6）

○　ミッツ　アッ　チガッタ，

ヨッツダ。（三一。男5－10＞

○アノネー　ウントネ　トト

トト　ワカッタ。（万一e男5

－IO）

○「オナカ　スイ名　ッテ

イッタノネ，（赤一〇女6－1）

○デ「モウ　クタビレタ」ッ

テ　ニゲテ　イッタノ。（赤

心b男6－5）
○オボエテナイ。モウ　ワス

レタ。（赤一M男5－8）

○マタ　トマッテタカラ，

トバナカッタ。（自一。男4－

7）

○ハンブンシカ　ミテナカッ

タカラ　ワカンナカッタ。

（赤一r女4－IO）

○ヒビヤコウエンダケハネ

プールガ　アッタ。（小一志男

4－2）

○サルトカ　ライオンガ　イ

タ。（小一橋下5－1）

○ジョウダノ　ペンギンダノ

ネイタノ。（自一p男4－7）

○ドウイウ　クサガ　アッタ

ノ？（ノ1、一野女4－9）

○これ注射？　いたかった？

ナカナカッタ。ないた子いた

？　イナカッタ。（小一嘉女4

－8）

○コレハネ　クマチャント

ネズミガ　キョウソウシテネ

「カッター」ッテ　イッテネ

（神一山男4一一9）

○シッテル。　コウバニ　オ

カネ　ハコブコト，　チガッ

タ，デパートニ　　オカボ　　オ

カネ　ハコブ　コト。（小一川

男4－1G）

○エート　ナンダッケナ

アレハ。アッ，　ワカッタ。

（ノ」・一安男4－2）

○もうちょっとだから，がん

ばってね。モウ　ツカレタ。

（ノ1・一端男4－2）

○どういうふうにやるの？

ソレハ　ワスレタ。（霞一g

lij　5－O）

○ウントネ　ビョウインニ

ニュウインシテモウナ

　　一48一

イカナカッタ。（神一三男4－

o）

○なにあった，万博には？エ

ート　ロボットトカネ　ソレ

カラ　ソイカラ　イギリスモ：

シタヨ。ニホンジンモ　イタ。

（赤一r男3－8）

○ア・プールモ　アッタ。（赤

一t女4－4）
○アンネ　ウサギト　カメガ

イタノ。（神一大男3－11）

○タニガワノ　　トコニネ　ハ

シガ　アッタノ。（神一古男4

－5）

○ソイデネ　fアーアー　ク

タビレタ」ッテ　ネチャウノ。

（小一原女3－7）

○こりまえ鹸がいたかったの

なおった？　ナオッタ。（神一

柿男3－7）

○ココ　「オハナが　サイタ」

ッテ　ソウ　ユッテンノ。

（小一原女3－7）



発　　見

パッテ　ツカンダラネ　ツヵ

ンダト　オモッタラ　マタ

アナガ　アイテテネ　ゼンゼ

ン　トレナカッタカラ（自一

k男5－8）

○ウサギサンガネ　ウーント

「コマッタ」ッテ　イッテネ

（自一B男5－7）

ソイデ　　ヨンジュウエン　　タ

メタト　オモッタラ，マタ

ニジュウエンニ　ナッチャウ

ンダモノ。（自一1男5－7）

O「ドコニ　イッター」ッテ

イッタラネ　シッポダケダッ

タンダヨネ。（二一m女6－4）

オッタノ。（神一北男4－11＞

○ソシタラ　「トリガ　イタゴ○ウント　ジチンガ〔地震が〕

ッテ　イッタンダヨネー。

（赤一〇女6－1）

○「リョウシガ　キタヨー」

テ　イッタラネ，（自一m女

6－4）

キターッテ（神一永男4－1＞

○「ナンカ　アッタ」ッテ　サ

ガシニ　イッタノ。（赤t－b男

4－O）

○ソシタラネ　オオカミガネ

「カゼガ　キター　バイバイ」

ッテ　ニゲテンノ。（小一藤女
3　一10）

2．6　意志形の用法

2．61意志形の用法酬

　動詞の意志形の基本的な薦法は，さそいかけと意志である。どちらも意志動詞によって実現さ

れ，また，さそいかけのばあいも，はなしての意志によるさそいかけであるので，この稿では意

志形としたが，「さそいかける形」というよびかたもある。注2）

　　（さそいかけ）O否合ちゃん，ここの酒はまずい。席をかえよう。（獅子文六「自由学校」）

　　（意志＞0「断わろう。」と，はっきりと云って，また沈黙した。（大仏次郎「帰郷］）

　なお，意志をあらわす用法は，意志の通知，実行の宣言をあらわすばあいがある。

　意志形は，また，推量をあらわすことがある。このばあいは，ふつうには無意志動詞がっかわ

れ，意志動詞がつかわれるのは，文脈によって意志でないことがわかるばあいにかぎられる。

　　　○あすは雨が降りましょう。　（天気予報）

　　　○しかし，そんな知識が私の現在の自的に何の関りがあらう。（岡本かの子ヂ河明り1）

　　　○しかし非難や称賛が芸術家にどれほどの痛みや喜びを与えよう。（出隆「哲学以前」）

　この，推量をあらわす用法は，文章語であって，H常語としてはっかわれない。

注1）用例は，高橋太郎1970からひいた。

注2）　明星学園1968・や鈴木重幸1972では，「さそいかける形」とよんでいる。
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2．62幼児の使用した意志形の用法

　意志とさそいかけの用法は，ひじょうに多くの例があった。幼児は，年少児もふくめて，意志

形の8常語としての用法を所有しているといえる。

　推量の用法はあらわれなかったが，これは，当然のことである。文章語としての用法は，小学校

入学後に，学校教育のなかでおしえられるであろう。

　幼児の使屠した意志形の用法の例は，つぎのとおりである。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

さそいか
ｯ

○「カケッコヲ　シヨ」ッテ　　　　　　　ー

Jメガ　イッタノ。（赤一u女

T－11）

寃Eサギト　カメトネ　「キ　　　　　　　　　　　～

?ウソウシヨウ」ッテ　ユッ

○アノネ　ウサ・ギト　カメ

uヨーイドン　　ショウ」ト　ヤ

bテネ。（赤一i女5－3）

寃宴Cオンガ　ウントネ

uアショボウ」テ　ユッテモ

○ウサギサンガ　「アソボ」

bテ　イッテンノ。（赤一t女

S－4）

寃¥イデ　「ナンカ　ノモウ，

mモウ」ト　イッタノ。（小一神

テネ（赤一y男5－7＞

寃Iトウチャンモ　「イコウ，

Cコウ」ッテ

（自一i男5－5）

宦uコレ　モッテ　イコウネ」

女4－1）

　　　　　　イッテモ（自一

酪翌U－5）
宦uオネエチャン　コレ　シ　　　　　　　　　　　『

?ウ」ッテ　（’赤一〇女6－1）『

ッ　チュッテネ（自一1女4

|7＞

寃{ク　オウチデ　イッモ

E　ネ　アー　「ウンドウカ

○「トッカエコシヨウヨ」ッテ イシヨウヨ」ッテ　イウノ。

サルガ　イッテネ。（十一g男

T－10）

寃塔f　「アソボウカ」テ　ユ

（赤一b男5－6）

寃Vタラ　シマウマガ　キテ

l　ウ　「カケッコヲ　シヨ

ッテネ（自一r女5－8）

寃¥シテ　ヨウチエンノ　コ

hモガ　「アソビマショウ

宴Cオンサン」テ　ユッタラ，

i赤一h女6－6）
宦uアタシタチノ　コドモニ

Vマショウ」ッテ　オバアサ

ウカ」（赤一i女5－3＞㎝

宦uアタシヲ　ダマスナラネ

Jケッコヲ　シマショウ」

意　　志

ンガ　イッタノネ。（赤一N女

T－7）

寃hーレ　アノ　ヤツハ　ノ

鴻Cカラ　ユウガタマデ　カ

Jッテモ　コナイダロウ。ジ

メ[　チョット　ヒルネヲ

Vヨウ。（赤一s男6－6）

ッテタラネ（赤一1男4－8）

寃Rーンッテ　ヤッ　クビヲ

L　キロウト　オモッタラネ

[（神一村男4－3）

宦uチョコレート　カッテ

^ベヨウ」ト　イッタラ（自一

○オハナネー　ミズ　カケヨ

ｧト　モッタラネー（自一b

翌R－10）

寃}タネー　オウチ　ツクロ

○ブンボウグヤサンデ　ホン

Jオウト　オモッタンダヨネ。

1女4～7＞
寃Iハナニネー　オミズ　エゲヨウト　オモッタラネ（神

ウト　オモッタラネ　トバサーレチャッタノ。（小一一女4一

黷P）

寃iニ　カコウカ。（赤一d男（自一b男6－0）

寃Gートネ　クマガネ　ネズ

~ニサ　ソウダンシヨウト

Iモッタノニネ，（赤一1女5

一規男4－6）

寃?イコトネー　　ヨイコト

?イコト　ナニ　ミヨウカナ

4－2）

寃hンナ　オハナチ　ショウ

Jナ。（赤一v女4－0）

一
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通
行

の
実
言

志
・
宣

意
知
の

一7）

○ぼくは大きくなったち，な

にになりたい。ウートネー

ウーント　ナニニ　ナロウカ。

（赤一q男5－11）

○ナンノ　オハナシニ　シヨ

ウカナー。（赤一1女5－8）

○カメサンハネ　マダムコ
ウニ　　イルカラ　　ヒルネデモ

シヨウカッテ（赤一〇女6一

一1）

○オジイサンガ　チョウド

カエッテ　キタラ　キリマシ

ョウッテ（赤一E女5－8）

○ヨシヨシ　アゲヨウ。（赤一

L女5－9）
○タイジシタラ　イチバン

イチオクエンヲ　アゲヨウ。

（赤一m女6－3）

○ヨシヨシ　ヒトツ　アゲヨ

ウネ」（十一L女5－9）

○オサルガ　キテネ　「ソノ

カキ　トッテヤル　アゲヨウ

カ」ッテユッテネ（自一r女

5－8＞

○「キビダンゴヲ　アゲマシ

ョウ」（赤一猛女5－8）

○「ジャー　コンドハ　アナ

タタチノ　コドモヲ　オアズ

カリシマショウ。（赤～m女6

－3＞

○オジイサンニ　マキワリヲ

イタシマショウ。オミズ　ク

ミマショウ
　　　　　む
（赤一E女5－8）

一（神一L臼男4－9）

○ソイデソノツギハエ
ート　ドウシヨウカナー。（小

一弘女5－1＞

○アル　ミコン　ヨナカノ

ミーコニ　カキノミガ　アル

カラ　ソレヲ　ハヤク　モッ

テキタヒトトケッコン
シマショウ。（Pt　一桑女4－10）
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第3章 連体形

3．1　幼児の使用した語形

　幼児の使用した語形はつぎのとおりである。

誌ここ〉ていねいさi　　　　　　　ふ　つ　う て　い　ね　いミミ璽粛．

ﾄテ。蛎
み　と　め う　ち　け　し み　と　め う　ち　け　し

年年年

ｷ中少

年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
年年年

ｷ申少

［連体形 現在形

ﾟ去形

よむ

謔�ｾ

○○○

宦宦

よまない

謔ﾜなかった

○○○

｢　○

よみます　　　　i

謔ﾝました

よみません

謔ﾝませんでした

　なお，このなかの△印のところは，形式名詞「とき1にかかる例がひとつあっただけである。

　この表は，ていねい動詞の連体形があるようなつくりになっているが，ていねい動詞の連体形

は，ふつうは，形式名詞のばあいしかないので，この欄を削除したほうがよいかもしれない。

　幼児の使用した例をみると，うちけしの過去形には，ほとんどみられなかったが，その他のか

たちは使用されている。従って，幼児は，動詞の連体．形を所有しているということができる。

　幼児の使用した例は，つぎのとおりである。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

○ヒューヒュー　ソラ　トブ　　　　　　　　　　一 ○ウントネ　セワスル　　オジ

リユウガ　イタカラネ（自一

刻翌U－4）

@　　　　　ヌウ　オシ

@　　　ソウ　イウノ。

i二一s男5－9）

@　　　　キシャ　トオッ

サンガ　オハナニ　ミズヲ

Aゲタノ。（神一桑女4－10）

宸ｱわいのは？　オニガ　ク　　　　　　　　　　　一

ﾚとユメ。（神一真弓4－11）

寃Lョウ　三2　ユメネー

i小一岡女4－8）

寃Vボレタ　ハナガ　ダンダ

○ダレカ　一品アサンニ　ナ

bテネ　ツクル　シトガ　イ

iクチャ　ダメダモン。（小一

贒№S－0）
寃Pムリ　ダス　キカンシャ　　　　ー

mッテネ（神一三男4「0）

寃cキデタ　ハナハ　ヒッカ

みとめの
宦@　詞

ｻ在形

ﾟ去形

､ちけし

ﾌ動詞
ｻ在形

ﾟ去形

　　　　　ミチ　トオッ

Nルノ。（赤一C男5－6）

@　　タベタ　ショッ

キボウノ　ヨウデ（神一古男

S－5）

寃}マガ　ツクッタ　オベン

○ヨウフクネ

Sトトカ

寃?カシネ

^　センロノ
怐寃Wブンノ

L　モッテ　イッタリネ（赤

黷P女5－8）

寃Eントネ　シラナイ　ヒト

K　キテネ（自ごy男6－0）

寃?ボウチュウシャ　ヤンナ
C　カタハー。男5－10）

寃aオフロニ

bテ　イウ

宴iカッタ

ン　ヒライテ　　クンノ。（自一

薗j5－5）

寃iカマニ　イレナイ　コ

トウダヨ。（赤一q男4－1）

寃Jゼガ　アタッテネ　コワ

激iイ　オウチ　ツクッテネ

ヤッテネ（赤一

nイリナサイ」
gキネー　ハイ　　　　｝

ガ　アルンダヨ。（小一久女

S－7）

寃Iカネガ　タマンナイ

qトニネ（自一t男5－3）

（小一矢女4－0）

寃Wドウシャ　コナイ　ミチ

i神一高男4－4）

寃Aノネ　ナカカラ　ポイテ

Cレナカッタ　オテテ　カマ

トキ　オコラレ ナカッタ。（自一b女3－10）

ル（赤一k女6－2）
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3．2　連体形の用法
　　　　　　　　　　　　　　　　注1）3．21　連体形動詞の形態論的な性格

　名詞のしめすものごとを，動作・状態の面からくわしくする連体形の動詞は，テンス・アスペ

クト的な性格をもっている。このような連体形動詞の「する」と「した」とは，つぎのような3

種類の対立のしかたをしめす。

　1）絶対的なテンスによる対立。これは，はなしている晴嵐を基準とするもので，　〈現在・未

　　来O過去〉という対立である。これはいいおわり形とおなじ。

　　（現在）○玉木さんの方は極くサッパリと祈った。「天にましますわれらの父よ，すべてをし

　　　　　　　ろしめす父よ……」といふ風に祈った。（桜の実の熟する時）

（未来）○いま来るお客さま，中国の人です。女の法学博士です。（窟本百合子「道標」）

　（過虫）○あの時分は，死んだお祖父さんもまだ若かった。（田山花袋「時は過ぎゆく」）

2）相対的なテンスによる対立。これは，文の述語のしめす動作や状態のなりたつ時点を規準

　とするものでく同時・以後←→以前〉という対立である。

　（剛寺）○百三十ケ所から一時に燃え上る火は，山全体を包むかと見えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（晶木健作「生活の探究」）

　（以後）○彼の口を出る次の書葉を腹の中で暗に待ち受けました。（夏目漱石「こころ」）

　（以前）○先に弾いた二人よりもっと立派にできたとしても，　（野上弥生子「真知子」）

3）アスペクト的な対立。これは，述語との関係が同時であるばあい，または，述語との関係

　がきれたばあいにおこるもので，〈進行の状態←→結果の状態〉という対立である。

　（進行）○白地に赤で旗を押したてて前進する群集の絵が表紙についていた。（道標）

　（結果）○枕元から吸呑を取りあげ，病人の熱で干澗らびた唇へ持って行った。（真知子）

　名詞のしめすものごとを，性質（あるいは状態）の面からくわしくする連体形の動詞は，テン

ス・アスペクト的な性格をうしなって，形容詞のように，名詞のしめすものごとの属性をあらわ

す。このような属性的な用法のなかでは，　「する」と「した」とは対立せず，それぞれ，ポテン

シャルな属性，および，状態または性質をあらわす。「対立しない」というのは，この用法になる

動詞が，「する」のばあいと「した」のばあいに，語いとして，大きくずれているからである。

　（ポテンシャル）○怒る人間は少くとも性格的である。（三木清「人生論ノート」）

（状態・性質）Oそばの紫檀の卓に飾った青銅のドームを型どった古めかしい時計が（真知子）

　このような質規定の連体形からさらにその形容詞性が固定したものがでてくる。r角ばった」

「あせばんだ」ドうすよごれた」などは，形容詞的な用法しかもたない。

注1）　用例は高橋太郎1974からひいた。
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　また，後置詞のほうへ派生するものもある。

　　　○ロシアに関する書物。（真知子）

　　　○教科書法案の構想にそう指導行政に手をつけて（世界1956．8）

　これらの「関する」「そう」のほか「対する」「いう」などがある。後置詞化したものの多くは，

「した」のかたちにすることができるのも，一つの特徴である。

3．22　幼児の使用した連体形の用法

　幼児の使用した連体形の動詞を形態論的な性格の面から分類した。

3．221幼児の使回した連体現在形

　幼児の使用した連体現在形は，つぎのとおりである。

　これによって，幼児は，連体形の形態論的な性格を，全般にわたって，理解，使用しているこ

とがわかる。形容詞化したもの，および，後置詞化したものについては，使用のしかたが貧弱で

あるのがめだつが，これは，文法の問題ではなく，語いの習得に関係することだろう。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

テンス的
な用法
未　　来

相対的な ○ヨナカ　オトイレ　イク
未　　来 　　　　　　　　　一qトハ　シタデネ　オトイレ

イカナイ　ヒトハ　ウエ。（自

一d女5－11）

○ソレカラ　カエル　シタク

シテ　カエッタノ。（自一E男

5－7）

現　　在

絶対的な ○ホイクエンニ　アルネ　ツ ○ココニ　アル　シーソト ○オニイチャンガ　イル　フ
現　　在 ミキトネ　アト　プロ　ブロ 　　　　一`ガウノヨ。（赤一f女4－10） 　　　　　　　　｝Wパンヤサンニネ　ニカイガ

ックトネ　ネンドガ　スキ。 ○ココデネ　イルネ　オウチ アッテネ，（神一三男4－0）

（自一B男5－7） ノ　ヒトハネ　　ココデ　バイ

○イマ　ヨウチエンニ　イル バイシテネー　ヒトリデネ

一ヒトノ　ナカデ（自一。男6 イクノ。（自一〇男4－7）

一3）

相対的な ○ハジッコノ　ホウニ　アル ○ウートネ　シマウマガ　ト
現　　在 　　　　　　　　　　一hウブツ　ドウクツニ　イッ マッタラネー　イル　コノ

｝タノ。（赤一m女6－3） ライオンガネー　ツイテ　キ

○トッチャッタノ。だれが？ タカラ。（赤一k女5－3＞

ハンノウニ　イル　コドモニ。

一（自一y男6－0）
アスペク
卜的な

用　　法

進　　行 ○ソイデネー　ウー　オフロ ○ネズミガネ　ウントネ　ト
『ノ　オユヲ　イレルネー　オ ビダツ　ダンプト　ブツカッ

トガ　シタラネ　ニゲテ　ィ チャツタノ。（神一北男4－11）

ッテネ（自一t男6－2） ○ウントネ　アル　ヒ　オフ
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属性的な
用　　法

特瑚の用
法
形容詞的

後置詞的

○大きくなったらなんになり

たい？　バスノ不　キップ

キ・ル　ヒトニ。（赤一N女5－

7）

○オナカガ　イッパイニ　ナ

ル　クスリ　ノマセラレチャ

ッタ。（自一b男6－0）

○ニンゲンガ　アルク　ミチ

ノネー　　トコVカラ　デテ

イッチャッテネ，（赤一〇女

6－1）

○キシャノ　アル　ゴホン

ヨンダ。（赤一〇男6－2）

○ツヅキハ　チガウ　ホン風

船イテ　アンノ。（惣一〇女6

－1）

○イク　トキハネ　アノー

チガウ　ミチ　ズット　トオ

ッテ　イクノ。（単一p女6一

一1）

○コウイウ　カタチ　シタ

ノリモノニ　ノッテネ（赤一

C男5－6＞
○ウーント　メリーッテ　イ

ウ　オンナノコガネ，（赤一s

男6－6＞

○モモタロウッテ　イウ

ナマエ　ツケタノ。（自一D

女5－11）

○ヤマニ　ノボッテネ　ドッ

チガ　ハヤク　ウン　ツクカ

ッテ　イウ　キョソウデネ

（自一g女5－11）

ロニ　ォユヲ　イレル　オト

ガ　キコエテ　タルト　ハリ

ーハ　ブラシヲ　クワエテ

ニゲダシマシタ。（神一規男4

－6）

○ソレデ　ヒダリシ　オバサ

ンガ　　イル　　オウダンホドウ

ワタッテ　　ソイデ　　ソコデ

マガ　マタ　マガッテ………

ムコウニ　イクノ。（小一寡男

5－！）

○オイシャサンハネ　ウント

シト　ナオス　シトダカラ

（赤t一一t男5－1）

○ウーントネ　ヤネ　ツクル

オシゴト。（神一璽男4－IO＞

○オモチャデオ｝ガデル
オモチャナンダヨ。（赤一d男

5－4）

○アンマリ　ヨゴレテ　シマ

ッタノデ　　ホントウハ　　クW

イ　ブチノ　アル　シロイ

イヌ　　ダッタノニ，　シWイ

ブチノ　アル　クmイ　イヌ

ニ　ナッテ　シマイマシタ。

（神一規男4－6＞

0ソイデネ　チガウ　オハナ

ン　ナッチャツタノ。（二一v

男5－！）

○ウント　チガウ　カイシャ

イッテネ（神一永男4－1）

○イタズラシタリ　ソウイウ

コト　スルカラ，（神一関心5

－o）

’○コレ　ナンテ　イウ　ジダ

ッケナ？（小一横男4－4）

○アノネ　スーパーフリルッ

テ　イウ　マンガガ　アルン

ダ。（小一山中女5－0）

○アノネ　ダイバーッテ　イ

ウ　モノニ　ノッテネ（小一

大男4－6）

○ソレカラ　マタ　ツルセン

イクネ　デンシャン　ノッテ

ネ（神一三男4－0）

○エンピツ　モツ　テ。（小一

不避男4－4）

○エート　ソレデネ　エキ

ツイタノ。オチョト（お外）

ミエル　エキ。（小一金男4－

1＞

○イマネ　トーシチャンネ

チガウネヨウチエンデナ
ンカ　ベンキョウシテル。（小

一神女4－1）

○チガウ　ヒトガ　イルヨ。

（神一高男4－4）

○エイガノ　コウイウ　カン

バンガ　デテル。（神一三男4

－o）

○コウチャンッテ　イゥ　コ

トネ　タカヒロチャンッテ

イウコトネ　マーボーチャン

ッテ　イウ　コトネ（小一佐

男4－3）

○コレ　ナンテ　イウ　ジダ

？（赤一d男4－2）

○エート　キキ・ゾスカウト

バギーッテ　イウ　モノガ

デルノ。（小一福男4－2＞
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3．222　幼児の使用した連体過去形

　幼児の使用した連体過玄形は，つぎのとおりである。

　このことから，幼児はすでに，この形のテンス・アスペクト的用法を理解・使用していること

がわかる。ただ，後置詞の使用がないが，これは，現在形のところでのべたように，語い的なも

のとからんでいるだろう。

種　類 年　　長　　児 年 中 児 年 少　　児

テンス的

な用法
ﾟ　去

絶対的な

ﾟ去
○アノー　マグマノ　オカア ○サツキ ユッタ トウムギ ○ダレカ シンダ　コガ　イ

サンヲ　ツクッタ　シトガ トネー（自一。男4－7） ンノ。（神一佐女3－7）

イルンダヨ。（自一9女5一 ○アトハ ヨコヤマトミコッ ○ウントネー ホイクエンカ
11） テ　イウ イナカカラ キター ラ　モラッタ ホン。（神一

○リスグミノ　トキネ　エ オネエサン（小一久女4－7） 寺男4－4）

キイタ　オハナシ。（赤一L ○トレデネ ケガチテ チン ○ママガ ツクッタ　オベン

一女5－9）
ダ
　
コ
モ
ー チチンダ　　　， チトモ トウダヨ。（赤一q男4－1）

○キョウリュウッテ　ムカシ インダヨ。 （神一永男4－1）

イタ　ドウブツ。（赤一d男 ○イチュカ イッタデショウ

6－4） イッタ シトハ イクンダヨ。

○「キ・ノウ　キタ　オジイサ （自一P男4－7）

ンジャ　ナイカラ」ッテ　ユッ ○ウルトラセブンニ デタ｝

テサ　ソイデサ　ソノ　コブ カイブツ。 （神一遠男5－1）

ヲ　ツケテ（三一w男6－3）

○イルトネ　スグネ　イマ

ヤッタ　ヤツガ　トレチャウ

梢対的
ﾈ過去

ノ。（自一s女6－3）

寃¥レヲ　ミタ　トナリノネ

一オジイサンガネー　ウーン

「ワタシモ　イッテ　　ミヨウ」

ッ　チュッテ（二一w男6－

R）

○カジダトカネ　ドロボウト

カネ　オカネ　ヌスンダ　　ド

ロボウトカ　ソウイウノ

〔ニュースでみる〕（赤一1女

5－7）
アスペク
卜的な用

@
成　立 ○ウサギサンサー　ネムッタ ○スットント サカダチ ス ○ノボッタ ウサギチャンガ

ブリヲ　シタト　オモッタラ ットント チュウガエリ コ コウ ナッタノ。（小一竹男

（赤一。男5－10） ロリト コロガッテ シンダ 4－1）

○アトネ　ウーント　コロッ マネ。 （神一規男4－6）

テ　ネッコロガッテー　シン　　　　　　　　　　一

ダ　マネッテ　ヤッテ（小一
　t男6－2）
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完　了

アスペク
ト・属性
的な用法
結果・

属性的

属性的
な用法

○ソシテ　ソノ　イッチャク

ニ　オワッタ　ヒトガネーエ

（赤一e男5－IO＞

○スワッテナイ　ノコッタ

シトガネ　オイスヲネ　マタ

スグ　ノコシテネ（赤一F男

5－9）

○コンドネ　オッキク　ナッ

タ　トタンニネー　エートー

ハナモ　ダンダン　イッパイ

サイテ（三一〇男6－2）

○ヨウコガネ　オデカケシタ

カエリニ　タクシーニ　ノッ

チャッタ。（赤一p女6－2）

○オトウサン　カイタ　シト

パ　オカアサン　カク。（赤

一K男5－11）

○ジブンノネ　タベタ　ショ

ッキネ　ウント　モッテ　イ

ッタリネ（赤一1女5－8）

○ウント　ダイヤノネ　シチ

ヲ　ダシタ　シトカラ　サイ

ショネ　ウント　ダ　ウーン

ト　ズート　ダシテ　イクノ。

（赤一J女5－8）

○ヤブケタネー　オヨウフク

ネ　ヌッテンノ。（自一1男

5－7）

○ショウドクシタ　スプーン

デネ（赤一m女6－3＞

○スミデ　　クロクシタ　　ガラ

スデ　ミルノ。（赤一i男6

－4）

○エニ　カイタ　カイジュウ

ガネー（赤一。男6－3＞

○ドクノ　ハイツタネ　リン

ゴヲネ　ウリニ　キテネ。

（菰ミー」女5－8）

○コウィウネ　カタチ　シタ

ネウーントノリモノニ
ノッテネ（赤一C男5－6＞

○ニッポンノネー　チノウヨ

リモネー　スグレタ　チノウ

デ　カンガエテ　ヤッツケテ

ヤ　ヤンノ。（自一｛男6－

5）

○ママガネ　オコッタ　カオ

ネ…パパモ　オコル　　トキモ

アルケド　キライ。（小一山

女4－5）

○アノネ　ダイガクヲ　チョ

ット　ワタッタネ　ショノ

スグ　ウエニ　アガッテ　ソ

ィデ　　ソコニ　アルノ。（小

一樋ce　4－3）

○シボッ　シボレタ　ハナガ

ダンダン　ヒライテ　クルノ。

（自一i男5－5＞

○ナガグツヲ　ハイタ　ネコ

トネ（赤一r女4－10＞

○ココ　アイテル　トコ　イ

ッテネ　ソコニ　キデ　デキ

タ　ソート　コウイウ　ホソ

イ　カイダンガ　アッテネ

（自一t男5－3）

○どんなおもちゃであそぶの

？　コワレタ　オモチャ、，

（神一玉．男4－0）

○ソイデ　ケーキ　カッテ

キテ　クレタノ。バーラガ

サイタ　ケーキ。バラダッテ

タベラレルンダヨ。（神一一三

男4－O）

○グリグリメダマハ　サラノ

ヨウ。ッキデタ　ハナハ　ヒ

ッカキボウノ　　ヨウデシタ。
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○ソレ　ソノ　イバッタ　オ

ンドリヲ　アノ　ツレテ　イ

ッチャツタノ。（赤一1女6

－6）

（神一古男4－5）

3，223　幼児のあやまり

　つぎのように，三つのあやまりがあった。これが単なるいいちがいなのか，文法所有のしかた

のまちがいなのか，はっきりしないが，現在形でいうべき進行アスペクトを過去形にしていった

ものが二入いたことは，記録にとどめておく必要があるだろう。

種　類 年 長　　児 年　　中 児 年 少　　児

テンス的

な用法
過　　去 ○オニヲ 　　　　　、^イジシテ不 ウ

一ント オニガネ　トル タ

カラモノヤ イロンナ モノ

ヲネ ソート カエシタノ。

（自一A女6－5）
アスペク
卜的な用

法

進　　行 ○ハナガ　サイタカラ ミズ ○ソイデ タバコヤサンガ
ヲ ヤッタデショ。 フッター　一 　　一　　」Aルブショ， ソノ　アガッタ

アメ ミタイニ ブラシ．タラ トチュウニ。 （神一三男4一

ポンチ ナオッチャッタ。（ 0）

小一窪女4－8）

3．224　内容規定の連体・形

　「はなし」「ゆめ」「事件」などの名詞にかかって，その内答をあらわす連体形のばあい，現在

形が進行アスペクトよりも歴史的現在にちかいものとなるので，いちおう別にした。これについ

ても，幼児はすでに所有していることがわかる。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年 少 児

現在形
歴史的 ○アノネ　ブタイノ　ウエデ ○オホシサマガ　キレイニ

タイソウスル　ハナシ。（赤 ミエル　　ユメ。　（神一師女4

一v女5－10） 一11）

○アノネ　ポパイガ　ホウレ ○カイブット　タタカ．ウ オ

ンソウ　タベルト　ツヨク ハナシ。（小一橋男5－1）

ナル　オハナシ。（赤一L女 ○アノネ　ケロヨンハ モリ

一　一
5－9） ニ　イク　オハナシ。 （／1・一

『○ソレトカ　ジケンガ　オコ 安男4－2＞
　、　　　　　　　　　　　　　7
虚s　ニューストカ　　　　　　　ミァル。 ○ウントネ　デンシャ ノル
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過虫形
過　　去

（赤一F男5－9＞

○……山下サンガ　ズィブン

タカク　イッテネー　ソレカ

ラネー　ウーント　ウサギサ

ンガネ　メヲ　サマシテ　イ

ッタ　オハナシ。（赤一。男

5－10）

○アノネ　アタシガネ　キレ

ーナ　オヨメサン　ナッタ

ユメQ　（乏毒ミーL女5－9）

○ハンニンガネ　キテネエ

ソレヨシノブチャンノマ

マヲネー　カラカッァ不　ソ

イデネ　　ヨシノブチャンヲネ

ユウカイシタ　ジケン。（赤

一。男5－10）

トコニネ　　カイジュウガ　　イ

ル　ユメ　ミチャッタ。（小

一一 ﾋ甲女5－1）

○ソレデネ　チマウマネ　ミ

ンナヲ　ヨンデネ　ソレカラ

ライオン　オドカセチャッタ

ノ。ソイデ　　ワラッタ　　オハ

ナチ。（赤一g女4－8＞

○オハナガ　イッパイ　サイ

タ　ユメ。（神一師女4－11）

○どんなゆめみる？　アノネ

アソンダユメ。（神一秋男

3－l！）

3．3　形式名詞にかかるもの

　連体形は，ふつうの名詞にかかって，規定語となるほか，いろいろの形式名詞とくみあわさる。

今回の資料には，「もの」「こと」「ところ」「ほう」「とき」「ころ」「あいだ」「うち」「まえ」「あと」

「たび」「ため」「わけ」「つもり」などがあり，さらに形式名詞ととりたて助詞の中間過程にある

「きり」「まま」「まで」などがあった。

3．31　「もの」「こと」にかかるもの

　形式名詞「もの」「こと」にかかるものとして，つぎのようなものがあった。

　なお，「コトガアル」「コトガデキル」などは，くみたて動詞のところにあげるので，ここでは

のべない。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

も　　の

ｻ在形
○シンデレラ　キル　モノガ　　　　　　㎝ ○アノネー　タベル　モンハ ○ウントネ　アンブ　モン

ナイカラネ　（自一1女5－

V）　　　　　　　　’

ノリトネ　　ゴハントネ　　（神

齣ｺ男4－3）

ナィノ。（神一鈴男3－6）
nジャア　ケンドウノ　カブ　　　　　　　　　　『　一

○アノネ　ナンカ　コスル ○ウーント　ナニカ　ツヨク 些 モノハ　　ドコニ　アルノ

モノガ　アッテ　ギュギュギ （・1・一神女4－1）

こ　　と

錐ﾝ形

ユト　オセンタクシテタノ。

i三一L女5－9）

（赤一n男5－2）

寃}マハ　オウチデ　ォトゥ
トノ　スル　コト　ゼンブ　　㎜　｝

сbテ　　イノレQ　（境ミーf女4

|10）
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過去形

○やさしいってどういうこと

？　ウートネ　オコラナイ

コト。　（カゴミーG男6一一1）

○ウンドウカイノ　エ　カィ

タリスル　コトガダイスキ。

（赤一〇男6－2）

○しかられるときは？　アノ

ネ　タダハミガキデ　カオ

アラワナイ　コトダケ。（赤一

G男6－1＞

○どんなおはなしきいた？

ウントネ　ウントネ　アレ

ウーント　シンダ　コト。（二

一D女5－11）

○おもしろかったことは？

アソンダ　コト。（赤一h女6

－4）

○ウント　ベンキョウデモネ

アソブ　コ｝デモ　ミンナ

ダイスキ。（小一二女4－7）

○ハタラクッテネー　なに？

ベンキョウスル　コト。（小

一ネ毎男4－3）

○ワルイ　コノ　オトコノコ

ハイレナイノ。マチュウ
クライデモ　ィレナイ　コト

ハ　イイケド。（小一久女4

－7）

○なつやすみのことでたのし

かったことある？　トウバン

ニ　ナッタ　コト。（赤一。

男5－3）

○かっこいいってどういうこ

と？　アノネ　プットバス

コト。（坊ミー一q男4－1）

○おままごとってどんなこと

やるの？　エートネ　コウ

ヤッ　ゴチソウヲ　「ハイ」

ッテ　ヤル　コト。（小一原

女3－7）

○つまらないことあった？

アッタヨ。どんなこと？　ア

ソバナイ　コト。（小一佐男4

－3）

○どうしたの？　ソイデネ

ウーント　シマウマノネ　ナ

カマガ　イッパイ　キテネ，

ビックリシタ　コト。（ノ1・一一

佐男4－3）

3．32　「ところ（とこ）」にかかるもの

　形式名詞「ところ」には，場所，箇所・部分，運筆，アスペクトをあらわす屠法がある。場所

や箇所・部分をあらわす用法は，ふつうの名詞にちかい。アスペクトをあらわすばあいは，そこ

にかかる動詞といっしょになって，あらわす。場面をあらわす用法は，両者の中間であり，結節

点である。

　「よむところだ」がアスペクト的につかわれるばあいには，動作の直前であることをあらわす

ばあいと，進行をあらわすばあいとがある。　Fよんだところだ」がアスペクト的につかわれるば

あいには，動作の直後であることをあらわす。

　　　○これからシドニーへ帰るところだ。（志賀直哉「暗夜行路」）

　　　○今，行列がいくところだ。

　　　O今「春泥」を読み返したところです。（小林秀雄「私の人生観」）

　今回の幼児の資料では，絵をみてはなしをするばあい，場面の説明に，この形式がわりに多く

みられたが，完全にアスペクト的であるというのはすくなく，とくに，過去形のばあいにあらわ

れた1例が，ほんとうにアスペクト的な用法であるかどうかはうたがわしい。

　今國の調査法のせいかもしれないが，幼児には，形式名詞ヂところだ」をつかうアスペクトの用

法は，まだむずかしいとおもわれる。

種　類 年　　長 児 年 中 児 年 少 児

ところ，

と　　こ
黶@　所 ○ソイデ ソノ コウベッテ ○ケイヒンモ チガウ トコ

『　｝　｝
．現在形 イウ トコノネ （自一ξ男5 イッテルノ。（神一井男5－0）

一　　』

一5）
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過去形

箇
点
形

分
．
荘

捧
　
　
　
邑

立
石
戸
琢

過去．形

場　　顧

現在形

過去形

○ソシテ　コンド　チガウ

トコ　イッテネ　（赤一e男

5－10）

○イッパイ　シマウマ　イル

トコ　ツレテ　イッチャッテ

ネ。（赤一〇女6－1＞

○アトネ　コッチガワ　ミギ

マワル　トコ　アルデショ。

（赤一〇男6－2＞

○ソイデマッスグ　ィッテ

ネ　ミギニ　マガッタ　トコ。

（輿一〇男6－3）

○ウーント　フクmガ　アッ

タネ　トコWヘネ　ニ　ソノ

フクWヲ　オイテネ　モドッ

テ　クルノ。（赤一d男6－

4）

○自分でもご本よむ？　ンー

ワカル　 トコハネ。（自一A

女6－5）

○ワカンナイ　トコハ　オト

ウサンヤ　オカアサンニ　ヤ

オニイチャンニ　キクノ。（自

一A女6－5）

○おかあちゃんのどこがいい

の？　エートネーブタナイ

トコ。　（自一1男5－7＞

○スコシ　ワスレタ　トコm

ガアンノ。（自一u女6－5）

○エートネ　パパノ　ワラッ

タ　トコガ　イイノ。（三一b

eg　5－9）

○イロンナ　アノネ　ユメ

ミテネ　オニンギョウサンガ

サ　シャベル　トコガ　デテ

　クル。（赤一1女6－6）

○何をみてたの？　ヒコウキ

トブ　トコ。（自一h女5－

7）

○コッチパ　テエ　ツナグ

　トコカナ　（自一P男5－6）

○シマウマガ　イッパイニ

ナッタカラ　ライオンガ　ビ

ックリシタ　トコV。（赤一

○マタネ　コゥィゥ　フゥニ

ジドウシャガ　トオル　トコ

ロガアッテ　（小一爾女4－
8）

○ウントネ　デンシャ　ノル

トコニ　　カイジュウガ　　イル

ユメ。（小一痴女5－1）

○オトウサンノ　ウマレタ

トコナノ，ヒロシマ。（神一

井男5－O）

○アノネー　マッスグ　イ

ッタ　トコニ（赤一r女4－
10）

○どういうとこがすき？ウー

ント劃＿トコ。（tz　一

a男4－9）

○かわいい？　ワラウ　トコ

モ。　（自一g女5－0）

○コッチ？　アノネ　ネコガ

ネズミ　オイカケテル　トコ。

（赤一s男5－6）

OUケットネ　ウント　ケム

リガハイテネ　ウチュウヘ
イク　トコロ。（輯ヨー篤嵐男5

－o）

○アノネ　トッキュウトネ

ウゴイテ　ケムリガ　デタ

トコロ　ミタ。（小一箆女4

　　－61一

○ムカシ　アル　トコロニ…

（赤一u女3－7）

○ソイデ　ウント　ドウロガ

アル　トコロ　ズーット　イ

ッテネ　（赤一一b男4－0）

○オバアチャン　ネル　トコ

ガナイモン。（神一鈴男3－
6）

○ンネ　ブルトーザーガ　イ

マネ　ハチラカケタ　トコニ

ネ　．〔注）原文のまま〕（神

一古男4－5）

○コウ　ヤッテ　マワス　ト

コ　アンデショ。（神一三男4

－o）

○どんなとこつまらない？

ントネ　ナニモ　イナイ　ト

コ。（自一m女3－10＞

○どういうはなし？　アノネ

ー　アノ　ヤッツケル　トコ。

（神一秋男3－11）

○「イッタイゼンタイ　ナニ

モノダー」チュウ　トコロガ

オモシロイ。（神一三男4－



アスペ
クト的

現在形

．過去形

H女5－8）
○ソシタラ　シマウマガ　ワ

ラッタ　トコm。（赤一〇女

6－1）

○ソイデ　キョウ　こページ

ヤル　トコロダカラ　マダマ

ダ。　（赤一q男5－11）

一7）

○ジドウシャトネ　ジドウシ

ャトネ　ガチント　ブツカッ

タ　トコ。（神一松女4－8）

Oドッツーンッテネー　オッ

コチタ　トコロデネ　ウサギ

ハネ　ドッツーンテ　チック

ン　チップンイーッテ　ピッ

クリカエッチャッタノ。（小一

足男5－O）

○ウント　クマガネ　ハジメ

ネ　ネズミ　ツカマエル　ト

コダッタノ不一。不ズミ　ツ

カマエナカッタノ。（小一神女

4－1）

○ソイデネー　ウント　アケ

ラレル　 トコロダッタノネ，

モウ　スコシデ　アケラレル

ノ。　（ノ」、一桝…女4－1）

3．33　「ほう」にかかるもの

　形式名詞「ほう」は，格形式であらわれるものと，合成述語の部分になるものとがある。

　格形式をとるものには，方向・場所をあらわすものと，選択あるいは指定されたものをあらわ

すばあいがある。

　また，「ほう」によって構成される合成述語は，「よむ　ほうだ」という形式で，傾向をしめすば

あいと，「よむ　ほうが　いい」または「よんだ　ほうが　いい」の形式で選択の態度をしめす

ばあいがある。後老のばあい，「よむ」と「よんだjのどちらがっかわれてもおなじことをあらわ

す点は，この形式名詞「ほう」の他の用法とことなっている。

　幼児は，これらの用法のすべてを使用しており，動詞の連体形が「ほう」にかかる用法を所有

しているとかんがえられる。

種． 類 年 長 児 年 中 児 年 少 児

ほ う

方 向

一「 場所
一規在形 ○ムコウノ ドウロへ

一　　9

A’ル

一ホウニ ゴジュウゴウカンガ

アッテ。 （赤一r男6－3）

○ヤジルシ アル㎝ ホウニネ

ツヅイテネ ソレデ ソコヲ

ネ （赤心。男6－3）

過去形 ○カドノ イッタ　ト ホウ

ニ　　ン ホイクエンノ ホウ
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指定的
現庭形

過去形

陳述一一
傾　　向

境在形

陳述的一

選　　択

現在形

過去形

ノ　カドノ　ニケンメ。（自

一v女5－10）

○ナンニモ　シナイ　ホウガ

スキ　ミタイ。（赤一m男5

－10）

○ソイデネ　　カッタ　　ホウカ

ラネ　チャント　ミセ　ウー

コウッテ　ヒライテネ　（三

一J女5－8）

○ウント　マケタ　ホウハ

ジュウ　　カゾエテネ　　（fi　一

u女6－5）

○オカアサンガ　ヤル　ホウ

ダナ。（自一g男5－8）

○ヤッパリ　シトト　アソブ

ホウガ　イイ。（赤一m男5

－10）

○ヤッタ　ホウガ　　イイ。

（赤一。男6－3）

○シンダ　ホウノガ　イイ。

ん？　シンダホウノガイ
イノ。　（自一z男5－8）

○ウント　オハシ　モツ　ホ

ウ　（小～成男4－7＞

○タマヲネ　イッパイ　イチ

バーン　イレタ　ホウガネ

カチ。（小一川男4－10）

○キョウソウシテ　カッタ

ホウガ’ネー　サキニ　イッテ

ネー　（自一。男4－7）

○ナンデッテネ　オネエサン

ナッタ　ホウガ　シュクダイ

ヤラ　スルカラ。（赤一k女

5－3）

○アノネ　オハシネ　モツ

ホウハ　コッチデショ。（神

一三男4－O）

3．34　「とき」にかかるもの

　形式名詞「とき」には，つぎのように，テンス，みとめかたの，いろいろの形がかかる。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

○ウントネ　オマツリ　イク　　　　　　　　　　一○イツモネー　オフトン　」主

N　　トキネー　ケンカバッカ
秩@シテンノ。（二一e男5－10＞○ママノネ　オセンタクスル

トキ　テッポウ　カッテ　　ク

激^。　（自一a男4～g）
寃pパモ　オコル　　トキ　ア　　　　　　　　｝

○アノネ　オトウサン　カイ
Vャニ　　イク　　トキ　　カッコ　　　ー

cケテ　イクンダ。（赤一d男

S－2）

寃Gートネー　アンブ　　トキ

と　　き

ｻ在形

ﾟ去形

トキノ　　ノリ　イジッタリネ

i赤一k女5～8）

寃}ンガ　ハジマンナイ　ト

ルケド。（小一慮女4－5）

寃Aノー　ワルイ　コト　」≧

iイ　トキハ　ママニ　イツ

ケガシタノ。（小一新男3－10

Oヒロコネ　ダレーモ　イナ　　　　　　　　　　一

キハ　　ン　　ミテモ　イイケド

Tー。（赤一m男5－10）

寃Iマツリ　イッタ　トキネ　　　　　｝＝㎜丁

『モ　ホメラレル。（小一山女

S－8）

寃Eントネー　アソンダ　ト

∠L　トキネ　セイユウ　イッ

^　トキネ　マイゴニ　ナッ

`ャツタノ。（神一佐女3－7
Oママモ　「ダメヨ」ッ　チュ　　　　　　　　　　一　㎜

イロンナノ　ミァ不　（自…

£j5－11）

寃¥ィデネ　ハジメテ　キタ

キ　ホメラレル。（神一福女

S－7）
寃Cナカ　トマッタ　トキャ　　　　一

（神一三男4－o）

寃Aサ　アスカヤマニ　イッ
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ヒニ　カワニ　イッタ　トキ

ネ　キノボリ　シタノ。（自

一9女5－11）

○「オフU　ハイリナサイ」

ッテ　イウ　トキネー　ハイ

ラナカッタ　トキ・オコラレ

ル。（赤一k女6－2）

ネ　ウントネ　ネルノ。（神一

f3i・　eg　4一　1　）

タ　トキ・ネ　ミズガ　ヌ　ヌ

レテタノ。（神一寺畢4－4）

　形式名詞「とき」にかかる連体形の動詞，3．2fの1）2）3）でのべたものと同様，現在形と過去形

が，絶対的なテンス，相対的なテンス，アスペクトの各面で対立する。

　この観点から，幼児の使用例をつぎのように分類した。（　〉内は，アスペクト的な性格であ

る。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

現在形
絶対的な
テン　ス

○行きたいんだけど，どうい

ったらいいかな。ジャ　コン

ドネー　　カエル　　トキネ　オ

シエテ　アゲル。（小一神女

4－！）

一アンスフ

梶@　一
○ホイクエンデ　タノンデル
zンネ「ヨンデ」ッテ　イ　　　　　　　　　　　

○ワルイコト　ヤル　　トキ　　　　　　ー

Xグ　オコンノ。（自一r女

○アタシガ　ゴハン　コボス

gキ　オコラレルヨ。（赤一

ウ　トキ　ヨンデ　クレル。 4－8） a女3－10）
㎝（自一a女5－11） ○パパネ　マンガニ　マワス

○しかられるときは，　どう トキネ　オコラレチャウノ。

いうとき？　ネ　ピアショビ （小一山女4－5）

ヤラ　シュル　トキ。（赤一

b男6－5）
相対的な
テ　ン．ス　　　」　｝

以　　後 ○ヨルネー　　ネル　　トキ　　ウ ○ママ　イーツモ　ネル　ア

『タガッセンシタノ。（自一1 タシガ　ネル　　トキ　オハナ

｝女5－7） シ　シテ　クレタ。（ノ1・一野

○カエル　トキハネー　ケー 女4－9）

キガ　デタノ。（自一A女6

一5） ○レコードヤナンカ　カケル

○イツモイツモ　ネル　　トキ ○ネル　トキネー　ママガ トキハネ　アノネ　レコード

｝ ｝ネー　オハナシ　シテ　クレ チッチャイ　トキノ　オハナ ボクンチ　イッパイ　ナイノ，

ンノ。（自一r女5－8） シ　シテ　クレル。（ノ1・一押 フタツシカ　ナクッテ，ダカ

○オフネ　イク　トキネー 女5－1） ラ　イツモネ　ソコデ　カツ

　　　　一`ュウシャ　シナイト　ナン ○テレビ　ミル　トキ　ママ テ　クルノ。（神一三男4一

ナインダヨ。（自一1男5一 　　　　『}ワシテ　クレル。（自一r
0）

7） 女4－8）
○ネル　　トキ　オハナシシテ｝
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形
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去
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タ

過
絶

スンテ

去過

前以

○ソレデ　ィロンナ　コトヲ

シテ　カエル　トキ・ニネ　オ

ミヤゲヲ　カッテ　モラッタ

ノ。（赤一｝女6－6）

○カエル　トキモ　ハッパハ

ネ　ヒロツタノ。（赤一。男

5　一10）

○キョウソウスル　ト・キニネ，

ウーント　ノロノロ　アルイ

テネ（赤一d男6－4＞

○ソノ　テレビヲ　ミル　ト

キネ　アノネ　イスニ　スワ

ッテネ　ミタノ。（赤一Q女

6－1）

○オフトンヒクトキケ
ンカ　バッカシ　シテンノ。

（赤一e男5－10＞

○ヨウチエン　イク　トキハ

ネ　ココカラ　マッスグ　イ

クノ。（赤一1男6－3）

○カズエチャンガ　イル　ト

キ　カッテ　クレテ，アケミ

ダイジニ　ツカッタカラ（自

一q女6－1）

○オヒル　タベタ　トキ　ヨ

カッタ。（赤一C男5－6）

○ガッシュク　イッタ　トキ

オトウサン　シンパイシテタ

ッテ。（自一A女6－5＞

○モモチャンガ　ウマレタ

トキハネ　ナツデネ　スイカ

ダノ　アッタノ。（輿一〇女

6－1）

Oイツモサー　ダレカネ　ガ

クタイノ　レンシュウシタ

トキネ　カスタネツトガ　オ

ッコッテンノ。（赤一E女5

－8）

○ニュースッテネ　カジガ

アッタ　トキネー　シラセン

ノ。（赤一1男6－3）

○アノネ　ウント　カイシャ

イク　トキハネイン「ハ
イチャ」ッテ　イウノ。（自

一s男4－10）

○コレネ　ミズ　マク　トキ

ネ　オハナガ　コウ　ナッテ

テネ　（神一宮男5－0）

○カイル　トキモ　ヒトイデ

カエンノ。（神一遠男5－1）

○オツカイ　イク　トキ　オ

ンブスンノ。（自一f女4－

9）

○コレハネ　オ　ミンナガネ

ウン　アノネ　オカアサンノ

オナ五戸　イル　トキネ　ハ

シッテタ　キカンシャナノ。

（神一村男4－3）

○アソンダ　トキ　オモシロ

カッタ。（赤一a男4－11＞

○モ：モグミン　トキネ　アタ

シノ　イタ　トキネ　クワワ

ラセンセイ　　ヨンデ　　クレタ。

（神一大女4－6）

○トモコ　ユメ　ミタ　トキ

ネ　オバケノ　ユメ　ミテサ

ー　 （神一三女4－5）

○ダレカ　イジワリシタ　ト

キネ　ウントネ　センセイ

ォコラエチャウノ。（神一鎌

女4－5）

○テレビモ　コワレタ　トキ

モカウノ。（神一伊’男4－

1）

○「アッ」ッテ　ユッタ　ト
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クレル。（自一b女3一一10）

○オトウサン　カイシャニ

イク　トキ　カッコ　ツケテ

イクンダ。（赤一d男4－2）

○エートネ　アンブ　トキネ

ケガシタノ。（小一忍男3－

10）

○イク　トキハ　ミギガワノ

ミチ。（赤一i男4－2）

○ボク　ネル　トキネ　ボク

ヒトリデ　ネンノ。（神一古

男4－5）

○ボクハネ　アシタノ　ヨウ

チエンニ　イッタ　トキネ

ナカナカッタンダヨ。　〔注）

アシタは幼稚園名？〕（赤一

q男4－1）

○アメ　フッタ　トキネ　イ

ッテネナナンカキテネ
ナンカ　キテ　イッタノ。

（神一三男4－0）

○ママモ　「ダメヨ」ッ　チ

ュッタ　トキハ　アソバナイ

ノ。「イィデスヨ」チュッタ

トキハ　アソブノ。（神一三

男4－O）

○プUガネ　オワッタ　ト

キ　コウエン　イ　ニ．　イツ

パーイ　アソンデ　キチャウ



同　　時

（終了＝

成立）
0ソシテ　オワッタ　トキ

キタナク　ナッチャッタデシ

ョウ。（赤一x女6－2）

○カワニ　イッタ　トキネ

キノボリシタノ。（自一g女

5　一11）

○〔おばあちゃんの〕オウチ

ニ　イッタ　トキ　トマルケ

ドネ（赤一f女5－9）

○カレタ　トキオミズヤ
ンナイト　カレチャウンデス。

（虐圭一a男5－8）

1キネ　「ナンカ　オッコッテ

タヨ」　チュウノ。（神～鎌

女4－5）

○ストムッチ　ウマレタ　ト

キ　オンギャ　アンギャッテ

イッタノ。（自一s男4－10）

○ヨルン　ナッタ　トキネー

ムコウカラ　サーット　キチ

ャウ　オバケガ　キタノ。

（ノ」、一村男4－9）

○イツモネ　シャシンガi

タ　トキニネ　ホンガ　クル

ノ。（小一三女4－7）

ンダカラ。（神一場男3－10）

○サンダーバード　オワッタ

トキニネオシラアノサ
ンダーバードノ　オシラセガ

ヤルンダヨ。（赤一一　a男4－2）

○アスカヤマニ　イッタ　ト

キネ　ミズガ　ヌレテタノ。

（神一寺男4－4）

○ナミガ　キ・タ　トキハ　コ

ウタツノ。（小一相男4－
4）

幼児の使用例をみると，「とき」にかかる動詞のテンス・アスペクト的な性格の全般にわたって

いて，だいたいこれをマスターしているよっにおもえる。

　ただ，論議の進行をあらわす用法については，アスペクト動詞「している」をつかったほうが

よいものがみられる。

　　　○エートネ　アンブ　トキ　ケガシタノ。

　このほか，すこしあった問題例について検討してみる。

種 類 年　　長　　児 年　　中　　児 年 少 児

○ママガネー　ヨ　カケッコ ○オマツリ　イク　トキネ

『スル トキネ　カケッコスル テッポウ　カッテ　クレタノ。

一トキ サンバンデネ　コロバ パパガ　ソウシテ　ワタガシ

ナカツタノ。（赤一k女5一 モ　カッテ　クレタノ。（自一
3） a男4－9）

○トモコ　ウントネ　クルマ

コウ　トマル　トキ，コウ

イク　トキ，スグ　オウチガ

一アルノ。（神一鎌女4－5）

　年長児の例について。ここに「サンバンデネ」がなくて，「コロバナカッタ」だけだったら，進

行とかんがえられるが，それがあるので，進行ではない。また，以後でも，未来でもない。ここ

は，過玄をあらわす用法として，「カケッコシタ」にしなければならない。

　年中児の第1例。これは，到着後のことであるから，終了＝成立アスペクトで，あるいは，以
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後として，　「イッタ」でなければならない。もっとも，もし，述語が未来ならば，絶対テンスと

しての未来の用法ともかんがえられるが，ここはそっでない。

　年中児の第2例。これは，条件形「イクト」でなければならない。「とき」の状況語的な用法と

条件形の幣法はきわめて密接な関係にあり，このまちがいは，子どものまちがいとして理解できる。

　以上3例のうち，前2例は，あるいは，単なるいいそこないかもしれないが，さいこの例は条

件的ないいまわしの発達過程の問題として，いちおうマークしておく必要があるだろっ。

3．35　rころ」「あいだ」「うち」「まえ」rあとjrたび」にかかるもの

　「とき」以外の時間的な形式名詞にかかるものとして，つぎのようなものがあった。この使用

のされかたをみると，右の表のように，年少児には，まったく，つかわ

れていない。このことは，このような時聞の形式名詞が，ちょうど発達

の時期であることをものがたっているのかもしれない。

　「うち」は年長児にしかつかわれていない。しかも，あやまりの例が

ある。このあたりが発達の時期なのだろう。

　「まえ」へっながるのは，みとめの動詞ばかりで，うちけしの動詞は

みられなかった。

種　類 年　　長　　児 年　　中 児 年 少 児

こ　　ろ

現在形 ○モウネ　ガツコウ クル

『コロノ　ユメ。 （小一成男4

一3）

あいだ
現在形 ○ウサギガ　ヒルネシュル ○タタカッテル アイダニネ

アイダニサ　カメサンガ　テ （赤一t男5－1）

ッペンマデ　ノボッチャッタ ○ウントネ ヒッコシシナイ

ンダモン。（自一t男6－2） アイダニ　トー ユメ ミチ

ヤッタ。カイジュウノ ユメ。

（神一規男4－6）
、

つ　　ち

現在形 ○ソイデ　ドンドン　イク

ウチニ　ウサギヤネ　ネテ

イノレノ。　（自一〇男6－3）

○ドウロヲ　ワタル　ウチニ

ネ　クマト　ネズミガネ　ト

ラックニネ　ウーント　ブツ

カッチャッテネ（赤一1女5

一8）

○ミズ　カケナイ　ウチニ

ハレン　ナッテ　コウ　ナッ

チャウ。（三一K男5－11）

○カメガ　コナイ　ウチニ

ヒトネムリシテネ（自一b男
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ま え

現G形

と
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去

あ
過

た　　び

現在形

6－O）

○クラク　ナル　ウチニ　カ

エッテ　キチャエバ　ダイジ

ョウブダ。（三一。男5－10）

○ソラ　　トプネ　　リュウガ

イタカラネソーットネナ
イフデ　トUウト　オモッタ

ラ　ゴリラガネ　バン　シテ

タカラネ　「コラー」ッテ　ユ

ッタ　ウチニ　キュッキュッ

キュッテネ　トッテトネ　ヒ

モ　トッテネ　ソシテネ　ソ

ラ　　トンデ　ニゲタノ。（自

一m女6－4）

○ウーン　ネル　トキ　ネル

マエニ　ハナビ　ヤッタノ。

（自一k男5－8）

○チッチャイ　コドモガ　ヨ

ウチエンニ　三日ウ　マエナ

ノネー。（赤一〇女6－1）

○オベントウ　タベタ　アト

ハ　　トビバコトネー　エート

ハシゴ　ワタル　ヤッ　ヤッ

タノ。（赤一〇男6－2）

○アノネ　ケサ　ヨウチエン

イク　マエネ　ミンナネ　ゴ

ホン　アノー　チョットダケ

ミンナ　ヨンジャッタノヨ。

（ノ」、一イ；日L男4－3）

○ソレカラネ　ハネダクウコ

ウ　イク　マエハ　オクジョ

ウデショウ。（小一川男4－

IO）

○ソィデネ　　オフロ　ハイッ

タ　アトデクレンノ。（小

一山女4－5）

○ソレヲネ　ミル　タンビニ

カイニ　イ．クノ。（赤一q女

5－2）

3．36　「ため」「わけ」「つもり」にかかるもの

　「ため」「わけ」「つもり」にかかるものは，つぎのとおりである。

　「ため」に過一面がかかる例はなかった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年 少 児

た　　め

ｻ在形 ○アノー　テジナシノト オ ○シト　コロス　タメニ。

ンナジノデ　ワルイ　ロボッ （赤一m男4－10）

トヲ　ツクル　　タメニネ コ ○あのパレードなんのために

コニネ　　ソノ　イェニネ ツ やるの？　ウンドウカイ デ

一
ミコマレテネ　（自一i男6 ル　　タメニ。（自一t男5一

一一5） 3）
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つもり

境在形

○ソコノ　ソノ　ショクイン

シツノ　トナリ　アガッテ

イクト　マタ　ニカイニ　イ

ク　ワケ。（小一久女4－7）

○ズット　ソコデ　クラシタ

ワケ。（小一山中女5－0）

○マダ　ジブンデ　ヨム　ツ

モリダッタンダケド　マダ

ヨマナカッタノ。（自一d女

4－11）

3．37　fきり」「まま」「まで」にかかるもの

　「きり」「まま」「まで」にかかるものとして，

○コッパミジンニ　シテネー

トロル　タニガワニ　シテ

ィッタ　ワケ。（神一秋男3

－ll）

つぎのようなものがあった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

き　　り

ﾟ去形 ○ワルイノガ　ヤッテ　キテ

ネー　ネムリグスリヲネ　ン

一　ギュウニュウノ　ナカニ

イレタノ。ソイデネ　タオレ

タッキリ。（二一d男6－4＞

ま　　ま

ﾟ去形 ○「コロシテ　コイ」ッテ　ユ ○フミキリニ　　コウ　　イウ ○オハナガネ　コウユ

ッテ　キタンダケドネ，ウン ウチガ　アッテ　ント　コヤ エート　ツイタ　ママ

ト　ケライハ　キノドクニ ッテ　グルグル　マワシテ タノ。（少一相男4～・

ナッテネ　ソイデネ　ポイシ アクデショウ。アレネ　アケ

タ　ママ　カエッテ　キチャ タ　ママデネ　オジサン　シ
一 一ッタンダッテ　（赤一J女5 ラナイ　カオ　シテ　イッチ

一8） ヤッタラ　ラネー　（自一t

Oアリスハネ　キノ　エダニ 男5～3）

ネ　ウーント　スワッタ　マ

マネ　ネテタンダッテ。（赤

ま　　で

ﾂ在形

一1女5－8）

寃¥イデネー　デキル　マデ ○カメト　コレ，ヤマニ　イ
｝マッテテネ　（赤一k女6一 ク　マデ　キョウソウシテン

　2） ダヨ。（赤一a男4－11）

Oカメハネー　　オソイカラネ ○ウント　ゴハン　ナル　マ

一　ウーントネー　クル　マ デ　アソンデ　イテモ　イイ

デ　ネテヨウト　オモッタラ ノ。　（自一r女4－8）

ネー　　（赤一d男6－4）

サイ
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第4章　名詞形

4．1幼児の使用した語形

　幼児の使用した名詞形は，つぎのとおりである。

ふ　　　つ　　　う て　　い　　ね　　いr懸ξ機能テ・繋

み　と　め　　　1　　う　ち　け　し み　と　め う　ち　け　し

年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
婁篇1

名詞形

現在形

ﾟ去形

よむの

謔�ｾの

○○○

宦宦

よまないの

謔ﾜなかったの

○○ よみますの

謔ﾝましたの

よみませんの

謔ﾝませんでしたの

i

よむに（は・（も〉） ○

　この表では，ていねい勤詞の名詞形もあることになっているけれども，これは，ふつうにはあ

まりつかわれない。したがって，幼児の例にこれがみあたらなかったのは，当然である。

名詞形は，古代語では連体形と同形であった。その名ごりとして，現在も連体形に直接格助詞

のつくことがある。この表に「よむに」があがっているのはたまたまでてきたそのかたちを，そ

ういう名ごりの代表として，あげておいたまでである。

　幼児は，うちけしの過去をのぞいて，名詞形を，かなりのていどにっかっている。なお，年少

児のつかった，連体形と同形のもの「ブツ」はあやま噛りとみとめてもよいだろう。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

みとめの
ｮ　　詞
ｻ在形 ○アノ　オチャワン　オクノ　　　　　　　　　　　、寃Eチンチネ　オバケノ不

lジ　マクト　ウゴクノ　ア

○アタマニ　ケガ　サンボン

Aルノ　ナーンダ？　（神一

ルヨ。（赤一E女5－8）

寃Gート　ツミキデ　アンブ

遠男5－1）

寃¥シタラネ　ネズミネ　一之

Pルノガ　ハヤクテネ　オイ

杢　モッテ　キタノ。（赤一

o男3－7）

寃_レダ，オレノ　ハシヲ

純^ルノハ。（神一寺男4一ノガ　スキ。（十一K男5一
｝11）

寃Aノネ　チャコチャント

Cウノハネ　ウーント　イチ

ツカナイノ。（神一村男4－

R）

寃Eントネー　アチョブノガ

4）

寃Gト　ヨムノハ　デキナイ。

過去形

バン　ワルイノ。（赤一s女5

|8）

寃Aノ　カイタノガネー　ホ

タノシイ。（神一柳男4－5）

寃Rドモタチガ　アメニ　オ

{レソウニ　ナッタノヲネ

（神一高男4－4）

寃塔gネ　エイガデ　ミタノ

ントノ　カイジュウニ　ナッ

^ノ。（赤一。男6－2）

寃Pシキ　ナガメタノガ　イ

`バン　タノシカッタ。（赤

黷白j6－0）

サリーハ　トメヨウト　シタ

塔_ケド，　サリーハネ　ソ

m　マホウヲ　シラナイノ。@
（
小
一
山
申
女
5
－
0
）
1

登　ココノ　エイガデ　ミタ

塔Wャナイ。（神一折女4－
R）
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過去形

名詞形
に近い

○マイニチ　ヤンナイノモ

アンデショウ。（自一“女6

－5）

○ウンート　ハンニンヲ冬

ナカナカ　ユワナカッタノガ

ネトウトウユッタンダヨネ

（二一。男5－10）

ゆボクが面忘キマ・テ
ルケド，キョウソウ　ショウ。

（功ミーr男6－3＞

○シャベル　間脳ンギョウト

カ　アルク　オニンギョウト

カ　シャベラナイノネ　シャ

ベラナイノト　アルカナイノ

オニンギ’ヨウトカ。（小一山

中女5－0＞

○ヒトニネ　ブツ　ダメッテ

ユッタカラネ。（神一折’女4

－3）

4．2　名詞形の用法

　名詞形には，ものをあらわす用法と，ことをあらわす三法がある。おおまかにいうならば，そ

れらの用法は「よむ　もの」「よむ　こと」のように，形式名詞をつかっていいかえることができ

る。名詞形の，ことをあらわす用法は，さらに発展して，終助詞「の」へっながるものとの中閣

をなす用法がでてきている。これは「よむ　こと」にいいかえることができない。

　名調形の用法は，だいたいこの3種にわけることができるが，今回の幼児の資料には，この3．

種の用法がすべてあらわれているので，幼児の段階でだいたいこれがっかえるものとおもわれる。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　兇 年　　少　　児

ものをあ

轤墲ｷ
ｻ在形 ○シトツ　オワッテ　マタ

`ガウノガ　ハジマッチ（赤

○クルマ　ミタイ　コウイウ

}ワルノ　アルノ。（小一窪

○ダレダイ，オレノ　ハシ

Kタガタスルノハ？　（神一

一q男5一王1）

寃純Jンノモ　アルヨ。（自

女4－8）

寃Aタマニ　ケガ　サンボン

Aルノ　ナーンダ。（神一遠

佐女3－7）
寃cmレールトネ　マアルノ　　　　　　　　　

一u女6－5）
寃~ルクノミニンギョウデネ

Eーント　デルノ　アルヨ，

Rッカラ。　（自一m女6－4）

寃Eチュウボウエイタイノネ

Gイガ　ミニ　イッタノ。ソ

Cデネ　ロケットヤナンカネ

[　ケンキュウスルノガ　ア

bタモン。（自一e男6－D

nマイニチ　ミテルノ？　マ

Cニチ　ヤンナイノモ　アン

fショウ。他一u女6－5）

男5－1）

寃Cギリスノ　　クニニネ　　エ

梶@エ　エリザベス　ジョオ

Eッテ　イウノガ　イルノ。

i小一野女4－9）

寃Vャベル　オニンギョウト

J　アルク　オニンギョウト
J　シャベラナイノネ　シャ　　　　　　　　　　『

ナンダカ　シラナイ。（小一

汳j4－2）

ベラナイノト　アルカナイノ

オニンギョウトカ　（／」・一山

?女５－0）
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過去形

あ
す
形

を　
わ
在

とこ
ら
現

接続助詞
にちかい
もの

過去形

○ボクガ　エランダノダケ

ヨンデ　クレル。（自一u女

6－3）

○ハジメネ　ブッツカッタノ

妊　ネズミサン。（赤一。

男5－10）

○モウ　ライオン　オイカケ

ンノ　イヤン　ナッタノ。

（自一h女5－7）

○ソイデモネ　ボールナンカ

アソブノガ　タノシイ。（赤

一a男5－11）

○ア　ハジメネ　コウ　ナッ

タノガ　　コウイウ　　フウニネ

マイニチ　ヤッテルカラ，コ

ウイウ　フウニナッテタノ

ガネ　………ピーント　モド

ラナク　ナッチャツタノ。

（赤一。男5－10＞

○ハンニンハ　ナカナカ　ユ

ワナカッタノガネ　トウトウ
　　　　　　　’ユッタンダヨ。　（赤一。男5
－10）

○ソトデ　アソブノガ　タノ

シイ。（赤一i女5－3）

○オウタ　ウタウノガ　オモ

シPイ。（神一師女4－11）

○コドモタチガ　オボレソウ

ニナッタノ　サリーハ　ト

メヨウト　シタンダケドネ

（小一山申女5－0）

○キコエテ　キタノガネ　ト

ラノ　コエト（神一秋男3－

11）

○ボクネ　ムシ　ツカマエル

ノ　トクイ。（赤一d男4－
2）

○ダッテサ　オキンノハ　ハ

ヤイケドサ，（赤一a女3－IO）

○エイガデ　　ミタノハネ　　ン

ネ　　ココノ　エイガデ　　ミタ

ンジャナイノ。（神一三女4

－3）

　ところで，すこしくわしくいうと，名詞形の，ことをあらわす用法には，形式名詞「こと」を

つかっていいかえられるものといいかえられないものとがある。つぎの「なくことを」と「なく

のを」とは，いれかえることができない。

　　　○わたしは，さかながなくことをきいたことがあるが，さかながなくのをきいたことはな

　　　　い。

　つまり，知覚の対象である具体的な現象のばあいは「よむの」が，思考や言語活動の対象であ

る抽象的なことがらは「よむこと」がっかわれるというようなことがあるのである。

　このあたりのつかいわけは，まだむずかしいらしく，「よむの」をつかうべきところで「よむ

こと」をつかう例がかなりみうけられた。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

問題例
○ナンデモ　スキダケド　オ

tロー　　ハイル　　コトハネ

○それからどういうことがた

ﾌしい？　ウント，アンブ

○幼稚園でなにするの，いち
ﾎんたのしい？アンネ　アチ　　　　　　　　　　一　『

?ブ　コトガ　タノシイ。ダイッキライデシタ。（自一

白j6－2）

コトガ　タノシイ。（赤一t

j5－1）
一　㎜
i神一古男4－5）

一72一



第5章 中止形

5．1幼兜の使用した語形

　幼児の使用した中止形グループの語形は，つぎのとおりである。

ふ　　　　つ　　　　　う て　　　　い　　　　ね　　　　い　　ていねいさ
c
孟
と
め
姪
　
　
　
の
使
用
　
　
　
　
　
　
例
機
能

み　　と　　め　　　　う　ち　け　し み　　　と　　め う　ち　け　し

年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少

巾止形グ

求[プ

第一中止形

謫�?１ヒ形

ｵてから

癧Wミ形

よみ

謔�ﾅ

謔�ﾅから

謔�ｾり

○○△

宦宦宦

○○○

宦�

ま鎚⇒よ

ﾜないでよ

ﾜなくてよ

ﾜなかったり�

○○

宦宦宦

�
みましてよ

ﾝましてからよ

ﾝましたり�

みませずよ

ﾝませんでよ

ﾝませんでしたり�

中止形には，第一中止形と第二中止形があり，日常のことばでは，ふつう第一中止形はもちい

れない。幼児のはなしことばに第一中止形がでにくいのは当然である。今圓の資料には，ほん

わずか第一中止形があらわれているが，一二をのぞいて，むしろいいそこないと認定したほう

よいとおもわれる。（第一中止形の使用例はぜんぶあげることにする。）

「してから」は，「した　あとで」のような意味である。「よんだり」のかたちを，いちおう

例示形」と名づけたが，その用法については，あとでのべる。

中止形グループも，ていねい形式があるが，これは，おとなの会話でも，よほどあらたまった

面でないとあらわれないので，今回の幼児の資料になかったのは，当然であろう。

この幼児の資料をみると，幼児がこれらのかたちを全般にわたってつかっていることがわかる。

ぎに使用例をあげよう。

　類� 　　長　　児� 　　中　　児� 　　少　　児

　　一中

~形み
@と　め� タイソウ　ヤリネ　　ソレカ� ハシヲ　ワタリ　イケマセソノ　ショウジキナ　オジイ

Tンガネ　デ　ヤマニ　三キ
Cシバカリニ　　イッタノネ。一（赤一w男6－3）○

oンビーヲネ　サガシテキ

eネ　ソイデ　ネー　ミツ�

ネ　カケッコ　ヤリネ　ソレ

Jラ　　タイソウ　　ヤリネソ

激Jラ　オハナシ　ヤリネ�

。（神一佐女3－7＞

，ネア脳ハッパ『一ツケテネ　（自一。男6～3＞�

小一樋男4－3）○

Iフロヘ　イッタラネーウ

塔g　アラッ　ウントネオ

tロニ　　トビコミ　「アラッ

e　クダサイ」ト　チンチ1

塔Xルノ。（神一規男4－6）�
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うちけし

二
形
め

　
止
と

第
中
み

うちけし

よまない

で

よまなく

二

してから

形
め

示
と

例
み

○ウルトラマン　オキアガッ

テコウユフウニコウセ
ン　バク。（赤一K男5－11）

○ライオンハ　ビックリシテ

ネ　マタネ　アノー　イタ

トコ要目　モドッタノ。（赤

一κ女5－7）

○ココニサ　コウエン　アッ

テサ　ソコカラネ　コッチガ

ワニ　ニジュウナナゴウカン

アルデショ。（赤一n男6－
2）

○ママト　オママゴト　ツカ

ワナイデ　アソブノ。（自一

n女6－1）
○キノウハネー　オ　オカヤ

マヘ　イカナイデネ，アサク

サニ　イッテネ　（赤一k女

6－2）

○シンデレラヒメネ　オカア

サン　イナクテ　サビシカッ

テネ　（赤一B女5－8）

○オネエサンタチ　ハ　ハィ

タケドネ　オオキイシ　アシ

ガ　オオキスギテネ　ハイン

ナクテネ，シメガハイタラ

ネ，ハ・f　ピッタリダッ二二

ラネー　（自一1女5－7）

○オヒルニ　ゴハン　タベテ

ッカラネ　サンジマデネ　オ

ヒルネシタノ。（自一d女5

－ll）

○ソイデネ　マタ　コッチニ

マガッテカラネ　マタ　コッ

チニ　マガッテネ　（自一e

女5－7＞

○ソイデアソンダリネエ
ー　カイタりネー　ヨンダリ

○キノウ　オベントウハ　デ

ナカッタカラ，キノウネ　オ

ヒル　タベズニ　カエッテネ

（ノ」、一里予女4－9）

○ポバイガ　タスケニ　キ

キテ，ホウレソツ■　オウレ

ンソウ　ネ　タベテ　アノー

チカラモチ　ナルノ。（赤一

9女4～8）
○カメガネ　ウサ・ギヲ　オッ

カケテネ　ウサギガネ　ピョ

ンピョン　ハネナガラネ　ニ

ゲタノ。（神一規男4－6＞

○トモコ　オバケノ　ユメ

ミテサ　アトネ　ウント　オ

シメサマノ　ユメ　ミテネ

（宇申一鎖嚢女4－5）

○カメサント　イッショニ

イカナイデ　ウーント　ウサ

ギダケ　イッチャツタノ。

（三一」女4－7）

○アサ　オキテカラネ　ダレ

トモ　アソバナィデネ　サブ

ト’アソンダノ。（神一鎌女

4－5）

○ハジメネー　ココ　シトリ

シカ　イナクテネ　シマウマ

ガ　キ・タノ。（小一岡女4－

8）

○ダッチ　アイツクリームモ

ナンデモ　イワナクテ　カッ

テカエルノ。（小一成男4

－3）

○ヨウチエンカラ　カエッテ

カラモ　ボクモ　アソブノ。

（自…o男5－4）

○ミズノンデカラネ　ウ

オウチデネ　アソンダノ。

（赤一k女5－3）

○アノネ　ゾウキンデネ　ツ

タエ　フイタリネ　オヤツ

　　一74一

○ダッテサベンキョウガ

シナク　ベンキョウシナイト

ダンダン　シンデ　イクカラ。

（小一佐男4，一3＞

○コウ　ヤッテ　マワス　ト

コ　アンデショ。（神一三男

4－O）

○シマウマタチガ　ココニ

アツマッテネ　マアルク　ナ

ッテンノ。（Nl　一三男4－0）

○ソシテ　クマモ　スコシ

トンデサ　オイカケタノ。

（神一高男4－4）

○マタネ　コゥィゥ　コニ

ブツカンナイデ　ヨカッタ。

（紳一｛左回3－7＞

○オカアサンハネ　ネナイデ

ネオコメトイダリヨル
不　オコメ　トイダリナンカ

シタノ。（神一三男4－0＞

○ゴハン　タベテカラ　ネタ

ノ。（二一a女3－10）

○ヌユーストカ　ミテッカラ

ネ　オトエチャンモネ　ヤキ

ュウミタイ　シテンノ。（神

一着句女4－3）

○ボクハ　ホン　ヨンダリ

オベンキョウシタり　スルノ。



シタ　コト。（’赤一w男6－

3）

○マタ　ボタンヲ　オストネ

ー　ドァガネ　アイタリ　シ

テ（．赤一d男6－4＞

クバッタリネ　オカズ　クバ

ッタりネ　ガヨウシ　クバッ

タリ　スンノ。（神一村男4
＝万）

○どんなおあそびするの，い

つも？　ヤマ　ツクッタリナ

ンカ　スルノ。（赤一m男4

－10）

（ノ1、一イ左男4－3）

○ソシテ　チイチャタ　ナッ

タリ　オッキク　ナッタリ

ナッテネ。（神一高男4－4＞

5．2　第二中止形の用法

　第二中止形の構法については，この研究の中間報告として，国立国語研究所年報19（1969）に

のべたので，今回も，幼児の使用例をつかって説明する。

5．2i単純文のなかでつかわれるばあい

　単純文のなかでつかわれたばあいというのは，その第二中止形の動詞のしめす動作の主体が，

独自の主語によってあらわされないばあいである。

　中止形の胴法は，継起的な用法，並立的な嗣法，修飾的な胴法，状況的な贋法の四つに，おお

きくわけられるが，単純文のばあいは，複合文のばあいとくらべて，並立的な購法や状況的な用

法がよわく，修飾的な用法がつよい。

　継起的な用法とは，動作や作用が時闘のながれによって順にすすんでいくばあいの矯法である

が，実際には，まえの動作があとの動作の原因や手段・ようすになって，継起一修飾的な用法と

よんだほうがよいようなものがおおい。つぎにあげる屠例のなかで，「：先行動作」とあるのは．，

継起的な用法で，ド先行一手段」「先行一原因」などとしてあるのは，継起一修飾的な綱法である。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

継起的な
ﾄ　　法
謐s動作 ○コウ　イッテ　マガッテ ○オベントウ　タベテ　オベ○ソイカラ　オタマジャクシ

iンカ　ツカマエテ　ウーウ

刀@サカナツリニ　ィッテサ

ソシテ　マタ　オウダンホド

E　ワタッテ，コッチ　イッ

ツリボリ　イッテ，ヤッテ， 　　　　　　　　　　　e　ソシテ　コッチ　イッテ，

ントウガ　オワッテカラ　ア

Xンダノ。（小一福男4－2）

寃Iカシト　オセンベイト

Aゲテ　ソイデ　チョットダソウシテネ　ウント　ヤッテ
一コッチ　イッテ

イロンナノ　ヤッテ　ウチニ

Jエッテネ　ソイデ　アソン

　　　　囎ト井男一　『

@　　カケアチチテ

　　一
P　オヤスミシテ　ソレデ

デ　アソンデ　ソイデ　ウチ

5－0）

寃_イオンニ
{イーント　ヤッテネ　ボウ　　　　　一7ヤノ　へへへ一ッァ　ワラッ

eネ

マタ　クルノ。（赤一撚男4

|1＞
寃Rッカラサ　スーット　イ
bテ　コンダ　コッカラ　亥

　　カエッタノ。（自一a男

T一ユ1）

寃^インウシテサ　ソレカラ
オヘヤニ　ハイッテ　ミンナ　　　　　　　ー

f　アツマッテサ　ウント

¥レカラ　オヘンジニ　シュ

bセキヲ　ト，ッテサ　ウーン

　　　シロウマ　へヘヘッー｝

g　ワラッテ　オコッテネ

Eントネ　ダイオンハネ

i神一柳男4－5）

一一

bテ　イッテ　コンドハ

Rッカラ　　シューッテ　　イッ

ﾐ　（神一高男4－4）
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先行一
手　　段

先行一
原　　因

原　　因

先行一
よっす

先行一
場　　所

ソレカラ　アサノ　ウタヲ

ウタッテサー　（赤一s男6

－6）

○オジイサンガネ　ハナガ

カレタカラネ　ウーント　オ

ミズヲ　カケテ　キレイニ

シヨウト　オモッタラ　（赤

一s女5－8）

○ソシテ　マルイ　モンデ

ソコニ　　ロープ　　ミタイノガ

アッテ　ソレガマワッテ

デンキガ　　ドンドン　ハコバ

レテ　イッテタ。（赤一e男

5－10）

○トラックガ　プープーッテ

イッタカラネ　オドロイテ

ウーント　ウエニ　トビアガ

ッチャッタノ。（自一1男5

－7）

○ウサギサン　ネ　ネムク

ナッテ　ネタカラ。（七一p

男5～6）

○オサケ　ノンデ　ヨッパラ

ッテ　オドッテタリサー

（赤一w男6－3）

○オソトデ　アソンデ　オモ

シVカッタ　トキモ　アッタ

カラ　（赤一s男6－6）

○カメハ　　ノロノロシテルデ

ショ。コウラ　ショッテ　オ

モイカラ。（自一d女5－11）

○ウントサ　カタナ　フリマ

ワシテ　アブナイモン。（自

一9男5－8）
○リュックサックト　スイト

ウ　ショッテネ　ウント　ク

チュ　ハイチ　戸戸ツタノ。

（自一b男6－0）

○ハネノンーココノセ
ナカノ　トコヲ　キュット

ハリデサシテ　ソシテ　オ

イトクノ，ハコヤ　ナンカニ。

（赤一m男5－10＞

○マエニ　デテ　タイソウシ

タリ　リレー　ヤッタリネ

オユウギ　ヤッタリ　シタノ。

（赤一r女5－10＞

○ヨウコチャンチ　イッテ

トマッタノ。（赤一P女6－

3）

○オカネネ　アツメテ　ナン

カ　カウノ。（自一f女4－

9）

○オモチャ　ダチテ　アトブ

ノ。（神一永男4－1）

○エントツ　モヤチテタカラ

ネ　ヤケドチテ　ニゲテ　イ

ッチャツタノ。（神一北男4

－ll）

○キョウネ　オトモダチ　ネ

ツ　ダシテ　オヤスミダカラ。

（ノ」、一ま甲女5－1）

Oビックリシテ　ニゲチャッ

タノ。（小一徳男4－5）

○トシコチャン　ダンダンネ

ヤサシク　ナッテ　アソンデ

クレタノ。（神一桑女4－10＞

○カメハ　ノP／m　イッテ

マケタケド　（赤一s男5－
6）

○アノネ　オミ　オミコシ

カツイデネ　ソトガワニ　デ

テネー　（神一規男4－6）

○チョット　ヨコニ　ナッテ

ネチャッタヨ。（神一大女4

－6）

○ウンドウカイニ　デテネ

ボク　イッチャクン　ナッタ

ノ。（赤一t男5－1）

○オイシャサン　イッテ　ナ

オシテ　モラッテ　（／1・一山

中女5－0）

　　一76一

○アノネ　ネクタイ　ツケテ

カッコ　ツケンノ。（赤一d

男4－2）

○ドンナ　オハナチ　ショウ

カナ。カンガエテ　イ　カン

ガエテ　オハナチ　スル。

（赤一v女4－O）

○ウサギハ　チュカレテ　ネ

ーネチャウ。（神一狗女4－

3）

○アノネ　タベラレルン　モ

ッテ　ニゲテンノ。（自一b

女3－10）

○ソイデ　ライオンガ　ビッ

クリシテ　イッタ。（神一寺

男4－4）

Oボウシ　カブッテ　オソト

ニ　デンノ。（赤一b男4－
o）

○ウルトラセブンニ　ナッテ

カイジュウ　ヤッツケリュン

ダモン。（小一金男4－1）

○オテンキ・ガ　イイ　オヤス

ミノ　トキハ　カミヤコウエ

ン　イッテ　アソブノ。（神

一三男4－O）

○ショッチュウネ　カイシャ

イッテ　オシゴト　スルノ。

（小一矢女4－0＞



　並列的な用法とは，即時に実現するいくつかのことがらをのべるばあいの用法である。「前件」

とかいてあるのは，中止形が，そのいくつかのことがらのうちのはじめにのべることがらをしめ

しているばあいであり，「前提」というのは，その蔚件が第二のことがらが成立するための前提

になっているばあいである。

　今回の資料では，年中，年少には，「前提」の用法はみられなかった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

並立的な
用　　法
前　　件 ○モウ　イッコノネ　コウ ○コウ　ヤッテネ　　戸帳ホウ ○エートネ　コウ　ナッテ

ナッテ，コウ　ナッテ　コウ ノ　アシ　コウ　アゲテ　カ コウ　ナッテンノ。（小一加

ナッテンノヲネ　ント　イレ タホウ　ピザ　ツケテ　ソシ 男4－1）

ルトネ　（自一s女6－3） テ　コッカラネ　コウット ○コレ　コウ　ヤッテ　コレ

バケチャウ。（赤一w男5一 ヤッテ。手をこうななめにし

3） て。ウン。アト　エネルギー

○ビッグエックスって？　コ ガ　ナッテンノ。（自一a男

コニ　ハナ　ツケテネ　ボウ 4－0）

シ　カプッテネ　ソウシテ

ココニ　　フルシキ　　ミタイニ

ネ　ココニネ　ヤッテネ　ソ

ウィウノ。（自一h女4－7）

前　　提 ○ハガ　サンボン　アッテ

デッパッテンノ。（自一t男

6－2）

○アオオニダトカ　アカオニ

ダトカ　キイロオニダトカサ

一　イッパイ　イテ　オサケ

㎝　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一mンデサー　ヨッパフッア

オドッテタリサー（赤一w男

6－3＞

　修飾的な用法は，中止形の動詞，または，それのつくる連語（フレーズ）が修飾語になってい

るばあいの用法である。これは，動作時のようすと，動作の具体化と動作の解説の三つにわけら

れる。

　動作時のようすは，動作の成立には直接かかわらない，いわば，わきの動作で，「～しながら」

といいかえられるようなものである。それに対して，動作の具体化は，動作のしかたであって，

動作の成立に直接かかわる。しかし両者のあいだには中間的でどちらにはいるかわからないもの

がある。「ウサギモネ　タッチ　アルクノ」の「タッチ」などは，あるいは具体化のほうにいれ

たほうがよいかもしれない。

　動作の解説は，．述語でしめす動作を抽象化して解説するものであって，動作の具体化と逆の関

係になる。ヂネッコロガッテ　シンダ　マネ　ヤル」は，「シンダ　マネシテ　ネッコロガル」に

すると解説になり，「ネボケテ　バカバカナンテ　イウ」は，「バカバカナンテ　イッテ　ネボケ
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ル」にすると，具体化になる。しかし，「オママゴトシテ

ナル」などは逆にすることができない。

　年少児には，動作の解説がなかった。

アンブ」や「バケテ　オカアサンニ

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

修飾的な
p　　法Y

　
っ
す
よ

○ボクト　イッショニネ　　フ

Wャケ　フジャケテ　ゴハン

○オウチ　イッテ　ダマッテ○「サムイ　サムイ」ッテ　i

j　オウチイ　カエッテ
Lタラネ　（自一r女5－8）

寃Eサギモネ　タッチ　アル

タベテンノ。（自一旧く男4－

W）

寃lムッテ　マッテタラネ

テレビ　ミテタノ。（神一坂

翌S－0）

寃Eント　オドルノ。おどる

ﾌ？　ン。タイコ　タタイテ。クノ。　（自一t女6－4）

寃Zンエンマデ　クロウシテ

動作の具

タメタンダカラ。（自一y男

U－0＞

寃¥ウシテネ　ヨウチエンゴ

（神一松女荏一8＞

寃Iオカミハネ　ヘンナ　カ
I　シテ　アルイテ　イタノ。一

i神一桑女4－10＞

寃Rレ，オマルトビシテ　ア

（神一場男3－10＞

寃?ルン　ナルト　ホタル

Nルンダモン。ホタル　ピカ

[　　ピカー　　ピカー　　ピカー

bテ　トンデ。（神一宮男3

ッコシテ　アソンダノ。（自

一8）

寃Aノネー　オママゴト　主

G　アソンデル。（自一m女

R－0＞

寃Rウ　ヤッテ　タツノ。

一t女6－4）

寃Rンナ　フウニ　タマヲ

Cレテ　ツクツタノ。（赤一

ソンデタノ。（神一師女4－
奄P）

寃Rウイウ　フウニ　モヨウ

cケテ　タンス　カイタノ。 （神一高男4－4）

1男6－3）

寃Jチカチニ　ナッテ　カタ

（神一桑女4－10）

寃¥シタラ　ネズミハ　　トビ　　　　　　　　　　一

アガッテ　ビックリシタンダマッチャウノ。（六一b男6

|0） ッテ。（赤一q女5－2）

寃hウ　ヤッテ　マワシテン

m，　コレ？（小一足男5－0）

（自一i男6－5）

寃lッコロガッテ　シンダ

}ネッテ　ヤッテネ　（天一

白j6－2＞

動　　の　○ウサギガ　ココデ　サボッ
郵　　説
　　　　　テ　ネチャッタノ。（赤一w

　　　　　男6－3）

　　　　○ウンドウカイ　デナカッタ

　　　　　ヨ，オヤスミシテ。（赤一a

　　　　　男5－1ユ〉

　　　　○ウチノ　オi・ウト　ネボケ

　　　　　テ　バカバカナンテ　ユッテ

　　　　　ンノ。（二一a男5－11）

　　　　○オニイチャンガネ　ウソ

　　　　　ツイテ「サヨウナラ」ッテ　ユ

　　　　　ツタノ。（面一〇女6－1）

○クマガネ　ネズミノ　マネ

シテネ　トンデ　イッチャツ

タノ。（自一v男4－7）

○ウサギハネ　マチガエテ

ハンタイ　イッチャツタノ。

（／」、一山女4－5）

○オジイチャン　ダマシテ

ンート　ジドウシャ　．カッタ

トキ◇（E舞一t男5－3）

○ガッコウノネ　オベンキョ

ウ　サボッテ　アソンデル

トキ　アル。（小一窪女4－

8）

○オキテ　メー　サマシタラ

ネ（．赤一n男5－2）
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　単純文には，もうひとつ，状況的な用法がある。これは，中止形のしめすうごきの主体が，述

語のそれと一致しない点で，他の単純文とことなる。しかし，この種の中止形動詞は主語をとら

ず，状況下を形成しないので，単純文のなかにいれておいた。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

状況的な

p　　法
栫@　間 ○ソイデ　ハチジン　ナッテ ○オショウガツニ　ナッテ ○ソイデネ　ヨルン　ナッテ

ネタノ。（自一d女5－11）

寃Aサン　ナッテ　アタシ

Cチバン　ハヤク　オキテネ

i赤一露女5～8）

寃¥イカラ　オヤツ　ナッテ

ママ　ワリバシ　カッタノヨ

l，（小～久女4－7）

寃Xコシ　タッチ　プーッテ

ハナビ　ミルンダ。（神一寺

j4－4）
寃Aサ　ナッテ　コレー　タ

^イタラ　コウイウ　ワレチ

ャbタノ。（自一（i男3一一10＞

空　　間

オヤツ　タベテ　カエッチャ

bタノ。（自一κ女5－6）

寃nイッテ　チカイノ。（赤

ナル。（小一久女硅一7）

寃¥ッチ　イッテネ　ショコ

一才半6－0）
寃Rウニ　キテ，　ソイデ　　　　ー

Rコ。（自一k男5－8）

ン　　トコロネ（宿一1女　　喚

黷V）

寃Yウット　イッテネ　ウン

g　トモチャンノ　オトナリ。

i自一t男　5－3）

5．22複合文を構成するばあい

　複合文のなかでつかわれたばあいというのは，その第二中止形の動詞が主語をとって節を構成

し，全体で複合文となるばあいである。

　複合文を構成するばあい，継起的な用法，並列的な用法，状況的な用法がある。

　継起的な用法のばあい，その中止形をふくむ節が，先行のことがらをあらわすばあいと，その

先行のことがらが原因になっているばあいとがある。

　並立的な用法の前提になるばあいは，単純文のばあいとちがって，独立性がつよいので，状況

節とみとめた。そこで，状況的な用法がふくらむことになる。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

継起的な

p　　法
謐sのこ
一とがら

○ボクタチガネ　リレーノネ

Zンシュニ　ナッテネ　ソイ

f　リレー　ヤツテ，ソレカ

○カメトネ　　ウサギトネ　旦

Eイドンシテネ　ウサギノ

○チビヤギノ　ガラガラドン

K　サイショニネ　イチバン

j　　キテネ　　トロルガネ一

ラ　チイサイクミガネ　ナン

J　マアルイノ　トコ　タマ

秩@ナゲテ（三一q男5一ユ1）

寃¥イデネ　アカオニガネ

ホウガ　「ココラデ　　ヒトネ

?リ」ッテ　ユッテネ　カメ

K　オイコシテネ　　イットウ

Vョウニ　ナッテネ　「コリ

メ@シクジッタ」ッテ　ユッ

　　　　一
uダレダ」ッテ　イッテネ

uチビヤギノ　ガラガラドン

fス」チュッテネ「オマエヲ

qトノミニ　　シテ　ヤルゾ」
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先行一
溜　　因

な
法
器

的立並
用
前

な
曽
池

的況状
用
場

場　　衝

ウーント　アバレテネ，ソレ

デ　ソイデ　アオオニガ　タ

スケテ　アゲ　ナンカ　タク

ランデタノ。（赤一p男5－11）

○ウサギサンガ　サキ　イッ

タラ　クタビレテ　ネテ，カ

メサンガ　ウント　イットウ

ショウン　ナッテ（赤一a男

5　一ll）

○ネズミガニゲテテ　クマ

ガ　オイカケテルト　ソコニ

トラックガ　キテ，ネズミト

ネ　クマガ　トンジャッタ。

（赤一a男5－ll）

○オバアサンハ　キミダンゴ

ヲ　ツクッテ　オジイサンハ

モモタロウノ　ハタヲ　ツク

ツタノ。（自一u女6－5）

○サルハ　コイデ　ソシテネ

アノ　モモタロウサント　イ

ヌハネ　アノネ　シマニ　ッ

クカネ　ボウエンキョウデ

ミテイタノ。（自一p女6－
1）

○コッチガワニ　マガル　ト

コロガアッテ　ソコ　マガ

ッテ（赤一r男6－3）

○オヤマガ　アッテ　ウサギ

ガ　ニゲテ　イッテル。（三一

K男5－11）

Oミーチャン　チュウ　トコ

オママゴトガ　イッパイ　：乙

ッテ　アソブノ。（自一u女

6－5）

○カメガネ　キョウソウシテ

カメパ　オソイノ。（自一i

男6－4）

○コウイウ　ボウニネ　アシ

デ　　ワタッテ　　ボク　　オッコ

テネ　アトカラ　キタ。（赤

一u男5－6）
○デ　オシロニ　ツイテネ

ソノヨル　オウジサマガネ

「ソノ　オヒメサマガ　イチ

バン　キレイダ」ト　イッテ

（十一p女5－2）

○クルマガ　キテ　オドPイ

タノ。（小一植女4－9）

○ウサギガ　トチュウデ　イ

ネムリシテ　カメノ　ホウガ

カッタノ。（ノj・一橋男5－1）

○ソレデ　カゴデ　イキマシ

タラ，ツナガ　キレテ　イソ

ノマロハ　シンデ　シマイマ

シタ。（神一桑女4－IG）

○ネズミガ　イテ，クマガ

イタノ。（赤一〇女，5－1）

○カボチャハ　バシャニ　カ

ワッテ　テネ　イヌハネ　ウ

マニ　カワッテ　ネズミハ

ギョシャニ　カワッチャッタ

ノ。（赤一p女5－2）

○ショノ　スグ　ウエニ

アガッテ　ソイデ　ソコニ

アルノ。（ノ1・一一樋男4－3）

○オウダンホドウガ　アッ

テ，ソコヲ　ワタッテ　マ

ッスグ（小一出女4－8）

○トナリニ　イジワルノ

ネ　オバアサンガ　イテネ，

イシノ　オカシ　モラッタ

ノ。（赤一s男5－6＞

○ナンカ　マワス　モノガ

アッテネ　クルクル　マワセ

バチッチャイノ　ヒトツシ

カ　ナイノ。（赤一h女5－

4）

○ウントネ　ゴルフノ　パパ

イッテネ，ソイデ　ボクモ

ィッショニ　イッテネ（赤一

t男5－1）

　　一80一

チュッテ　（神一三男4－0＞

○ダッチ　キタナク　ナッテ，

オカアチャンガ　アラッテ

クレルンダモノ（神一高男4

－4）

○オジイチャンガ　シンジャ

ッテネ　ショウガネ　イテネ，

オトウサンモ　イテ，オカア

サンモ　イル。（小一相男4

－4）

○カメガネ　ウエニ　イテ

ウサギガ　ニゲテ　イル。

（神一寺男4－4）

ニ
ル
場

コ
ロ
「

ヨ
ト
神

シ
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イ
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時　　間

ッテバカリ　イルノ。（自一

d男6－1）

○オタンジョウビ　キテ，コ

レダケダケド　（赤一b男6

－5）

5．23　幼児の使用する中止形の問題

　幼児の中止形の使用については，つぎのようなことがいえるだろう。

　1）　中止形のもついろんな用法は，すでに幼児に使用されている。

　2）　この年代の幼児は，まだ条件形の使用の発達が十分でなく，そのため，条件形をつかうべ

　　きところを，中止形ですませているものがある。

　3）中止形をつかって，文をどんどんのばしていくものがある。このばあい，いくつかならべ

　　られる動詞のしめす動作の主体がかわっても，主語をおかずに，どんどんすすめていくもの

　　がある。また，主語をおぎなったとしても，つづきぐあいのわるいものがある。

　4）　うえにのべた傾向は，年長児におおくみられる。つまり，このころから統語論的な面の能

　　力がのび，ながい文をつくりはじめるのだが，まだ，その形態論的な面をととのえるだけの

　　力がついていないのだろう。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

条　　件 ○スグネ　コウ　ヤッテ　ト ○コヤッテ　グルグル　マワ

レチャウノ。（自一s女6一 シテ　アクデショウ。（自一

一3） t男5－3）
むぞうさ ○ソイデ　ジーット　マッチ
なならべ オオキク　ナッテネ　（自一

e男6－1）

○ナンカ　ホンヲネ　ヨンデ

ワライバナシガ　アッタノネ。

（赤～r女5－10＞

○センセイガサー　ウント

「ヨイコノ　オサイクノヲ

シナサイ」トカ　イッテ　ソ

レヲ　シテカラ　サ　ウント

オソトデ　アソンダり　（赤

一s男6－6）
○カメ　「ボクノ　カチダヨ」

ッテ　ユッテ　「シマッタ」ッ

テ　ユッテ　　ドンドン　カケ

テッテ　（赤一t男6－0）
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5．3　幼晃の使用した例示形

5．31　幼児の使用したいろいろな形式

　例示形は，二つ以上ならべて「よんだり　かいたり　する」といったり，また，一つだけで，

「よんだり　する」といったりする。また，とりたて助詞「なんか」をつかって，「よんだり

なんか　する」といった，とりたて形式でつかっこともある。このようないろいろなくみあわせ形

式を，幼児は，かなりひろくつかっていることがわかった。ただし，「よんだり，よまなかったt）　3

というくみあわせかたはなかった。

種　類　　　　　年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

よんだり

ｩいたり
謔�ｾり ○カクエンボ　シタイネ　オ
かいたり

○なにしたの，　豊島園で？

mリモノ　ノッタリネ　博物

○セイユウニ　イッテネ　ノ

潟c刀@ノッタリネ　タベタ ニゴッコ　シタイ　スンノ。
する

　
　　　　　　　　　　｝Cダリ　シタノ。（赤一P女

U－3）

寃Wドウシャデ　アソンダリ

⊥スンノ。（神一桑女4－10）

寃`ャワン　アラッタリネ

Iベントウヲ　アラッタリ

（神一狗女4－3）

寃iマイ　カイタリネ　ウン

g　ホン　ヨンダリ　チテル

ネ　オソトデ　アソンダリネ シテル。（神一長男4－7） ノ。　（ノ」、一金男4　－　1　）

アソンダリ　シテ　　　　　一 一〇サンダ～バード　　ミタリ
○アノネ　オテツダイサンニ

iッタラーリネ　オネエサン タイガーマスク　ミタリ　ケ

一オウチデ

^。（赤一F男5－9＞一〇オソトデ　アソンダリネ

Iトウトト　アソンダリ　オ

jンギョウデ　アソンダリ

Vテ』

ニ　ナッタリ　シテ　オテツ　　　　　　ー

_イヲ　シチャウノ。（小一

�翌S－7）

寃qャー　ソレデネ　カケ

ンチャン・トコチャン　ミタ　　　　　　　　　　｝

梶@シテンダ。（単一d男4

よんだり

　　　アソンダノ。（赤一N

翌T－7）
寃Eントネ　　トランプ　　シタ　　　　　　　　　　ー

潟l　アノネ　オカアサンゴ

@　　シタllネ　ヤルノ。

かいたり 　　　　　　　　　一^リ　カケタリ　ヤッテモ

一2＞

寃cミキデ　アソンダリ　タ

やる

㎝
よ
ん
だ
り

｝（赤一J女5－8）

寃Iエカキ’　シタリ　ハナガ

『ネ（小一海男4－3）『○アソブトカネ　トー　エヲ

Jイタリネ　ソトデ　アソン
かいたり。 ンバリン　シタリ。（赤一U女

ツコ

~　オッタリ。（自一κ男6

ｺ

ダリ。（赤一i男5－4）『

一1＞

寃Eントネ　　カワ　イッタリ ○ヤマ　ツクッタリ　トンネ

3－7）

寃Iベンキョウ　シタリネ　ォ

　　ウミ　イッタリネ　ヤマ

Cッタリ。（十一t男6－0）

ル　ツクッタリ。（赤～a男 シゴト　シタリ。（赤一〇男4

よんだり一　一 ○オソウジシタリネ　アノネ

4－11）

寃Iウチヲ　チュクッタリ

アカチャンネ　モリシテタリ オヒシャマヲ　チュクッタリ

一2）

寃Rウイウノ　マワス　チャ

燈sル　マワスト　シロクロ

lッタリ　デタリネ　オカシヤッタり　ソシタリネ　ウー

鋤（修飾語）

Nローズ

ント　アカチャンニネ　ウン

g　ウート　オサンボサシテ

アゲタリネ　イロンナ　コト

孟　ナンデモ　チュクッテネ

i神一山男4－9）

寃сXコチャンガ　オカアサ

刀@ナッタリネ　アタシガ

イ　トキダッチ　アンノ。

i神一三男4－G）

寃jンジンヲ　タベタリネ

スルノ。（赤一E女5－8）

オカアサン　ナッタリ　スル。　　　　　　　　　　｝

i小一岡女4～8）

^リ　ウサギサンモ　アルー

Cタリ。（赤～m男4－1）
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よんだり

よんだり

よんだり。

よんだり
（修）

㌔
と
て
り

鞭
熾

る
「

る
…

○ヒトニネ　ソウ　イバッテ

ユッタリシチャ　イケナイ。

（赤心s男6－6）

○ボクハ　ケー　シッパッタ

リシナイヨ。（自一y男6－

o）

○ツミキデ　アションダリネ

オモチャデ　アションダリ

スンノ。　　ソイデ　　ゴホン

ヨンダリ。（自一C男5－11）

○なんのお手伝いするの？

オチャワン　ハコンダリ。

（自一u女6－3＞

○アオオニダトカ　アカオニ

ダトカ　キイロオニダトカサ

ー　イッパイ　イテ　オサケ

ノンデサ　　ヨッパラッテ　　オ

ドッテタリサー　ナンカ　ト

テモ　オモシロガッテ（赤一

w男6－3）

○ヨウフク　ツクッタリネ

オシ　オセンタク　シタリナ

ンカ　シテル。（赤一t男6

－o）

○オスナバ　イッタリ　テッ

ポウ　シタリナンカ　スル。

（赤一R男5－11）

○ボクネ　マクラ　四脚ズケ

タリナン　ナンカ　シテタラ

ネ（虞一1男6－0）

○運動会なにした？　ウント

ネ　スズワリヤラネ　キョウ

ソウヤリネー　アトネ　ウー

ウ　ママト　オドッタリ　シ

タノ。（赤一k女5－3）

○パパトネ　オサンポ　イッ

タリ　スルノ。（赤一f女4－

10）

○ウーン　オトモダチト　ア

ソンダリ。（小一山中女5一

一〇）

○幼稚圏ではほかにどんなこ

としますか。　エ　カイタIl。

（小一樋男4－3）

○イタズラシタリ　ソウイウ

コト　スルカラ。（神一関女

5－O）

○ジテンシャ　ノッ　ノッタ

リネ　ブランコ　ノッタリ

スベリダイ，ヤネ　タイコ

バシ　ノッタリナンカ　シテ

ンノ。（／」、一Jl［男4－10）

○どんなおあそびするの，い

つつも？　ヤマ　ツクッタリ

ナンカ　スルノ。（赤一m男

4　一10）

○おかあさんはいつもなにし

てらっしゃる？　エート　シ

ラガ　トッタリ　シテルノ。

（ノ」、一＄羅男4－4）

○オネエチャンネ　オバアチ

ャン　メガネ　カケタリ　シ

テンノ。（神一狗女4－3）

○幼稚園ではなにするの？

キシャデアソンダリ。（自

一a男4－0）
○「たたかう」っていうのはど

ういうことするの？　アノネ

ナゲトバシタリネ。（赤一〇

男4－2）

○アノネ　オシゴトカネ　ア

ノネ　パン　ヤイタリネ　ソ

ウイウノ　シテンノ。（赤～b

男4－0）

○オカアサンハネ　ネナイデネ

オコメ　トイダリ　ヨルネ　オ

コメ　」：イダリナ迦．．シタノ。

（神一三三男4－0）

○なにしてらっしゃるの？

トネー　エー　カイタリネ

ナンカ　スルノ。（神一折回

4－3）

5．32　いろいろなあやまりの形式

　例示形のくみあわせかたには，一定の法期があって，たとえば「ゴハンヲ　タベタリ　テレビ

ヲ　ミル」のようなならべかたはあやまりとなる。幼児は，例示形のいろいろなくみあわせをつ

かっ一方，また，そのあやまったくみあわせかたも，おおくみられた。あやまりの形式には，つ

ぎのようなものがあった。
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種　類 年　　長　　児 年　　申　　児 年　　少　　児

よんだり ○カケッコ　シタリ　タマイ
かく一

○ウチ　カエッタラネ　エホ

刀@ミタリネ　テツボウ　シ レ　シタリ　ツナヒキ　シタ　　　　　　　　　　一

○オッキク　ナッタラ　ガッ

Rウ　イッタリネ　オベンキ
　　　　　　　　　　　一^リ　ブーランコ　シテネー

ヨウシタリネ　オヒルデ　カ　　　　　　　　　　　一ノ。（小一小晶女4－2＞』○オダイドコ　シテ　ナンカ

сbタリネ　オッカイ　　イッ

エルノ。（神一渡女3－10）コウエンニ　イッテ　アソン

fキタノ。（窟一j女5－7）

寃Eントネ　アソンダりネ

Eント　ナンカ　エー　カイ

　　　　　　　　　　｝^リネ，コドモ　ツレテ　　　　　　　ア
@　　一　　　　、@ツレア不一　オセ

Xルノ。（神一関女　　　　　　　　　　『^リネ　ネンド　ヤッタリネ

ソレカラ　オベント　タベル。

（赤一Q男6－4）

寃¥ウシテネ　テレビ　　ミタ

カチャン

塔^ク

T－0）

寃Aノネ　ヤッチュケタリボ

Nシング

S－3）

リ　ゴハン　タベル。（赤一u一男6－5）

寃zイクエンハネ　コ　スベ

潟_イデ　　アションダリネ

スンノ。（神一村男

よんだり

スキップシテ　アショブノ。

かいたり

○ユウギシツデネー　ン　ア　　　　　　　　　　　ー

¥ンダリネ　ユウギシツデ血
よ
ん
だ
り

（霞一C男5－11）

寃Iトモダチガ　ネタリ　シ

アネ　オハナシシタリガ　ス

L。（赤一1く女5－3）

してかい 　　　　　　　　　　　一e　ナランダリ　シテ　ソレ　　　　　　　｝

矛　　トッテモ　オモシロイ。

i赤一r女5－1Q）
寃xンキョウシタリ　シテ　　　　　　　　　『

Iソトデ　アソンダリ　シテ　　　　　　　　　　　

ル。（赤一p男5－11）皿○オトモダチノ　トコロ　オ

Eチノ　トコロ　トオッタリ

よんだり

ネ　シテネ　チガウ　オウチ
s　　トオッタリ　シテ　イク　　　　　　　ーノ。（赤一N女5－9）

寃Aトカラ　ミンナデ　キ・テ

T　ナンカ　アソンダリ　シ
したり

　　　　　　　　　　　　^リサ（三一s男6－6＞

@　　　　　　　　　カ・ケ○ソレカラ　カケット

bコトカネ　ナンカ　オドッ
タリ　シタリ。（三一k女6一

一2）

5．33例示形の用法

　このかたちは，「のんだり　くったり　おどったり……」のように，いくつものことをならべた

てるのにっかうので，「ならべたてる形」ともいわれる。
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　しかし，このばあい，中止形をつかってならべるのとちがって，全部をもうらするのでなく，

代表例をならべるのである。とくに，「ときどき　はなくそを　ほじったりして，ぼんやりして

いた。」のように一語だけでつかうばあいには，ならべたてるわけではない。そこで，その代表例

をしめすことに着自して「例示形」ともいわれる。

　また，この形を「ポチは　あとに　なったり　さきに　なったり　して　ついて　いきました。」

や，「わたしが　もったり，花子が　もったり　した。」のようにすると，かわるがわるすること

をあらわすので，“alternat量ve”ともいわれる。

　ここでは，「文法教育」1963にしたがって，「例示形」とよぶことにした。

　また，この形は，このほかに，「よんだり　よまなかったり　する」というくみあわせかたで，

両方の可能性があることをしめす。

　今國の幼児の資料では，その全部の用法があらわれているが，最：後の用法については，「よん

だり　よまなかったり」というくみあわせかたができず，すこし，みだれた形式になっている。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

○オベント　タベタリ　ネタ　　　　　　　　　　一
○シタクシタリネ　オウチ○ヨウチエンデネー　アソ

Aノ　テツボウデ　アソンダ オウチニ　ネ　カエッタリネ
リネ　　ソレカラ　オエカキー

⊥チュンノ・（神泳男4

|1）
寃gモチャントネ　ジテンシ

ャf　アソンダリネ　ケンチ

ヨウチエンニ　イッタリネ

シタリネ　ネンド　シタリ オベントウ　タベタりネ　オ

スンノ。（赤一k女6－2）

寃cリニ　　イッタりネ　ウン

g　フミエチャンチニ　イッ

　　　　　　一　　　　　　、　　　　　　　　　“
с塔gサ　ジアンンヤコッコ

f　アソンダリ　シタノ。

ウチ　カエッタリネ　オウチ

m　ゴハン　タベタリ　スン

タリネ　　ソイカラネ　ハルコ

ならべた

ﾄ
例
　
　
示
か
わ
る
が
わ
る

チャンチニ　イッタリネ

¥イカラネ　ユウエンチエン

j　イッタリネ　デパートニ

Cッタリ　シテタノ。

（神一桑女4－10）

寃純泣C　コトナンカ　シタ

ノ。（赤一p男3－7）

寃?ウチエンデハネー　エー

g　　　ウ　　ウ　　エ・一ト　ウタ

茶l　ウタ，　エートネ　オ　　　　　　　　　　　ー

Vエテ　モラッタリ　スルノ。

（自一e女5－7）

寃Eーント　オツトメ　　イッ

eル・イッタリ　シテル。

（赤一P男5－11）

寃Eーントネ　フザケタイネ

　　　　　　　　　　一梶@スル　　トコ　オコル。一（小一大男4－6）

寃с}　ツクッタリナンカ

スルトネ　ウート　ナンカ

Vユルト　スグ　ニゲルノ。

i自一一b男6－0）

寃`キュウハ　グルグル　マ

純bテネ　タイヨウノ　ヒカ

潟茶l　ウケテネ　ヒルン

スルノ。（赤一m男4－0）

寃сXコチャンガ　オカアサ

刀@ナッタリネ　アタシガ

Iカアサン　ナッタリ　スル。

i小一岡女4－8）
寃_カラ　　ミギ　　ミタリ　　ヒ　　　　　　　　　　　

_リ　ミタリ　スンノ。（小

齣蜥j4－6＞

（小一相男4－4）

寃Aソンダリ　シテタンダヨ

Iウチデ。（神一狗女4－3）

寃pパサ　カエッタリ　イッ　　　　　　　　　　ー

^リ　スルンダモン。（赤一一

￥翌R－10）
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両方の可
能　　性

ナッタリ　ヨルン　ナッタリ

シテネ（赤一d男6－4）

○ソイデ　デンキヲ　ケシタ

リ　ツケタリ　シテネ　セン

セイガ　キタカラ　オコラレ

チャッタ。（自一b男6－0）

○ジコ　アッタリネ　ジコ

ナイ　トキモ　アル。（神

一宮男5－0）1注）形式
は不完金］

○ミギ　　ミタリ　　ヒダリ　　ミ

タリ。（赤一。男4－2）
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第6章副詞形

6．1回忌の使用した語形

　幼児の使胴した副詞形はつぎのとおりである。

ふ　　　　　つ　　　　う て　　い　　ね　　い

み　と　め　　　　う　ち　け　し み　と　め うちけ　し

年年年
ｷ中少

年年年
ｷ中少

副詞形

第一同時形

謫�M時形

謗O同時形

?的形

ﾟざし形

よみながら

謔ﾝよみ

謔ﾝっつ

謔ﾝに

謔烽､と

OOO
n
O
O
O
O
　
△

（よまないながら〉

謔ﾞまいと

　「しながら」「しいしいjfしつつ」などの面高形グループは，「副動詞」ともよばれる。浦三1）しか

し，「よみに」「よもうと」などは，これを副詞形あつかいにしたのをみないが，ほかにいれようが

ないので，ここにいれた。その「目的形」「めざし形」などという用語も，ここでかりにつかった

ものである。

　めざし形のばあい，うちけしがある点が他とことなるが，クローズをつくらず，述語に対して

醐詞的にはたらく点については，副詞形（副動詞）の定義にあうだろう。「よもうと」「よむまいと」

というのは，つぎのようなばあいにっかわれるもののことである。注2）

　　　○恭吾は，煙草を取り出して，火を点じようと立ち止ってみた。（帰郷）

　　　Ofiili服や，私服が，群集を突き飛ばしながら，犯人を押へようと跳び廻った。（徳永直「太

　　　　陽のない街」）

　　　　　　　　　　け　ど　　　0葉子はそれを気取られまいと，強ひて左の手を軽くあげて髪の毛をかき上げながら洋盃

　　　　を事務長のと打ち合せたが（有島武郎「或る女」）

　これらは，「と」に「とおもって」の意味をになわせることはむりであるし，もし，そのよっに

かんがえて「しよう」の部分を意志、形とすると，人称性がくずれてしまう。なぜなら，これは，

「彼女はわたしにくれようとてぶくろをあんでいる」のばあい，意志形に固有の一人称という性

質をうしなっているからである。

　幼児は，第一同時形および目的形をよくつかっている。第二同時形は1例しかなかった。

　第三同時形は文章語なので，今圓の幼児の資料にでなかったのは当然である。めざし形も文章

語であるが，年長と年少にそれぞれ1例ずつあった。しかし，その2例はいずれも不完全であっ

た。この2例は，いずれも，おはなしをするときにでてきたものである。おそらく，聞かされた

注1＞　鈴木重幸1972

注2＞　このことは高僑太郎1970で論じた。
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おはなしのなかでつかわれていたのであろう。しかし，こども自身は，この・形式をまだ所有して

おらず，そのために，おはなしの再現のさいに不完全なすがたであらわれたのだろうとかんがえ

られる。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

第一同時

`磁 ○アソビナガラ　ミチャウノ。 ○ソーット　ノゾイテ　ナキ ○ウサギガ　カメノ　ニゲル

（赤一a男5－11） 　　　　　　　　　　一iガラ　ミテタンデスッテ ウシロニ　イナガラネ　（不

○ソレ　ミナガラ　オヒルネ （赤一P女5－2） 明）ネ　キッテルノ。〔注）意

シテタノ。（赤一e男5－10） ○ヨソミシナガラ　ノボッテ 味がよく通じない。］（神一折

ツタノ。（赤一b男5－6） 女4～3＞

○「コレデ　コレデ　オ　オ

レサマハ　オレサマハ　モリ

ジュウデ　イチバン　リッパ

ナ　トラジャワイ」　テ　　ユ

イナガラ　ウントネ　モリ茎

　　　　　　　9潟刀@ナカニ　ニゲテ　イッ

タンダッチ。（神一松女4一

8）

のしかた ○ウサギハ　ピョンピョン ○ウサギガネ　ピョンピョン

ハネナガラ　ピョンピヨゾ ハネ　ハネナガラネ　ニゲタ

サキニ　イッテマス。 ノ。（神一規男4－6）

（赤一s男6－6）

○オカアチャンモ　オドリ
ヤッテンノ。　オドリ　ヤリ　　　　　　　　　　一

ガーナガラ　オシバイ　ヤッ

テンノ。（自一9男5－8）
第二同時
`

○クマハネ　ウートネ　アタ
い旭

マ　カキカキ　ミエナク　シ

タノ。（赤一d男6－4）

麹的形
○ドコニ　イッタカ　サガシ ○ソレ　　カイニ　　イクノ。 ○ボク　ヘビ　三三　イッタ

ニ　イッタラネ（自一e女6 （赤一q女5－2） ノ。（赤一k男4－4）
…一1） ○「オヨメニ　　クダサイ，オ

ヨメニ　クダサイ」ト　タノ

㎝
ミニ　キマシタ。（神一桑女一

4－10）

○エートネ　ミセテ　クレニ ○ソシテ　ナンカガ　タスケ

キタノ。（自一t男6－2） ニ　キタノ。（赤一e男4一
㎝1）

（聞題例） ○アノネ　ドッカニ　オデカ ○アト　ハチヲ　ワタり二

ケシニ　イッタノ。（二一H イキマチタ。（神一三男4一

女5－8） 5）

一88一



めざし形
（問題例）

○ウントネ　マズネ　カケッ

コシヨウトネ　ハシッテル

トコ。（赤一Q男6－4）

○ヤマニ　ウツロウト………

〈神一高男4－4）

6．2　副詞形の用法

　同時形は，同時にする動作をあらわす用法のほかに，つぎにのべる動作や状態にふさわしくな

いうごきや状態をあらわす用法がある。注1）

　　　0うそとは　しりながら，つい　信じて　しまった。

　　　0すぐ　かえりますと　いいながら，いっこうに　かえろうと　しない。

　このばあいには，うちけしもある。

　　　○およげないながらも　けんめいに　手足を　うごかした。

　今回の幼児の使用例のなかには，このような用法はなかった。

　また，同時にする動作をあらわす用法には，わきの動作のばあいと，動作のしかたのばあいと

がある。これは，どちらも，あらわれた。

注1）例文は鈴木重幸1972から借用した。

一89一



第7章　条件形

7．1　幼児の使用した語形

　幼児の使用した条件形は，つぎのとおDである

ふ　　　つ う て い ね　　　い
薩購三厩注1・の使用・・

み　と　め う　ち　け し み　と め う　ち　け し

年年年
ｷ串少

年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少

するなら よむなら △△ よまないなら よみますなら よみませんなら

したなら よんだなら よまなかったなら よみましたなら よみませんでしたなら

したら よんだら ○○○ よまなかったら ○○○ よみましたら ○ よみませんでしたら

条件形
よんだらば ○

すると よむと ○○○ よまないと ○○○ よみますと よみませんと

すれば（すりゃ） よめば（よみゃ） ○○○ よま鮒ればはまなきゃ） ○○○ はみま熟ば）

しては（しちゃ〉 よんでは（よんじゃ） △△△ よまなくては（よまなくちゃ〉 ○○ よみましては よみませんでしては

　「するなら」は，年長，年中とも問題例であり，また，「しちゃ」のみとめは，いずれも陳述的

な用法（「よんじゃいけない」など）なので，そのうちけしをのぞけば，「したら」「すると」fす

れば」に集申する。

　ていねい動詞は一例で，「ツバメヲ　ト｝）　＝一イキマシタラ」という，かぐやひめのおはなしの

復唱である。だから，ていねい体も，ほとんどつかわれていないことになる。　このことは幼児

の文体としては当然だろう。

　なお，このほか，すぐあとにあげたような，「したとおもったら」「したとおもうと」などのく

みたて条件形（いずれも年長のみ〉があった。また，　「よむとすると」（年中），「よんだとした

ら」（年長）の例は，くみたて動詞のところにあげてある。

種　類 年　　長　　児 年 中　　児 年 少 児

よむなら

i問題例） ○「オトモニ　イクナラネア ○アタシヲ ダマスナラネ

ノネ　キビダンゴヲ　ヒトツ

Nダサイ」「オトモニ　イクナ

カケッコヲ

i赤一i男4－8）

シマショウ。

ラーナンテ　イウノカナー」㎝

○「オトモニ　ナルナラ　ア

ノネ　ヤッツケルカ」（以上2

~列，　自一P女6－　1　）

注1）条件やゆずりが機能なのかムードなのか，それとも機能一ムードなのかは，いまのところ，まだ研

　　究がすすんでいない。
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よんだら

みとめの
動　　詞

うちけし

の動詞

（問題例）

よんだら

ば

よむと
みとめの
動　　詞

うちけし

の動詞

よめば・

よみや
みとめの
動　　詞

○オミズカケタラネチャ
ント　ナッタノ。　（赤一一Z

男6－5）

○ゲンカン　シメナイデ　イ

ッタラ　ドロボウガ　ハイル

カラ。　（赤一〇男6－2）

○ソレデネ　ウント　ダレニモ

アワナカッタラネ　ソri

モ　ダレニモ　アワナカツタ

カラネ　　ソイデ　　シンデレラ

ヒメニネ　バカシテ　ミタラ

アッタノネ。　（赤一B女5

－8）

○スピード　ダスト　オマワ

リサンニ　オコラレチャウカ

ラ。　（赤一9男5－10）

○ソイデ　イクi・　マガッテ

マガル　トコ　アッテネ（赤

一Q男6－4）

○アサエ　ナンナイト　ツカ

ナイノ。（自一a男5－8）

○ショウチャンガ　イナイト

コワイノ。（自一q女6－1）

○コッチニ　マガレバ　オウ

チニ　ツタノ。（自一e女5

－7）

○オトナニ　ナレバ　コワク

ナイヨ。（自一s男5－9＞

○フタ　アケタラネ　オバケ

ガ　デテ　キタ　オハナチ。

（乏示一9女4－8）

○ハヤク　オキ・タラ　ホン

ヨムノ。　（小一横男4－4）

○カゴデ　イキマシタラ　ツ

ナガ　キレテ　イソノマUハ

シンデ　シマイマシタ。

（神一三女4－IO）

○オムカエ　コナカッタラネ

アソンデンノ。　（神一俸男

4－1）

○アシタニ　ナッタラバネ

サイタノ。　（神一増女4

－11）

○イッパイ　シマウマガ　ア

ッマルト　ダイオンガ　ヤラ

レルノ。（霞一。男4一一7）

○ソイデ　オテンキニ　ナル

トネ　ハナガサイタノ。

（自一t男5－3）

○ゴニンキョウダイネ　シラ

ナイト　ドッチガオニイサ

ンカ　ワカラナイノ。

（桝i一宮男5－0＞

○ドンナ　コトカ　ワカンナ

イ，テレビガ　キカナイト。

（ノ」、一成男4一一3）

○コッチニネ　イケバ　ボク

ノ　ウチ。（小一下男5－1＞

○マールイサー　ツミキ　ア

レバ　デキンダケドネ
（ノj、一2毎男4一一3）
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○コエサ　キクノ　オワッ

タラ　ミズノミタク　ナ

ッチャッタ。（赤一d男4－

2）

○ダッテサ　ホウレンソウ

タベタラ　ツヨイノヨ。

（赤一q男4－1＞

○ソシタラネ　ミズカケナ

カッタラ　オレナカツタノ。

（自一b女3－10＞

○ヨルン　ナルト　ホタルガ

クルンダモン。（神一一宮男3

－8）

○ドウシテ　コウ　ナッタカ

ッ　チュウトネ　コウ　マッ

スグナッテタノガネ　カレチ

ャッァ　コンナ　ナッチャツ

タノ。（桝｛一三男4－O）

○ゴハン　タベナイ｝　シン

ジャウノ？（小一佐男4－3）

○アノネ　ミズイレテネ

オハナニ　アゲナイトネ　カ

レチャウノ。（赤一b男4－

o）

○チョット　マテバ　．ニバン

ニバンヤギノ　ガラガラドン

ガ　　クルヨ。　（神一高男4一

一4）

○ヨベバネ　ネ　ネ　コタエ

ンノー。（神一古男4－5）



うちけし

の動詞

は
や
の

で
じ
め

ん
ん
と

よ
よ
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の動詞

す
し
た

と
・
し

た
と
と

し
る
た
ら

お
ら

と
た

た
つ

し
も

したとお

もうと

○エヲ　ミリャ　ワカル・

（二一G男6－1）

○ウタナンカサ　ウタ　コエ

ダサナキャ　ダメナンダモン。

（自一b男5－9）

○ジドウシャ　コワレチャ

ダメダモン。（三一D男5－
11）

｝・み一一

○「オジサン　ノボロウネ」ユッ

タト　オモッタラ　イチバン

タカイ　トコロ　イッテネ「キ

ョウコン　キョウコ㌧ッテ

ヨンデルネ（赤一E女5－8）

○ナンダカ　ヘンニ　へ一ン

ニ　タ　ヘンニ　サムーク

ナッタト　才モウト　タイフ

ウガ　キ・テネ　モモチャンハ

ドッカヘ　トンデイッチャ

ッタノ。（自一〇女6－1）

○イイ　ニオイガシタト

オモウトネ　アイスクリーム

ガ　キ・テネ。（自一〇女6一の

○カゾエテ　ミナキャ　ワカ

ンナイ。（神一増女4－11）

○アンソジャ［きりかえ］アソ

バナクッチャネ。（神一僻男

4－1）

○アソバナクチャネ　コドモ

タチトネ「アンプ　アンブ」

ッテ　イウカラ。（神一伊男

4－1）

○ダッチ　カエラナキャ（小

一藤女3－10）

○ワタラナケレバ　ワタ　ナ

ンダッケ（神一高男4－4）

○オミズ

4－1）

アゲナクッチャ

カワイチャウノ。（赤一m男

7．2　「するなら」のかたち

　「するなら」の形は，年長児，年中児それぞれ1名に使用されているが，いずれも適切な使用法

ということはできない。これは「なら」をつかう仮定条件のむずかしさをものがたっているのだろ

う。

　しかし，このことから，ただちに，この年代の幼児は仮定のいいかたができないという結論を

くだすことはできない。なぜなら，「よむとすると」「よんだとしたら」のような形式をつかってい

る子どももいるからである。　ただ，これが問題であることはわかる。　あらためて，　このあ

たDの問題を検討するための方法がとられるべきだろう。
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7．3　「したら」のかたち

7．31　「したら」のかたちの用法

　「したら」のかたちは，引外の個別的な条件（「すると」と共通），未来の個別的な条件（「すれ

ば」と共通），一一般的な条件（「すると」「すれば」と共通）のいずれのばあいにもつかわれる。

　条件の性質としては，原因（または，きっかけ）となる条件，前提となる条件，発見・観察

の条件などがある。たとえば，

　　　○フーッテ　フイタラ，コワレチャッタ

では，フクことは，コワレル原因となる条件であり，

　　　○カケッコシタラ，ビリトウニ　ナッチャッテ

では，カケッコスルことは，ビリトウニナル前提となる条件であり，

　　　○チョット　ミタラ　ネズミガ　イタノ。

では，ミルことは，ネズミガイルことを発見する条件になっている。　（ネズミは，みなくてもい

るのである。）

　また，

　　　○ヨルン　ナッタラ　ゴハン　タベニ　イッタノ。

　　　○モンカラ　デタラ　リッパナ　オシロガ　アッァ不

などでは，単に「夜に」「門のぞとに」というのとあまりちがわないほどの，時問・空聞をあらわ

す形式と化している。

　「したら」のかたちは，このように，ひろい領域にその用法のはばをひろげている。そして，幼

児もまた，その広い領域にわたって，このかたちをつかっている。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

過虫の僚
ﾊ的な
�@　件
ｴ因とな ○オミズ　カケタラネ　コン

る条件
○オオカミガ　キテネ　ソイ

fネ　アノー　フーッテ　エ

Cタラネ　コワレチャッタノ。

○モモヲ　モッテ　イッテネ

c…… ^ベヨウッテ　イッテ

l　ワ　　ワッタラ　カワイイ

（赤一J女5－8＞

寃}タ　カレチャッタカラ，

Eー　ミズ　モッテ　キテ

сbタラ　ダンダン　キレイ

アカチャンガ　デテ　キタカ

堰B（神一高女5－0）

寃Wドウシャガネ　キテネ…

cナラシタラネ　「キャー」ッ

ナニ　タッタンダヨ。（赤一a

翌R－10）

寃Eルトラマンネー　コウヤ

bテ　ヤッタラネ　バンバン

ニ　ナッタノ。（今一s女5

|8）

寃Iバケノキュウガネ　イヌ

K　キライデネ　ウントネ

純塔純塔eイヌガホエタラ

テ　オドロイチャッタ。（赤

黷衷翌S－10）

寃Jレテネ，オヒサマガネ

Aタッタラ　チャントネ　モ

バンテ　カイジュウガ　ワレ

`ャッタノ。（自一h男3－
T）

寃Uラザラーテ　ヤタラ　コ

前提条件

「アラ　コワイー」ッテ　ニゲ

`ャッタノ。（自一w女6－5）

寃宴Cオンヲネ　　イッパイ

Aッメテ　カケッコシタラ

トノ　トオリニ　ナッテ　シ

}イマシタ。（神一大女4－

U）

寃hッチガ　ハヤイカ　ヤッ

ウィウニ　トベチャタヨ。（癌

黷?男3－10）

寃Aレ　フタツ　　トロウト

Iモッタラ　トレナカッタノ。タラネ　コノヤママデ，カメ

一93一



時間・場
塵

場　　所

時閥的な
ものあり）

観察・発

欝鱈

ライオンハネ　イチバン　ビ

リトウ　ナッチャッテ　ソシ

テ　タWウクント　ミンナデ

カケダシタラ　タmウクンガ

イットウ　ナッテネ（赤一h

女6－6）

○スコシ　タッタラネ　イヌ

ガ　デテキテ　「モモタロウ

サン………（自一p女6－1）

○ツギノ　アサ　オキタラネ

ンートネ　カキガナッテタ
ノ。 （自一r女5－8）

○ソイデ　　ヨンジュウエン

タメタト　オモッタラ　マタ

ニジュウエンニ　ナッチャウ

ンダモノ。（自一1男5－7）

○オンナノコハ　ヤット　ナ

オッタラ　コンド　ボウヤガ

ビョウインニ　ニュウインス

ル　ヨウニ　ナッテネ（赤一

h女6－6＞
○ソノ　モンカラ　デタラネ

リッパナ　ウーント　オシV

ガアッテネ。（赤一1女5

－8）

○ソウシ　スコシ　イッタラ

ネ　タクサン　ココニ　シマ

ウマガ　イタカラ。（自一A

女6－5）

○工，ントツノ　トコロニ　イ

ッタラネ　モウ　イナカッタ

ノ。（赤一。男6－3）

○カワ　イッタラネ　モモガ

ナガレテ　キタノ。（自一〇男

6－3）

○チョット　ミタラ　ネズミ

ガイタノ。（自一h男5－7）

○センシャガナクナッ喪章

ラネ　ンー　サガシタラ　ア

ッタカラネ（自一a男5－11）

○アサニ　ナッテ　キ・ガ　ツ

イタラ　ゾウサンナドネ　ント

ライオンナドネ　イナク　ナ

ッタノ。（自一〇女6－1）

○タイジシタラ　イチバン

イチオクエンヲ　アゲヨウ。

ガノw6カラネノ・加暦一撃4－1）
イッテネ　ウサギノ　ホウガ○イヌガ　ソイデネ　ウント

ピョンピョン　カケダシテネ　トンデネ　トンダラネ　ダメ

ウサギガ　ネチャッタノ。　　ダッタカラネ（小一佐男4一

ソレデ　カメが…・……・（赤　3）

一n男5－2）
○ヨルン　ナッタラネ　ウン　○ボク　コエ　コエサ　キク

ト　ドッカニネ　イッテ　ゴノ　オワッタラ　ミズノミ

ハン　タベニ　イッタノ。　　タク　ナッチャッタ。（赤一

（神一関女5－0＞　　　　　d男4－2）

○ミズヲ　カケヨウト　オモ　○オハナニオ　オ　オミズ

ッタラ　オレチャツタノ。　　カケヨウト　オモッタラ　タ

（小一志男4－2）

○アケヨウト　シタラ　ヒト

リデニ　アケテ　ナカカラ

エイチャイ　アカチャンノ

コドモガエートネ　ニンゲ

ンガ　デテ　キタノ。（ノ」・一

久女4－7）

○ソイデネ　．イッタラネ　ウ

ントネ　オメン　メン　オメ

ン　コウネ　ウッテタカラ

カッタノ。（自一」女4－7）

○「アソコニ　オカシノ　オ

ウチガ　アルヨ」ッテ　ユッ

テネ　イッ　ナキヤンデ　イ

ッタラネ　マホウツカイガ

イタノ。（自一h女4－7＞

○カメガ　ソーット　イッタ

ラネ　ウサギガ　ネテタノ。

（今一k女5－3）

○オソトニ　　デテネ　　イソイ

デ　　ミタラネ　　コウツウジコ

ダッタノ。（小一押女5－1）

○ユウエンチ　イッテ　ジェ

ットコスター　ノッタラネ

ハヤカッタノ。（神一規男4

－6）

○ダレダトオモッタラマ
マラッタ／。（自一日目4－10）

○コンナニ　弓勢キク　ナッ

テ　アカーク　ナッタラ　タ

　　一94一

オレチャツタノ。（神一狗女

4－3）

○ソシテネ　ナカニ　ハイッ

タラネ　ウン　ゴジラ　エー

トネ　　ドウブチュガ　イタ。

（神一高男4－4）

○トオイトネ　オナ　トー

ヤマヲネ　イッタラネ　イ

トネ　プーールニ　トネ　ト

アリタコウジ　チュートネ

ガーガ　ィタノ。（赤一v女

4－O）

○〔ちびくろさんぽが）ソーッ

トネメデネミタラネオ
レダヨオレダヨッテネケ
ンカチテテネ。（神一秋男3－

11）

○ヨンダラ　オシマイダヨ
　　　　　　　　　　　o
（ノ」、一福男4－2）



場　　所

聴　　閏

一般的な
条　　件
原因とな
署「羅

時　　間

（赤一m女6－3＞

○ナクナッタラ　モライニ

イッテ　クンノ。（万一w男6

－3）

○カメガ　ココニ　キ・タラ

イコウト　オモッテ　ネテタ

ラ（赤一1女6－6）

○ミッカッタラ　ゴメンヨ。

（赤一k女5－8）

○バッタ　コンドネ　トシミ

ツクンニ　ツカマエテ　モラ’

ウノ，イナカ　イッタラ。

（趨一a男5－8）

○マタ　アシタニ　ナッタラ

ソコン　トコ　ミテオクノ
　　　　　　　　　　　　e
（自一s男5－9）

○オオキク　ナッタラネ　オ

カアサン　ナリタイ。（赤一

1女5－8）

○エネウルギーガネ　ナクナ

ッタラ　バターント　タオレ

チャウノ。（窪一e女5－7）

○ネムクナッタラ　ネテ，ソ

ィデ　オカアサンガ　カエッ

テ　キタラネ　イッモ　オフ

w　イクノ。（自一i男6－4）

○ダッテサ　ゴハン　タベタ

ラ　カスガ　クチノ　ナカニ
ヘラ

ノコルデショ。（赤一G男6－

1）

○ユウガタニ　ナッタラ　マ

ンガ　ミテネ（自一h男5－

7）

○ソイデネ　キ・ユウチャン

オワッタラネ　　ダイカイジュ

ウ・ラドンガ　ハジマル。

（自一E男5－7）

○オヒルネシタラネ　オフロ

ヲ　ニ　ハイッテネ（fi　一b

男6－0）

○カイッタラ　ドッカ　アソ

ビニ　イク。（虜一u女6－

5）

ベル。」（神一桑女4－10）

○ライネン　ナッタラネー

オウサマグミデショ。（自一

9女5－O）
○オハナシ　オワッタラ　ピ

コ　アノ　ピコウキ　モッテ

ッテ　イイ？（小一永男4－

4）

○モスコシ　オッキク　ナッ

タラサ　アノサ　オコヅカイ

タメルンダ。（穴一f女4－
9）

○シトリデ　　ワタッタラ　デ

ンシャニ　ヒカレチャウモン。

（神一二男4－6）

○ワルイ　モノガ　キ・タラ

スグニ　ヤク　ヤツケル。

（自一h女4－7）

○ゴニンニナッタラモウハ

イレナイノ。（霞一u女5－5）

○ホウレンソウ　タベタラネ

アノネ　オオオトコニ　マケ

ナク　ナッチャウノ。（神一

村男4－3）
○マイニチ　オキタラ　Wバ

タン　ミンノ。（神一増女4

－11）

○ヨウチエン　キタラ　「オ

ハヨウゴザイマス」ッテ　イ

ウ。（小一慮女4－5）

○ソレヲ　オワッタラネ　ユ

ウエンチ　イクノ。（赤一g

女4－8）

○オオキク　ナッタラ　ガッ

コウニ　イキタイ。（神～寺男

4－4）

○ホウレンソウ　タベタラ

ツヨイノヨ。（赤一q男4－
1）

○エネルギー　ナクナッタラ

キ・エノレノ。　（自一a男4－0＞

○ヒトリデイッタラネマ
イゴニ　ナッチャウカラ　ダ

メ。　（；神一イ左女3－7）

○クルマガ　トマッタラ　ワ

タルノ。（神一鈴男3－6）

○ヨルニ　ナッタラ　マンガ

ミルノ。（赤一q男4－1）

○アタックナンバーワンハ

ネー　サザエサンガ　オワッ

タラネ　ヤルノ。（赤一a女

3－1・O）

○コノ　オハナシネ　シタラ

マタネ　ベツノ　コノネ　シ

ンノ。（神一佐女3－7）
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場　　所 ○ズット　ィッタラ　ウント

デグチガ　アルジャナイ。

（自一。．男6－3）

○オンナノコノ　トコマデ

イッタラネ　ハナタバ　アゲ

ル　コトニ　シタンダッチ。

（自一d女5－11）

○ソコヲ　トオッタラ　ミエ

テイククルノ。（赤一a
男4－11）

○ミギヘ　マガル　トコ　全

イッテ　イッタラ　ソシ　ソ

コガネ　ボクンチ。（小一横

男4一・．4）

○マタ　マガッタラ　ツタノ。

（赤一一q男4－1）

7．32　「したら」のかたちの問題例

　条件形で過去の個別的な条件をあらわすとき，主文の述語が一人称（または，主人公）の意志

的または心理的な動作をあらわすことができない。　条件形で過去の個別的な条件をあらわすと

きは，はなしては観察者のたちばになければならないのである。もし，そうでないときは，「そ

ういうときは，いつもこうした」という，過宏の一般的な条件をあらわすことになってしまつ。

このようなばあいには，「ので」「から」のような接続助詞をつかうかたちにしなければならない。

　ところが，幼児の使用例のなかには，そのばあいに，　「したら」のかたちをつかっているもの

があった。

　条件形で過去の個別的な条件をあらわすとき，それが，同一主体の連続的な動作をあらわすので

あれば，　Fしたら」でなく，　「すると」になる。

　ところが，幼児の使用例のなかには，このばあいに，　「したら」のかたちをつかうものがあっ

た。

　そのほか，条件形よりゆずり形をつかうほうがよいとおもわれるものもあった。

種　類 年 長　　児 年 中 児 年 少 児

ゆずり形
のほうが
よい

○カゼデ アタッテ コワレ

ナイ オウチ ツクッテンノ。

コワレナイ オウチ ツクッ
｝　　　　、

A不， ソイデ フーッテ　ヤ
一ッタラネ コワレナイ オウ

チ ツクッテンノ。 （小一矢

女4－0）
過去の個
別釣な条

主文の述 ○ソレデネ アメガ　ハレタ
語が意志

ラ　オモテデ アソンダノ。
的な動作 一
一人称 （自一t女6－4）

一人称に ○ハナシ チャント　キ・イタ
準じる “　　　　、

t不　　　一馳　｛ ユルシテヤッテネ（赤

．～ 湯j6－6）
○シマウマガ タクサン　イ

一
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同一主体
の連続動
作
　

タラ　ライオンハ　ビックリ

シチャッタノ。（赤一K男5

－il）

○オトウサンハ　ウン　アサ

ハヤク　オキタラ　カイシャ

イッテ，ヨルニ　カエッテ

クルノ。（自一1男6－4）

・○ウシャギガ　オキタラ　コ

ンドバ　カケテ　イッタノ。

（自一i男6一一4）

○ウサギガ　オキタラ　ピョ

ンピョンネ　ン　ヤマン　テ

ッペンマデ　イッタノ。（赤一

s男5－6）
○オイシャサン　イッテ　ナ

オシテ　モラッテ　ゲンキニ

ナッタラ　ソイデマタ　ア

ルイテタラ（ノj・一山中女5－

o）

7．4　「すると」のかたち

　「すると」のかたちは，一一般的な条件と，過去の個別的な条件をあらわす用法がある。　このか

たちの未来の個別的な用法は，時間や空間をあらわすばあいにかぎられていて，そのばあいでも，

述語は意志や命令をあらわすことができない。

　幼児は，これらの用法を，まちがえることなくつかっていた。「したら」の形にあやまりがあ

って，こちらになかったのは，おそらく，「したら」のほうがつかいやすくて，あいまいなものは

「したら」でいってしまうからだろう。

「いう」「する」など特定の動詞に・は特別の用法がある。

「いうとjは提題的な用法をもっている。

「スルト」について，すこしのべておく。「ココガ　ヨウチエント　z】吐　コウイウ　フウニ

キテネ」という例を「仮定」として，かりにここにあげておいたけれども，この「スルト」は，

ここにあげた「するとのかたち」ではない。なぜなら，この「スルト」はふつうの動詞ではな

く，名詞のト格とくみあわさったくみたて動詞であるからである。あとで説明する。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

一般的な
条　　件
原　　因 ○ボタンヲ　オスト　ミンナ ○マイニチ　マイニチ　オミ ○ミズ　アゲルトネ　マタネ

ウゴク。（三一a男5－9） ズ　ヤノレト　サクノ。（自｝ ネ　マッチュグニ　ナンノ。

○アンマリ　チカクデ　ミル d女4－11） （神一古男4－5＞

ト　メガ　ワルク　ナッチャ ○ダイオンガ　オコルト　シ ○オコルトネ　ママハネ　キ

一ウカラ　トオクデ　ミルノ。 マウマ　ニゲンノ。（自一。 イテ　クレナイノ。（赤一p

（赤一1男6－3） 男4－7） 男3－7）

○ミンナガ　ワァーッテ　ヒ ○ンートネ　　ワルイ　　コト ○ダッチ　アメ　フルト　コ　　　　　　　　　一

一ッパルトサ　ウーント　イチ スルト　ヒッバタクノ。（自 マルカラ（自一d男3－10）

バン　マエガ　コロブデショ。 一t男5－3）

、（三一t男6－0）
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蒔

場　　所

観察・発

仮　　定

の
な
稗
因

去
糊

　
　

遇
個
条
原

寺目

間　○イツモ　イツモ　ヨルニ

　　ナルト　アノ　オクスリ　ヌ

　　ルノ。（自…p女6－1）

　　○サヨナラ　スルト　モウ

　　スグデ　オウチ　ツタノ。（

　　赤一A女6－1）

　　○アソコ　マッスグ　イクト

　　アノ　クロイ　ヘイ　ミタイ

　　ノ　タッテルデショ（自一a男

　　5－11）

　　○シタハ　ミエナイ．ケドネ

　　モット　ウエニ　イクトネ

　　ト　ミエンノ。（自一v男5－

　　7）

　　○ソバニ　オオキナ　ヤマガ

　　アッテネ　シタカラ　ミルト

　　ネ　ノボレソウナ　カンジデ

　　ノボロウト　スルト　ノボレ

　　ナイノ。（赤一u男6－5）

　　○ソラカラ　ミルトネ　マア

　　ルクテテネオリルトネウ…

　　一トネ　コウ　イー　タイラ

　1ナノ．。（自「ま男．5．二．7）．

　　○ココガ　ヨウチエント　ス

　　ルト　コウイウ　フウニ　キ

　　テネ　ソレカラ　コウイウ

　　フウニ　キテ（赤一。男5－

　　IO）

　　○テキヲ　オイカケルト　テ

　　キガ　スグ　ニゲチャッタノ．。

　　（三一f男6－3）

　　○オミズカケテアッタカ

　　イ　トコニネ　ヤルトネ　ピ

　　ント　ナッタ。（自一a男5－

　　8）

間　○ナツヤスミノ　オワリコロ

　　ニ。ナルト　旧邸ッテ　キタ

　　ノ。（赤一。女6－1）

　　Qイイ　ニオイガ　シタト

　　ォモウト　ネ　ント　アイス

　　クリムガ　キテネ（自一〇女

　　6－1）

場　　所

○ヨルン　ナルトネ　カエル

ノ。（小一山中女5－0）

○アサニ　ナルトネ　ウント

ネ　オハナガ　ピント　ナン

ノ。（自一a男4－9）

○コッチ　ハイルト　ヨウチ

エン。（自一P男4－7）

○コッチカタニ　マガルト

．該，昭ウチ．（自一

〇ミルト　オモシロイカラ。

（小一大男4－6）

○タイヨウニ　アタルト　コ

レガネダンダンコウナ
ニ言＞Xタノ・（神糊5

○スコシ　イクト　マタネ

ベッノ　トラガデテ　キタ

ノ。（神一松女4－8）

　　一98　一

○ヨルン　ナルト　ホタルガ

クルンダモン。（神一宮男3－

8）

○ココ　ココノネ　デルト

コウイウ　コ　アソコニ　コ

コッチニ　コウエンガ　アル

デショ。（神一三男4－O）

○チョレデ　トロロン　トコ

ニ　トビカカルト……　トロV

ヴ　タニガワ‘i’．一a．ッコ’7一．

．オッコト．ッテ　イキマシタ。

（神一古男4－5）

○ウント　ワタッテ　イクト

．ネ　ウンネ　タニガワン　ト

コニネ　ウンネ　ハチガ　ア



難器

同一主体
の運軌・

未来の個
別的な条
件

提題的な
用　　法

○ノリ　コウ　ヤッテ　カミ

ニ　ツケテ　ペターントネ

ハコニ　クッツケルトネ　ソ

ノ　ママ　カワカシトイテネ

ヨウチエン　モッテッタノ。

（赤一k女5－8＞

○ナニ　シテッテ　イウトネ

ヤキ・ユウ。（赤一eee　5－IO）

○ソレヲ　キルト　ゴジュッ

センチノ　アカチャンガ　ハ

イッテ　イマシタ。（神一桑

女4－10）

○ドシテッテイウトネナ
ンデモ　デキルカラ。（赤一

r女4－10）

Oドッチガハヤイカト　イ

ウト　サキ　カメガ　サキニ

イチバン　ナッチャッタ。（二

一e女4－9）

○ドウシテ　オヤスミシタカ

ッテ　イウトネー　オカアサ

ンガ……（赤一q女5－2）

ツタノ。（神一『古男4－5）

○モウ　チュグ　スルト　イ

チバン　オオキイ　ヤギガ

クル。（神一坂女4－0）

7．5　「すれば」のかたち

　「すれば」のかたちには，一般的な条件と，乗来の個別的な条件をあらわす用法がある。また，

「いえば」には，提題的な用法がある。

　幼児の使用例はすくなかったけれども，それでも，こうした，いろいろな罵法の全般にまたが

って使用例がみられた。

　「すれば」のかたちには，過去の個別的な条件をあらわす用法はない。過去につかえば，過去

の一般的な条件となる。

　ところが，過去の個別条件をあらわすのに，これをつかったものがあった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

一般的な
�@　件
ｴ　　因 ○ミズ　アゲレバ　ウント ○ヨベバ　コタエンノ。（神○ボクガ「ハイチャイ」ッテ

Cエバ　ストムモ　「ハイチ 一古男4－5）ノビテ　　クンノ。（自一r女

T－7）

寃Rウ　ヤツテ　　トレバ　オ

ヤィ」ッテ。（密一s男4－10）

寃_ッチ　ツミキデ　ツクレ

一ee一



場　　所

の
な
件

来
㈲

　
　

未
優
条

提題釣な
用　　法

の
な
件
り

晶
縁

遇
個
条
あ

サラノ　カタチヤ　ナンカニ

ナルノ。（自一v女5－10）

○ムズカシイコトデモベ
ンキョウスレバ　オボエラレ

ルカラ。（三一J女5－8）

○コッチニ　マガレバ　オウ

チニ　ツタノ。（自一e女5
－7’ j

○ソコヲ　マガレバ　コウエ

ンガ　アルカラネ，（赤一x

女5～7）

○オトナニ　ナレバ　コワク

ナイヨ。〈自一s男5－9）

○アア　ソウイエバサー　オ

オモリノ　オバアチャンチ

カラーダヨ。（赤一a女3－
IO）

バサ　アルケドサ　（小一海

男4－3）

○コッチニ　イケバ　ボクノ

ウチ。（小一篠男5－1）

○ソウ　ィケバ　スグナノ。

（赤一〇女5－1）

○カズオチャンノ　ホウカラ

ネ　ズーット　ィケバネ　ア

ノレ。　（神ww　E｛F男4－4）

○チョット　マテバ　ニバン

ニ・パンヤ　ヤギノ　ガラガラ

ドシガ　クルヨ。（神一高男

4－4）

○チョット　マテバ　オオキ

イ　ヤギノ　ガラガラドンガ

ヤッテ　キマシタ。（神一場

男3－10）

7．6　「よんだとおもったら」と「よんだとしたらj

　これらは，どちらもくみたて形式で、ふつうの二語のくみあわせでない。なぜなら，これらに

っかわれている「おもったら」や「したら」がふつうの動詞から変質しているからである。　rお

もったら」　「したら」は主語をとらない。これは，これらの動詞が変質していることの誕拠のひ

とつである。

　「よんだとおもったら」「よんだとおもうと」（文語のばあいには「よむとおもえば」も）は，

「よんだ瞬間に」にちかい意味をもっていて，　「おもう」がthinhの意味からずれている。そして

条件形しかない。したがって，この形式は，条件形の変種であり，くみたて条件形といえるだろう。

　なお，ときに名詞がつかわれることがある。

　　　○こことおもえば，またあちら。つばめのようなはやわざで（牛若丸）

　「よんだとしたら」は仮定をあらわす形式である。しかし，これは，　「よんだとおもったら」と

ちがって，「よんだとしても」「よんだとする」「よんだとせよ」など，いろんな語形をもってい

る。したがって，これは，仮定をあらわすくみたて動詞である。（くみたて形ではない。）

　これと同類のくみたて動詞として「よむとする」「たかいとする」「山だとする」「山とする」

などがある。さきにあげた「ココガ　ヨウチエントスルト」は，このくみたて動詞として仮定を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一lee一



あらわすのであって，　「スルトの形」であるから仮定ををあらわすのではない。

7．7　幼児と動詞の条件形

　この年代の幼児は，条件形の主要な三形式である「したら」「すると」「すれば」のいろいろ

な用法を，その全般にわたって，使用することができる。

　しかし，そのこまかなつかいわけに関しては，ときにあやまるものがある。

　また，　「するなら」「したなら」のかたちは，むずかしいようで，この2形を適切に使用した例

はなかった。　「したなら」はあらわれなかったし，「するなら」は，問題のあるつかいかたであ

らわれた。

　この年代の幼児は，条件形の基本的な用法を所有し，それをゆたかにしていく過程にあるもの

とおもわれる。
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第8章 ゆずり形

8．1　幼児の使用した語形

　幼児の使用したゆずり形はつぎのとおワである。

ふ　　　　つ　　　　う て　　　い　　　ね　　　い

み　と　め うちけし み　と　め　　　　　　う　ちけし

年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少

ゆずり形

しても

ｵたって

ｵょうとい屑

よんでも

謔�ｾって

謔烽､と（・が〉

○○○

宦宦宦

よまなくても

謔ﾜなくたって

ﾍむまいと・が1

○
○

よみましても

iよみましたって）

謔ﾝましょうと（・が〉

よみませんでしても

iよみませんでしたって）

謔ﾝますまいと（・が）

　「しょうと」は，おはなしのなかで一つでてくるだけで，「おまえがどこへいこうと，かってだ

けど」のような例はなかった。これは，幼児には，むずかしいようである。ていねい体は，おと

なの会話でも特鋼にあらたまったときにしかっかわれないので一tこれが幼児の使用例にでなかっ

たのは当然であろう。

種　類 年　　児　　長 年　　中　　兇 年　　少　　児

よんでも

ﾝとめの ○ダカラ　チラカシテモ　ダ
動　　詞

○トウキョウタワー　イチバ

刀@ウエカラ　ミテモ　イチ

○コレハ　コンクリートダカ

宴l　デンシャガ　ハシッテ
　　　　　　一oン　シタカラ　　ミテモ　イ

モネ　オッコチナイノ。（神『

イジョウブナンダヨ。（神一

O男4－0＞
寃gラックガ　キテモ　ミチチバン　シタハ　ミエナイケ

hネ　モット　ウエニ　イク

gネ　　ト　ミエンノ。（自一

亦j5－7）
寃f　ミズ　アゲテモ　タタ

一村男4－3）

寃_ッチ　ウチハ　アッチ
Cッテモ　アッチ　イッテモー　一

一　一

うちけし

ナカッタノネ。（赤一旦女5－

W）

寃Aタシ　オカアサン　ムカ

Fニ　コナクッテモ　ヒトリ

バタデ　アソンデタカラ。

i赤一1男4－3）

寃Rロンダッチ　ナカナイヨ。

の動詞

カエレルモン。（ノ1、一海男4

|3）

寃¥ート　ブッタッテ　ンー

よんだっ
ﾄみとめの

デ　カエレルヨ。（赤一露女

T－8）

Oチョキンシタッテ　ミンナ
動　　詞

ナクナッチャウンダモン。

i自一1男5－7）

寃cマンナイモン　ドコ　i

bタッテ。（赤一1男6－3）

ト　オコラエナイヨ。（自一

白j5－3）

寃hウシテ　オミズ　カケタ

（神一高男4－4＞
寃hッチ　マガッタッテ　ウ　　　　　　〆ント　アルノ。（神一場男3

|10）
ッテ　タタナイノ？（小一樋一

男4－3）
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うちけし

の動詞

しょうと

○オフロ　ハインナクタッテ

アツインダモノ。（十一w男

6－3）

○テレビ　ミタラサ　ナニ

モ　ジブンガ　コエ　カケナ

クタッテサ　テレビガサ　コ

エ　カケテ　オハナシシテ

クレンモーン。（自一b男5

－9　）

○レンガノ　オウチヲ　フー

ト　フコウトモ　ビクトモ

シナインダッテ。（赤一」女

5－8）

8．2　ゆずり形の用法

　ゆずり形も，条件形と同様，一般的な条件，過去の個別的な条件，未来の鰯鋼的な条件などの

用法をもっており，また「いっても」「いったって」などは提題的につかわれる。

　こうした用法のだいたい全般にわたって，その使用例がみられた。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　兇 年　　少　　児

○イタズラシテモ　オコラナ ○ソィデ　ガケカラ　オッコ ○ダカラ　チラカシテモ　ダ

チテモ　シマナイノ。（小一イカラ。（自一n女6－1）

nコウフウニ　カレチャウト
cE　ミズ　ヤッテモ　モウ　　　　　　　　…

大男娃一6）

寃潟塔S　タベヨウト　チテ
モネ　冒ドウニモ　ナラナイヨ。（赤

黷£j5－11）

寃Eルトラマンガネ　ヤッツ

　　　タベランナイノ。（小

齔ｬ男婆一3）

寃Aタマ　ブッツケテモ　イ
　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

Pァモ　ヤッツケテモ不　ヤ

よんでも

k慰
ｴ　　因

ｮ　　問

黶@　所

鼈鼬

タク　ナイ　トコ　アルヨ。

i小一川男4－10）
寃eツジンガ　イクラ　ナグ　　　　　　　　　　一

イジョウブナンダヨ。（神一

O男4－0）

寃Eミニ　イッテモネ　アノ

　　　　　　　　噌　｝
@　　　bツケフンナイノ　カイジュ

Eイルヨゐ（自一k男5－8）

寃Aタシネ　ハチジ　スギテ

ッテモ　ヘイキダッテ　イウ

モミル。　ヒヒヒ…　（自｝g一女5－11）

寃Zンタクヤサンノ　トコ

}ガッテモ　マッスグデモ

デショ。（赤一t男5－1）

寃Aッチ　イッテモ　カエレ

泣Vネ　アッチ　イッテモ

イカレンノ。（自一v男5－

V）

寃sョンピョン　カケテモ

Eサギハ　マケチャッタノ。

i赤一h女6－6）

カエレル。（小一海男4－3＞

寃uー　ナラシテモネ　デテ

Rナイカラ　（赤一1男4－
W）

ネ　ヤマガ　アンノ。（赤一

rj4－0）

寃Wドウシャニ　タノンデモ

_メダッタノ。（小一佐男娃

黷R）
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よんだっ
て

一般的な

条　　件

用　　法

○ケイサツガ　キテモ　ワカ

ンナクナッチャッタンダヨ。

（赤一。男5－10）

○ドーレ　アノヤツハ　ノロ

イカラ　ユウガタマデ　カカ

ッテモ　コナイダmウ。（赤

rw@s　eg　6　ww　6）

○ツマンナイモン　ドッカ

イッタッテ。（赤一1男6－

3）

○ヒキダシ　アルケド　ソン

ナカ　イレタッテ　スーグ

ナクナッチャウ。（自一1男

5－7）

○ウーン　ユメッテ　ユッタ

ッテ　イWイVノ　ユメガ

アルカラネ。（二一see　6－

6）

○ドウシテッテ　イッタッテ

ネ　アノ　シンブンネ　ツク

ルッテ　シンブン　ツクッタ

ラネ　アノ　ジガネ　ヨク

オボエラレルカラ。（赤一G

男6－1）

○ガオガオッテ　ヤッテモネ

トベナク　ナッチャツタノ。

（赤一t男5－1）

○ントネ　ブッタッテ　ント

オコラエナイヨ。（自一t男

5－3）

○ショイデネ　カイダンニ

イッタッテモ　ドコヲ　サガ

シタッテモ　ナイカラネ（自

一1女4－7）

○アノ　アサン　ナッテモ

マダ　オキナイノ。（神一三男

4－O）

○コロンダッチ　ナカナイヨ。

（神一高男4－4）

○ドッチノ　ミチ　イッタッ

テボクノネーアルアル
ノ。（神一場男3－10）
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第9章　ボイス

9．1幼晃の使用したボイス動詞

　幼児は，右の表にあるように，日本語のボイス動詞の全

般にわたって使用することができる。

　なお，ボイスとしては，ほかにも，つぎのようにいくつ

かのものがあるが，省略した。しかけのボイス（active

voice）を，うけみと対立させてとらえなければならないの

だが，今圏は，しなかった。根：互のボイス　（reciprocal

voice）は，　fよみあう」というかたちであらわされるが，かなりのていどに語い的であるので

やめた。日本語の再帰のボイス（reflexive　voice）は，いろいろのおもしろい問題をふくんでい

るが，現象が統語論的にあらわれるので，ここではとりあげなかった。

年年年
長中少

うけみ よまれる ○○○

優役 よませる ○○○

使役一うけみ よまされる ○○○

可能
　よめるo　よまれる ○○○

宦宦

9．2　語形のバリエーション

　ボイス動詞は，動詞の語形変化の形式的な側面，つまり，五段（強変化）か一段（弱変化）か

などによって，接尾形式をことにする。また，使役の接尾辞には，一段のものと五段のものとが

ある。このような点から，ボイス動詞は，いろいろな語形のバリエーションをもつ。

五段
年年年
ｷ中少

一段
年年年
ｷ中少

力変
年年年
ｷ中少

サ変
年年年

ｷ中少

うけみ よまれる ○○○ たべられる ○○○ こられる される

使役1

@　2

よませる

謔ﾜす

○○○

宦宦

たべさせる

ｽべさす

○○○

宦宦

こさせる

ｱさす

させる

ｳす
可能1

@　2

よめる

謔ﾜれる

○○○

宦宦

たべれる

ｽべられる

○○○

宦宦

これる

ｱられる

○
○
○

できる ○○○

　なお，使役形のところにあげたのは，使役一やりもらい形の例をふくんでいる。

　可能動詞の「たべれる」「これる！などをあやまりとする見方もあると・おもうが，これは，ボイ

ス可能からムード可能へという発展途上にある現代日本語の可能動詞の歴史的な過程のなかで必

然的にうみだされてきた形式であり，どんどんふえつつあるので，ここでは，ただしい語形とし

てあつかう。

　「できる」は，代用という語形つくりのてつづきで，サ変動詞のパラダイムのなかにはいってき

た形式である。

種　類 年　　長 兇 年 中 児 年　　少　　児

うけみ
宦@　詞
ﾜ　　段 ○イタズラシタ トキハ シ ○コドモガネ ウントネ オ Oオトウサンニ　イツ

㎜
盗
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段

使役動詞

五段1

五段2

一段1

一段2

サ変1

う
詞
ら

・
動
せ

役
み
ま

使
け
よ

るれ

や
い
詞
て

一
ら
　
せ

窒
も
　
ま

そ使
り
動
よ

るげあ

カラレル。（赤一。男6－3＞

○ソノ　トキ　クマガネ　ヒ

カレチャッタノ。（自一E男

5－7）

○ソイデ　　イヌモ　　｝シ　　ト

ッテルカラ　ステラレテネ

（自一d女5－11）

○ココ　オイツコウト　シタ

ラ　ニゲラレタカラネ　（自

一f男5－5）

○ウントネ　ハシラセテ　ア

ソブノ。　（自一d男6－1）

○ケライタチガネ　マチジュ

ウノ　オンナノ　ヒトニ　ハ

カセテネー　（自一1女5－

7）

○「ノマシテ」ッテ　（赤一E

女5－8＞

○マエ　ナンカ　コロサシタ

トカ　（赤一w男6－3）

○「カクレナサイ」ッテ　イッ

テ　カクレサシタノ。（赤一

y男5－7）
○ハンニンヲネ　ツカマエサ、

シタカラネ　（赤一。男5－

10）

○オナカガイッパイニ　ナ

ル　クスリ　ノマセラレチャ

ッタ。（自一b男6－0＞

○「バケツノ　ボウシヲ　カ

ブッテ　イテ　クダサイ」ッ

テ　イッテネ，アカイ　ボウ

オトウサンニ　オコラレテネ

（神一規男4－6）

○〔Q太郎は〕アルイテタラ，

マタ　ブルドックニ　カミツ

カレタノ。（ノ」・一山中女5－

o）

○オリーブガネ　ブルートッ

テ　イウ　オトコニ　ツカマ

エラレテネ　（神一一松女4－

8）

○シマウマガ　ライオンニ

オイカケラレテネ　（赤一t

男5－1）

○ボクガ　トモチャン　アガ

ラセタリネ　（一一t男5－
3）

○ヨウフク　ヌガセテネ　ソ

レデネ　ヤイテ　タベンノ。

（／」、一海男4－3）

○フトラシテ　タベチャウ。

（赤一e女4－9）

○オカアサンガネ　フタリ

フタリノ　オネエサンニダケ

ニ　キレイナ　ヨウフクヲ

キサセテ　オシ心房　カエッ

テ　イッテ　シマッタンダッ

テ。（赤一p女5－2）

○オサカナヲ　タベサシタリ

ゴハンヲ　タベサシタリ　ソ

ウシテ　オオキク　ナッテ

（神一師女4－11＞

○「イカセテ　アゲヨウJト

イッテ　（赤一p女5－2）

コラレテンノ。（神一三男4

－o）

○コドモガ　デテ　キタカラ

ネ　ウント　ココネ　カジラ

レチャッタノ。（神一鈴男3

－6）

○アカズキンチャン　オオカ

ミニ　タベラレチャウノ。

（小一原女3－7）

○ユッタカラ　キ・カセテヨ。

（赤一n男3－7）

○コレ　ヤラシテヨ。（赤一

n男3－7）
○ソレハ　シラサレナインダ

ケドナ。（赤一d男4－2）

○「ダレダ　ォレノ　ハシヲ

ガタゴトサセルノハ？」（神

一場男3－10）

○オウチニネ　ツレテ　キテ

ツレテ　キテネ　ミルク　ン

トネ　ギュウニュウ　ノマセ
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よまして

よませて

くれる

よまして

よませて

もらっ

よまして

もらっ

可能動飼

五段1

五段2

シヲ　カブラセテ　アゲタノ。

（七一h女6－6）

○チョットグライ　ント　ミ

サシ　ミサシテ　アゲナサイ

ヨ。（自一B男5－7）

○コドモノ　コトヲネ　ヨク

アソバセテ　クレルカラ

（赤一k女6－2）

○ヒトツ　ワタシニモ　オド

ラシテ　クダサイ。（赤一w

男6－3）

○オカネ　イッパイ　ツカワ

シテ　クレルカラ。（自一r

女5－7）

○ルイコ　オバチャンニ　ジ

テンシャニモ　ノラセテ　モ

ラッタシサ　（赤一i男6－

2）

○レコードノネ　カケテ　ク

レテネ，エート　エホン　キ

カシテ　モラッタノ。（二一

a男5－8）

○アタシ　オカアサン　ムカ

エニ　コナクッテモネ　ヒト

リデ　カエレルヨ。（赤一E

女5－8＞

○ボクネ　ナツヤスミジュウ

ニネ　コンナ　アツイ　ホン

ミンナ　ヨンジャオウト　オ

モッタケド　ヨメナカッタノ

（三一t男6－0）

○アノネ　コドモノ　ケン

ナカッテネ，イカレナカッタ

ノ。（自一C男5－11）

○チュウシャシタカラ　ジデ

○イロンナ　ゴチソウ　ツク

ッテネ　ヨソノ　ヒトニ：・　ウ

ソッコニ　タベサシテ　アゲ

ノレノ，　（ノ」、一箆女4－7＞

OFコンドハ　アナタノ　バ

ンデスヨ」ト　イッテ　　キレ

イナ　ピカピカノ　アノー

キレイナ　ドレスヲ　キサセ

テ　クレテ　（画一p女5－
2）

○「デモ　ジュウニジヲノ

カネガ　ナリオワルマデニハ

アノ　カエッテ　クルンダヨ，

マホウガ　キカナク　ナルカ

ラネ」ト　イッテ　ハイラセ

テ　モラッタノ。（赤一P女

5－2り

○どうしておっとめしたいの

？　オカネ　モラエルカラ。

（赤一i女5－3）

’○キュウタロウハネ　ソラヲ

トベルシネ　（赤一r女4－
10）

○ウーント　ドコデモ　マッ

スグイカレル。（自一d女
4　一ll）

○おいのりしたら，どういう

テ　アゲテウノ。（赤一i男

4－2）

○デンシンバシラニネ　ノボ

ッタリ　シテタンダヨー。シ

ョシテ　トビオイチャッタ，

シトイデ。タカイカッタヨ。

チアキチャンタチモ　イタカ

ラネー　アノネ　ノボラシテ

モラッタネ，ピョント　トン

ジャッタノ。（神一狗女4－

3）

○どんなゆめみる？　イエナ

ィヨ。（小一新男3－10）

○ノコチャン　オオキイ　コ

エ　ダセナイモン。（小一藤

女3－10）

○トオイ　オフヨマデ　イカ

エナイカラネ。（神一狗女4

－3）
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一段1

一段2

力変1

力変2

サ　　変

ンンヤニ　ノラレナカッタヨ。

（赤一重男6－2）

○ウント　マダ　イッパイネ

サガサレナイ　ヒトガ　イル

カラネ　（二一zn女6－4）

Oソレカラ　マダ　ミレル

モノ　アルヨ。（画一F男5

－9）

○ウント　イッパイ　カゾェ

エル。（赤一B女5－8＞

○ウート　ヤッツシカ　カゾ

エラレナイ。（赤一C男5－
6）

Oソレカラ　レイジョウコニ

バケラレルノ。（赤一b男6

－5）

○ダカラネ　ツレテ　コレナ

カッタンダッテ。（八一g女

5　一1！）

○カメハ　　ココロ　ココマデ

アノネ　コラレナイデシヨ。

（自一d女5－11＞

○ダッチサー　イロンナ　モ

ノ　ケンキュウデキルカラ。

（赤一q男5－11）

ことになるの？アノネ　ジジ

カカレルノ。（小一樋男4－

3）

○どうしたの，これ？　ダッ

チ　イワレナインダモン。

（小一関男5－0）

○アンマリネ　カオ　ヨク

ミレナカッタンダッテ。（小

一大男4－6）

○アソコデネ　エサヲ　タベ

ラレルンダ。（赤一i女5－
3）

○チビッチャイ　ネコ　オリ

ランナイノ　ヒトリデ。（神
　　　　つ
一渡男4－6）

○ひとりでこられるの？　コ

ラレナイ。タクサン　ワタル

トコガ　アッテ。（小一久女

4－7）

○オトウサンガキテネー

ナンニモネ　デキナクテネ

（神一増女4－l！＞

○エットネ　トブノ。ソイデ

ヤッツケレル。（赤一m男4

－1）

Oカクレチャッタノ。ソイデ

ミ　ミランナクッタ，ミラン

ナカッタノ。（神一三男4－

o＞

○イチ　ニイ　サン　シィ

ゴウ　Vク　シチ　ハチ　キ

ュウ　ジュウマデ　カゾエラ

レルノ。（赤一m男4－1）

○アトハネ……ミッチュシカ

オハナシ　デキナィ。（神一

高男4－3）

9．3かたちくずれ

9．31　うけみ鋤詞のばあい

　まず，音声的なもの。今團の資料は，その文字化がカタカナによってなされているように，音

声分析を目的としていないので，音声的な問題を検討することはできないが，ただ，カタカナ表

記のはんい内でいえることとして，r音の脱落を，いちおうあげておく。

　かたちづくりの面からみると，五段動詞のばあいの語尾一areruが，一段のばあいにひかれて，

　erareruになるものがみられた。

　また，意味用法と関連するものとして，「していられる」という持続アスペクト動詞のうけみ

がみられた。このかたちは，　「校長にながいはなしをしていられた1のような，めいわくのうけ

みのときだけにとりうる形式で，そうでないばあいには，　「されている」にならなければならな

い。
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種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　住

うけみ
動　　詞

遡
レ→　工 ○ンートネ　ブッタッテ ○ショウシテネ　シェブ

オコラエナイヨ。（自一t男　　一

ヤラ玉ナイ。（神一高男4

5－3）

レ→イ ○センセイガ　オキテ　キタ
○オコライルノ。　「ダメ3ッ　　　　　

ラ，　　フタリトモ　塑 テ　オコライルノ。（小一足

ゴ≧処＿（自一k男5－8） 男5－0）

レ　→　ン
○ダレニモ　オコランナ　　　　　　　　”　…

イ。　（自一P男4－7）

かたちつ
くり

一フレル→ ○ソノ　シトニ　　ツカマエレ

レル テネ（赤一Q男6－4）一

一are獄→ ○カミシバイハネ　　ウサギノ ○オンモ　ダセラレル。（小一

一erareru 　　　　　　　　　　　一l　シッポノ　カワ　ムケフ 関男5－0）

レタ　コト。（赤一〇男6一 ○アノネーオンナノ　コー

一2） トー　オモエラレチャウカラ

ハズカシイノ。（神一村男4

一3）

派生動詞
つくり　　　一ヨマセブ

○シンデレラバ　カワイソウ

レテイル ナ　コデシタ。　イジワルオ
→ヨマセ
eイラレ

ネエサンヤ　イジワルオカア

ル サンノ　オシゴトバカリ　サ　　　　　　　　　　　一

セテ　イラレマシタ。（赤一p

女5－2） 究

9．32使役鋤詞のばあい

　かたちづくりの面のあやまりがある。五段動詞のばあいに，一段のばあいにひかれて「よまさ

せる」になるもの，動詞のラ行語尾が，接尾語との関係で変化をきたし「あったませる」「おり

らすjになるものなどがあった。

　また，使役動詞でない他動詞が使役動詞にひかれて一段化するものもあった。

種　類 年 長 児 年　　中　　児 年　　少　　児

使役動詞一段セル

ヨマセル
ｨヨマサ
Zル・ヨ

○ナンニモネ　ゴハンネ　ソ

Eジモネ　シンデレラバッカ

○ボク　イチド。イチド

Tシテヨ。（赤一n男3一

マス リ　ヤラサセテネ　ジブンネ

並
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ヨマセル
→ヨセル

段
オリサス

→オリラ
ス

他動詞と

使役のと

けあい

シナイノ。（小一窪女4一一8）

○ソレデ　アッタカイ　　トコ

ニ　イッテ　オヒサマデ　ア

ッタマセルカラ　マタ　ドン

ドン　ノビテ　キレイナ　オ

ハナガ　サイタノ。（赤一f女

4－10）

○チビッチャイ　ネコ　オリ

ランナイノ，　ヒトリデ。ダ

カラ　ネー　オッキイ　ネコ

ガ　オリラシテ　アゲルンダ

ヨ。（神一渡男4－6）

○ソレデネ　チマウマ　ミン

ナヲ　ヨンデネ　ソレカラ

ライオン　オドカセチャッタ

ノ。（赤一g女4－8）

9．33可能鋤詞のばあい

　かたちづくりの面では，第一可能動詞をさらに第二可能動詞にするもの，サ変動詞を「できる」

にしないで，「られる」系のいいかたにしようとしたものなどがあった。

　また，カテゴリカルなものとしては，可能動詞は「よめたい」にならないのに，それにしょうと

したものがあった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年 少 児

誹

可能動詞
ﾜ　　段一

ヨメル吟
ヨメラレ ○アノネ　ヘィキショウノ ○絵をみながらおはなしして
ル

’ホウカラネ　ズット　マッス ／　ヨメラメナイ。（小一関

グ　イケライルシネ，パンヤ 男5－0）

サン　マッズ　イッテネ ノぐ ○どうしてひとりでおぼえた

ンヤサンノ　トコヲ　マガッ の？　ヨミラレンダカラ，チ

テ　ネ　イケライル トコロ。 ビクロサンボノ　オハナシダ

（自一d女5－1D ッテ（小一清女4－8）

○ミンナデ　イッショニ ク

一ラセラレタノ。（赤一u女5

一11）

サ　　変
デキノレ縛 ○ダレカ　ソノ　ネズミヲ ○アソンデン　トキ　ストム
一ラレル タイジサセ，ラレル　モノハ ヘンジシラレルノ。「アジャア
系

ネ　ウント　タイジシテ コ ジャ」　トカ。（自一s男4一

イ。（赤一m女6－3） 10）

一llC一



派飽形容
詞つくり

○オトウサンガ　キテネ　ナ

ンニモネ　デキナクテネ　ウ

ントネ　ナンカ　デキタイ

コトガナイカナート　オモ

ウコト。（神一増女4－11）

9．4　うけみ動詞の用法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泌）
　うけみ動詞には，つぎのような用法がある。

　　1）（直接対象のうけみ）active　voiceの動詞のしめす動きの直接対象（「一を」）を主語とし

　　　てあらわす。

　　　　　縁㌦ぐ繋li熟．

2）　（あいてのうけみ）active　voiceの動詞のしめすうごきのあいて（「一に」「一と」など）

　を主語としてあらわす。

　　　　　のら犬が　　太郎に　　かみついた。　　　｛太郎が〉湯ら犬にかみつかれた．

　　　｛鷲〉く奏蒜絶籍菱翫．

3）　（もちぬしのうけみ）active　voiceの動詞のしめす動きの対象のもちぬしを主語としてあ

　らわす。

　　　磨き禦の）さいふをす＿　　　　　　　　　　　　　　　さいふを　　すった。

　　　傭墾諜の）絵を絵をほ識1：

　4）　（第三者のうけみ）active　voiceの動詞のしめすうごきによってめいわくをうける第三者

（active　voiceの文には登場しない第三者）を主語としてあらわす。「めいわくのうけみ」ともいう。

　　　　　儂詳設ふられた．

　　　　　　となりの　　むすこが　　一晩中　　レコードを　　かけた。　　　　　｛わたしたちは禽碗す。に謝＿ドをかけられた．

　　　　第三者のうけみのばあい，自動詞も，これになる。

注1）例は鈴木重幸1972からかりた。
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　幼児のうけみの用法をみると，1）～3）のうけみは多くみられたが，第三者のうけみは，1例

しかなかった。その1例も，あるいは，あいてのうけみかもしれない。もし，active　voiceにあい

てとして「わたし」を登場させることができるならば，あいてのうけみである。

　　　　　　　カエルガ　　ボクカラ　　ニゲタ。　　　　　｛

　　　　　　　ボクハ　カエルニ　ニゲラレタ。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

○ネズミト　クマガ　トラッ

Nニ　ハネトバサレチャッタ

○マホウツカイノ　オバアサ

塔jネ　ツカマエラレテ（赤

○オトウサンニイツモ空コラレテンノ。（神一三男4

ノ。（赤一v男6－5）『○ライオンガ　ウマノ，ネ

Vマウマニネ　ケットバサレ

一i女5－3）
寃Eントネ　ウチ　ツクッテ

l　オオカミニ　　コワサレテ

一〇）

寃Aカズキンチャン　オオカ

~ニ　タベラレチャウノ。
タノ。（自一w女6－5）｝

薩接的な
､けみ

ﾔ接的な
､けみ

烽ｿぬし
ﾌうけみ

○ボクタチハネ，ホリグチク

塔e　イウ　コト　マアチャ

塔e　イウ　コガ　イルンダ

?ネ，ボクト。センセイニ

Tンバカタイショウッッテ

Cワレタノ。（自一b男6－
O＞

寃lズミト　クマ　ドウロン

Wドウシャニ　ブツカラレチ

（神一北男4－11）

寃Nミチャン　ヨク　ママニ

Iモダ　オモチャタイジンダ

[ナンテ　イワレルヨ。（小

齊R中女5－0）

寃Vンデレラパ　オカアサン

j　　イッパイ　　オシゴトヲ

Cイツケラレテンデショ。

（小一原女3－7）

寃Nマサンガネ　トラックネ

gラックユ　　ヒカレチャッタ

ヤッタノ。（自一k男5－8）

○オセンタクトカネ　アトハ

l　ナンカ　カクノ　タノマ

（四一P女5－2）
寃pパノネ　オシゴトヲ　タ　　　　　　　　　　　｝　　　へ　　　　、ノマレァ不　イッタリナンカ

ノ
。
（
赤
一
a
女
3
－
1
0
）
｝
○
コ
ド
モ
ガ
　
デ
テ
　
キ
タ
カ
ラ
ネ
　
　
ウ
ン
ト
　
コ
コ
　
カ
ジ
ラ
レ

レテルノ。（一一A女6－1）

○コレ　ナーニッテ　キカレ

ルトネ　ホントハ　シラナカ

ッタンダヨ　モウ。（自一〇女

U－1）

寃Iニノ　オウサマハネ　テ

[　　トラレチャッタノネ。

スル。（小一押女5－1）

寃Lヌガワオンセン　テッテ

l　ママ　ママト　リョウチ

ャ塔l　オサルノ　オヤブン

jネ　オカシ　トライチャッ

チャッタ。（神一鈴男3－6）（赤一E女5－8）

寃sョンハネ　ステラレチャ

bテネ　オウチヲネ　ウント

l　トラレチャッテネ（自一

タノ。（ノ」・一村男4－9）一

m女6－4）
寃Eントネ　　ダイヤ　　トラレ

○オバケノ　キ・ユウタロウハ

Cヌガ　コワイカラ　ニゲタ

堰@ブルドックニ　アイ　ア

m　オシリン　トコヲ　カマ
2　トキトカネ（赤一E女5－8）

　　　　　　　　　　一激`ャッタ。（小一山中飛5一

0）

寃lズミガ　デテ　キテ　コ
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第三巻の
うけみ

コ　タベラレチャッタノ。（小

一清女4－8）

○オオワダ　イッタ　トキハ

ネ　カエル　オッキイノ　イ

タデショ。ソシテ　ニゲライ

チャッタノ。（盧一p男4－7）

　うけみ文の，名詞の格のあやまったものがかなりみうけられた。これらの格のあやまりが，う

けみ動詞の格支配の法則の未習得によるものか，それとも，文構成の際のみだれによるものかは，

はっきりしない。

種　類 年　　長 児 年　　中　　児 年　　少　　児

下馴ガ ○オカアサンガネ アノ ○ダンプカーガネ　ヒカレル

「ダイドコロヲ

Vナサイ」トカネ

キ・レイニ

@イイツケ

　　　　　　　　　『g　モ，モッテネー　クマチーヤン　ニゲテンノ。（尺一b女

ラレチャッタカラネ（赤一p 3－10）

女6－2） ○オオカミガ　アカズキンデ

ウー　タベラレチャウノ。

ニー〉はだ ○ウント　センセイ　オコラ

（小一原女3－7）

塑 エチャウノ。（神一鎌女4－5）

ガ吟デ ○オオカミガ　アカズキンデ

ウー　タベラレチャウノb

ヲ→二 ○オトウチャンハネ アノ

（小一原女3－7）

ジドウシャユ　マタ ドロボ

ウニ　　トラレルカラネ ノくン

ヲ吟ガ

シトイテネ（自一p女6－1）

○アタシパ　オカアサンカラ

イッパイ　オシゴトガ　イイ
　　　　　　　　　　『cケラレテンデスモノ。（赤一

P女5－2）

9．5使役動詞の用法

　使役の動詞は，使役の用法と放妊の用法をもっている。また，使役の意味は他動詞の意味と連

続的につながっていて，この両形式の用法が部分的にかさなりあっている。そのため，使役形式

の用法として，他動詞的な用法というものをあげなければならない。

　こういつた点かち，幼児の使用した使役動詞をみると，そういった用法の全般にわたって使用

していることがわかる。ただし，放任は1例しかなく，この罵法のいろんな展開形式はみられな

かった。
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種類類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

使役｝ ○オォキィ　オトガ　シタカ

宴l　ジャックノ　コトネ
uカクレナサイ」ッテ　カク　　　　　　　　　　一

○ソノ　オバアサン　ワルイ

m。ソイデネ　アノー　チュ

Wュメ　ウント　ハタラカセ

○コレ　ヤラシテヨ。（赤一n

レサシタノ。（赤一v男5－7） テネ

放任｝ ○ウサギガネ　ハヤイカラネ

Jメニ　カメネ　オイツカレ

iイカラネ　ダカラネ　カメ

茶l　サツキ　アルカシテネ

　　　ソレカラネ（赤一g女一

S－8）

寃?ウフク　ヌガセテネ　ソ

激f　ヤイテ

男3－7）

寃_レダ　オレノ　ハシヲ

Kタゴトサセル　ヤチュハ？

他動詞的

（自一f男5－5）
寃Aンテナ　トコデネ　ソラ　　、ンノ不　アタマニ　ツウジサ

スノ。（三一k女5－8）｝

　　　　　　　タベンノ。

i小一海男4－3） （神一高男4－4）

9．6　可能動詞の用法

　可能動詞は，ポテンシャルな用法として能力または可能性をあらわし，アクチュアルな用法と

して，実現をあらわす。なお，ここで能力というのは，可能動詞のしめす動作の主体の能力をあ

らわしているばあいであり，可能性というのは，動作主体以外の能力ないし可能性をあらわすば

あいをさす。たとえば，

　　　○センマデ　カゾエラレルカナ　（赤一一m男5－10＞

では、かぞえる人間の能力をあらわしているが，

　　　0センタクヤサン　トコヘマガッテモ　マッスグデモ　イカレンノ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自一v男5－7）

では，いくひとの能力ではなく，みちの可能性をいっている。

　幼児は，可能動詞のもっこれらの基本的な用法をみんなつかっていた。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

能力 ○センマデ　カゾエラレルカ

一 ナ。（赤一m男5－10）　○ヒラコカナハ　モウ　ゼン

u　ヨメル。カタカナモ　ス

○ネンドデネ　ボクネ　シン

Sウ　ツクレルノ。（神一宮

j5－0）
寃`ビッチャイ　ネコ　オリ　　　　　　　　　　一

○ボクネ　オネエチャンノ

W　ミルダケデ　カケルノ。

i赤一d男4－2）

宦c…ジュウマデ　カゾエラ

　　　　　　　●宴塔iイノ，ヒトリデ。（神 レルノ。（赤一m男4－／）

可能性

コシ。アト　カンジモ　スコ

V　ヨメル。．（赤一p男5一 一二男4－6）

寃Aッチ　イッテモ　カエレ

11）

寃Zンタクヤサン　トコヘ

}ガッテモ　マッスグデモ

Cカレンノ。（自一v男5一

ルシ

○センガ　チュイテル　　トコ

Aブナイカラ，トオレナイカ＿　アッチ　イッテモ　皇エレル。（小一海男4－3）

@　　　　　　　チュクレル7） ○テッポウダマ

二≧。　（神一三男3－8）

寃Iクジョウデモネ　タベラ
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実現

○［レーシングカー一は］マダ

カエナイヨ，アト　サン　サ

サンエンジャナイト。（自一

y男6－Q）

○ヤンチイ　トコロハ　シロ

イ　マンマデネ　デヤクソ

ク　マモレタ　トコロハ　ヌ

ル　コト。（赤心H女5－8）

○ソン　トキ　ヨルネ　アン

マリ　ネムレナカッタ。（自

一y　ce　6－O）

オモチャ。（二一q男5－4）

○オウチハネ　モウ　ニカイ

ダテ　ツクレテネ，ボクノ

オヘヤ　ニカイダテナノ。

（自一s男4－10）

○ヒトリデ　ダコウト　オモ

ッタケド　ダケナカッタカラ

アキ・ラメチャッタ。（小一久

女4－7）

レル　トコガアンノ。（神

一三男4－O）

○ライヨンガオイツケタノ。

（神一泣女4－3）

○モウ　スコシデ　アケラレ

ルノ。（小一乙女4－1）

　日本語の可能動詞がボイスのなかへ整理されるのは，この形式がもともと，うけみと未分化な

かたちで発生し，いまでも，うけみとおなじ形式をもっており，意味のうえで，動作対象の能力

をあらわしたり，文構造の面で動作対象が主格（「一が」の形）であらわされたりするからである。

しかし，一方，可能動詞のボイスからの解放過程も進行していて，統語論的には，動作主体を主

格で，動作対象を対格（r一を3）であらわす傾向がつよまると同時に，形態論的には，第一可能

動詞の勢力が稲対的なつよさをどんどんのばしつつある。

　そこで，今回の資料を格支配の点から分類してみた。これが言語発達のうえでどんな意味をも

つかしらないが，文法史のうえでは，将来かえりみるときの一つの資料になるだろう。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

薩接対象
?の絡
ﾈまえ格 ○キンギョネ　ツレナカッタ

○オオキイ　コエ　ダセナイ　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

○ダッテサ　ハタライテサー

Iカネ　モラエルシ。（赤一 モン。（小一藤女3－10）

P男5－11）

寃`ョウチョトカネ　イロン
i　ウタ　ウタエル。（赤一…

j女5－8）
寃Wケンノ　トキハ　スピー

Zオカネ　モラエルカラ。

i赤一i女5－3）

寃Iヒシャマ　カケルモン

{ク。（神一渡男4－6）

寃W　ヨメナイノ。（専一v

○アイゥェオノ　ホン　ミイ
`ャン　ジブンデ　ヨメンノ　　　　　　　　｝

i小一矢女4－0＞

寃sコウキ　ミラレナカッタ

ド　ダセル。（三一g男5一
怐j

ノ。（赤一i男4－2）｝○ミッチュシカ　オハナシ

fキナイ。（神一高男4－4）

○オベベ　キラエルカラ。 ○ウートーネ　カズ　カゾエ

戟Cレナイケド，（神一一折女（霞一P女6－1）

寃_ッテサ　イロンナ　モン

　一j4－7）

寃_ッチ　ジガ　ヨメンダモ

c○ジガ

　　　　　　　　　　『Pンキュウデキルカラ。（赤

主　　格

一q男5－11）

寃Aタイハ　ジガネ　ヨメル

4－3）

寃eレビガネ　モウネ　チュ　　　　　　　　　　一

｝ 柵工ナイノ。（三一f女4一ノ。（赤一　f女5－　9）一〇ねんどすき？　ン。どして

H　イロンナ　モノガ　ツク

ン。（小一野女4－9）
@　　　ヨメナイモン。（小一一中男4－6） 2）

寃Tンダーバードガ　モラエ
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対　　格

とりたて
形式

とおりみ
ちの状況
語の格

なまえ格

主　　格

対　　格

レルカラ。（赤一r女5－10）

○クマガネ　ネズミヲ　オイ

カケラエヌカラ。（自一E男

5－7）

○ウン　ソレハ　ハナセナイ。

（赤一s男6－6）

○［かぶとむし］オスモ　メス

モ　ツカメル。（赤一k女5

－8）

○ダッチ　ナンデモ　ロボッ

トデモ　ツクレルンダ。（赤

一s男6－6）
○ヤッツシカ　カゾエラレナ

イ。（赤一C男5－6）

○ボク　ホンナンカ　シトり

デ　ヨメルモン。（霞一t男

6－2）

○ムコウ　マガッテ　アカイ

ダンチ　イカレルシ（赤一v

男6－5）

○アソコデネ　エサヲ　タベ

ラレルンダ。（赤一i女5－
3）

○オトウサンガ　キテネ　ナ

ンニモネ　デキナクテネー一

（神一増女4－11）

○ホンナンカ　モウネ　ヨメ

ルノ。（赤一k女5－3）

○テツジンノッキリ　ヨメナ

イケドネ。（赤一t男5－1）

○ジロウシャダッテ　ツクレ

ンノ。（自一s男4－10）

○カベ　ヌケラレルヨ。（赤

一d男5－4）
○ソラ　トベル。（赤一U男

5－6＞

○オバケノ　キュウタロウガ

デテキテネ　オソラガ　トベ

テネ（赤一i女5－3）

○アノネ　キュウタロウハネ

ソラヲ　トベルシ（赤一r女

4－10）

ルンダッテ。（赤一一d男4－

2）

○ヨムノハネー　デキナイ。

（神一高男4－4）

○ココモ　ヨメテ，ココモ。

（神一場男3－10）

○バーラガ　サイタ　ケーキ。

バラダッチ　タベラレルンダ

ヨ。（神一三男4－0）

○センガ　チュイテル　トコ

アブナイカラ　トオレナイカ

ラ（神一宮男3－8）
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第10章　やりもらい

10．1幼児の使用したやりもらい動詞

　幼児の使用した語形は，みぎのとおりである。やりもらいは，だれ

のためにするかをあらわすカテゴリーである。やりもらいは，人称と

関係していて，そのサービスの方向は，ときに，動作自身のもつ方向

と逆であったりして，ひじょうにむずかしい法則である。

　にもかかわらず，今回の幼児は，この3種のやりもらい動詞をすべ

てつかっており，しかも，3種のつかいわけができていることは，お

どろくべき事実として，ここに記録しておく必要があるだろう。とく

に，ボイスのほうでは，格支配のあやまりがあったのに，こっちではなかったということも特筆

にあたいするだろう。

　「よんであげる3は，fよんでいただく」や「よんでくださる」のようには敬語性をもっていないし，

「よんでくださる」は，質問にひかれて，でてきた例だけであるので，この段階では，敬語はほと

んどでてこないといってよいだろう。

　「ヨンダゲル」というかたちは，あまりつかわれなかった。

　なお，　「してくれる」の命令形は，いろんなかたちがっかわれた。

年年年
ｷ中少

よんでやる

謔�ﾅあげる

○○○

宦宦

よんでもらう

謔�ﾅいただく

○○○

よんでくれる

謔�ﾅくださる

○○○

宦

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

よんでや
驍謔�ﾅや

○コドモガネ　カメネ　イタ

Yラシテタンデネ　ウ　ウン

gサ　ツリニ　キ・タ　ウラシ

}タロウガ　タスケテ　ヤッ

○ママネ　アノネ　オニイチ

ャ塔^チ　イルカラネ　メン

hウ　ミテ　ヤンナクチャ

○ソンナラ　オマエヲ　ヒト

mミニ　シテ　ヤルゾ。（神

鼡ﾊ男4－0他）
寃Eントネ　コンド　モッテ　　　　　　　　　｝

タノ。（自一g男5－8）

ナラナインダケレドネ（小一

ﾍ女4－7）
寃{クガネ　アソンデ　ヤル

ッテ　ヤル　。（ノ」・一金男4

亙
よ
ん
で
あ

一○ハナヲ　ソダテテネ　ソレ

Jラ　ミズ　ヤッテネ　ソウ

сbテテ　ミズヲ　カケテ

сbタラ　ピーント　ナッタ

トネ　ケンカシテテモ　スグー

一1）

寃qトガネ　オハナニ　オミ

Y　カケテ　アゲテンノ。

＿一ｰる一

?ンデア
Qル

ノ。　（自一s男5－9）

寃{クガネ　ムシメガネ　モ

bテルカラ　カシテ　アゲル

ナカナオリ。（二一u男5－

U）

寃Iカアサンニネ　オオキク

iッタラネ　ウント　ダイヤ

c塔h　カッテ　アゲンノ。カラネ。（赤一q男5－11）

○クシトネ　リボン　モッテ

^カラネ　ソレ　ダシテネ

gカシテ　アゲテネ　ソシテ

（小一一男4－4）

寃jンゲンガ　オハナニ　ミ

Y　カケテ　アゲンノ。（神

（赤一a女3－10）

寃Iウチニ　ツレテ　キテネ

~ルク　　ント　ギュウニュウ

mマセテ　アゲテウノ。（赤
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ヨンダゲ
ル

してもら
う

してもら
．i2一

よんでく
れる
よんでく

縫

《でんよ
る隠だ

形令命
《でんよ

れ

《でん
よ

よ
れ

ネ　タクサンネ　アンデネ

タクサン　アンデネ　ソシテ

不　リボン　ツケァ　アゲテ

ネ。　（七一m女6－4）

○ボクガ　ウマク　アケタゲ

ルヨ。（赤一1女6－6）

○だれに字をおそわったの？

アノネー　パパニ　コクバン

カッテ　モラッテネ　バパニ．

オシエテ　モラッタノ。（自

一1女5－7）
○ニホンノ　オバケガ　ユウ

ショウシタモンデネ　キ・ユウ

チャンネ　バッチネ　ウーン

ト　ココニ　ツケテ　モラッ

タノ。（赤一1女5－8＞

○だれいちばんすき？　悟了

アサン。どうして？　コヅカ

イ　クレタリネ　ゴハン　ツ

クッテ　クレタリ　ナニカ

カッテ　クレタリ　スルカラ。

（赤一1女5－8）

○本屋さんにっとめてるの？

そう。ダカラ　コウイウ　ホ

ンネ　ウッテルカラネ　イツ

モ　イツモネ　シャチョウニ

ネ　オネガイシテネ　モラッ

テキテクレルノ。（自一

P女6－1）
○トキドキネ　オカエリニ

ゴホン　ヨンデ　クダサッタ

リ　スル。（赤一p女6－2）

○オーイ　マッチ　クレヨ。

（七一N女5－7）

○「ウー　トッテ　クレヨ。」

ッテ　　カニガ　　イッタノニ。

（三一g男5－10）

一伊男4－1）

○ジャウタウタッテア
ゲヨウカ。（小一志男4－2）

○ジャー　オシエタゲル。

（自一s男4－10＞

○タトエバ　パパニ　ドウブ

ツエンニ　ツレテ　イッテ

モラッタ　ユメトカ。（小一

山中女5－O）

○字どうしておぼえたの？

オカアサンニ　オシエテ　モ

ラッタノ。（ノ」・一ノ」・島女4－

2）

○オマツリ　イク

テッポウ　カッテ

テ

トキ・ネ

クレタノ，

パパガ。ソウシテネ　ソウシ

　　ワタガシモ　カッテ　ク

レタノ。（自一a男4－9）

○オカアサン？　ンートネ

ボクノ　ブユズボントネ　ソ

ート　フユ　ナツノ　ネ　ボ

ウシ　ムイワラボウシ　ヌッ

テ　クレテンノ。（自一s男

4　一IO）

○絵本よんでくださる，おか

あさんは？　ウン　ヨンデ

クダサル。（小一横男4－4）

○ハヤク　オヒルヲ　ツクッ

テ　クレ。（神一桑女4－10）

一i男4－2）
○赤ちゃんとあそぶの？　ア

ンブ。かわいい？　ウン。

「カワイイ　ウサチャン」ナ

ンカ　カシテ　アゲルヨ。

（赤一a女3－10）

○ドウブツエンノ　オハナシ

シタギョウカ。（赤一t女4

－4）

○オシエタギョウカ。（赤一

d男4－2）

○ユゥコ　オネエチャンニ

カゾエテ　モラウノ。（神一

三女4－3）

○ママニ　ゴホン　ヨンデ

モラッテ　シッテタノ。（赤

一1男4－3）
○コレハネ　サブアンチャン

ニ　カッテ　モラッタ。（神

一場外3－10）

○オトウサンネ　ドッカ　ツ

レテッテ　クレルカラ。（自

一b女3－10）

○ボクハネオコルトネマ
マハネ　キイテクレナイノ。

（赤一p男3－7）

○ヨルネ　オジイチャンジャ

ナクッチャ　オハナシ　シテ

クレナイ。（神一三男4－0）

○オシャカナ　トッテ　キタ

ンダッテ。………ソレデネ

モッテ　キテ　クレタンダッ

テ。（自一b女3－10）

○チョット　マッチ　クレ。

ボクハ　コンナニ　チイサイ

ンダモン。（神一渡女3－10）
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《てん
な

よ
ん

くで
い

ん
さ

よ
だ

よんでち
よつだい

よんで

○オチャ

○「ハヤク

サイ」ッテ

イレテ　クンナ。

（二一f女5－9）

　　　　　ナオシテ　クダ

　　　　　オイシャサンニ

オカアチャンガ　タノンダラ

ネ。（赤一一h女6－6）

○オフロノ　ナカヘ　ピョコ

ーント　ハイッテネ　「ボク

ヲ　アラッテ　クダサイ」ッ

テ　チンチンシテネ（自一t

男6－2）

○ソウシテ　オテガミガ　キ

テ　「ゼヒ　キテ　クダサイ」

ツタノ。（赤一p女6－2＞

○タイチョウガ「ムコウ

イッテ　クダサイ」ッテ　ユ

ッタラ　ムコウ　イッテネ

（赤一m男5－IO）

○ダカラ　オジイサンヲ　ヨ

ンデ　キ・テ　「コノ　ウ　「お

おかみを］チョキット　キッ

テ　チョウダイ」ッテ　ユッ

テネ（赤一s女5－8）

○ソイデ　アタシ　イツモ

「［わたしを］オッコトサナイ

デ　チョウダイ」ッテ　イッ

トクノネ。（赤一E女5－8）

○ママト　オンナジノ　ツク

ッテ。（自一〇女6－1）

○モウネ　ウントー　イジメ

ナイデネ（赤一u女5－1！）

○ワタシモ　ツレテ　イッテ

クダサイ。（神一関女5－O）

○オフロニ　トビコミ　「ア

　ラッチ　クダサイ」ト　チン

　チン　スルノ。（神一一規男4

　6）

○シンデレラノ　クチュ　モ

ッテ　イ　モッテッタカラネ

「カエシテ　クダシャイ」ッテ

ユッチャッテモネ（自一1女

4－7）

○「ドウゾ　ボクヲ　タベナ

イデ　クダサイ，コノ　アカ

イ　ヨウフクヲ　アゲンレカラ」

ッテ　ユッテネ（神一松女4

－8）

○オネエサンセンセイガ

「オサカナトネ　モッテ　キ

テ　チョウダイ」ッテ　イッ

タノ。（／」・一野女4－9）

○ハヤク　シテー。（小一原

男5－O）

○コワイカラ　イカナイデー。

（小一押女5－！）

○ママネ　「ヤッテ　クダサ

イ」ッテ　イッタノ。［注射を］

（赤一t女4－4）

○「ボク　コンナニ　チッチ

ャインデスモノ。タベナィデ

クダサイ。」（神一寺eg　4－4）

○チョット　マッチ。（赤一

t女4－4）

10．2　rしてやる」の用法

　「してやる」の用法には，プラスのサービス，マイナスのサービス，意欲の3種類がある。意欲

というのは，　「なんでもみてやろう」「こんどこそ100点をとってやる」などの例にみられるよう

な，一一人称だけにっかえる用法である。注1）

　今回の幼児の資料には，プラスおよびマイナスのサービスはあったが，意欲をあらわすものは

なかった。

種　類 年 長 児 年　　中　　児 年　　少 児

プラスの Oボクガ ゴエン モッテタ ○ナンカ　カッテ　イッテ ○コンド　モッテッァ一 ヤル。

サービス ヤノレノ。　（自一一　n　男　5　－　5　） （小一金男婆一1＞　一　　　　、

Jブ不一 オクッテ ヤッタ

注1）　鈴木康之1969，鈴木重幸1972による。
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マイナス
のサービ
孟

ノ。（自一1男5－7）

○ハナシ　チャント　キイタ

フ不　ユルシァ　ヤッァ不。

（赤一s男6－6）

○ナカマニ　ナッテ　アゲル

カラ。（自一A女6－5）

○イツモ　オトウトト　アソ

ンデ　アゲルンダケドネー

（赤一’f女5－9）

○アノネ　クマサンガ　ネズ

ミヲ　オイカケテ　タベル

タベテ　ヤロウト　オモッタ

ラ　（赤一s女5－8）

○スグレタ　チノウデ　カン

ガエテ　ヤッツケテ　ヤ　ヤ

ンノ。（自一i男6－5）

○ヨソノ　ヒトガ　カウ　ガ

クブチヲ　トドケテ　ヤルノ

ニハ（小一箆女4－7）

○「ワータロ　ワータロ」ヲ

オシエテ　アゲヨウカ（小一

志男4－2）

○ウントネ　アカチャンニ

アソンデ　アゲルノ。（神一

規男4－6）

○ソイデネ　オミズン　ナカ

ニ　イレ　イレテ　アゲンノ。

（赤一a女3－10）

○ジャ　コンド　ウチニ　ク

ルトキニパオシエテア
ゲル。（ノ1、一神女4－1）

○ヒトノミニ　シテヤルゾ。

（神一狗女4－3他）
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第11章　アスペクト

11．1幼児の使用したアスペクト動詞

　幼児の使用したアスペクト動詞は，つぎのとおりである。

年年年

ｷ中少

持続 よんでいる

謔�ﾅる

○○○

宦宦

結果 よんである ○○○

処置 よんでおく

謔�ﾇく

○○○

宦宦

補助動

撃�ﾂ

ｩうも

ﾌ
終結 よんでしまう

謔�ｶゃう

○○○

宦宦

ちかづき よんでくる ○○○

とおのき よんでいく

謔�ﾅく

○○○

宦宦

実現

ﾀ演

よんでみる

謔�ﾅみせる

○○○

接尾辞

�ﾂか

､もの

よみかける

謔ﾝだす

謔ﾝおわる

謔ﾝきる

　○

宦@○

@○

　「よんでみる」は，鈴木1972では，もくろみ動詞に分類され，筆者も1969で同様にあつかったが，

「よんでみる」がもくろみにつかわれることは用法の…部であり，また，実現の意味は，すべての

用法に通じるので，この報告では，実現動詞として，アスペクトのなかにいれた。松下1924では

「経験態」としている。注1）　「よんでみせる」は「よんでみる」にひきずられて，ここへきたもの

であり，その位置づけの妥当性については検討していない。

　補助動詞とのくみあわせによってつくるアスペクト動詞は，幼児には，よく使贋されている。

「よんでくる」，「よんでいく」には，アスペクト動詞としての用法と，そうでない用法とがあるが，

いちおうすべての用法をここにあげておいた。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

持続動詞

謔�ﾅい

亙

○ソイデネ　ドンドン　イク
Eチニ　ウサギヤネ　ネテ　　　　　　　　　ー

○オトウサンハ　カイシャデ

nタライテ　イルノ。　（神一

○おうちではなにしてあそぶ

H　オモチャデ　アソンデ
イノレノ。　（自一　c　男6－　3） イルノ。（小一福男4－2）

○ウサギガネ　カケッコシテ

l　ンー　カメヲ　グングン

桑女4－10）

寃`ムハネ　カイガンノ　ウ

Gニ　スンデ　イマス。（自

○ウサギガ　ニゲテ　イル。

i神一寺男4－4）

注1）松下大三郎1924の366ページ
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よんでる

オイヌイテ　イル。（自一i

男6－5）

○ソレデ　シマウマガネ　ワ

ラッテルノ。（自一e男6－

1）

○ウチ　テレビ　コワレテル。

（赤一v男6－5）

○キョウタチャント　シズカ

ニ　アソンデタノ。（赤一s

女5－8）

○ブロックニ　ハイッテタ

オモチャデ　アンブ。（自一

9女5－11）

○モトコ　ミタイネ　アタマ

シテテ　ココニ　チョン　コ

ウヤッテ　ブラサガッテル

チョンマゲ　イッテルノ。

（自一d女5～11）

○ネズミガニゲテテ　クマ

ガ　オイカケテルト　ソコニ

トラックガキテ（赤一a男

5－il）

○クルマデ　ネテヨウト　オ

モッタラ（赤一d男6－4＞

○オソトデ　アソンデタリネ

（不一N女5－7）

○チョット　ココデ　アソン

デナサイ。（今一L女5－9）

○アズカッテテヨネー（自一

A女6－5）
○オモリ　シテテ　クレンノ。

（自一9男5－8）

○オバアチャン　イヌノ　セ

ワ　シテルカラネ　カツボウ

ノ　コトネ　ミテランナイノ。

（自一P女6－1）

○ウサギハ　ピョンピョン

ハネナガラ　ピョンピョン

サキニ　イッテマス。（赤一

s　eg　6－6）

○ウサギト　カメガ　カケッ

コヲ　シテマシタ。（赤一A

女6－1）
○マダ　キマッテナイ。（自

一A女6－5）

○アンマり　ヨンデナイカラ

オボエテナイ。（赤一r女5

－10）

○イエナキコ？　ウーン，ゼ

一t男5－3）

○コレ　ダレノカ　シッテル

？（自一r女4－8）

○ジテンシャデ　アソンデタ

乙ニリンシャデ。（小一志

男4－2）

○オハナニ　オミズ　アゲテ

ル　トコロ。（小一光女5－

1）

○ソレカラ　タオレテタノガ

キチント　ナッチャッタ。

（神一師女4－11）

○ウサギサン　ノロノロノロ

シテテネ（赤一t男5－1）

○ソイデ　マタ　アルイテタ

ラブルドックニカミツカ
レタ。（ノ1・一山中女5－0）

○アノ　オバアサンガ　セン

タクシテルトネー　アノーネ

（赤一一1ee　4－8）

○チョット　ワカッテテモ

ムズカシイノガ　タクサン

アッテネ（小一久女4－7）

○ナニモ　キイテナイナー。

（ノ」・一徳男4－5）

○アメ　フッテナイ　トキネ

コウエン　イクノ。（神一宮

男5－0）

　　一122一

○ジョUデ　ミズヲ「マイテ

ンノ。（自一m女3－10）

○ココ　ヒトツ　アイテルヨ。

（神一｛左女3－7＞

○カイルノ　マンガッテネ

テレビニ　ウツッテル　マン

ガ。（小一矢女4－0＞

○ウサギサンガ　ネテル　ト

キニネ　エート　カメサンガ

アッチノ　ホウ　イッチャツ

タノ。（小一新男3－10）

○オニイチャン　フジパンヤ

サン　イッテテ　コンドハ

ズット　コナインダ。（神一

三男4－O）

○ウエカラ　ミテタリ　ソイ

デネ　ニカイカラ　ジージモ

カイタリ。（赤一f女4－2）

○ウラシマタWウハネ　アノ

ネ　サカナツリ　シテタラネ

（赤一1男4－3）

○センセイガネ　オシャベリ

シテルトネ（神一佐女3－7）

○スコシ　マッチレバ　オッ

キイ　ヤギノ　ガラガラドン

ガ　ヤッテ　クル。（神一古

聖4－5）

○ココニ　スワッテチャ　ダ

メ。（赤一d男4－2）

○オジサン　ナンニモ　シァ

ナイ。（自一d男3－10）

　　　　　　　　　　ウ　　　　　に○ハジメ　ボウシ　カフッァ

ナイ　オトコガネ　クチブエ

デ　ユッテ　デテ　　クンノ。

（赤一e男4－1）



よまない

でいる

結畢動詞

よんであ

ゑ

処置動詞

よんでお

く

よんどく

終結鋤詞

よんでし

まう

よんじゃ

う

ンブパ　オボエテマセン。

（赤一s男6－6）

○ソコニ　オイテ　アッタ

ミズヲ　カケタラ　カレチャ

ッタン。（自一v男5－7）

○ソコン　ナカニ　コウイウ

ジガ　カイテ　アッタノ。

（赤一一e男5－10）

○ウント　キノ　シタニネ

ナンカノ　クダモンノ　ミヲ

オイテ　オクノ。（自一s男

5－9）

○ソイデ　イレテ　コウニ

シマッチ　オクノ。（re　一1

男5－7）

○ソイデ　ミルク　オカアサ

ン　ツクットイテ　クレルノ

ネ。（赤一E女5－8）

○ソイデネ　Pクバンニ　シ

トクトネ　ウルトラマンガ

ハジマルノ。（赤一F男5－
9）

○オネエサンタチニ　ダケ

キ・レイナ　ヨウフクヲ　キテ

ネ　ドッカニ　イッテ　シマ

ツタノ。（赤一p女6－2＞

○クマガ　ネズミヲ　オイカ

ケテ　イマシタ。ソウシタラ

トラックガ　キテ　ケガヲ

シテ　シマイマシタ。（赤一

P女6－2）

○ライオンガネ　ンー　シマ

ウマガ　タクサン　イタ　ト

コロ　オドロイテネ　ニゲチ

ャッタノ。（赤一n男6－2）

○ヒマワりノ　オハナガ　シ

オレチャッテネ，（自一i男

6－3）

○ズットネ　タッチタラ　ツ

カマスチャゥカラネ（自一c

○ソシテネ　ウーン　シンコ

キュウモ　ナンニモ　シナイ

デネ　　イラレル　　ウーノガ

アンノ。（神一村男4－3）

○イヌ　カッテルケドネ　タ

カイドニ　アズケテ　アルノ。

（ノ」、一篠男5－1）

○ソコノネ　ヒロシッテ　カ

イテ　アル　トコ　ハイッテ

ィッタラ。（小一横男4－4）

○ドウイテ　タオル　コンナ

ニ　オイテ　オクノ？（小一

電導4－8）

○ソレニ　二一ネーション

アルデショ。アレヲ　イレテ

オクノ。（神一桑女4－10）

○……エーガタトネ，エービ

ーガタトネ　チャントネ　コ

ノ　バッチ　ツケトクノ。

（ijx－Jl［　ee　4　一IO）

○イチゴヲ　ノコシトクノヨ。

（赤一i女5－3）

○「コレデ　　オレハ　　……リ

ッパナ　トラジャワイ」ッテ

ユッテネ　マタ　ニゲテ　シ

マッタノネ。（神一松女4－

8）

○イソノマロハ　シンデ　シ

マイマシタ。（神一．桑女4－

10）

○スグ　ニセモノダト　ワカ

ッテ　シマイマシタ。（神一

桑女4－10）

○カタホウ　ピザ　ツケテ

ソシァ不　コッカラ　コウッ

ト　バケチャウ。（赤一w男

5－3）

○ウサギサン　ヤマノ　テッ

ペンデ　ヒルネシチャッタノ。

（赤一f女4－0）

○コドモハ　ナカデ　シンジ

ャッァモ不　ガリバーダケネ
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○タダネ　アイザワッテ　カ

イテ　アルダケ。（小一相男

4－4）

○タッチ　コッチサ　ダッチ

チャント　シテアルジャナイ。

（自一d男3－10）

○コレハ　ナンデ　ツケテ

オクノ？（赤一d男4－2）

○ノコリハネ　ノコシテ　オ

クノ。（神一高男4－4）

○ジドウシャト　ピコウキ

一一　シャコニ　イレトクノ。

（単一d男3－10）

○オイキイ　オシャカナダッ

タノ。ソシテネ　オニカイニ

オイトイタラネ，（自一b女3

－10）

○メダマデ　デンガク　シテ

シマウゾ。（神一寺男4－4）

○ソンナラ　サッサト　イッ

テ　シマエ。（神一寺男4－

4）

○トロリタタニガワニ
ツキオトシテ　シマイマシタ。

（神一寺男4－4＞

○オウチガ　コワレチャウヨ。

（ノ1・一加男4－1）

○キリンガ　イッチャツタノ。

（神一宮男3－8）

○アレハ　ハシンナイノ。フ

タガ　ナクナッチャッタカラ。

（神一場男3－IO）

○ナンカ　ヤッチャウゾ。

（小一相男4－4）



ちかづき
鋤詞

とおのき
動詞
よんでい

く

よんでく

爽現動詞

よみだす

よみかけ
る

よみおわ
る

男6～3）

○ソレガネ　モシカ　ピンピ

ンッテ　ナッテ　キエチャッ

タラネ　モウ　ニドト　ウル

トラマン　タチアガラナク

ナルノ。（自一k男5－8＞

○ダンダン　ハヤク　ナッテ

キテ（二一r男6－3）

○ソシテネ　キッタラネ　ウ

ント　モモタロウガ　デテ

キテ（自一x男6－1）

○ソシタラ　ドンドン　オッ

キク　ナッテ　イッテネ（赤

一E女5－8）
○ライオンガ　ニゲテ　イク

トコ。（自一p男5－6）

○キューピーチャンガネ　ハ

ジメネー　ジドウシャ　ノッ

テッテネ（自一w女6－5）

○「ヤッテ　ミロヨ」ッテ　カ

マハラクンガ　ユッテネ　ト

ッ　スクッテ　ミタラ　トッ

チャッタノ。（自一k男5－
8）

○ソシタラ　イシニ　ツマズ

イテ　タテゴトガナリダシ

テオオオトコガメヲサ
マシテ（赤一y男5－7）

○エー　カイタノガ　ナンヵ

ネ　トー　イナヅマ　ミタイ

ノデ　ホンモノン　ナッチャ

ッテネ　テー　アバレダシテ

ネ（万一w男6－3＞

（一一n男5－2）

○オジサン　シラナイ　カオ

シテ　イッチャッタラ（自一

t男5－3）

○ドウシテ　シオレチャッタ

ンダロウ。（自一u女5－5）

○ハナガ　ダンダン　ヒライ

テクンノ。（自一i男5－
5）

○トモダチ　ヨンデ　クンノ

モイッシュウカンニイッ
カイ。（小一二男4－10）

○ハナガ　ガ　ダンダン　カ

レテ　イッタラ，（自一b男5

－1）

○アッチ　ズーット　アルイ

テ　イッテサ（神一桑女4－

IO）

0ボウエンキョウ　モッテッ

タカラネ　ノゾイテ　ミタラ

ミエタノ。（小一二男5－1）

Oカゾエテ　ミナキャ　ワカ

ンナィ。（神一増女4－11＞

○シンデレラハネ　オネエサ

ンノ　タンスカラネ　アノ

オネエサンノ　フクヲネ　ヒ

ロゲテ　ミテ　ナキダシチャ

ッタンデスッテ。（二一p女

5－2）

○デマタ　コウイウ　フウ

ニ　サキダシタノ。（神一桑

女4－le＞

○ウサギサンガ　トビカケタ

ラネ　コンド　一二サンモ

オイカケテネ（赤一p女5－
2）

○デモ　ジュウニジノ　カネ

ガ　ナリオワルマデニハ　ア

ノ　カエッテ　クルンダヨ。

（赤一p女5－2＞
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○カメサンガ　ツカマッチャ

ッテ（ノ1・一新男3－10）

○ネズミヲ　タベチャッタラ

ネ（赤一f女4－2）

○モウ　アメ　フッテ　コナ

イカラ，（赤一f女4－2）

○ヨッチャンノ　トナリニネ

カエッテ　クルノ。（神一村

女3－6）

○ベンキョウシナイト　ダン

ダン　　シンデ　　イクカラ

（小一佐男4－3）

○バスデ　ノッチ　イクトネ

（神一窟男3－8）

○コドモ　ツレテッテ　イッ

チャツタノ。（自一h男3－
5）

○オクチ　ミテ　ゴラン。

（自一d男3－10＞

○シマウマガネ　カケダシテ

ンノ。（二一a男4－0）

○クマガネ　ネライ　ネジュ

ミヲ　　ミッカッタノ。ソイデ

ネネジュミヲネオコイダ
チテ　ンートネ　クマガ　オ

コリダッタノ。（神一大男3

－ll）



よみきれ
る

○イロンナノガ　アルカラ

ヨミキレナイカラ。（赤一a

男5－11）

ふたつのアスペクト形式がかさなった例もあるので，つぎにあげておくa

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

よんじゃ
って　る

○オクサマ　ウント　マジョ ○ウサギサンガネ　メガネ

ノ　コドモ　ウンジャッテン チョット　イチニ　ナッチャ

ノ。　（自一一b男6－0） ッテンノ。（赤一a女3一一10）
｝　　一

○どうしておみずあげたの？

カレチャッテルカラ。（自一b

男6－0）

○オハナガ　モウ　マガッチ
一　…　｝　一

ヤッテルノネ。（赤一f女5

一9）
よんでき
て　　　る

○マダ　ヨウチエンニ　モッ　　　　　　　　　　｝ ○レコードガネ　アノネ　ワ ○ツイテ　キテンノ。（赤一

テ　キテ　ナイ。（自一u女 レタノ。　ソイデネ　ドッカ o男4－2）

6－5） ラ　キコエテ　キテルカラネ

（小一成男4－3）
よんでい
つて　る

○ぱくついていったことある ○ライオンガネ　ムコウニ

？　ツイテ　ィッテ　ナイヨ。 ニゲテ　イ　イッテンノ。

（二一i男6－2） （自一b女3－10）

よんでい
ってしま
う

○オネエサンニダケニ　キレ

イナ　ヨウフクヲ　キ・サセテ

オシロニ　カエッテ　イッテ

シマッタンダッテ。（赤一P

女5－2）
よんでき

ちゃう
○オハナニ　キュウニ　カケ ○ボクネ　ツカレテ　キチャ ○カメサンガ　モット　ウエ

タラネ　ダンダン　タオレテ ッタ。（ノ」・一絹男4－10） マデ　アルイテ　キチャウン

キチャッタノ。（赤一h女6 ○シマウマガ　タクサン　デ　　　　　　　　　　　一 ダヨ。（赤一a女3－10）

一6） テ　キチャッテネ（小一箆女4

○オシエテ　モラエナイノニ 一7）

ダンダン　ジヲ　オボエテ

キチャウ。（自一〇女6－1）

○オッカナク　ナッテ　キチ

ヤッタヨ。（赤一。男5－10）
よんでい
っちゃう

○ヒロコ　ハツミノ　サンダ ○ダカラネ　アルイテネ　ニ　　　　　　　　　　　一 ○ダレカネ　モッテッチャッ
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し
や

で
ち

ん
つ

よ
ま
う

よみだし

ちゃう

よんじゃ
っていく、

ル　モッテッチャウノ，ドコ

カ。（自一w女6－5）

○ライオンガネ

ッテ　イッテネ

（赤一〇女6－1）

○カメガ　アガッ

レテ　アガッチャッテ

スベッチャ

シマウマガ

　オイヌカ

　　イキ
（七一G男6－1）

ゲテ　イッチャツタノ。（神

一規男4－6）

○オカアサンネ　ニゲダシチ

ャッタノ。（神一増女4－1！）

タノ。（自一b女3－10）

○トロルヲタニガワニオ
トシテ　シマッチャッタノ。

（神一：三男4－0）

1f．2持続動詞の用法

　M．21持続動詞の用法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1）
持続動詞「よんでいる」は，つぎのような用法をもっている。

　　！）進行の状態

　　　　　○みんなが外で遊んでいます。　　（教科書三年下）

　　　　　○いま，きものをきているから，ちょっとまってくれ。

　　2）結果の状態

　　　　　○ところどころに，木がたおれている。　　（六年上）

　　　　　O女の子も，男の子と同じようにはだしで，黒っぽいもめんの上着を着ていました。

　　3）単なる状態

　　　　　○うちの部落じゃ愛郷精神がゆきとどいていますから，（安部公房「砂の女」）

　　　　　○大きな国と，それより少し小さな国が，となり合っていました。　　（六下）

　4）　くりかえし

　　　　○彼は毎朝バイブルを読んでいる。

　　　　○この頃は栄養失調で入がどんどん死んでいる。

　5）経験・記録

　　　　○あの人はだくさんの小説を書いている。

なお，この経験・記録といわれているもののなかには，状況的な成分のしめす動作や状態のな

りたつ時よりまえに成立しているという，相対的な過去をあらわす意味をもつものがあるように

おもえる。ギしている」の，このようなテンス・アスペクト的な性格は，拡大成分のなかの動詞のテ

注1）6）以外の用例は，＝吉淵武時1973から借用した。
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s

ンス・アスペクト的な性格との関連のなかで研究がすすめられないと，あきらかにならないが，

幼児の使用例の分析に必要なので，ここでは，いちおうの処置として，その相対的な過去をあら

わす用法をたてておく。

　　6）糧対的な過去

　　　　　○君が外国から帰ってくるころには，もうぼくは，大学を卒業しているよ。

　　　　　○わたしが霞をさました時は，月食はおわっていた。

　この用法が過去形「よんでいた」であらわれるとき（つまり，うえの第二の例）は，「大過去」

とよんでもよいだろう。　　　　　　　　　e

　「経験・記録」というばあいには，その時点での状態として「そういうことが経験・記録として

のこっている」ということをあらわすのに対して，「相対的な過去」というばあいには，「その時

点以前におこったのだ」というニュアンスがつよくあらわれる。

　11．22　幼児の使用した持続動詞

　幼児は，4）までの用法をみなつかっている。また，従来の分類によれば，経験・記録の用法もか

なりつかったことになるが，これらはすべて相対的な過去をあらわす用法であって，幼児には，

まだ，経験・記録的な用法はむずかしいのではないかとおもわれる。

種　類 年　　長　　兇 年　　中　　児 年　　少　　児

進行の状

㎜
○オトコノ　コガネ　オハナ

j　オミズ　アゲテンノネ。

○クマネ　ネジュミ　オカテ

Iーカケテンノ。（自一n男

○ライオンガ　どうしてます

H　コマツテル。（神一坂女4

豊
結
果
の
状
一
坐

（赤一κ女6－2）

寃Iヒサマガ　ウント　キラ

Lラ　ヒカッテンノ。（遡一p

j5－6）
寃^ダイマ　ライオンガ　ナ
Lベソヲ　シテル。（赤一K　　　　　　一

5－5）

寃~ンナ　ワラッテネ　ネ

純宴bテネ　　ミテンノ。

i小一小島女4－2）

寥�Bン　　メン　　オメン　　コ

Eネ　ウッテ馬賊ラ　カッタ

一〇）

寃~ナ　アスンデル。（赤一

X男3－5）

寃sカピカット　ヒカッテル
m。（赤一f女4－2）　○エート　オハナニ　オミズ

Jケテンノ。（小一矢女4一ノ。　（宿一」女4－7）

寃pパガ　ゴルフシテ　ソイ
f　ボクタチパ　オハナ　ツ　　　　　　　　　　　』

塔fタノ。（赤一t男5－1）

0）

寃nシノ　シタニハ　　キミガ

純泣C　トロロガ　スンデ

男5－11＞

寃Iハナシノ　オナマエナ

[　オボエテル。（赤一王女5

○なんだろうな。イマ　カン 　　　　　　　　㎜Cマシタ。（神一坂女4－0）

ガエテル。（小一藤男4－9＞

一

○アナガ　コウフニ　マルイ

mガ　アイテタノネ。（赤一

○ココニネ　アナガ　アイテ

泣fショ。（神一鈴男3－6）フー8）

寃Aソコニ　　ドングリ　イッ

pイ　オッコッテルカラ。

i自一i男6－5）

寃Aーレ　ズイブン　オモタ

Cナー　ナニ　ハイッテンダ

t男5一の
寃Iハナガネ　カレテタノ。

i神一規男4－6）
寃Cモウトハ　ナガノニ　イ　　　　　　　　　　　『

bテルノ。（神一関女5－0）

○ボウチ　カブッテンノ。

i神一大男3一王1）

寃iニガ　クッツイテンダロ

○〔ケーキ｝クサッテルワ。（赤

ウ，コッチニ。（自一d男3｝一10）○オヨウフクヲ　キテンノ。　　　　　　　一　一

i自一h男3－5）

寃Rワレテルカラ　ダメ。

ロウ。（赤一〇男6－2） 一i女5－3＞
寃¥レヲ　　キルト　ゴジュッ

Zンチノ　アカチャンガ　：益

○ハジ片桐　シラナイケド
Cチバン　アトハ　シッテル。　　　　　　　　一　． （自一b女3－10）
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単なる状

坐

くりかえ
し

相対的な

量

（自一1男5－7）

○ハナガ　オレテンノ。（自

一P男5－6）

○ツノガ　ハエテンノガ　ォ

スデ　ツノガ　ハエテナイ

オオキイ　メス　ツヨイ。

（赤一k女5－8）

0アプラって　へびの？　ア

ノネ　コプラッテネ　ココガ

コンナン　ナッテル。（赤一

u男6－5）
○フンスイハ　ジューースニ

ナッテテネ　ソレカラ　キ・ハ
　　　　’
ネ　ワタガシニ　ナッテルネ

（赤一m女6－3）

○トキドキハ　ホメラレナイ

トキ　アルケド　マイニチ

ホメラレテ　イル。（赤一k

女5－8）

○マンガバッカリ　ミチル。

（自一v女5－10）

○オカアチャンモ　オドリ

ヤッテンノ。オドリ　ヤリナ

ガラ　オシバイ　ヤッテンノ。

（自一9男5－8）

○ウサギガ　メヲ　サマシタ

ラ　モウ　カメハ　ツイテタ

ノ。（赤一p女6－2）

○メヲ　アケテ　ミタラ　カ

メガ　イットウン　ナッテタ

ノ。（自一e男6－1）

○ボク　ソノトキ　ウマレテ

ナカッタヨ。（自一t男6－
2）

○ワカンナイヨ。　ヨンデナ

カッタモン。（自一b男6－

o）

イッテ　イマシタ。（神一桑

女4－10）

○チョッピリ　ニテルケド

ニテナイ　トキモ　アル。

（ノ1・一窪女4－8）

○テガサン　サンボン　ア

ッテネ　アシガネ　ウント

オシリン　トコ　ツイテンノ

ナーンダ？（pm　一遠男5－1＞

○カエルノ　ケロチャンダカ

ラ　カエル　ミタイナ　カッ

コ　シテンノ。（神一加西5

－o）

○オンナジ　ミチバッカリ

トオッテンダッテ。（小一

篠男5－1）

○パピーヤ　ミテルシネ　ン

ートジェッターラッテナ
ンデモ　　ミチル。（自一s男

4　一IO）

○オカアシャンハ　オツトメ

デネ　　ビョウイン　　イッテン

ノ。（自一一i男5－5）

○ソンナ　ホン　ミテナイカ

ラ　シラナインダー。（神一

織男4－4）

○ストムガネ　ソート　マー

イ　カイッテナカッタノ。

（自一s男4－10）

○テヲ　テーダケ　ケガ　シ

テタノ。（自一a男4－0）

○ナガイ　アシ　シテンノ
　　　　　　　　　　　’
キリンテ。（自一d男3－
IO）

○ゾウ，アフリカゾウ　イタ。

ツノガハエテンダヨ。（赤

一d男4－2）
○ウン，ウミノ　トコノ　ト

コニ。　不　　ミジュが不　イ

ッパイニ　ナル　トキネ　ミ

ジュガ　イッパイニ　ナル

ヨウニ　ナッテン／。（赤一d

男4－2）

○オウチデ　イツモ　アソン

デンノ。（神一大男3－11）

○イロンナ　マンガ　ミテン

ノ。（小一矢女4－O）

○おかあさんはいつもなにし

てんの？　オシャワン　アラ

ッテンノ。（赤一。男3－8）

○マダ　キイテナカッタカラ。

（小一矢女4－0）

○ダケド　ンンァ　ナカッタ

旦。（赤一d男4－2）

11．3結果動詞の用法

　fi．3i　結果動詞の用法

吉川武士1973では，結果動詞「よんである」の用法は，つぎの五つにわけられている。

　　1）対象の位置が変化した結果の状態

　　　　　○そばにオーストリアの媚子を掛けたさおが立ててある。　（中三）

　　2）対象が変化した結果の状態

　　　　　○わたしの家は，ひとに貸してある。

　　3）　動作がおわったこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一128一



　　　　　○アパーートを建てるということは十ヵ月も前に発表してある。

　　4＞放任

　　　　　○男「おまけに，机の上には，読みさしの本を，ひらきっぱなしにしてあるんだ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（砂の女）

　　5）準備のためにした動作

　　　　　2）から派生したものの例

　　　　　○あついくにのどうぶつは，さむさによわいので，へやをあたたかくしてあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一下）

　　　　　3）から派生したものの例

　　　　　○川島「燃料も用意してあるぞ。1（須崎勝弥「キスカ」）

　このうち，1）と2）は，わけなくてもよいだろう。3）は，「よんでいる」の5），6）に対比しうる。

5）には，もっと典型的なものとして，つぎのような例をあげたほうがよいだろう。

　　　　　○食糧は彼方で貰ひたまへ，話してあるから，（火野葦平「麦と兵隊」）

　　　　　○女中にまで口留めしてある。　（志賀直哉「暗夜行路」）

　結果動詞「してある」の1）～4）の用法は，持続動詞「している」の結果的な用法と対店するも

のである。この両者は，アスペクトの面では，おなじであり，その対立のしかたはボイス的であ

る。つまり，「している」のばあいは，動作主体の結果の状態であり，「してある」のばあいは，動

作対象の結果の状態である。したがって，この両者は，格支配のしかたがことなる。つまり，「し

てある」のばあいは，おおくのばあい，対象が主格であらわれて，主語となる。

　11．32　幼児の使用した結果動詞

　幼児の使用した結果動詞は，その基本的な用法である結果の状態と放任の状態の爾方にわたっ

ていた。準備的な用法は，その典型的なものがなかったので，「結果・準備の状態」としてあげて

おいた。3）の根回的な過去をあらわす用法はなかった。

　なお，結果の状態をあらわす三法については，動作対象がどんな形式であらわれているかもし

めしておいた。

種　類 年　　長　　児 年 中 児 年 少 児

結果の状
墾
一
が

○コウ　マールクテ　ホシデ ○ウラニハ 　、t不ガ イツパ

ネ　ナカニ　コウイウ　ジガ イ　オイテ アンノ。 （自一

　　　　　　　　　｝Jイテ　アッタノ。（三一e t男5－3）
男5－10） ○ソレカラ カミガ ハッチ

○ミルトネ　カブガ　オイテ 　一Aツア， （小一久女4－7）

アッテネ　（自一。男6－3）

○マールイ　オスベリダイニ

l　トンネルガ　ホッテ　ア
ッテ　（赤一1女6－6）｝
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はだか格

とりたて

一って

な　　し

準備・結

果の状態

放任の状

態

○カレンダー　　イッパイ　　コ

ウイウ　フウニ　カサネテ

アッタ。（赤一f男6－3）

○キ・ヤラメルネ　ダイノ　ウ

エ　オイテ　アル　トコネ

（自一f男5－5＞

○ハジメネ　セン　ヒイテ

アッテ　（赤一K男5－11）

○オママゴト　オジイチャン

チニネ　ア　オイテ　アルン

ダヨ。（自一P女6－1）

○ソレデ　ツヅキ・ハネ　アノ

ー　チガウ　ホンニ　カイテ

アンノ。（自一〇女6－1）

○オハナシナラネ　コウイウ

アッツイ　ゴホンニ　カイテ

アンノ。（二一〇女6－／）

○シマウマト　ライオンテ

カイテ　アル。（赤一Q男6

－4）

○サンジュウニ　ン　ニッテ

カイテ　アル　トコロダヨ。

（赤一g男5－10）

○ウント　ボタンデ　ハメテ

アッカラ　ダイジョウブ。

（窺一s男5－9）

○イツモ　ナンカ　カウ。た

めとかないの。タメテ　アル

ノ。（自一w女6－5）

○ソイデ　シマウマガ　タク

サン　イテネ　ポッポッテ

アルノ。（赤一P女6－3）

○オナジ　モノ

カイテ　アルネー

男5－4）

○歯がわるいの？

ギン　ツメテ

　アスコニ

　　（赤一d

　　そう。

アルヨ。（赤

一b男5－6）

○エーダケ　カイテ　アッテ，

ソレヲ　ウツシテンダモン。

（自一b男5－1）

○ニジュウサンテ

アル　｝コロガ

5－1）

○イチガツバッカリ

タ　ヒトッテ　カイテ

　カイテ

（赤一t男

　　ウマレ

　　　アル

ノ。（ノ」、一覧女4一一7）

○エホンニ　カイテ　アッ

タノ。（神一桑女4－10）

○イヌ　カッテルケドネ　タ

カイドニ　アズケテ　アルノ。

（ノ」、一篠男5－1）

○ソレネ　シマッタアルケド

ネ　（自一b男5－1）

○オモイ

ッタント

○コウ

カケテ

。）

モノ　ココニ　ベ

クッツケテ　アル

カラ。（赤一d男4一一2）

　　　ヤッテテネ　ナンカ

　　　アル　トキハネ　ア

ソバナイノ。（神一三男4一

○アイザワッテ

ルダケ　（小一相男4－4）

○ナンテ　カイテ

カイテ　ア

　アルカ

ヨンデ　ゴラン。（赤一d男

4－2）

○コレニ　カイテ　アル？

（神一雨男3－10）

li．4処置動詞の用法
　　　　　　　　　　　　注1＞
　fl．4｛処置動詞の用法

　処置動詞「よんでおくjは，アスペクト的な用法として，状態をつくりだしてそれを維持する

ことをあらわすものと，放任状態を維持することをあらわすものとがある。

　　1）　壕犬態つく　り　・斗犬態糸佳持

　　　　　○なわとびのなわを十五組教釜の後ろにかけておきます。　（四下）

　　　　　O友田「加藤さんは奥さんに鍵をあずけておいたんです」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井手俊郎F女の中にいる他人D

注1）用例は，吉川武時1973から借用した。
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　　2）放任

　　　　　○権藤ヂもう沢山さ，ほっといてくれ」（黒沢明「天国と地獄」）

　状態つくり・状態維持の用法は，その基本的なアスペクト的性格のうえに，べつのニュアンス

をつけくわえて，準備や一・時的処置をあらわすものへ発展する。

　　3）準備

　　　　　○権藤「二階のを使え∵……これは大阪からの返事に空けておきたいんだ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天国と地獄）

　　　　　○「これをあげる。のんでおきなさい。よく駆けれるから。］（中二）

　　4）　一一時的処置

　　　　　○鵜飼「これだけは一応腹へ入れておいてもらいたいんだがね1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（僑本忍「白い巨塔D

　その他の特殊な用法として，たとえば，つぎのようなものがある。

　　5）意志的な動作

　　　　　○「洪ちゃ，腹が痛くなったら，すぐやめとけや。」（中二）

　　　　　○ケイ子「一寸飲んでいるようやからおビールにしとこ」　（白い巨塔：）

　　6）　（逆接につかって）先行する行為をあらわす。

　　　　　○ケイコ「誤診で人を一人殺しておいて，そのあんたに出来ることは，うちの顔を！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白い巨塔）

　11．42　幼児の使用した処置動詞

　今回の幼児の資料は，うえにあげたような，いろいろの用法にまたがっていた。ただし，処置

動詞には，このほかまだ特殊な用法がいくつかあって，そうしたものをすべて幼児が所有してい

るわけではない。

　　　　　0せいぜい名残りを惜しんでおきましたよ。（音楽の友56年10月）

　しかし，基本的なものは，この年代の幼児にもっかいこなせるといってよいだろう。

種　類 年　・長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

状態つく ○ウーントネ　　カジャットイ ○オニカイニ　　オイトイタう

り・状態

○キノ　シタニ　ナンカノ

Nダモンノ　ミヲ　オイテ タノ。　（輿一e女4－8）
維持

オクノ。（自一s男5－9） ｝Oコノ　バッチ　ツケトクノ。

○コブラ　アシタマデ　アズ　　　　　　　　　　㎝

Jッテ　オク。（赤一w男6

一杢　ダレカネ　モッテッチャ

bタノ。　（二一b女3－10）

寃sコウキト　ジドウシャヲ

A　シマトクノ。（自一d男

放
　
　
任
～

一3）

寃¥ウイウノ　アノネ　アツ

＜e　アノ　ハコン　ナカニ

刀ﾚ。（赤一u男6－
T）

寃с潟}ス。マカシトイテ

（小一川男4－10）

寃¥レデ　ホットイタラ　ダ

3－10＞

寃Wドウシャト　ピコウキ

Gー　　シャコニ　　イレトクノ

i自一d男3－10）

寃mコリハネ　　ノコシテ　オ

クダサイ。（赤一m女6－3） クノ。　（神一高男4－4）

○ソノママ　カワカシトイテ　　　　　　　　　　　　1

ンダン　アノウエニ　サイテ

Lタノ。（赤一g女4－8）
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準　　備

意　　三

行　　為

ネ　ヨウチエン　モッテッタ　○イチゴヲ

ノ。（赤一k女5－8）

○ソイデ　ミルク　オカアサ、

ン　ツクットイテ　クレルノ

ネ。（赤一E女5－8）

○フタリネ　ヨウイシトイタ

ノニネ　（自一1男5－7）

○オジイサンニモ　トットイ

テネ　（自一h女5－7）

○マタ　アシタニ　ナッタラ

ソコン　トコ　ミテ　オクノ。

（自一s男5－9＞

○「オッコトサナイデチョ

ウダイ」ッテ　イットクノネ。

ソウスット　オッコトサナイ。

（赤一E女5－8＞

○ダカラネ　イツモ　ハンブ

ングライデヤメトク。（赤

一E女5－8）
○ジマンシトイテネ，ソレヵ

ラネ　ココマデハ　ツカナイ

ダロウト　オモッテ　ヒルネ

ナンカ　シチャ　イケナイ

コト。（赤一L女5－9）

ノコシトクノヨ。

（二一i女5－3）

○コンドノ　ニチヨウビ　ド

ッカヘ　ユクッ　チュッテネ

トットイテネ〔チョコレート

ヲ〕（自一1女4－7）

○ウントカットイテネナ
ンカネ　ウント　ヨル　ニネ

ネ　タベンノ。（小一伊男4

－3）

○コウ　イットクデショ。ソ

シタラ　マースグ　イッテ

ソレ　ワタンノ。（小一志男

4－2）

i1．5終結動詞の用法

　11．51　終結動詞の用法

　終結動作「してしまう」の用法を，高橋太郎1969では，三つにわけた。

　　1）終了：継続的またはくりかえしの動作がしまいまでおこなわれる。

　　　　○暮れてしまわないうちに　（麦と兵隊）

　　　　○貨物列車が通ってしまふと思隠しをとったやうに，線路向うの蕎麦の花が鮮に見え

　　　　　　た。　（川端康成「雪国」〉

　　　　　○電燈がみんな消えてしまった。

　　2）最終過程の実現：過程のおわりとしておこなわれる動作が実現する。

　　　　　○家の血流が絶えてしまう。　（円地文子「女坂」）

　　　　　○紡績工場をつくって社長になったが，これはすぐ飽きて，他人に渡してしまった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（阿部友二「冬の宿」）

　　3）　期待外：予期しなかったこと，よくないことが実現する。

　　　　　O彼は思はず笑ひ出してしまった。　（高見順「故旧忘れ得べき」）

　　　　　○おれはお前に済まないことをしてしまった。　（暗夜行路）

　この三分類をもとにして，吉川計時は，つぎのような5分類にした。
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［終　了］一一→［最終過程の実現〕一一一→ ［期待外］

（i）動作の完了 （ii）積極的動作による完結

　
　
　
　
的

　
　
　
　
ト

ー
ー
…
；
；
…
－
竪
ク

　
　
　
　
ペ

　
　
　
　
ス

　
　
　
　
ア

（iii）溝極的な動作・作用に

　　よる完結

　　　　　i

　　　　　i

アスペクト・＝ムード的

作動的志意無のσ

待期反合都不V
↓
＼

　　…

　　じ
ムード的

　吉川1973では，これらの用法を実現する動詞の種類等の条件をくわしくのべているが，ここで

は，それぞれ1例ずつあげておく。

　　　（i）○ピノキ・オは，なしを三つとも食べてしまうと，「もう，なんにもないの」とききまし

　　　　　た。　（三上）

　　　（ii）○それで，おまわりさんは，ゼベッ1・をとらえて，ろうやに入れてしまいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三上）

　　（iii）○臣標の灯は，どこかに消えてしまった。　（砂の女）

　　　（iv）○落合「一寸ね，……しかし，初めてだからね，少しあがっちゃってね……」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（橋本忍「白と黒」）

　　　（v）○初めに竹の節をくりぬいて作りましたが，竹では水にういてしまうので，ブりキに

　　　　　　しました。　（四下）

以上は「よんでしまう」（「よんじまう」）の用法である。

　しかし，「よんじゃう」になると，さらに用法がひろがり，ひろく，動作や状態の実現をあらわ

し，（すこしオーバーないいかたをすると，）単に「する」というのにちかくなる。

　　　　　○「いやになつちゃふわね，ねえ小関さん」（故旧忘れ得べき）

　　　　　○ああ，バラへっちゃった。

　ll．52　幼児の使用した終結動詞

　今回の幼児資料では，年長児にも年中児にも年少児にも「よんでしまう」の例があった。しか

し，これらはひじょうにすくなく，ヂよんじゃう」のかたちが圧倒的におおかった。

　ほんじゃう」の用法は，終了をあらわすものは，ひじょうにすくなく，大部分は，終結動作

の成立と，ヂよんじゃった」特有の用法である動作の成立であって，期待外の用法も，それほどお

おくはなかった。

　この幼児の「よんじゃう」の用法をくわしく分析するためには，おとなの会話文にでてくるfよ

んじゃう」をさきに分析しておく必要があるのだが，現在てもとにある文学作品のカードには，

それがほとんどないので，ここでは，これ以上分析しなかった。
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種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

動作の完 ○ミ筆ンナ　ヤッツケチャッタ ○アタシバ　ミンナ　タベチ○シラナイ　ヒトガ　キテネ

[ンブ　タベチャッタラ（自 ヤッタヨ。（赤一a女3－10）
工
終
結
動
作
砺
覧
立

一y男6－0＞

寃~ズ　ヤンナカッタカラネ

Jレチャッタノ。（三一y男

ノ。（小一谷男4－11）一〇ウルトラセブン　　ヨル　ハ

Wマッチ　モウ　オワッチャ

○ジシンガ　タルト　ドスー

塔e　コワレチャウ？（小一

ッタヨ。（小一永男4－4＞5－7）

宸ｻのおはなし知ってる？

純Xレチャッタ。（自一y男

○ボク⑨ワツレチャッタ。

佐男4－3）

寃Aケチャ　イケナイッテ

Cッタノニ　アケタカラ　オ

Wイサン　ナッチャツタノ。

（神一三男4－11）

宸ｨばあさんがどうしたの？

Vンジャッタノ。（ノ」・一関男

6－0）

寃¥レデ　オカアサマガネ

Eーント　モウネ　ウーント

eンゴクニネ　カミサマニ

iッチャッタノ。（赤一u女

（赤一1男4－3）

寃^イソウガ　ハジマッチャ予期・二
｣ぢ動禰『

5－11）

寃Eサギハ　カケテ　イル

gキニネ　ネムク　ナッチャ

5－0）

寃Jメト　ウサギハネ　マチ

Kエテ　ハンタイ　イッチャ ッタヨ。（神一場男3－10）

　
ッテ　ネタノ。（赤一u女5 ツタノ。（小一山女4－5）

一 ○ネズミガネ　ウント　トビ

_ツ　ダンプト　ブツカッチ

○ウチャギサンガ　トチュウ

fネ　ネ　ネチャッタノ。一11＞

寃Eエ　ムイテ　シタ　ムイ

eタラネ　ソシタラネ　ワカ

塔iイデネ　ドロン　トコ

tンジャッタンダヨー。（自

ヤッタノ。（神一北男4－11）

（神一古男4－5＞

寃¥レカラ　カメサンモ　ノ

鴻Eト　シマシタケド　オッ○アノネ　カジノ　ユメダト

J　ミチャウ。（小一二女4 　　　　　　　　　　『Rッチャウマシタ。（小一佐

一1男5－7）
寃`ョット　サワッタラ　ボ

Cーンッテ　ウゴイチャッタ

男4－3）

寃宴Cヨン　　コロンジャッタ

カラネ　ニゲテ　イッタノ。

一7）

寃~ズ　アゲタラネ　ハナ

Tイチャッタノ。（神一丼男

動
作
の
成
一
韮

（赤一f男6－3）

寃Iハナガ　シオレテルカラ

~ズ　ヤッタラ　ミズヲ　ヤ

bタラ　ピーント　タッチャ

ノ。（赤一1男4－3）

寃Cッパイ　オミズ　ヤルカ

堰Cホイデ　ナオッチャッタ

ツタノ。（三一f男6－3）

5－0）

宦mこんどの運動会で］ボクハ

Kンバッチマウカラ。（小一

ノ。　（自一　h　男　3　－　5　）

寃Iシり　ブッチャッタヨ。

○オトコナノニ　オンナノネ

Lモノ　キテ　デテ　キタラ

l　オモシロガッチャッテネ

長男4－4＞

おかあさんがぶつちゃうの？

Eン。（自一a女3－10）

宸ｾれにおそわったの？　ミ

[チャン　ジブンデ　オソワミーンナ　トンデ　イッチャ

ツタノ。（二一〇女6－1） 　　　　　　　　　　一窿`ャツタノ。アカ　イッパイ ッチャッタ。（小一諭示4一

マケチャッタノ。（小一押女 0）○［海で］アキラクンネ　コワ

Kッテネ　ニゲテ　イッテネ

¥レカラネ　ボクダケネ　ヨ

鴻Rンデ　ハイツチャツタノ。

5－1＞

（自一B男5－7）

11．6　ちかづき動詞ととおのき動詞の用法

ll．61　ちかづき動詞ととおのき動詞の用法

　ちかづき動詞ととおのき動詞の用法については，吉川武時1973が，よく整理しているので，そ
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の「要約」のところがらここに引用しよう。

　　　　（II　2）fしてくる，していく」の意味とそれの実現する条件

　　（1）　「してくる，していく」の形は，空間的移動の意味をあらわす場合と，アスペクトをあら

わす場合とがある。

　　空間的移動を意味する例

　　　本やへいって，え本をかってきました。一下75

　　　かぐやひめは，月の国へかえっていきました。二上102

　　アスペクトをあらわす例

　　　だんだんおなかがすいてきました。三上31

　　　平しい観光地として発展させていけばいい…砂の女36

　「してくるjと「していく」とは，空間的移動の意味の場合も，アスペクトをあらわす場合も，基

本的には対応している。

　　　　例

　　　空間的移動の　　みんな，はしってきました。　　　　みんな，はしっていきました。

　　　意味の三舎

　　　アスペクトを　　ここまで成長してきたわたしたち　　年々成長していくわたしたち…

　　　あらわす場合

　空間的移動の意味をあらわす場合をH2，1であつかい，アスペクトをあらわす場合をII2．2でのべた。

（II　2．0）

　　　②　「してくる」「していく」の形が空間的移動をあらわす貯法はさらに次のように闘つに分け

ることができる。　（ll　2．10）

　　　（i）　「して」が「くる」またはfいく」前にする動作をあらわす場合

　　　　　例本やへいって，え本をかってきました。一下75

　　　　　　　ヂそのかわり，その厚い馬は，おいていけ。」二上100

（ii）　「して」が「くる」または「いく」方法をあらわす場合

　　例　そのとき，子どもがひとり，あるいてきました。一下71

　　　　みんな，はしっていきます。一下53

（iii）　「して」が「くる」または「いく」ときの状態をあらわす場合

　　例　てっぽうをもってきました。一上53

　　　わらをくわえていこう。一一上31

　　　（iv）（a溌言者のいる所へちかよる動作・作用をあらわす「してくる3

　　　　　例　その声をきいて，くまが，あなから出てきました。二下76

　　　　（b）発言者のいる所からとおざかる動作・作罵をあらわす「していく」

　　　　　例　かぐやひめは，月の国へかえっていきました。二上102

　　　（3）これら四つの用法においては，「て」フt一ムをとる動詞のあらわす意味と，「くるjまた

は「いく」との関係が，意味的にことなるばかりでなく，その二つの動詞の関係の緊密さが（i）から

（ftr）の方向にいくにしたがって，しだいに強くなる。例えば，（i）の例は，

　　　本やへいって，え本をかって，それを友だちの家にとどけて，きました。

のように，「て」フォームの動詞と「くる」との間に他の部分を入れることができるが，（iv）の場合に

は，「て」フォームの動詞と，「くる」とをはなすことができない。（H2．10）

　　　（4）これら四つの潮法を実現する条件として動詞の語い的意味の性格が大きく働いている。そ

れぞれの用法と，それに関係のある動詞の性格をあげると次のようになる。（II　2．11～Ii　2。14）

　　　（i）　「て」フォームをとる動詞がfくる」または「いく」に先行する動作をあらわす場合

　　　　　これには，何かを手に入れることを意味する動詞，例えば，「買う，取る，拾う，もらう」

　　　　　と，何かを手ばなすことを意味する動詞，例えば「預ける，置く，とどける」が，比較的

　　　　多く冤出される。

　　　（ii）　「て」フォームをとる動詞がrくる」または「いく」方法をあらわす場合

　　　　これには，「あるく，およぐ，はしる」など方向性のない移動動詞が駕いられる。
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　　　（iii）　「て」フォームをとる動詞が「くるjまたは「いく」ときの状態をあらわす場合

　　　　　これには，「持つ，かつぐ，くわえる」など，「持つ」の類の語および，「着る，（顔を）か

　　　　くす」など主体の状態を変化させる意味の動詞がつかわれる。

　　　（iv）発言者のいる所へちかよる動作・作用をあらわす場合（「してくる」）と，そこからとお

　　　　　ざかる動作・作用をあらわす場合（ヂしていくj）

　　　　fて」フォームをとる動詞の種類はどちらの場合もほぼ同じである。これには，「はいる，で

　　　　　る，あがる，さがる，かえる」などの移動動詞「とびつく，はたらきかける，ほえかかる」

　　　　　などの方向動詞がある。

　　　㈲　「してくる」「していく」が空間的移動をあらわす場合に，「て」フォームをとる動詞が，

移動または方向をあらわすか，どうかということが，「してくる」「していく」のあらわす意味の実現

に深くかかわっている。したがって，その観点から，移動動詞，方向動詞についてその性格を検討し

た。（II　2．14）

　　　⑥　アスペクトをあらわす「してくる」と「していく」とは，下表のように㈲を除いて，相対

応している。（II2．20）

　　「してくる」は次のことをあらわす。

　（i）（a）出現の過程

　　例ことばは生活の中から生まれて

　　　きます。世上117

　　　　目がさめているときには思い出

　　せないそれらのものが，ゆめの中

　　　では，晃たときのままのすがたで

　　　現われてくるのでした。六上39

（ii）変化の過程

　　例　だんだんおなかがすいてきまし

　　　た。三上31

　　　　日がたつにつれて，自鳥の数が，

　　　ふえてきました。三下28

（iii）動作・作用のはじまり

　　例そのうちに，雨がふってきまし

　　　た。三下21

　　　　わたしは，アベベが，このまま

　　　つつ走って，第一位になるのでは

　　　ないかという予感がしてきました。

　　　　六上83
（iv）（a）　ある時点までの継続

　　　例　おたがいにはげまし合ってきた，

　「していく」は次のことをあらわす。

（iXb）消めつの過程

　例…心細く思いながら，きえて

　　いく白鳥のむれを見送りました。

　　三下30

　　　その後，いっとはなしに，クロの

　　ことはわたしの心から消えていき…

　　六下100
（＃）変化の過程

　例　けれども，病気は，ますます重く

　なっていきました。六上101

　　医師が一歩一歩近づくにつれて，

　心配は増していきました。六上93

この年月。六下131

　四キロメートルの心証二位

を守り続けてきて，ゴール直

前でぬかれたのです。六上84

（iv）（b）ある時点からの継続

　　例　うまく宣伝して，忙しい観光地とし

　　　て発展させていけばいい…砂の女36

　　　　引き続いて場内では，千五百メ

　　　ートル競走，男女それぞれの四百

　　　メートルリレーと，次々に決勝が

　　　行なわれていきました。六上82

　　　（7＞　「してくる，していく」がアスペクトをあらわす場合，（ii）の変化の過程が最も基本的と

考えられる。変化の過程をあらわす「してくる」「していく」は変化動詞からつくられる。変化動詞と

は「かわる，ふえる，へる，たてこむ」のようなもので，その動作・作馬のはじまりから，おわりまで

の過程に一定の時間を必要とするものであるが，rしている」の形をとる場合には，瞬間動詞として働

き，ふつうの条件では，継続をあらわさない。動詞を瞬間性，継続性の観点からながめる場合，変化

動詞は，「している」のときに構文的条件なしに継続をあらわす継続動詞と，「してくる，していく」

の場合にも過程をあらわさない瞬闘動詞（例えば「パンクする」「目撃する」など）との中間に位置づ
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　けられるであろう。結果動詞・非結果動詞という観点から見た場合には，もちろん，結果動詞である。

　　（II　2．22）

　　　　（8）変化動詞のうち，出現をあらわす動詞は，ヂしてくる」の形で，出現の過程をあらわすこと

　ができ，また消めつをあらわす動詞は「していく」の形で詠めつの過程をあらわす。出現および消め

　つをあらわす変化動詞が，（ii）変化の過程をあらわすか，（i）出現または消めつの過程をあらわすかどう

　かは，購文的または文脈的条件によってきまる。変化動詞でない出現または掴めつをあらわす瞬間動

　詞（例えば「「生まれる，死ぬ」）も「してくる，していく」の形で出現または消めつの過程をあら

　わす。この場合には，（ii）変化の過程をあらわさないので，それ自身によって，（i）出現または消めつ

　の過程をあらわすことがわかる。　（　II2．21）

　　　　（9）　「してくる」という形にはfしはじめる」と同様に，（iii）動作・作用のはじまりをあらわ

　す意味があるが，「していく」には，「しおわる」のような動作・作用のおわりをあらわす罵法がない。

　この点で，「してくる」と「していくjとは，対応していない。「しはじめる」の意味で「してくる」◎＼

　という形になるのは，「（爾が）ふる，（雨が）ぱらつく」のような作罵をあらわす動詞，　ヂきこえる，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　みえる，予感がする，思われる」のような可能や感覚をあらわす動詞である。　（II　2．23）　　　　1

　　　　（1①　「してくる」は動作が以前からある時点まで継続することをあらわす。同様にヂしていく」

　は動作がある時点から継続することをあらわす。「してくる」「していく」のこの用法の場合，　「育て

　る，生活する」などのスケールの大きな動詞によってあらわされる場合と，「考える，読む」などのス

　ケールの小さな動詞によってあらわされる場合とがある。スケールの大きな動詞の場合は，遠い過去

　からの継続または遠い将来への継続をあらわす。スケールの小さな動詞の場合は，遠い過去からの継

　続または遠い将来への継続をあらわす場合と，近い過去からの継続または近い将来への継続をあらわ

　す場合とがある。スケールの小さな動詞が，後者をあらわす場合には，次のような条件が必要である。

　　（II　2．24）

　　　　　（a）　「～つづける」という複合語であること

　　　　　　例彼は作文を書きっづけていった。

　　　　　（b）動作を順番にすることが示されていること

　　　　　　例　松の木を次々にうえてきた。

　　　　　（c）空間的意味をたもっていること

　　　　　　例　ここまで床をふいてきた。

　　　　（11）ある時点までの継続をあらわす「してくる」は，述語として用いられる場合には，「してき

　た」と用いられて，ヂしてくる」にはならない。一方，「していく」は，「していく」「していった」両

　形が粘いられる。このあたりの問題をながめるとき，アスペクトがテンスと密接にからみあっている

　ことが晃られる。　（II　2．24）

　　　　（12）この論文では，アスペクトをあらわす「してくる，していく」を四つに分けた。その中で，

　（ii）変化の過程をあらわす用法に関連して，「変化動詞」を立てた。また，㈲にのべたように，移動動

　詞と方向動詞について考察し，（7）（8）（9）（1①にのべたように，アスペクトの意味とそれを実現する動詞と

　の関係を細かく考察した。

｛1．62　幼児の使用したちかづき動詞

　幼児の使層したちかづき動詞の例をこのあとにあげる。

　ここで「先行動作の結果がようすとなる」といっているのは，吉川のfくるときの状態をあら

わす場合」にあたり，fくるときのようす」が「くる方法をあらわす場合」にあたる。また，ここ

では，「いってくる」「やってくる」を特別の動詞として，Sljだてにした。

　幼児のちかづき動詞の用法は，それが移動動作をあらわすばあいには，用法の全般にわたって

いたが，アスペクトとしての用法では，ある時点までの継続をあらわす用法がかけていた。
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種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

移鋤動詞
ﾆしての
p　　法
uよんで」

恃ｶ罪蒼｝　圏

あらわす
○きょうあさなにしてきた？

Sハン　タベテ　キタ。（自

○ゴハン　タベテ　キタノ。

i二一u女5～5）

寃?ルン　ナッテ　トマッテ

○ボクネ　イロンナ　オモ

`ャ　ミテ　キタノ。（三一

一k男5－8）
宦uカオ　アラッテ　クル」 キタノ。　（自一s男婆一10）

i男4－2）
寃Nラウンデ　イッテネ　オ

V　凹凹ナ　イケテ　クンノ。○シンゴウ　ワタッテ　クルッテネ　ウソ　ツイテ　オソ

g　イッチャウノ。（赤一s

翌T－8）

寃~イラダトカ　ガイコツダ

gカ　カイブツノ　ブネダト

J　アッテネ　ソシテ　　ミン

i　ミテ　キタノ。（赤一w

（神一宮男3－8）

寃`イタンチデネ　ゴハン

^ベテ　キタノ。（神一大男

男6－3）

寃Iトウサンネ　オモチャ

Jッテ　キテ　　クレル　（自

ノ。（小一嘉女4－8）一〇アノネ　マニキア　ヌッテ

3司1）

寃¥イデ　ケーキ　カッテ

キチャッタ。（神一村男4一 キテ　　クレタノ。（神一三男4

一h男5－7）
寃Cナカデ　クワガタ　トッ　　　　　　　　　　『

3）

寃nタケニ　　トンボガ　イッ

pイ　イテネ　ツカマエテ

一〇〉

寃?ウチエンカラ　モラッテ

先行する
ｮ　　作

謐s動作
ﾌ結果が
謔､すと
ﾈる

ｭるとき
ﾌようす

ｿかづく

テ　　キタ。（自一s男5－9） 一

キタノ。（自一s男4－10）一　一

○イッカイ　ボクノ　コトデ

eガミネ　　ト　ワスレテ　キ

キタ　ホン　ヨンデ，（神一村『

翌R－6）

寃Eミガ　アッテネ　オシャ

Jナ　　トッテ　キタンダッテ。タカラネ　トリニ

○デンキガネ　キレタ　トキ

сl　デンキハネ　ウント

Jイシャカラ　ツクッテ　ク

　　　イッタ

zウカラ　モモ

ンノ。（神一｛ラ｝男4－1）

コト　アル。（二一w男6－
R＞

寃?コウノ

K　ナガレテキタンダッテ。

一〇キジガ　トンデ　キ・テネ

i赤一e女4－9）

寃Cヌガ　アトカラ　ツイテ

（自一b女3－10）

寃cCッカイ　ピーッ。マタ

gンデ　クンノ。（神一三男4

（自一u女6－5）

寃Zマイ　ミチヲ　トオッテ キ・タノ。（小一凍男5－0＞

一〇）

寃Aンブ　ヒト　ツレテ　キ

○カメガ　ココニ　アルイテ テネ　アソンダノ。（神一寺男

キタノ。（小一小林男4－3）○ライオンガネ　シンサンヲ

l　ツレテ　キテネ　（赤一

4－4）

寃¥ンデ　スイーット　オヨ

Cデ　クルネ。（神一場男3一B女5－8）

寃Iテントサマガ　デテ　キ
eネ｝　｝

○オジイサンガ　カエッテ　　　　　　　　　　ー

Lテネ　キ・ロウト　シタラ

10）

寃Iトウチャンガ　カエッテ

Lテネ，（神一秋男3－11）　　　（自一1男5－7）

寃Vマウマガネ　イッパイ

Aツマッテ　クルンデショ。

ヒトリデニ　ワレテ　モモタ

鴻Eガ　デテ　キタノ。（赤

○ワルイ　ヤツ　コウヤッテ

?カッテ　キテネ　（赤一i

（赤一t女6－4＞

寃Eルトラマンガ　コウゲキ

一e女4－9）

寃Vタニ　オリテ　キテ

男4－2）

寃hカーンテ　ミンナ　オッ

シテ　キタラ　（赤一a男5 （小一押女5－1） 　　　　　　　　　　『Rッテ　クンダモン。（小一

一11） 佐男4－3）
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とくべつ
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いってく
る

やってく
る

ク
と
の
法
の
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詞

　
　
て
　
現

ス
動

ア
ト
し
用
出

程過

変化の

動作の
’ぽじ罫

○ソンナラ　イッテラッシャ

ノで。　（自一u女6一一5）

○マホウツカイガ　ヤッテ

キテネ，（六一B女5－8）

○ネッガ　デテ　キテネ。

（自一〇女6－1）

○ソイデ　ノマシタカラ　イ

リョクガ　デテ　　キテネ

（自一1男5－7）

○ジュリアノネ　オカアサン

ハ　トシヲ　トッテ　キテ

シンジャッテネ　（霞一〇女6

－1）

○カメガダンダン　ハヤク

ナッテ　キテ（赤一r男6－
3）

○ソイダラ　アメガ　ザーザ

・一 @フッテ　キタンデネ

（三一w男6－3）

○ソィデオヒサマガテッ
テ　キタラネ　モウ　オハナ

ガ　ピーント　ノビチャッタ。

（二一f女5－9）

○ミズヲ　アゲタカラ　サイ

テ　キタノ。（三一i男6－
2）

○メリーノ　オバアチャンチ

イッテ　キタノ。（神一大女

4－6）

○ウサギノ　トコカラ　カメ

サンガヤッテ　キテ　ソレ

デ　　キョウソウシタノヨネ。

（赤一f女4－10）

○ナカカラ　アカチャンガ

ウマレテ　キテ　（神一師女

4－11）

○ソコヲ　トオッタラ　ミエ

テイククルノ。（赤一a
男4－！！）

○アシガ　ドンドン　ナガク

ナッテ　クンノ。（神一村男4

一3）

○オジイサンノ　ウチハ　ダ

ンダン　オカネモチニ　ナッ

テ　キマシタ。（神一桑女4

10）

○シボレタ　ハナガ　ダンダ

ン　ヒライテ　クンノ。（自一

i男5－5）

○オテンキガ　ヨク　ナッテ

キタノ。（ノ」・一山中女5－0）

○「イッテ　キマース」

（小一原女3－7＞

ガ
句

ン
％

ク
串シ

G

ウ
。

　
タ

ノ
シ

メ
マ

ン
キ

バ
ン
テ

サ
ッ

○
ヤ

女4－3）

○オカアサンノ　オナカニ

マタ　アカチャンガ　ウマレ

テ　クルノ。（神一折女4－3＞

○ハッパハネ　オオキク　」2

ッテ　クルノ，ダンダン。

（神一村女3－6）

○ジャグルブックッテネダ

ンダン　オオキク　ナッテ

キテネ。（神一三男4～O＞

○モウサー　アメ　フッテ

コナイカラ　（二一f女4一

2）

○オハナガネ　サイテ　キタ

ノ。　（ノj、一三男3－11）

lL63　幼児の使用したとおのき鋤詞

　幼児の使用したとおのき動詞の例をこのあとにあげる。

　ここで「先行動作の結果がようすとなる」といっているのは，吉川の「いくときの状態をあら

わす場合」にあたり，「いくときのようす」が「いく方法をあらわす場合」にあたる。ここで「順

次的な動作」といっているのは，吉川の「ある時点からの継続」のなかのスケールの小さな動詞

の（b）のばあいである。

　幼児のとおのき動詞の用法は，それが移動動作をあらわすばあいには，用法の全般にわたって

いた。アスペクトとしての用法では，スケールのちいさな動作をのぞくと，ちかづき動詞のばあ

いと同様，継続的用法がかけている。また，消滅の過程の用法がないのも特徴的である。
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．種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

移動動詞
ﾆしての
p　　法
aよんで」 ○「アラッテ　イキナサイ」
　　一ｪ動作を
あらわす

○オツカイ　キョウ　ヨッテ○ソシテ　　ドアラ　パターン

g　シメテ　イッテネ　（自一 イキ・マスカラ　　バイバイ。

o女6－1）

寃aバンマデ　カカルカラ

lムッテ　イコウ」ッテ　イ

ッテ　イッテンノ。（小～原女

R－7＞

寃Aメ　フッタ　トキネ　イ

bテネ　ナ　ナンカ　キテネ

iンカ　キテ　イッタノ。（神

ッタラ　（赤一h女6－6）　　　　　　　　　　　一〇イロンナ　ボウ　ツクッァ

（小一野女4－9）

寃^マノ　ウチニ　ネズミガ

Lテネ　ナ丁丁　トッテ　ィイッテネ　……イロンナ　モ
　一　　　　、

bア不

先行する

ｮ作

謐s動作
ﾌ結果が
謔､すと
ﾈる

ｷるときのようす

ﾆおのく

ンヲ　ガレージヤナンカ　ツ

Nッテネ（赤一q男5－11）

寃qトノ　モノ　カリテ　キ

e　オイテ　イッタノネ　（慮

黷薗j6－5）
寃¥イデネ　ネズミガ　スッ　　　　　　　　　　一　　『

僚一h女4－7）

@　アルイテ　イッ

一三男4－0）

寃Aノ　ミチトオッテ　イク

トンデ　イッテ　（自一a男5

○ソウシテ

^ラ　オウチ

一11＞

bモモタロウサン　ワタシモ

cレテ　イッテ　クダサイ。

　　　　　　　ツク。（神一師一

翌S－11）

寃¥ウスルト　コンド　シマ

Eマ　オイカケテ　イッテ

ノ。　（神一三男4－0）＿　　

寃Eサギハ　タッチ　イクノ。

（自一P女6－1）

寃Eサギガ　オソク　ナッタ

Jラ　カケテ　イッタノ。（・

黷o女6－3）

寃Eサギガ　オヤマニ　ノボ

（小一安男4－2）

寃}マガネ　オツカイ　イク

gキ　イクコモ　イク。イツ

a@ツイテ　イク。（小一山

翌S－5）

寃宴Cオン　アルイテ　カエ

（赤一P男3－7）

寃Tンビキノ　ガラガラドン。

c…с}ニ　ノボッテ　イク動作～ 　　　　　　　　　　一bテ　イッテネ　（尺一w女6 　　　　　　　　　　一bテ　イッタラ　シマウマ

～2）

寃宴Cオンガネ　ウント　シ

}ウワン　シマウマン　トコ

j　チカヅイテ　イッタノ。

ヨロコンデンノ。（小一久女

S－7＞

寃~ギヘ　マガル　トコ　至

Cッテ　イッタラ　ソシ　ソ

ノ。　（神一天女3一エ0）…○オトウサント　カエッテ

fイッタノ。（赤一b女4－4）

○ライヨンガ　ニゲテ　イッ
タノ。（神一大男3－11）｝

（自一1男5－7）

寃宴Cオンガ　ビックリシテ

[ウン　アッチラ　ムイテ　三：

Qテ　ユキマシタ。　（赤一s

コガネ　ボクンチ。（小一横

j4－4）
寃Eサギガ　ヤマヲ　ノボッ

テ　イキマシタ。（神一桑女

アスペク
g鋤詞と

ｵての
p　　法

濠ﾒ

男6－6）

寃nナガ　カレテルカラ　ミ

Y　ヤッタラネ　ダンダン

_ンダン　ノビテ　ィッテネ

4－10＞

bハナガ　ガ　ダンダン　亙

激e　イッタラ　（自一b男

○ベンキョウシナイト　ダン

_ン　シンデ　イクカラ　（ノ1・

一佐男4－3）

（赤一・男6－2）

寃¥レデ「ソダテマショウ」

5－1）

寃Iハナヲネ　ミズ　カケニ

Lタラネー　　ドンドンドンネ
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順次的な

ッテ　ユッテ　ソダテタノ。

ソシタラネ　ウントネ　ドン

ドン　オッキ・ク　ナッテ　イ

ッテ　ソィデオジイサンタ

チガ　タスカツタノ。（赤一

E女5－8）
○ウサギガネ　ハヤク　ナッ

テ　イクノ。（赤一d男6－

4）

○ダイヤノネ　シチヲ　ダシ

タ　シトカラ　サイショネ

ウントダウーントズー
ト　ダシテ　イクノ。（赤一J

女5－8）

○ミンナガ　ワーーット　ヒッ

パルトサー　ウーント　イチ

バン　マエガ　コロブデショ。

ソウスット　ダンダンニ　コ

ロンデ　イクデショ。（赤一t

男6－0）

ネテツ
ノ

嘩
，醗／

【
窪（

O
ノタツナ

　
ンネ

ナ
4

ノ
ハ
女

ア
オ
h

の一

11．7　実現動詞の用法

ll．71　案配動詞の用法注1＞

　実現動詞「よんでみる」は，実際にその動作が実現することをあらわすが，どうなっているか

ということを知るためにもくろんだ動作（ためしにする動作）であるばあいと，試験的な目的をも

たない体験的な動作であるばあいとがある。

　　1）ためしにする動作

　　　　　○細君が下から呼んで見たが，返事がない。　（田山花袋「蒲団」）

　　　　　○水ん中よく見てみろ，随分いるぜ。（石原慎太郎「太陽の季節」〉

　　　　　○ちょっと見せてごらんなさい。

　　2）　体験的な動作

　　　　　○俺もこんな女と一生に一一度恋愛してみたいものだ。（故旧忘れ得べき）

　　　　　○この夏病気になってみて，～層道雅の冷酷なことがわかったというのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円地文子「女坂」）

　　　　　○吾家も大一郎が死んで見ると，あとは鈴江一人で是非養子と云ふところだが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳窟薩花「思出の記」〉

　そのほかに特殊な用法として，たとえば，つぎのようなものがある。

　　　　　0その従妹たちをとりまく娘たちのあれこれに恋愛してみたりやめてみたりしていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冬の宿）

　　　　　○当人たちにしてみれば，うろうろしているどころの段ではない。

注1）用例は，高僑太郎1969からとった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林秀雄「私の人生観」）

11．72　幼児の使用した実現鋤詞

　幼児は，実現動詞「よんでみるjの，ためしにする動作をあらわす用法も，体験する動作の用

法も，つかっているが，その用法のバライエティは貧弱なようである。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　兇 年　　少　　兇

ためしに ○ウタッテ　　ミヨウカ。（；神 ○アノネ　ミミ　カシテ　ゴ○オジイサンモネ　ウント

qトツ　オドッテ　　ミヨウカする動作 ラン。かしてあげよう。コシ

ナーット　オモッテ　オドッ

一松女4－8）
寃Eサギガネ　カメト　キヨ　　　　　　　　　　『

Eソウシテ　ミタノ。　ソシタ

ヨコショ。（赤～一d男4－2）

寃Eミン　トコニ　　ボート

fワタッテ　ミタノ。（赤一一

タノネ。（赤一w男6－3）

寃Iバアサンガ　ヒロッテ

^ベテ　ミルトネ　オイシカ

ラネ（／」・一一成男4－7）

寃{ウエンキヨウモッテッタ

父堰@ノゾイテ　　ミタラ　　ミッタカラネ（自一h女5－7）

寃}ドカラ　ノゾイテ　ミタ

ラネ　オオカミノネ　オオカ

エタノ。（小一豪男5－1）

寃Iネエサンノ　フクヲネ

qロゲテ　ミテ　ナキダシチ

e男荏一一1）

寃Gートネ　オキテ　　ミタ発見条件

ミ　ダッタノ。（赤一u女5－

P1）

寃¥イデネ　オキテ　ミルト

ヤッタンデスッテ。（赤一一P

翌T一一2）

寃Aケテ　　ミタラ　ワカル？
一

主　ウント　アオニダトカ…

c… @イッバイ　イテ（赤一

嵐j6－3）

寃Eチニ　カイッテ　ミタラ

（神一永男4一一1） 2　ユメダッタノ。（神一

將j4－4＞

孟　ママガ　イタノ。　（赤一L女5－9）

ll．8　幼児の使用するアスペクト鋤詞の問題点

　いままでみてきたことから，幼児のアスペクト動詞使用について，つぎのことがかんがえられ

る。

　　！）幼児は，たいていのアスペクト動詞をつかっている。

　　2）幼児は，アスペクト動詞の基本的な用法をつかいこなすちからをもっている。

　　3）アスペクト動詞の基本的でない罵法，たとえば「よんでいる」の経験・記録的な用法，

　　　「よんである」の準備的な用法，「よんでおく」のモーダルな要素のつけくわわった用法，「よ

　　　んでくる」と「よんでいく」の継続的な用法，「よんでみる」の体験的な用法などについて

　　　は，まだ使用例のでなかったものがある。

　また，幼児のアスペクト動詞のあやまりをつぎにあげるが，そのことから，つぎのようなこと

がいえる。

　　4）アスペクト動詞のもつアスペクト的な側面については，幼児はよく所有しているが，そ

　　　のボイス的な側面，つまり「している」と「してある」のちがいについては，混乱をおこ

　　　すものがすこしあった。

　　5＞個別的な特徴をもった単語のアスペクト形式については，あやまるものがあった。
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（「いてた」「しってない」など。）

－種　類 年　　長　　児 年　　中　　兇 年　　少　　児

持続態

｢てた ○サンニンノ　ブーフーウー
Kネ　ウント　オウチニ　イ　　　　　　　　　　　｝

しってな ○コノ　オハナシ　シッテナ　　　　　　　　　　一 ○シッテナイ。（小一藤男4 ○シッテナイ。（小一岸男3一
イ。（赤一N女5－7他〉一竺

結
果
態
主
体
の
状

一9他）

寃Aブラゼミト　ネテ　アル

11他〉

寃¥シタラネ　カギガ　シマ

墾

○ウサギトネ　アノネ　オニ

純m　ウラニネ　ハ　サイテ ッテ　アウノ。　（赤一i男4
アル　アノ　ダリア　カイタ｝

一2＞

ノ。　（自一i女5－11）

寃¥ノ　トコロニ　ナワガ

Aッタノ。　　ソノ　　トコロニ

cルガ　ヒッカカッテ　アッ

タノ。（赤一〇女6－1）

○オハナハンッテネ　ウント

?カシミタイナ　アタマ　シ

eテサー　キモノ　キテ　ア

ルデショウ。（自一A女6－5）
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第12章　文法的な派生形容詞

12．1幼晃の使用した派生形容詞

　今回の幼児資料にあった派生形容詞は，みぎのとおりである。

　「よみたい」や「よみそうだ」は，幼児も，よくつかっている。

　なお，「よみやすい」「よみにくい」にも「よみたい」と同様の格支配

の問題があるが，今回は，例がすくなかったので，その分析はしなかっ

た。「よんでほしい」はなかった。

よみたい

よみやすい

よみにくい

よみそうだ

年年年
長中少

ooo
○
○

ooo

種　類 年　長 児 年 中　　　児 年 少　　児

よみたい

○「ソトヘ　デテ クックト ○モウ オシッコシタイ。（小 ○アノネ バスノ　シャショ

アソビタイJット 　　’?ツア 一端男 4－2） ウサン ナリタイ。（神一三男

（自一〇女6－1） 4－0）
よみやす
い

○ソイデ　ソウシタ ホウガ

レーシングカ～ カイヤスイ

デショ。（自一y男6－G）
よみにく

｢
○シンブンガ ヨミニクイカ

ラネ　メガネ カッテカラネ

『一（赤一q男5－11＞
よみそう
だ

○トラックガ キ・テネ　ブッ ○ココニ ナンカ　アルノ， ○ハナガ カレソウダカラ。

カ ブッカリソウダッタ。（赤 ココニ　　o ココ　トレソウナノ。 （赤一1男4－3）

～G男6－1） （小一小林男4－3）

12．2　「よみたい」の用法

i2．21　他動詞のばあいの格支配

　「よみたい」ははなしての希望をあらわす。（ただし，終助詞や接続助詞へつづくときや，過去

形「よみたかった」のばあいなどには，三入院である主人公の希望をあらわすこともある。）この

点は，感情形容詞ににている。

　他動詞がこのかたちでつかわれたばあい，対象語をとることができるが，その対象語は，ガ格

になったり，ヲ格になったりする。

　つぎに，幼児のばあいの，対象語のあらわれかたをあげる。なお，ついでに自動詞のばあいの

例もあげておく。
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種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

○ミンナ　キタイ　ヒトハ ○オウチニネ　カエリタイカ ○ハヤク　カエリタイナ。
ラネ『キテ　イインダケド（自一q

翌U－1）

寃¥レデ　イキタカッタカラ

（赤一k女5－3）

@　オツトメシタイン

（赤一n男3－7）

寃Tッキン　トコ　イキタイ○ダッテ

_モン 　　　　　　　　一　㎜　一塔_モン。（小一福男4－2）

自動詞

ﾚ動動詞

孟　（二一〇女6－1）

寃Aタシネ　オラナイ　ワケ

Wャ　ナインダケドネ　オリ

　　　（赤一i女5－3）

寃`ムハ　フナノリニ　ナル

iリタクテ　ショウガナイデ

○ゼンゼン　アソビタク　ナ
C　ヨ。　（ノj、一｛左男　4　－　3　）

一
　　　　　　　　　　〔^ク　ナカツタノ。（自一g

ス。　（自一　　t男　5　－　3　）『○オモシロクテネ　モット

Aソビタク　ナルンダケド女5ヨ1）

寃Zンセイニ　ナリタク　ナ

ッチャッタ。（赤一u女5一
ユ1）

寃Jワヲ　ワタリタカッタカ（一ヲ）。

ｼ動詞
黶@　ガ

2　ウソ　ツ’イテタノ。（赤一〇女6－1）

寃{クハ　　ソラヲ　　トビタイ

（神一大女4－6）

寃Jレライスガ　タベタイナ。

ナー　（自一m女6－4）｝

○コワイ　ユメガ　ミタク
ナイカラ　イッツモ　コワイ　　｝　

ユメガ　ミタク　ナイナート

オモッテ　スグ　ナクカラ

i赤一1女6－6）
寃Iソウジガ　トクニ　ヤリ　　　　　　　　　　ー

^イシネ　（赤一1女5－8）一｝

（神一松女4－8）

Oヤマンバガネ　ウシヲ　ウ

塔g　「サカナヲ　タベタイ」

○カンガルキョウソウガ　ヤ

潟^カツタノ。（六一。女6

ニ　　　ヲ

　　　　　　　　　　　『

黷P）

寃^マニネ　アカチャン　三．

@　　　　　　　　　　イ

ッテ　ユッテネ　（小一成男

S－7）

寃aオソバ　タベタイ」ッテ 0ボク　コレ　ヤリタイナ。　　　㎜

タイッテ　ヨウコガ　ユウン　　一

ダヨネ。（自一t女6－4＞

寃＝[　ツブリタク　ナイ

イウトネ　ツクッテ　クレル

m。（小一成男4－7）

寃_ッチ　ネジュミ　トリタ

（赤一n男3－7）

寃{ク　アレノ　オハナシ

Vタイナ。（赤一n男3－7＞

イカラ　　（神一柳男畦一5＞ ○オワッタラ　ミズ　ノミタ

はだか格｛一　一

ﾆりたて

トキハ　ホカノ　ヘヤニ

泣m。（赤一1女5－8）

寃Tトシ　カケッコト　ツナ

○ミズ　ノミタイカラネ，ノー 一
　　　　　　　　　　一qキ・　ヤリタカッタ。（赤一一

ドカワイタカラ，（赤一k女

T－3）

a男5一エ1）

寃Sハン　タベンノ　ツクン

Z　ナッチャッタ。（赤一d

j4－2＞　　　　　　　一

Zボク　コレ　ヤリタイナ。

Rレモ　ヤリタインダモン。堰
ノモ　ヤリタイノ。（赤一1｝

女5－8＞ （十一n男3－7＞
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対象語な

主

○オハナハンハネ

ンガ　ミタイッテ

（自一A女6－5）

○タベタク　ナッタラ　マタ

タベンノ。（神一高男4－4）

○ガッコウノ　　ヒトガ　　ヨミ

タイッテ　ユッテ　ヨンデ

（十一k女6－2）

オカアサ

イウカラ

○ボク　vクオンキデ　ハヤ

ク　キキタイナ。（小一川男

4　一10）

○デモネ　ミタク　ナイ　モ

ノハ　ミナイ。（小一箆女4

－7）

○コッカラ　ヨミタイナ。

（小一竹男4一一1）

f2．22　「よみたい」の悶題例

　幼児の使用例のなかに，「よめたらいい」の意味を，「よみたい！のかたちであらわすものがあ

った。

種　類 年 長 児 年　　中　　児 年 少 児

あやまり ○オトウサンガ　キテネー

iンニモ　デキナクテネ　ウ

塔gネ　ナンカ　デキタイ

コトガ　ナイカナート　オモ

E　　コト。（神一増女4－11）

12．3　「よみそうだ」の用法

　「よみそうだ」には，その動作が実現寸前の状態にあることをあらわすアスペクト的な絹法と，

いかにもそのようにおもえるという推量された属性をあらわすムード・形容詞的な用法があって，

この両者が連続的につながっている。

　幼児の例では，アスペクト的な用法が大部分であった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

寸前の ○アブラガ　ヌケソウデス。

ようす

○ソイデネ　ショウチャンガ

Cッスンボウシニ　ナリソウ

○トラックガ　キタラ　アン

Vュ　モウ　スコシデ　シカ

ダッタンダヨネ。（自一g女 　　　　　　　　　　『激¥ウダッタノ。（二一s男

（神一寺男4－4）

寃Tカヲ　ノボッテ　オッコ

チソウ　ナッタノ。（赤一b5－11＞

寃]ウサンノ　オハナニ　ク

泣}レッチャッテネ　ィキガ

cマリソウデネ（自一Q女6

4－10）

寃Rンナ　オッキカッタノ

nレツシソウデネ（鷺一u

男4－0）

寃_ンダン　コウ　ナッテテ

Iレソウデネ　オレ　ォレナ

一1）

寃Eサギガネ　アノ　ゴール

}デ　ツキソウナ　．トキ（赤

女5－5）
寃Rドモタチガ　アメニ　オ　　　　　　　　　　　ー

{レソウニ　ナッタノヲネ

カッタノ。（神一高男4－4）

一u男6－5）

寃cルツルデ　スベリソウ

iッタケド　アノ　アノネ

Eントネ　ガマンシテネ（自

黷X女5－11）

寃Jイジュウガ　　シニソウ

サリーハ　　トメヨウト　シタ

塔_ケドネ（小一山中女5－
O）

寃Nマガネ　ジド　バスドオ

潟j　キテ　ダンプカーニ

qカレソウニ　ナッタノ。

（赤一w男5－3）
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みかけの

ようす

ナッテモ　タタカッテネ（赤

一n男6一一2）

○キクガ　カレンウニ　ナッ

テ（赤一A女6－1）

○ソレネ　テキニ　トラエソ

ウン　ナッタカラ（赤一u男

6－5）

○オオキナ　ヤマガ　アッテ

シタカラ　ミルトネ　ノボレ

ソウナ　カンジデ　ノボVウ

ト　スルト　ノボレナイノ。

（赤一u男6－5）

○ネズミガ　イッ　タックサ

ン　イソウナ　キガ　シテ

（赤～m女6－3）

○チット　コレ　ナキソウナ

カオ。（自一r女4－8）
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第13章 くみたて動詞

　くみたて動詞とは，二つの動詞が，直接に，あるいは，形式名詞または形式名詞稠当のものを

介してくみあわさり，その二つの動詞が共同して一つの文法的な意味を実現している連語である。

この連語を構成する二動詞のあいだのむすびつきがつよければ，この連語は，動詞の形式として，

動詞のパラダイムのなかにはいってくる。現在のところ，そのむすびつきのつよさの度合に関し

て研究がすすんでいないので，どのように位置づけるのが妥当であるかは明確でないが，ここで

は，いちおう，一定のまとまりあるものとしてあげておく。

13．1幼児の使用したくみたて動詞

　幼児の使用したくみたて動詞は，つぎのとおりである。

年年年
長申少

よむことができる ○○

よむことがある ○○○

よまないことがある ○○○

よむときがある ○○○

よまないときがある 0
よんだことがある ○○○

よんだときがある ○○○

よまなくなる ○○○

よみたくなる ○○○

ほみそうになる ○○○

よむようになる ○○

よんだみたいになる ○○
　、　　　　　　　　　、　　　　　　　　　、

ｱついっふつになる ○

よむことになる ○○

よまなくする ○

よむようにする ○○

よむことにする ○

よむとする ○○

よんだとする ○

よもうとする ○○○

13．2　「よむことができる」

　「よむことができる」は可能をあらわす。なお，幼児の例には「よむのができる」のかたちもあ

った。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年 少 児

可　　能 ○アンスサマ　ヒゲガ　ボシ ○マイティーゴウハネ　ソラ

ヤーント　ハエテンノ，シロ

C　ヒゲ。ソイデネー　ジュ

Eゴヤサンヲネ　ケス　コト

ヲ　トンダリ　ウカンダリ

Eカンデネー　ウント　ウゴ

Cタリネ　ミズノ　ナカヘネ

モ　デキルンダカラ。（赤一F モグル　コトモ　デキルノ。

男5－9）

寃Iバケダカラ　ヌケダシテ

Bッチャウノ。ケエル　コト

（神一規男4－6）

寃L・リュウトビッテ　イウ

純泣cmガ　イタノヨネ。ソ

モ　デキルノ。［注〉ケエルは レヲネ　パピー　ヤッツケル

「溝える」1（赤一k女5－8） コト　デキナイデネ（赤一f

よむのも

女4ヨ0）

寃Lュウタロウハ　　ソラヲ

できる トベルシネ　キエルノモ　デ

キルシネ（赤一r女4－10＞

一1屡8一



＼

13．3　「よむことがある」「よむときがある」

　これは「連体現在形＋こと（とき）が＋ある」というくみあわせである。　「ある」は「あった」

にしてもよいが，最初の動詞を過去形にすると

これに属する。

　　　　　よむ　ことが　ある

　　　　　よむ　ことが　あった

　　　　　よむ　ことが　ない

　　　　　よむ　ことが　なかった

　　　　　よまない　ことが　ある

　　　　　よまない　ことが　あった

　　　　　よまない　ことが　ない

　　　　　よまない　ことが　なかった

　これらは，ときどきおこること，

ソシャルな用法としてあらわれる。

べつのくみあわせになる。つぎのようなものが，

よむ　ときが　ある

よむ　ときが　あった

よむ　ときが　ない

よむ　ときが　なかった

よまない　ときが　ある

よまない　ときが　あった

よまない　ときが　ない

よまない　ときが　なかった

または，おこらないことをあらわす。動詞のテンスは，ポテ

　採集時の質問の性格もあって，幼児は，このくみたて動詞をよくつかっていた。なお，　「よむ

ことある？」という質問のこたえとして，「アル」やfナイ」が独立につかわれる例もあった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

よむこと

ｪある

ﾝとめ ○ツレテ　イッテ　モラ○オテツダイ　スル　コトモ

Aルケドサ。　ソウィウ　ト

Lニモ　ホメラエル　　コトガ

傍スご一面一舘ン
コ’ g　ア　コト　アルヨ

アル。（赤一F男5－9）

（赤一m男4－10）

寃?ソニ　スンデテ　ソコノ

Eチニモ　クル　コトガ　ア○ハヤオキスル　コトモ　ア

ルシネ　クジニ　オキル　コ
ルノ。（小一久女4－7）一

トモ　アルヨ。（盗一y男6 ○ママニ　キク　コトモ　ア

ルケド　キカナイ　コトモ一〇）

寃fモ　トキドキ　ウチデ

iク　コト　アル。（自一

アル。（小一二女4－8）

寃Gイガハネ　ミル　コト

アルケド。（赤一q女5－2）

（神一一男3－8）

寃Rウチャン　ツレテッ

○チカラレル　コト　アルヨ。

うちけし

（小一下男5－0）

宸ｵかられることある？　ン

H　ナイ。　アンマリ　ナイ。

よむとき

ｪある

ﾝとめ

h女5－7）

宸ｵかられることある？　±
C（赤一F男5－9他）一〇ボク？　クジニ　ネル　ト

（小一志男4－2）

寃Kッコウノ　オベンキョウ

Tボッテ　アソンデル　トキ

現；在形

キ　アル。ソレカラ　ボク クレル　　トキモ　アル。

　　一Wュウイチジニ　ネル　トキ

アル。（赤一t男6－0）

アル。（小一窪目4－8）｝

寃pパモ　オコル　　トキ　ア

（三一a男4－0）

寃Iトウサンモネ　オシ
一〇シカラレル　　トキモ　アル ルケド　キライ。（ノ」・一山女 　　　　　　　　…Xル　　トキモ　アンノ。

i

オシゴト
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過去形

うちけし

（赤一N女5－7）

○ニュースなんかみる？　i

ル　トキダッチ　アルヨ，

ヨノレ。　（自一p男5－6）

○ほめられる時は？　アル。

（赤一D男5－11＞

○ソウイウ　トキニネ　ハイ

ラナイ　トキガ　アンノ。

アノネ　マガ　ギュットネ

マガッチャウカラ。（赤一a

男5－！1）

○コマル　トキモ　アッタ。

（自一一d女5－11）

○しかられるときある？　ア

ンマリ　ナイ。（赤一E女5

－8）

4－5）

○ミル　トキモ　アルシ　主

ナイ　トキモ　アル（小一由

中女5－0）

○シカラレル　トキモ　アン

ノ。（神一宮男5－Q＞

○ほめられるときは？　アル
　　　　　　　　　　Lo
（小一野女4－9）

一古男4－5）

○チャンネルマワスト　シ

ロクロ　ネッタリネ　デタリ

ネ　オカシイ　トキ・ダッテ

アンノ　センガ　イッパイ
　　リ
デチャウ　トキダッチ　アン

ノ。（神一三男4－0）

f3．4　rよんだことがある」「よんだときがある」

　これは「連体過去形＋こと（とき）が＋ある」というくみあわせである。　「ある」は「あった」

にしてもよいが，最初の動詞を現在形にすると

これに属する。
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よ
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べつのくみあわせになる。つぎのようなものカ㍉

よんだ　ときが　ある

よんだ　ときが　あった

よんだ　ときが　ない

よんだ　ときが　なかった

よまなかった　ときが　ある

よまなかった　ときが　あった

よまなかった　ときが　ない

よまなかった　ときが　なかった

　これらは，経験をあらわす。動詞のテンスは，アクチュアルな用法としてあらわれる。

　「よんだこと（とき）がある」は，「よむこと（とき〉がある」とちがって，「ある」と「あった」，

「ない」と「なかった」のばあいの意味がそれぞれおなじである。つまり，「よんだことがある」と

「よんだことがあった」とは，おなじことをあらわす。

　また，「よまないことがなかった」は，「よまなかったことがない」とおなじ意味になる。つま

り，つぎの六つは，おなじことをあらわす。

　　　よまない　ことが　なかった　　　　よまない　ときが　なかった

　　　よまなかった　ことが　ない　　　　よまなかった　ときが　ない

　　　よまなかった　ことが　なかった　　よまなかった　ときが　なかった

　「よんだことがある」「よんだときがある」は，どちらも幼児につかわれているが，「よんだこと

がある」の「こと」を「とこ」という例がいくつかあった。
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　このあやまりの原因として，概念過程としての「こと（事）」と「とこ（所）」とのとらえちがい

と，発音過程としての〔koto〕のkとtとのいれかえという二つの可能性がかんがえられるが，

たぶん後者であろうとおもわれる。なぜなら，今回の資料にはなかったが，もうすこしちいさな

こどものばあい，ときに〔toto〕という発音がきかれるからである。

種　類 年　　長　　児 年　　巾　　児 年　　少　　児

よんだこ
ﾆがある
ﾝ　と　め

現在形 ○パパニハ　ホメラレタ　コ ○ボクネ　ゾウ　ケッタ　コ

ト　アル。（二一a男5－9＞

Oコノマエニネ　トシマエン

Cッタ　コトガ　アルノ。 ト　アル，ユメデ。（赤一δ

○マンガデ　キイタ　コト

Aル。（一一b男5－9）

寃Lイタ　コトハ　アル，ア

（赤一f女4－10）

寃Nルマト　クルマト　ブツ

Jッタ　コト　アルヨ。（小

男4－2）

寃~ーチャン　ドウブツエン

Cッタ　コト　アルヨ。（小

一才串女5一玉）

寃C．ナカモ　イッタ　コト

Aルモン。（神一永男4－1）

一矢女4－0）

寃Aノネ　ユメ　　ミタ　コト

n　アル。（神一三男4－0）

ノレ。　（自一p男5－6）

寥�ﾊ事故なんか見たことあ

驕H　アル。イッパイ　アル。

○オトウサンニ　オコラレテ

hッカニ　イッチャッタ　コ

トモ　アル。（神一規男4－6）

　　　一i自一9男5－8）

宸ｶゃ　ほめられたことは？
jド　アル。（赤一n男6一　　　一

Q）

宸ｱのおはなしきいたことあ

驕H　ウン　ウタデ　アル。

i自一A女6－5＞

寃}エナンカ　コロサシタト

Tー　　（　）ジャトカサー

Tー　オコッノ　コトダトカ

Tー……ミタ　コト　アッタ。

○しかられたことある？　チ
bト　アル。（神一宮男5一　　　㎝

O）

宸ｨとうさんのおしごとしっ

ﾄる？　なにしてらっしゃる

ｩ，みたことない？　ミタ

○おもしろかったことあるか

ﾈ？　アル。どんなこと？
Cツパイ　アル。（二一d男　　　　　一

S－2）

寃Kッコウ　イッタ　コト

Aッタ。（赤一t女4－4＞

　　　　　　　　　一Rト　アッタ。（小一清女4一

’○ボク　ダイオン　ミタ　コ

g　アッタモン。（赤一n男

過去形

､ちけし

3－7）

寃Nミコ　チュウシャシタ

Vタ　コト　アッタラネ　エ

（赤一w男6－3）

Cナカニ　イッタ　コト　ナ

8）

寃Vカラレタ　コト　ナイ。

ト　イタカッタ。（赤一t女

S－4）

寃~タ　コト　ナイ。（小一現在形
イカラ　ワカンナイ。（赤一 （神一遠男5－1）

寃Rレ　ミタ　コト　ナイネ。

矢女4－0）

寃Lイタ　コト　ナイ（小一u男6－5）

寃Lイタ　　コト　ナイケド 原女3－7）

ウタデ　ミタノ。（赤一t女

U－4）

寃`ョット　．ミタ　コトハ

（赤一t男5－1）

寃hウブツエンニ　　イッタ

Rトハ　ボクハ　ナイ。

　　　　　　　一i小一永男4－4＞

ナイ。（赤一h女6－6） ○ミタ　コト　ゼンゼン　土
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過去形

のちたか

よんだと
きがある

現在形

○コマッタコト？　アマリ

ナイ。（赤一s男6－6）

○このおはなしきいたことあ

る？　アンマリ　ナカッタ。

（赤一x女6－2＞

○「オサムクン　オイデliナ

ンテ　イッチャッテ　ネボケ

タ　トキ　アル。（赤一f女5

一9）

！で。（ノ」、一篠男5－1）

○とおくに旅行したことある

？　ナイ。（小一久女4－7）

○アスカヤマ　イッタ　トコ

アル。（神一宮男5－0）

○フミチャン　ヒカレタ　ト

コ　アル。（自一r女4－8）

○アレーキイタトコナ
ノで。（神一宮男5－0）

○オママゴト　トカネ。っん。

オモテデアソンダ　トキモ

アル。（自一r女4－8）

○カジノ　トキ　ショウボウ

ジドウシャガ　キタ　トキ

アルヨ。（小一徳男4－5）

○とおいとこういったことあ

る？　ナイ。（自一m女3－

io）

○ロケットト　ピコウキ　ノ

ッタ　トコ　アル。（自一d

男3－10）

○アノネ　ネテタ　トキモ

アル。（赤一d男4－2）

13．5　「よまなくなる」ザよむようになる」など

　これは，ある状態にかわることをあらわすくみたて動詞である。この形式は，「たかくなる」

「しずかになる」のように，形容詞のばあいによくあらわれる形式であって，動詞のばあいも，な

んらかの意味で形容詞化されたものに「なる」をくみあわせて，くみたてる。

　これらのくみたて動詞のあるものは，ある状態になるという意味以上あるいは以外の意味をに

なっているものがある。

　「よみそうになる」は，もうすこしで実現するというアスペクトの意味をになう。

　「よむようになる」は，「よむ」という状態にかわることをあらわすぼあいと，「よむようになっ

ている」という形式で，からくりやてつづきのようすをあらわすばあいとがある。

　「よむことになる」は状態がかわるばあいと予定がかわるばあいとがあワ，さらに，条件に対す

る帰結をあらわすことがある。（かれが6時にかえったのなら，わたしの時計が30分おくれていた

ことになる。）

　「よまなくなる」には，状態がかわることをあらわす用法のほか，予定のかわることをあらわす

馬法がある。

　「こういうふうになる」は「こういう」または「こういうふうだ」がすでに形容詞化していると

いってもよいかもしれない。

　これらのくみたて動詞は，「よむ」を「よんだ」にかえることによって，意味がかわるものやか

わらないものがあり，その成立条件についても，おもしろい問題がいろいろあるが，ここでは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一152一



そうしたことについての記述は省略する。

　幼児もこれらのくみたて動詞の基本的な用法をよくつかっているが，そのいろいろな用法は，

あまりバライエティにとんでいない。

　これらの問題例として「しらなくなる」「いくようになっていくjなどがあった。

　なお，「よみたくなる」「よみそうになる」などでは，「よみたい」「よみそうだ」のところとお

なじ例をあげたものがある。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

○デモネ　モウ　シナク　ナ○ハジメ　ミテタケド　モウ

~ナク　ナッタ。（三一」女
ッタ。（小一岡女4－8）一

○ソイデネ　ママモネ　エト

Iニイチャンモネ　オトウサ

塔K　イナク　ナッタノ。○アノネ　ミチガ　ワカンナ

ク　ナッテネ（自一h女4一

6－6）

寃¥シテ　クスリ　ノマシチ

ャbタラネ　ヨケイネ　ワラ

Cガ　トマソナク　ナッチャ

（赤一t女4－4）
寃Aノネ　ミチガ　ワカンナ　　　　　　　　ー

Nナッテネ（神一折女4－3＞

ツタノ。　（三一琶女5－8）

7）

寃Nマガネ　ネズミノ　ホウ

j　イキタク　ナッテ（小一

○エトネ　ダンダン　シラナ

N　ナッチャウ。（神一高男

よまなく

ﾈ　　る

竭阯痰

みたくな

@　るよ

ﾝそうに

ﾈるよ

ﾞように

ﾈる結
ﾊの�

タベタク　ナッタラ，マタ�

－4）O

~ズ　ノミタク　ナッチャッ

^。（赤一d男4－2）ベンノ。（神一高男4－4．）○

gラックガ　デテ　ヒカレ�

男4－2）○

_ンプカーニ　ヒカレソウ� サカヲ　ノボッテ　オッコ　　　　　　　　　一

ウニ　ナッチャツタノ。� 　ナッタノ。（赤一w男5� ソウニ　ナッタノ。（赤一

3）○

¥イデ　オオキク　ナッテハ

^ラク　ヨウニ　ナッタノ。�　　生�

二一R男5－11）○

uココナラ　アンゼンサ」ッ

e　イッテネ　コウイウフ

Eニネ　ウーント　ココデス

Sス　ヨウニ　ナッタ。�

赤一1男4－8）○

宴Cオンガネ　ウント　ニン

Qンヲ　タベル　ヨウ　ナ�赤一。男5－10）○

{ウヤガ　　ビヨウイン　　ビョ

Eインニ　ニュウインスル�

タノ。　（ノ」・一成男4～7）�

ウニ　ナッテネ（赤一h女�

男4－0）○

~ジュガネ　イッパイニナ

求@トキ　ナルネ　ミジュガ

@イッパイニ　ナル　ヨウ

－6）○

mリデ　ベターント　ハメル

gネ　ユビガ　ハイル　　ヨ�

ニ　ナッテネ（赤一k女5�

かけの�

8）○

`ッチャイ　コ。ダカラア

^ンナィ　ヨウニ　ナッテ�

メチャクチャ　カイテモマ

^　キエル　ヨウニ　ナッ�　　ま�
カラネ，ボクタチハ　オッ� ンノガ　アッテネ（小一久�

イカラネ　アタルノ。（自一

?男5－5）　’�
4～7）� 　ナッテンノ。（神一古男

－5）
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問題．

よんだみ

たいに
な　　る

こついつ

ふうに
な　　る

よむこと

になる

○イスニ　ノッチタラ　アタ

シガ　スベッテネ　ドンドン

カワニ　イク　ヨウン　ナッ

テイッ．テネダレカガタ
スケテ　クレタノ。（赤一H

女5－8）

○クマサンハネ　アノネ　ナ

ンカ　スワッタ　ミタイニ

ナッチャッタ。（赤一f女5－

9）

○ダカラ　ウー　サイバンヲ

スル　コトニ　ナッタンデス。

（赤一工女5－8）

○オハナガネ　ソノネ　オレ

チャッタ　ミタイニ　ナッテ

テネ（小一箆女4－7）

○ソレデネ　シズンジャッタ

カラネ　オリニ　イレル　コ

トニ　ナッテネ（神一宮男5

一〇）

○ウサギガネ　　コウイウ　　フ

ウニ　ナッチャツタノ。（小

一相男4－4）

13．6　「よまなくするjrよむことにする」

　これは，状態，予定，しかけなどをつくりだすことをあらわすくみたて動詞である。なお「よ

むことにする」には，仮定・みなしをあらわす用法があって，「よんだことにする」にもなるが，

このような用法は，幼児の例にはみられなかった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年 少 児

よまなく

ｷ　　る
○カオヲ　ミエナクシテ（自

一t女6－4）

よむよう

にする

○［入口の戸を］アカナイ　ヨ ○セヲ　ノビル　ヨウニ シ

ウニ　　シトクノ。（自一g女5 マシタ。（神一桑女4－10）

よむこと

一11）

にする
○アノ　オンナノコノ　トコ

マデネ　イッタラ　ハナタバ

アゲル　コトニ　シタンダッ

テ。（自一d女5－11）
へ
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13．7　「よむとする」「よんだとする」

「よむとする」「よんだとする」は，仮定・みなしのくみたて動詞である。過去の仮定をあらわす

ためには，fよむとする」はっかえないが，そうでないばあいは，どちらをつかっても意味はほとん

どちがわない。これがっかわれると，主文の述語，または，つぎの文で，それの帰結をあらわす

ことになる。

　この形は，年長児，年中児によってつかわれている。ただし，帰結の表現が完全にあらわれて

いないものもあった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

よむとす

○ココニ　ホイクエン　アル ○シンデレラノ　オウチガ

㎝ト　スルデショウ。　ソイデ ココニ　アルト　スルデシ

サ　コッチニモサ　コレ　マ ヨ。ココニ　ダイドコロト
一

ンナカサ　コヤ　ミタイノ スルデショ。シンデレラノ

アルデショウ。（自一b男5 フタリノ　オネエサンモ（

一9） ）レンノ。ナンニモネ　ゴハ

○サイション　トコハネェ ンネ　ソウジモネ　シンデレ

ネ　ソノ　ヒトガ　ニンゲン ラバッカリ　ヤラセテ　ジブ

ニンゲンヤラネ　ウーン　ネ ンネ　シナイノ。（小一窪女

オバサンガ　イルト　スルデ 4－8）

ショ。ソノ　オ　センセイニ ○ココニ　ウサギガ　イルト

バケタリ　スンノ。（赤一b男 スルト，　ソレデ　オリテネ

6－5） カメガ　マエニ　ナッテ（小

一海男4－3＞

○ソノ　ミンナガ　ネテルト

シテネ，ソイデ　ソノコハネ

モウ　ヤメタノ。（赤一な女6

一2）
よんだと
する

○モクヨウビニ　カエッタト

シタラ　イチバン　サイショ

ニ　イチヲ　ツケテ，ヒョッ

コリ　ヒョウタンジマダナア。

（赤一s男6－6）

○セミ　ッカマエタト　シタ

ラサ　コンチュウシチャウン

『ダ，ボク。

（三一m男5－10）

f3．8　rよもうとする」

　「よもうとする」は動作の実現をめざすことをあらわすくみたて動詞である。これは，意志的な

動作の実現をもくろむことをあらわす嗣法が基本的であるが，条件形で，あるいは「時」「瞬聞」な

どの時間の形式名詞といっしょにっかわれて，動作が実現する寸前であることをあらわす用法が
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あり，この両者は連続的につながっている。

　幼児資料には，この両方の用法があったが，後者の用法も意志的な動作にかぎられ，（「発車の

ベルがなろうとした時」のような例はなかった。また，前者の屠法にも，f学者になろうとして勉

強した」のようなとおい将来をあらわすものはなかった。つまり，幼児の使用例は，この両方の

接近したところに両がわからあつまっており，そのことから，両用法はまだ分化していないとい

えるかもしれない。ここに問題例としてあげたようなあやまりは，その分化をおこす過程のくる

しみをものがたっているのかもしれない。

’種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

意志実現 ○クマガ　ネズミ　トロウト ○ソレデ　クサヲ　タベヨウ
のもくろ

○［おおかみは］オオキナ　ク

`　アイテネ　ソイデ　タベ シテ　ポンポント　ブツカッ ト　シテ（　　　）ヲ　モッテ
整 　　　　　　　　　　㎜?ウト　シタンダケドネ　レ

ンガノ　オウチハネ　フ　レ

塔Kノ　オウチヲネ　フート

tコウトモ　ビクトモ　シナ「

タノ。（小一三女4－8＞

寃¥レデ　ヤネノ　ウエマデ

Cッテネ　タベヨウト　シタ

キマシタ。（神一場男3－10）

寃Jメサンモ　ノロウト　シ

}シタケド　オッコッチャウ

ッテネ　タベランナイカラネ， マシタ。（小一佐男4－3）

インダッチ。（赤一J女5－8

0コンドネ　ニセモノノ　テ

ツジン　ツクッテ　トリカエ

ヨウト　シタノ。（赤一d男

（小一成男4－3）

○サリーハ　トメヨウト　シ

○キユウニ

タカラ

シタンジャ

男4－2）

トマロウト　シ

6－4）

○「ボクハ　ハリーダヨ」ト

オシエヨウト　シテネ　ウー

　　　　　ト　ウー　ダンスヤネ　ウタ

　　　　ヤネ………チュウガエリ。

　　　　　（自一t男6－2）

意志的な　○ミズマコウト　シタラ

タンダケドネ　サリーハネ

ソノ　マホウヲ　シラナイノ。

（／」）・一目」中女5－0）

○ミズヤロウト　シタラ

ドテーンテ（　　）

　ナイカ。（赤一d

○テッポウ

ラ　シュグ

ウトウト　シタ

動作の実

現の寸前

カレチャッタノ。（自一κ男6

－1）

○オジイサンガ　ヤマカラ

開脚ッテ　キテネ　ワPウト

シタラネ　ウント　アカンボ

ウガ　ウマレタノ。（二一〇

男6－3）

○ソイデネ　オリヨウト　シ

　　　　　タラネ　ヒrrコ　ハツミノ

　　　　サンダル　モッテッチャウノ。

　　　　（自一w女6－5）

問題例O寺口キクナッタラクル
　　　　マカオウトシテタンダケ

シオレタノ。（赤一w男5－3）

○オジイサンガ　カエッテ

キテネ　キロウト　シタラ

ヒトリデニ　ワレテ　モモタ

Wウガ　デテ　キタノ。（赤

一e女4－9）

ド　カッテ　モラッテ　スピ

ード　ダスト　オマワリサン

ニ　オコラレチャウカラ……

（赤一9男5－10）

　　　　　カクレチャウモ

ン。（神一高男4－4）

○ヤマニ　ノボッテ　イコウト

シタラ　ワルーイ　トuルガ

イテネ　ソシテ　「ダレダM

（トオル）ガタガタシンノハ」

ッテ　イウノ。（神一佐女3－

7）

○なにしてる絵？　ウン　ウン

トネ　オハナニ　ミズ　アゲ

ヨウト　シテンノ。（神一場男

3　一10）
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第14章　形容詞派生のコピュラとくみあわさるもの

14．1寸歩の使用した形式

　動詞の条件形，ゆずり形，中止形などの分詞（participle）

は，形容詞派生のコピュラとくみあわさって，当為，願望

などのモーダルな意味をあらわすことができる。これは，

ムード語形の延長ということもできよう。

　これに類するものは，ここにあげるもののほか，たとえ

ば「するといい」fしたらいい」のように，まだほかにもあ

るが，ここには，それらをあげなかった。

　また，ここにあげるいろいろな形式は，それぞれ，もっ

といろんな罵法をもっているが，ここでは，幼児の使用例

にみられたものだけをあげることにした。

　これらの幼児の例から，幼児は，このタイプの当為，願

望形式の基本的なものを身につけていることがわかる。

14．2　「いい」とくみあわさるもの

　「いい」とくみあわさるものには，つぎのようなものが

あった。なお，　「連体形」の章であげた，形式名詞「ほう」

をつかう形式を，ここでもあげておいた。

年年年
長中少

よめばいい ○○○

よめばよかった ○○

よんでいい ○○○

よんでもいい ○○

よんだっていい ○　○

よむほうがいい ○

よんだほうがいい ○

よむといけない ○

よまないといけない ○○

よんだらいけない ○

よんじゃいけない ○00
よまなくちゃいけない 0
よまないとだめ ○○

よんだらだめ ○○

よんじゃだめ ○00
よまなくちゃだめ ○

よまなきゃだめ ○

よまなければならない ○

よまないとならない ○

よまなくちゃならない ○

よんでもへいき ○

よみたくてしょうがない ○

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

よめばい
｢ねがい

○アカノ　リボン　モラッテ

Cットウ　ナレバ　イイト

Iモッタ。（赤一c男5－6）

寃Kンバッテ　ヤレバ　イイ

しかた

ナアト　オモウ。（自一b男

U－0）

寃Rッチ　マッスグ　イケバ ○「ドウヤッテ　モテバ　イ ○ナンチュ　イエバ　イィノ

イイノ。（赤一〇男6－2）
ンダ」ッテ　ユッタラネ　「シ｝

？（神一三男4－0＞

ッポニ　イワエツケレバ　イ○イヌガ　スグ　オコル　ト

Lハネ　チャント　テデ　シ

bポヲ　イッカイ　ブテバ

　’“塔Aスヨ諺ッテ

イイノ。　（赤一K男5－11）

　　　　　　　ユッタラネ，

uナルポドネ」ッテ　ユッタノ

l。（神一松女4－8）
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よめばよ
かった
く　　い

よんでい
し、

ゆるし

よんでも

いい
ゆるし

よんだっ
ていい
可　　能

よむほう
がいい
えらび

よんだほ
うがいい
えらび

14．3

○ソイデ　　「ワカリャ　　イイン

ダヨ，ワカりやー」（自一e男6

－1）

○アノ　トキ　イチオクマン

エンヲ　アゲレバ　ヨカッタ

ナー。（三一【n女6－5）

○キタイ　ヒトハ　キテ　イ

インダヨ。（自一q女6－1）

○「コレ　イジッテモ　ィイ

？」ト　イウト　「ダメ」ッ

亨イウノ．（自一。女6－1）

○ソイデ1ロクデタラマ
タ　オナジヨウニ　フタツ

ダシテモ　イイシ　フ　ロク

ススメテモ　イイ。　（赤一1

女5－8）

○ミッチャン　シンデモ　イ

イノカ？（自一x女5－6）

○アッチカラ　キタッテ　イ

イシ　コッチカラ　コウ　コ

ウ　コウ　キタッテ　イイシ。

（赤一b男6－5）

○ヤッパリ　シトト　アソブ

ホウガ　イイ。　（赤一π｝男5

－10）

○ヤッタ　ホウガ　イイ。

（赤一。男6－3）

○クレバ　ヨカッタ。（小一三

女4－9＞

○オッキイ　オッキイ　ジテ

ンシャ　ツカッテ　イイ　ユ

メ。（ノ」、一成男4－3）

○アノ　ピコウキ　モッテッ

テ　イイ？（小一永男4－4）

○イッショニ　イッテモ　イ

イデスカ。（．赤一e女4－9）

Oゴハン　ナルマデ　アソン

デイテモィイノ。（自一

r女4－8）
○ウチニ　キ・テモ　イイデス

ヨ。　（小一野女4－9）

　　「いけない」とくみあわさるもの

fいけない1とくみあわさるものには，つぎのような例があった。

○信号青になったらすすむの

ね。アオイノ　アオイノ　ヤ

ッタラ　ウゴイテ　イイノ。

（自一d男3－10＞

○バスデ　ノッチ　イクトネ

（イチジュウ〉　コンナニ

キタッテ　イ’インダモン。

〈神一宮男3－8＞

種 年 畏 児 年　　中 児 年 少 児

よむとい
ｯない
J　　慮 ○エジプトッテネ オ オナ

一 カノ ナカニ　ノド カワタ｛　一

ト イケナイカラ， オナカ

ノ ナカニ　ミズガ アッテ
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い
な
　
務

な
け

ま
い

よ
と
い
義

よんだら
いけない
禁　　．止

よんじゃ
いけない
禁　　止

く
け
　
務

な
い

ま
や
い

よ
ち
な
義

○アシャ　サンジニ　カエン

ナイトネ　イケナインダッテ。

（赤一B女5－8）

○このおはなし，なにをしち

やいけませんてことなの？

ン，ネチャ。ん？　ネタラ

イケナィ。（三一n男6－2）

○ヒトニネ　ソウ　イバッテ

ユッタリ　シチャ　イケナイ。

（赤一s男6－6）

○イジワルヲ　シチャ　イケ

マセンチ　イウ　オハナシ。

（赤一〇女6－1）

ネ　アシ，　アシト　コブヲ

キッチャッテ　ノムノ。　（小

一野女479）

○ココ　コウイウ　ツケトカ

ナイト　イケナイノ，コレ。

（ノ」、一二男4－3）

○ヨウチエンデネ

ヤ　イケナイヨ。

イジメチ

（小一谷男

4　一11）

○コウフウニ　ボイーンッテ

イッチャ　イケナインダモノ。

（小一成男4－3）

○「アケチャ　イケナイ」ッ

テ　イッタノニ　アケタカラ

ォジイサン　ナッチャツタノ。

（赤一1男4－3）

○カイシャニ　イク　トキハ

ネクタイ　シメナクチャ　イ

ケナイノ？（赤一d男4－2＞

14．4　「だめ」とくみあわさるもの

　「だめ」とくみあわさるものには，つぎのような例があった。

種　類 年　　長　　児 年　　中 児 年 少 児

よまない
ﾆだめ
`　　務 ○チャント　コウッテ　コウ ○ゴニン　イナイト ダメダ

テ　オカネ　アゲテ　カワナ カラ　（自一u女5－5）

イト　ダメシ　（自一〇女6一

よんだら

ｾめ
ﾖ　　距

1）

寃Iウサン，ト　オコウサン ○イマ　イッタラ ダメヨ。

トコ　イッタラ　ダメダッカ （自一a男4－9）
ラネ（赤一。男6－3）一

○トオクノ　オヤマへ ノノ1ツ

タラ　ダ用字。 （神一遠男5

よんじゃ

ｾめ
J　　慮 ○ジドウシャ　コワレチャ

一1）

ダメダモン。　（赤一D男5一

11）
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禁　止

よまなく

ちゃだめ
義　　務

よまなき
ゃだめ
義　　務

○コレ　ツカッチャ　ダメ。

（自一〇女6－1）

○マンガ　ミチャ　ダメッ。

（自一B男5～7）

○ミズヲ　スコシ　ヤンナキ

ャ　ダメ。（赤一w男6－3）

○ダッチ　ウタナンカ　ウタ

コエ　ダサナキャ　ダメナン

ダモン。　（es　一b男5－9）

○イジメチャ　ダメヨ。　（小

一谷男4－11）

○ユミチャンユ　アイス　ミ

セルトネ　イツモ　ホシガル

カラ　ミセチャ　ダメ。（神

増女4－11）

○オテテ　イレチャ　ダメヨ。

（自一1女3－3）

○ココニ　スワッチャ　ダメ。

（赤一d男4－2）

○ダレカ　オカアサン　ナッ

テネ　ツクル　シトガナ　∠t

ナクチャ　ダメダモン。　（小

一矢女4－O）

f4．5　「ならない」とくみあわさるもの

　「ならない」とくみあわさるものには，つぎのようなものがあった。

種　類 年 長　　児 年　　中 児 年 少　　児

よまなけ
ればなら
ない
義　　務 ○ココノ ハシハ　ワタラナ

ケレバ ナリマセン。（神一

玉男4－0）
よまない
とならな
い

．ヒ＼

義　　務 Oオフネ イク　トキネ　エ

一トネ チュウシャ　シナイ

ト ナンナイ’ンダヨ。　（自一

茎男5－7）
よまなく

ちゃなら
ない
義　　務 ○オニイチャンタチ イルカ

一　　　　、

t不 メンドウ　ミテ ヤン

ナクチャ ナラナインダヶレ

ドネ （小一箆女4－7）

一
f4．6　その他

　その他，つぎのようなものがあった。
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種　類 年 長 児 年 中　　児 年 少 児

よんでも
へいき
可　　能 ○テツジンガ イクラ ナグ

一ッテモ ヘイキッテ イウデ

ショウ。（赤一t男5－1）
よみたく
てしょう
がない
とめどな ○チムハ フナノリニ ナリ

一し タクテ ショウガナイデス。
一 （自一t男5－3）
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第15章　推量・比況コピュラのついたもの

15．1幼児の使用した例

　「だろうj「ようだ」ヂかもしれない」などは，動詞，形容詞，名詞などについて，述語をつくる

もの，つまりコピュラである。コピュラは動詞だけにつくものではないので，コピュラの性格は，

コピュラ論のなかであつかうのが正当であるが，ここでは，動詞の

形態論の付録のような意味で，動詞にコピュラのついたものとして

あげておく。

　なお，「きまってる」のようなものがコピュラであるかどうかは検

討を要するが，コピュラ的な側面をもっていることはたしかなので

いちおう，ここにあげておいた。

　幼児の使用した〈動詞＋コピュラ〉はみぎのとおりである。なお，

「だろう」は，この報告書では，動詞のムード語形として位置づけた

ので，ここでは表にだしただけで，使用例は，推量形のほうにゆず

った。

年年年

ｷ中少

よむだろう

謔ﾞでしょう

○○○

宦宦

よむらしい

謔ﾞようだ

謔ﾞみたいだ

○
○
○
○
○

よむそうだ ○

よむかもしれない

謔ﾞにちがいない

謔ﾞにきまってる

○○

種　類 年　　長　　児　　　　　　　年　　中　　児 年　　少　　児

らしい

謔�ｾら ○ホカノ　ミチ　イッタラシ
しい一

クテネ　ネ　ウチ　カイッテ

よまなか

ミタラネ　ママガ　イタノ。

i七一L女5－9）
寃Aノネ　ヨク　ワカンナカ

一 ッタラシイ。　（赤一d男6一竺ようだ

ﾝたいだ

謔ﾞみた
窒
謔
�
ｾ
み
π

4）おしはかりのコピュラとして

ﾌ用法がなかった。

寃Iハナガ　カレチャッタ

○オハナガ　カレチャッテル

ミタイ。　（ノ1・一有男4－7）

○これなんしてんの？　コレ

H………オミズ　カケテル

ミタイ。　（赤一v女4－0）

ミタイダカラ（赤一m男5一

よまない

@こいこ

10）

寃¥ウイウノシカ　ミナイ

~タイ，（赤一A女6－1＞
そうだ　　　、よむそっ

黶
w

○イマニ　クチャ　タベテ

Nル　ソウデス。　（神一坂女

4－0）
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よんだか

控

きまって
る

確定判断

○ガイコクッテネ　ドンナ

ケガアルカッテ　キンパツ

モ　アルシネ　シロイ　ケモ

アルシネ　チャイロイ　ケモ

アルカラ，アルカモ　シレナ

イ。　（赤一1女5－8）

○ヨウフク　カイニ　イッタ

カモ　シレナイ。（．三一〇ee　6

一2）

○ボクガ　カツニ　キマッテ

ルケド　キョウソウシヨウ。

（赤一r男6－3）

○オモッタ　コト　アルカモ

シレナイ。（小一雪女4－7）

○シンジャッタカモ　シレナ

イ。　（ノj、一森｛菱男4－6＞

15．2「ようjfふう」「みたい」の用法

　「よう」「ふう」「みたい」は推量，比況などにっかわれるが，

に使用されたこれらの馬法の例を，つぎにあげておく。

その用法はかなり多様である。幼児

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

よ　　う

ﾚ　　的 ○オナカガ　ヒエナイ　ヨウ ○「オバアサン　ナンデ　コ
ナ　ハラマキヲ　シテル　コ。一（赤一h女6－6） ンナ　オメメガ　オオキイノ

H」　「オマエ　ヨク　ミエル
ヨウ，オマエヲ」　（神一金女｝

しかた ○ウラガエシユネ　バンゴウ

5－0）
○コレ　　　「エイ　　エイ」

ミセナイ　ヨウニネ　ナラベ ヤッテ，オウチ　ゲンヵ

テネ（赤一J女5－8） コワサナイ　ヨウニ　や

ようす ○ナカカラ　ヒカル　ヨウナ

クレテンノ。　（小一原女

V）

ネ　オンナノコガ　デテ　キ　タノネ。　（赤一N女5－7）

寃Tツキ　オ　オハナシシタ

ヨウニネ　ミズヲサ　オユニ

結　　果　　　　

ヵエチャウ　トコロガ（赤一

Z男5－10）

寃Rコデ　スゴス　ヨウニ ○ソイデ　オオキク　ナッテ ○ミズガ　イッパイニ

ナッタノ。（赤一。男5－10） ハタラク　ヨウニ　ナッタノ。 ヨウニ　ナッテンノ。　（

ふ　　う
○チョット　チガウ　フウニ

（赤一1男4－8）

寃Iバケノ　キ・ユウタロウト

古男4－5）

寃Rウイウ　フウニ　　キ
しかた カ　　ソウイウ　フウノ　（小一

（赤一q男5－11）
山中女5－0）

ト　ヤッテ（赤一q男4

ヤッテ

ルナ
神（

キイツ
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結　　果

みたい
おしはかし
／

越

○どんなゆめみる？　タトエ

バ　オトモダチト　アソンデ

ルトコトカオニワデア
ソンデル　　トコトカ　　ソウイ

ウノシカ　ミナイ　ミタイ。

（赤一A女6－1＞

○アノネ　ン　ナンダッケ。

ヤッパリ　ワスレタ　ミタイ。

（赤一m男5－10）

○クマサンハネ　アノネ　ナ

ンカ　スワッタ　ミタイニ

ナッチャッタノネ（赤一f女

5－9）

○ドウイウ　フウユ　ヨムノ

？（小一野女4－9）

○コウイウ　フウニ　サイタ

ノネ，オオキク。　（ノ」・一ノ」・島

女4－2）

〔絵をみて〕ナンダカ　ライオ

ンガ　オッカケテル　ミタイ。

（自一d女4一一11）

○〔絵をみて〕オハナガ　カレ

チャッテル　ミタイ。　（小一

有男4－7）

○ブドウカンッテサー　ブド

ウ　タベル　ミタイ。　（神一一

村男4－3＞

○ウサギガネー　コウイウフ

ニネ　ナッチャツタノ。　（小

一相男4－4）

○〔絵をみて〕オミズ　カケテ

ル　ミタイ。（赤一v女4－
o）

○トーシチャンネ　チガウネ

ヨウチエンデネ　ナンカ，ネ

ンカ　ベンキョウシテル，ヤ

ッテル　ミタイ。　（小一神女

4－1）

○カラーだから，いうがでて

んのね。ンソレカラペ
ンキデ　ヌッタ　ミタイニ

コウ　　ィロガ　　デテルノ。

（神一一三男4－0）
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第16章 とりたてのかたち

16．1幼児の使用したとりたて語形

　動詞も，とりたて助詞をつかって，とりたて語形

をつくることができる。

　よむ一→よみはする，よみもする，よみこそする，

　　など。

　よまれる一→よまれはする，よまれでもする，な

　　ど。

　よんでいる一→よんではいる，よんでさえいる，

　　など。よんでいもする，よんでいこそする，な

　　ど。

　このような，いろいろのとりたて形式のうち，基

本動詞のばあいの「よみはする」式のとりたては，今回の幼児資料には，みられず，動詞のとり

たてらしいかたちは，ヂよんでばかり」「よんでばかりいる」「よんだりなんかする」の3形式だけ

であった。

　このような点から，動詞のとりたて形式のタイプは，幼児にはまだあまり所有されていないの

ではないかとおもわれる。また，とりたて助詞も，「ばかり」と「なんか」だけであった。

　しかし，ここでは，名詞形のばあいのとりたてや，とりたて助詞が形式名詞のようにつかわれ

ている例も，あわせてあげておくことにする。

16．2第二中止形，例示形などのとりたて

　動詞形式のとりたて形は，つぎのとおりであった。

年年年

ｷ中田

動詞形式の

ﾆ　りたて

よんでばかり

謔�ﾅばかりいる

謔�ｾりなんかする

○
○
○
○
○

名詞形の
ﾆ　りたて

よむのは

謔ﾞのも

謔ﾞのだけ

謔ﾞのしか

○○○

宦宦宦

○

んだばかり�

式名詞的な

@も　の�

むだけよ

ﾞばかり�

○○○

　の　他� むしかない�

　類� � 　　児� � � � � �

んでば�
り�

ソノ� 　　　　、　　　　一重Cジュウハ　不ア�

ッカリデ� イデ　コウゲ�

　デキナカッタノ。� 赤一�

男6－3）�

オバケノ� ・ユウタロウト�

　ソウイウノ� ンデバツ�

リネ。� 赤一s男6－6）�
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よんでば
かりいる

り
す

だ
か

ん
ん

よ
な
る

○ソシタラ

リ

ワラッテバッカ

　　イルノネ。（赤一E女5

－8）

○シチジニ　ナンカ　ヤッタ

ンダケド　ソレ　ミナカッタ

ノ。アソンデバッカリ　イタ

カラ。（自一u女6－3）

○オスナバ　イッタリ　テツ

ボウ　シタリナンカ　スル。

（赤一R男5－11）

○オウチデ　パパトネ　ゴホ

ン　ヨンダリナンカ　シテ

アソンダノ。　（赤一〇女6－

1）

○エー　カイタリ　ウントネ

アノ　オタマジャクシネ　ミ

タリナンカ　スルノ。　（小一

横男4－4）

○なにつくるの？　ンート

アノ　ツル　ツクッタリナン

カ　スル。（小一大男4－6）

○オカアサンハネ　ネナイデ

ネ　　オコメ　　トイダリ　　ヨル

ネ　オコメ　トイダリナンカ

シタノ。

○エー

スルノ。

（神一三男4－0）

カイタリネナンカ

（神一．折女4－3）

16．3　名詞形のとりたて

名詞形のとりたては，つぎのとおりであった。

　なお，罫よんだばかり」の例は，あやまりだろう。

種　類 年　　長　　児 年 中　　児 年 少　　児

よむのは

○デキンノパ　テツダウ。 ○オカアサン ツカレンノハ ○オキンノハ ハヤイケ ドサ

（自一u女6－5） ゾウキンカケト オセンタク （赤一a女3－10）

ダッチ（神一隠女4－10）

よむのも

○タイソウスルノモ　ネー ○ソレカラネ キエルノモ ○オウチ カエルノモ ウレ

ネー　オドリスルノモネ　ボ デキルシネ（十一r女4－10） シクテネ（神一狗女4－3）

ク　ツマンナインダ。　（二一

h男5－7＞
よむのだ
け

○ボクガ　エランダノダケ

ヨンデ　クレル。　（自一u女

6－3）
よむのし
か

○オウチノ マワリニハ ナ

ンニモ ナクッテ レコード

カケンノシカ オヤネ ナイ

ノ。（神一三男4－0＞

よんだぼ
かり

○トロルガ ドナリツケタバ

ッカシガ オモシロイ。 （神
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よむしか
ない
　　　　○ネンド　スルシカ　ナイ。

　　　　　（乏方ミーK男5－ll）

16．4連体形と「だけ」「ばかり」のくみあわせ

　「だけ」「ばかり」が形式名詞のようにつかわれているものには，

一三男4－O）

つぎのような例があった。

種 類 年　　長　　児 年　　中　　児 年 少　　児

だ
限

け
定 ○よんだんじゃないの？　ウ ○コウエンニ　　イッテ？　う ○オネエチャンノ　ジ　ミル

ン　ミタダケ。（自一b男6 ん。ウントネ　スコシ　アソ ダケデ カケルノ。（赤一d男

一〇） ンダダケ。（神一増女4－11）
｝4－2）

○キ・ノウハ　ウチニ　ィタダ ○タダネ　ジブンガ　ヨムダ　　　　　　　　　… ○タダネ アイザワッテ　カ
ケ。（赤一d男6－4）　

イテ 　　　　　　　　一Aルダケ。（小一相男
○タダ　ミチ　マッスグ　イ　　　　　　　　　　　｛

Nダケデ　イインダモン。

○ドウブツエンハネー　ウー

刀@ミルダケ。（神一伊男4

4－4）

○オヨガナカッタ。……ミタ

（磨一b男5－9） 一1＞ ダケ。　　一 （赤一e男4－1）

ていどの

限 界 ○ながくったっていいよ。し

ってるだけおはなししてみて。

Vッテルダケ？（赤一1男6

ばか
ﾀ

り
定

一5）

寃Wブンデ　ヨムバッカリダ

モン。（赤一s男6－6＞

直後であ ○チャコチャンハネ　マダネ ○ダッチ　ホンガ　ナイト
ること

イチネンセイダカラネ　ハイ ワカンナインダモン。キ　キ

ッタバッカシデショ，マダ。 　　　　　　　　　　　一ﾋバッカシナノ。（赤一s男

（翻一m女6－4） 5－6）
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第17章　幼児と動詞の形態

　以上みてきたことをとおして，幼児の動詞の形態の習得・使贋状況について，つぎのことがい

えるだろう。

　　1）　この年代の幼児は，動詞の形態のいろいろなすがたを基本的に所有している。つまD，

　　　ほとんどの形式と，その形式の基本的な用法を，幼児は使用しているのである。

　　2）　しかし，それぞれの形式は，非常に多様な用法をもっており，その用法のこまかい点ま

　　　でみると，まだ，完全だといえない面がある。

　　3）幼児は，動詞の形態のつぎのような面において，使用のしかたのよわさをしめしている。

　　　　i）条件形のなかの「するなら」「したなら」のような仮定をあらわす用法があらわれなか

　　　　　つた。このことは「することにする」のばあいの帰結のあらわれかたが不十分であっ

　　　　　たり，fしたことにする」がなかったりしたこととも関係している。しかし，仮定のい

　　　　　いかたをぜんぜんつかえないのではない。「したら」「すれば」の仮定の用法をつかっ

　　　　　ているし，また，「するとする」fしたとする」のような仮定・みなしのくみたて動詞

　　　　　がでてきたことがこのことをものがたっている。おそらく，この時期，さらにくわし

　　　　　くいえば，年中～年長の時期は，仮定の表現を習得しつつあるときであるといえるの

　　　　　ではなかろうか。

　　　　ii）ボイス動詞のかたちのつくりかたがみだれていたものが目についた。このことは，

　　　　　うけみの用法がまだ全領域にわたっていないことや，また，ボイス動詞の格支配のあ

　　　　　やまりがみられたことなどとも関連しているだろう。

　　　　　　アスペクト動詞のうち，「している」と「してある」の対立のようなボイス的な側面

　　　　　によわかったことも，やはり，これと関連する。

　　　　　　このようなことをとおして，ボイスのカテゴリーの所有が，他に比しておくれてい

　　　　　るのではないかとおもわれる。

　　　　　　しかし，やりもらい動詞のあやまりがなかったことは，ボイスとの関連において，

　　　　　特筆にあたいするだろう。

　　　　iii＞幼児の使用する動詞には，とりたて語形がきわめてすくなかった。これは，あるい

　　　　　は，陳述的な面の発達が形態の発達よりおくれることをものがたっているのかもしれ

　　　　　ないが，陳述的な面の追求をしていないので，このことは，ただ指摘におわらざるを

　　　　　えない。

　　　　iLr）一般に，ていねい形式がつかわれなかった。しかし，このことは，幼児がていねい

　　　　　形式を所有していないということにはならない。なぜなら，幼児がはなすということ，

　　　　　および，ていねい形式がつかわれなければならない場面でないということは，ていね

　　　　　い形式の出現を強制しないからである。ちょうど，女性語の法則を所有している男性

　　　　　が引用文のなかでしか女性語をつかわないのとおなじように，幼児は，このばめんで，
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　ていねい形式をつかう必要がなかったからつかわなかっただけかもしれない。事実，

　この資料のなかでつかわれたていねい形式は，おおくのばあい，おはなしの引用文の

　なかにでてきている。

v）一般に，文章語の法則の所有はおくれている。文章語は，日常的なはなしのばめん

　ではつかわないのが当然であるが，ていねい形式のばあいとちがって，引用すると，

　形式がくずれやすいという傾向がでていた。このことから，幼児には，まだ文章語的

　な形式や用法がむずかしいのだということがいえるのではないかとおもわれる。
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第HI部　幼児の所有する形容詞の形態



第1章　形容詞の体系

i．1　形容詞の範囲

　この報告書では，いわゆる形容詞を第一形容詞，いわゆる形容動詞を第二形容詞とよんで，と

もに形容詞としてあつかった。注1）その理曲はつぎのとおりである。

　　1）語い的な意味において，おなじグループを形成する。「うつくしい」と「きれいだ」，「あ

　　　かい」と「まっかだ」のように，おおくの単語が形容詞，形容動詞のワクをこえて類義語

　　　となり，〈きれいだ←→きたない〉，〈やかましい・≒→しずかだ〉のように，おおくの単語が

　　　形容詞，形容動詞のワクをこえて対義語となることなども，これらがおなじ意味グループ

　　　に属することを証拠だてている。

　　2）文中での機能がおなじである。文のなかで規定語（連体修飾語）になったり，述語にな

　　　つたりする点，そして，そのなりかたもおなじである。

　　3）修飾語をうける能力がおなじである。たとえば，ともに，ていど副詞によって修飾され

　　　る。

　　4）おなじ形態論的なカテゴリーをもつ。つまり，あとでしめすように，おなじ活用表をつ

　　　くる。現在形・過玄形のようなテンス語形をもち，断定形・推量形のようなムード語形を

　　　もつ点では動詞とおなじであるが，意志形，命令形のようなムード語形をもたない点で動

　　　詞とことなる。また，ボイス，アスペクト，やりもらいのようなカテゴり一をもたない。

　こうした点で，形容詞と形容動詞とはおなじである。

　では，どこがちがうかといえば，それは，いろいろな活用形をつくるときの形式的なてつづき

がちがうのである。たとえば，つぎのように。

　　　　たかい　 一たかかった　　　たかい　 一たかくて　　　｛

　　　　しずかだ一　しずかだった一　しずかな　一しずかで

　このちがいは，動詞のばあいの，つぎのようなちがいににている。

　　　　よむ　　　一一　よんだ　　　一　よむ　　　一よんで　　　｛

　　　　勉強する　一　勉強した　　一　勉強する　一勉強して

　つまり，これは同一最心内の，形式的な活用のちがいなのである。

　また，第一，第二形容詞の，いわゆる連用形で，修飾語になるものは，副詞化したものとして，

形容詞から除外した。これを除外した理由は，つぎのとおりである。注2）

　　1）機能が形容詞とことなる。たとえば，いつも修飾語になる，主語をとらない，など。

　　2）形態論的な性格が形容詞とことなる。たとえば，ていねい形式がない。つぎの節であげ

　　　る表で，連体形以下のていねい形式はしめさなかったが，これはふつうにはていねいにな

注1）　これは明星学園1966，鈴木重幸1972，新lll忠1974－bによる。

注2）　明星学園1966，鈴木重幸1972，新川忠1974－aによる。
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　　らないということであるが，副詞のばあいには，ぜったいにならない。また，たとえば，

　　うちけしには，きわめてなりにくい。

3）語い的な意昧のずれる傾向がつよい。

　4）副調と動詞の関係を連語論的に分析するばあい，形容詞の副詞化したものをはずすと，

　　システムがひらいてしまって完成しない。

なお，中止形は，同形式であるが，形容詞である。

i．2　基本的な活用表

　　　　　　　　　　幼児の使用した形容詞の形式α〉一第一形容詞の基本語形

ていねいさ ふ　　つ う て　い ね　い
】

みとめかた
み　と め う　ち　け し み　と め う　ち　け し

機能
ム　　　ア

@～ド
一ンス（そ・他）

幼児の使　　　　用例

年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少

たかくありません

環在形 たかい ○○○ たかくない ○○○ たかいです ○○
たかくないです

いいおわ 断定形
たかくありませんでした

り形 過玄形 たかかった ○○○ たかくなかった ○○○ たかかったです
たかくなかったです

推選形
1現在形 　　　　　、ｽかいだろっ ○ たかくないだろう たかいでしよう ○○○ たかくないでしょう

過去形 　　　　、ｽかかっただうり たかくなかっただろう たかかったでしょう たかくなかったでしょう

境在形 たかい ○○○ たかくない ○○○
連体形

過去形 たかかった ○○○ たかくなかった

現在形 たかいの ○○○ たかくないの
名詞形

過去形 たかかったの ○ たかくなかったの

第一中止形 たかく ○　○ たかくなく

たかくて ○○○ たかくなくて

中止形
第二中

たかくって ○○○ たかくなくって
止形

たかかって ○

例示形 たかかったり たかくなかったり

琶ll詞化 たかく ○○○

たかいなら たかくないなら

たかかったなら たかくなかったなら

たかかった’○ ○ たかくなかったら ○
条　件 形

たかいと ○○ たかくないと

iたかければ たかくなければ

1｝たかくては・
○ たかくなくては

たかくても ○ たかくなくても

たかくっても ○　○ たかくなくっても

ゆずり 形
たかくたって ○ たかくなくたって

たかかろうと たかくなかろうと
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幼児の使用した形容詞の形式（2）一ag　1形容詞の基本語形

しミミこ

機能

いい

り形

遮体

名詞形

中、1｝二形

醸」・／，itJ　イヒ

条件形

　ていねいさ

　みとめかた

幼児
　　の使
　　　周例（そ

　の他）

現在形

過去形

現在形

過去形

第一中、止形

第：中11：形

例示形

ふ　つ　う

み　と　め

しずか

しずかだ

しずかだった

しずかだろう

しずかだっただろう

しずかな

しずかだった

しずかなの

しずかだったの

年年年

長中少

ooo
ooo
ooo
o

ooo

ooo

しずかに

しずかで　　○O

しずかだったり．

しずかに

しずかなら

しずかだったなら

しずかだったら

しずかだと

しずかであれば

しずかでは

ooo

う　ち　け　し

しずかじゃない

しずかヒやなかった

しすかじやないだろう

しすかヒ擁かっただろう

しずかじゃない

しずかじゃなかった

しずかじゃないの

しずかしS・田力・つたの

しずかでなく

しずかじゃなくて

しずかて毒かった号

しずかでないなら

しずかてesdi・つたなら

しずかてなかったら

しずかでないと

しずかでなければ

しずかでなくては

年年年

長中少

ooo

て　い　ね　い

しずかでも

しずかだって

しずかであろうと

しずかでなくても

しずかてなくたって

しすかてなかろうと

み　と　め

しずかです

しずかでした

しずかでしょう

しずカ・だっノこでしょう

年年年

長中少

o
o
ooo

う　ち　け

しずかてtsあ±iません

じ勤七や封1ま凱てUこ

しずかtt’ないでしょう

じむ）竜憾均りたてtよう

年年年

長中少

“

1．3文法的な派生形容詞

　もとの形容詞の語幹に「そうだ」をつけて，文法的な派生形容詞をつくることができる。

　　　　　　　　　　　　幼児の使用した形容詞の形式（3）一文法的派生形容詞

｝ 年年年

ｷ中興
たかそうだ

ｵずかそうだ

○○

1．4　くみたて動詞

　形容詞もくみたて動詞をつくる。

幼児の使用した形容詞の形式（4）一くみたて動詞

年年年
ｷ中少

たかくなる

ｵずかになる

○○○

宦宦

たかいことになる

ｵずかなふうになる
○
○

たかくする

ｵずかにする

○○○

たかいときがある

ｵずかなときがある

○○○

おもしろかったときがあった ○
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1．5　形容詞派生のコピュラとくみあわさるもの

　形容詞も形容詞派生のコピュラとくみあわさることができる。しかし幼児の例には，ほとんどで

なかったので，ここでは，そのいくつかをあげるにとどめる。

　　　　幼児の使用した・形容詞の形式㈲一’形容詞派生のコピュラとくみあわさったもの

年年年
ｷ中少

たかければいい

ｽかくていい

ｽかくてもいい

ｽかくなくてもいい

たかいといけない

ｽかくないといけない

たかくちゃだめ

ｽかくなくちゃだめ

○

たかくなければならない

’

1．6　形容詞とコピュラ

　第二形容詞は，ふつう「だ」「です」あるいはその変化形式がつくことによって，述語となる。

この「だ」「です」を，接辞とみるか，コピュラとみるかは，問題のあるところである。

　ここでは，いちおう，「らしい」「みたい」「しれない」のような推量コピュラがつくことだけを

のべておく。

　　　　　　　　幼児の使用した形容詞の形式（6＞一推量コピュラのついたもの

年年年
ｷ中少

たかいらしい

ｵずからしい

○

たかいみたい

ｵずかみたい

○○

たかいかもしれない

ｵずかかもしれない

○
　
○

1．7　とりたて形式

　形容詞のとりたて形式は「たかくはある」fたかくもない」　「しずかではある」fしずかでも

ない」のようにしてつくられる。

　　　　　　　　　　　幼児の使用した語形（7）一とりたてのかたち

年年年
長中少

しずかでもない　　○
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第2章 いいおわり形

2．1幼児の使用した語形

　幼児の使用した形容詞のいいおわり形はつぎのとおりである。

　　　　　　　　　　　　第一形容詞

ふ　　つ　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　い　ね　い獣ミト～｛いねいさ

_油冠臨
@　。テの使・例機能　　一ド　ンス

み　と　め う　ち　け　し　　　　　み　　と　　め う　ち　け　し

年年年

ｷ中少

年年痢長中少

年年年

ｷ中少 鋼
現在形

たかい ○○○ たかくない ○○○ たかいです ○○ たかくありません

ｽかくないです

いいおわ

闌`

断定形

過去形
たかかった ○○○ たかくなかった ○○○ たかかったです たかくあ1〕ませんでした

ｽかくなかったです

　　　現在形
?量形
@　　過去形

　　　　　、ｽかいだうっ

ｽかかっただろう

◎ 　　　　　、ｽかくないだうり

ｽかくなかっただろう

たかいでしょう

@　　　　　、ｽかかったでしょり

○○○ たかくないでしょう

ｽかくなかったでしょう

第二形容詞

驚ていねいさ ふ　　つ　　う て　い　ね　い
みとめかたi

幼　　　　　　　み　と　め う　ち　け　し み　と　め う　ち　け

譜愚心 E
年年年

ｷ中少
年年年

ｷ中少
一年年

ｷ中少

　　　現在形
f定形．

しずか

ｵずかだ

○○○

宦宦 しずかじゃない ○○○ しずかです ○ しずかではあ「｝ません

いいおわ

闌`
過去形 しずかだった ○○○ しずかヒやなかった しずかでした ○ しずかじゃあ1はせんでした

推島形
現在形

ﾟ去形

しずかだろう

ｵずかだっただろう

◎ しずかじゃないだろう

ｵずかしゃなかっただろう

しずかでしょう ○○○ しすかじゃないでしょう

ｵずかじゃなかったで擁う

し

年年年

長中少

oo

　この二つの表からわかるように，幼児は，ふつう体の断定形は「しずかじゃなかった」のとこ

ろをのぞいて，みんなつかっている。

　推量形の推董的馬法は「たかいだろう」「しずかだろう」が年長児にあっただけで，ていねい動

詞のばあいは，いずれも念おしである。このことは，動詞のばあいとおなじ傾向だといえよう。

　ていねい動詞は，ねんおしをのぞいて，現在形と過去形にすこしあったが，それも，「いいです」

「だめですよ」がそれぞれ1例ずつで，あとは，おはなしの引用のなかにあった。動詞のときと

同様，ていねい形式は，幼児のことばではあらわれにくいといえよう。

　第一形容詞の現在形は，感動的にはなすばあい，　「たか一」　「たかいたかい」などのかたちに

なる。こういうつかいかたも，年長～年少を通じてあった。

　第二形容詞の現在形は，　「しずかだ」よりも「しずか」のほうがよくつかわれていた。

　第一形容詞のうちけしを「タカイクナイ」というふうにあやまるものが，年少児に2例あった。

このような形式のあやまりは，さらに年齢をさげると，でてくるだろう。
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種　類 年　　長　　児 年　　申　　児 年　　少　　児

第～形容
璽〔ふつう体の形容詞）

ﾝとめの
`容詞

f定現在 ○オイチイト　オモッテ　ナ○オニイチャンノ　ホウガ
fソヨイ。　（惣一　h　男　5　－　7　）

○ダケレドモ　コッチガ　まッキ・イ。　（自一（i男3－10＞

○サンダーバードハ　　スピー

hガ　ハヤイトカネ（赤一D

j5－11＞

寃Jメヲネ　　ソート　ノロイ

メタ。（赤一g女4－8＞

寃Eサギガ　イチバン　∠旦
C。（自一r女4－8）『○コレ　アツイ。（神一敷男　　　　　　一

○チカイト　オモッテネ　カ

Gル　　トキガネ　　カ　カンジ

Kネ　トオクイト　オモッチ

4－3）
宸ﾇんな？うさぎって。　＿シローイ。　（四一　f　女荏　一　9　＞

ヤウ。（神一三男4－0）

宸ｱれは？　チョット　ムズ　　　　　　　　　　ー

Jシイ。（神一渡女3－10）

ッ　チュッタカラ（赤一t男

U－0＞

寃_ッチ　オカアサンガ

uココ　クウキガ　ワルイ」ッ

e　イッタ。（赤一G男6－
P）

寃`バノ　，ウミ　イッタラ

Aッタカーイ（赤一f男6一

○ダンチガ　トオイ。（小一

X俊男4－6）
寃qクート　ウタ　　ウタウ

gコガ　オモシロイ。（小一

○カッコイイッテ　イウ　コ

gハネ　カイジュウナンテ

zンナゲチャウ　コト。

i小一佐男4－3）

寃hッチモ　オモシロイ。

髭た　かい

i属性を
?らわす）

i現在を
?らわす一感覚・

ｴ情形容
戟j

i現在を

�ﾔ性）

3）

寃Rウギダイデ　アソンダリ

Xルノガ　タノシイ。（赤一

X男5－10）
寰kがいたいの？　メガ　ア　　　　　　　　　　　｝

cィ。（赤一1女6－6）『

大男4－6）

寃Iリガミ　オルノガ　イチ

oン　タノシイ。（赤一t男

T－1）

將獅?つめたりするのすき？

（赤一a女3－10）

宸ﾇして？　ツマンナイ。

i自一鶏女3－10）

宦uイターイ」ッテ　ナイチャ

bタノ。（小一長男3－5）

宦uオミズガ　ホシイ」ッテ

0ソレデネ　ウントネ　ホイ

Nエンニ　　ミニ　　クル　　トキ

_ケ　サビシイ。（自一9男

T－8＞

宦uアレガ　ホシイ」ッテ　ユ

bタンデ（自一Q女6－1）

寃Cヌガ　ホエタラ　「アラ

Rワイポソテ　ニゲチャッタ

○トトデ〔外で〕アトブノ　ホ

Eガ　ウレチイ。（神一永男

S－1）

寃Jメガ　　イットウダッタカ

宴lー　エトネ　ナンカネ

Nヤシイト　オモッテネ　ヤ

ユッ下口ラ。（赤一像男4－

I）

寃Rコガ　カユイ。（赤一e

ノ。（自一w女6－5）

ﾐ・……おはなししてみて！

nズカシイ。（自一u女6一

ッタンダッテ。（六一q女5

|2）

寃gチュウデ　ウーント

uネムイ」ッテ　イッタ　トキ

男4－1）

寃¥シタラ　　コウイウ　　コニ

gビダシテ　「アブナイ」ッテ
あらわす一

5＞

寃Aブナイッテ　オモッテネ1　噂1キュウブレーキ　カケタラ

i赤一e男5～10）

（自一P男4－7）
宦uアブナイ」ッテ　ユッタラ、不ヒカレチャッタノ。（神一

湯j5－1＞ イッタノ。（神一佐女3－7）

（現在を

あらわす
一存在形
容詞）

○オハナシ？　モウ　ナイ。

（赤一R男5－11）

○イツモ　トナリデオシゴiOウルサイ。（自一m女3一

　ト　イソガシイッテネ　（小　10＞

一谷男4－11）

○エホン　アンマリ多チイ。　○カオモ　ナイ。　オデコモ

（小一森俊男4－6＞　　　　ナイ。　ケーモ　ナイ。　オ

ρオボエテンノダイブ孟ナカモtu・（小一原女3
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（いい）

（しょう
がない）

たか一

たかい
たかい

断定過去
移ヲ

推量：現在

形
（推蟄）

うちけし
の形容詞
断定現在

髪

○「ヤッタ　ホウガ　イイ」ッ

テイッテネ（赤一。男6－
3）

○「ショウガナイ」ッテ　ユッ

テネ　カエッチャッタノ。

（自一A女6－5）

○タイヨウガ　アタッテキテ

「アツイアツイ」ッテ　タオレ

チャッタノ。（赤一m女6－

3）

○オサルガネ「イタイイタイ」

ッテ　イッタノ。　（自一r女

5－8）

○川はどんなだった？　ヒロ

カッタ。（惣一i男6－4）

○サムカッタ。（赤一1男6

－3）

○クサカッタ。（自一f女5

－8）

○ハナビガ　オモシロカッタ。

（自一v男5－7）

○オソトデ　　アソンダ　　コト

ガ　イチバン　タノシカッタ。

（二一G男6－1）

○オヤツノネ　メロンガ■

イシカッタ。（自一（1女5－

ll）

○運動会の日は？　ウレシカ

ッタ。（赤一m女6－3）

○オヒル　タベタ　トキ　ヨ

カッタ。（赤一C男5－6）

○カメトネ　ウサギガ「ドゥ

シテ　オマエナンカ　オソイ

ダロウ」ッ　チュッテテサ，

（赤一w男6－3）

○トオク　ナイ，アンマリ。

（自一i男6－5）

○ヨワク　ナイ。ツヨイノ。

（自一。男6－3）

クナイ。（小一囲女4－8）

○サイトウ　ユキ・オクント

イッショニネ　アソブノ　ホ

ウガ　イイ。（神一規男4－

6）

○クレバ　ヨカッタ。（小一

野女4－9）

○トレデ　ケガチテ　「イタ

タターJッテ　ビョウインヘ

ィッタ　チトモ　インノ。

（神一永男4－！＞

○シロチャンガ　ノッタラ

「コワイコワイ」ッテ　ナイタ

ンダヨ。（小一藤男4－9）

○アト　ナイナィナイ。（神

一規男4－6）

○ウサチャンガ　オキテ　オ

ソカッタト　オモッテ　ウエ

ニ　イッタノ。（自一u女5

－5）

○オイシカッタ。（ノ」・一｛i費男

4－3）

○スズワリガ　オモシロカッ

タ。（赤一q女5－2）

○ウンドウカイガ　タノシカ

ッタ。（一一x’女5－2＞

○どうだった？　コワガッタ。

（争舞一Vjll女5－0）

○ウントネ　ウント　ヨカッ

タ。（神一遼男5一一1）

○ブランコヤ　テツボウガ

ナカッタ。（自一。男4－7）

○トオイク　ナイ。アンマリ

トオイク　ナイ。（神一永男

4－1）

○じゃ，もういい？　モウ
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○もっとおはなししてくれな

い？　イイヨ。　いや？　イ

イ。（赤一1男4－3）

○「オー　コワー。ゴホンカ

ッタ」ッテ　イッタノ。（／∫・一

矢女4－0）

○「アブナイアブナイ」ッテ

イウノ。（小一竹男4－！）

○「アツイアツイ」ッテ　ヤッ

テンノ。（小一粗彫4－0＞

○カメチャンノ　ホウガ　ハ

ヤカッタ。（小一藤女3－10）

○キモチ　ワルカッタ。（赤

一k男4－4）

○アソンデル　ポウガ　オモ

シmカッタ。（神一勝男3－

7）

○ミンナ　タノシカッタ。

（神一寺男4－4）

○クミコ　チュウシャ　シタ

コト　アッタラネ　エト　イ

タカッタ。（赤一t女4－4＞

○マタネ　コウイウ　コニ

ブツカンナイデ　ヨカッタ。

（神一佐女3－7＞

○デモ　アンマリ　スズシク

ナイ。（赤一b男4～0）

○イクトキハトオクナ
イ，チカイケドサ。（神一三



断定過去

髭

かたちく
ずれ
タカイク

旦

イクナイ

〔ていね

い体の
形答詞〕

みとめの

形容詞
断定現在
髭

推量現在

堰
（念おし）

第二形容

璽

〔ふつう

体の形
容　謝
みとめの
形容詞

断定現在

型

しずか

○サビシイ　コトモ　アルケ

ド，アンマリ　サビシク　ナ

イ。（自一i男6－5）

○チットモ　コワク　ナイ，

アタシハ。（自一g女5－11）

○ウートネオモシロクナ
イ。（自一h男5－7）

○アケミ　ウーント　ダイジ

ニ　ッカッタカラ　フルク

ナカッタ。（二一q女6－1）

○アンマリ　タノシク　ナカ

ッタ。（赤一g男5－IO）

○二二ンコハナビネ　ント

ントネ　アンマリ　オモシロ

クナカッタ（月一B男5－7）

○イチゴダ　イイデスカ　ア

ノネ　メUンガ　イイデスカ

ハッカガ　イイデスカ。　ハ

ッカハ　マズイデスヨ。（自

一Q女6～1）
○ダッチ　　スポーツカー　　ハ

ヤイデショウ。（赤一e男5

－IO）

○カメハ　ウサギヨリモ　オ

ソイデショウ。（赤一一1男6

－3）

○アンブ　トキモ　アルケド

トオイデショウ。ダカラア

ソベナイノ。（三一x女6－2）

○テレビすき？董。（自一

v女5－10）

イク　ナイ，マダ。（神一永

男4－1＞

○ウーウン。コワク　ナイノ。

（づ、一篠男5－1）

○デモ　アンマリ　コワク

ナカッタヨ。（赤一f女4－
IO）

○トオイク　ナイ。（神一二男

4－1）

○モウ　イクナイ，マダ。（神

一永男4－1）

○チムハ　フナノリニ　ナリ

タクテ　ショウガナイデス。

○ウサギサンガ　イットウ

ハヤイデショ。（三一f女4

－10）

○むしなんかすき？　スキ。

（赤一s男5－6）
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男4－0）

○コワク　ナイ。（赤一b男

4－O）

○アレハネ　ホントニネ　ワ

ルク　ナイノ。（赤一r男3

－8）

○コワク　ナカッタ。　（自

一i　eg　3－5）

○ママト　イッタケドネ　オ

モシWク　ナカッタ。（赤一

t女4－4）

○タカイク　ナカッタヨ。

（神一狗女4－3）

○アマイーク　ナイ。（神一

古男4－5）

○ボクヨリ　ズット　オオキ

イデショウ。（神～場男3－

10）

○トビダスノ。　アブナイデ

ショウ。（赤一v女4－0）

○バアチャンモ　スキ。パパ

モ　スキ。ママモ　スキ。



しずかだ

断定過去

髪

推蚤現在
形（推盤）

し
詞
形

鵜
在

う
の
現

○マンガゼンブ　ダイスキ。

（自一m女6－4＞

○おにくすきなの。そう。

オカアサン　キライ。［おか

あさんは　にくが　きらい］

（自一u女6－5）

○おとうさんとおかあさんで

は？　イヤッ。　どうして？

オコルンダモン。（自一b男

6－O）

○「コレイジッテモ　イイ？」

ッテ　イウト　「ダメ」ッテ

イウノ。（膚一〇女6－1）

○クラク　ナル　ウチニ　カ

エッテ　キチャエバ　ダイジ

ヨウプ。（赤一。男5－10）

○［交通事故について］　ア

　ノネ　カワイソウダト　オモ

ウ。　（赤一」女5－8＞

○トッカンカメヤネ　ナショ

ナルキッドヤ　ダイスキダ。

（自一e男6－1）
昌○マンガモ　スキダ。（赤一

。男5－10＞

○コンナノ　Kヤダ。（自＿

　1男5－7）

○よんでちょうだい。　みん

なよんだよ。　ヤダ。（赤一

M男5－8）
○オウチ　イッタラ　モウ

ダメダ　モウ　ダメダト　オ

モッテ，（肖一〇女6～1）

○「アッ　タイヘンダ」ッテ

イッテネ　（赤心m女6－3＞

○オウチ　キレイダッタ。

憾一r女5－7）
○ニンジンヤナンカガ　ハイ

ツテタカラ　アタシネ　イヤ

ダッタノ。　　（薗一g女5－

11）

○オカアサンハ　ネコガ　ダ

イキライダッ下摺ラネ　（自

一m女6－4）
○カメハ　ノロイカラ　マダ

ダイジョウブダロウッテネ

ウーント　ウサギハ　ネチャ

ッタノ。（赤一tee　6－0）

○ボク　アカチャンキリ　ス

○ボク　ダイオンハ　ダイス

キ。（ノ」、一立揚男4－2＞

○むしなんかすき？　ダイッ

キライ。（ノ」・一榊男4－8）

○オニイシャンハ　シュグ

カエッテ　クルカラネ　ダイ

ジョウブ。（自一i男5－5）

○オハナシハ　ダメ。（小一

有男4－7）

（ノ」、一原女3－7）

○カブトモ　ダイスキ。（赤

一t女4－4）
○アマイノハ　キライ。

（自一i男3－5）

○ムシ　ツカマエルノ　トク

イ。（赤一d男4－2）

○ハシャミデ　キッチャッテ

ダイジョウプ？　（神一高男

4－4）

○コドモガ　ヒトリデ　ィッ

タラネ　マイゴニ　ナッチャ

ウカラ　ダメ。（神一佐女3

－7）

○「ソノ　オヒメサマ　マガ　　○どうして　ママがいいの？

イチバン　キレイダ」ト　イ　　スキダ。（小一岸男3－11）

ッテ　（赤一p女5－2）　　○ももたろうのおはなし，も

○アタイ　スキダモン。ん？　ういっぺんきかせて。イヤダ。

ヵッチャンガスキダ。　　　（自一1女3－3）

（赤一1女4－7＞

○ウント　チャンバラ　キラ’

イタ“Q（／」、一一イヲ｝男4－3）

○「オテンキニ　ナッタラ

イヤダ」ッテ　イッテンノ。

（神一才女4－1）

○コンナ　イッパイ　ウマガ

キタカラ　「タイヘンダーJッ

テ　トビツイチャッタノ。

（赤一1男4－8）

○トンネル　アッテネ　マ

ックラダッタ。（神一鎌女4

－5）

○イチバン　シタノネ　コ

ブタノ　オウチニ　ハイッ

テダィジョウブダッタノ。

（宇申一』ヒ男4－11）

○アト　コレシカ　スキジャ

　　一181一

○ジドウチャニ　タノンデモ

ダメダッタノ。（小一佐男4－

3）

○動物すき？　そういうのす



〔ていね

い体の形
容詞〕

みとめの
形容詞

断定現在

堰

断定過去
童

推量現在

形（念お

し）

去過量雄

お念（堰
し

キジャ　ナイ。（自一1男5

一7）

○オカアサンガ「ダメデスヨ」

ッテ　ユッテ　（自一〇女6

－1）

○オフロ　ハイル　コトハ

ダイッキライデシタ。（自一

t男6－2＞

○ケーキ　サムイ　クニノハ

サムイ　トコガ　スキ・デショ

ウ。ダカラ　レイゾウコン

ナカヘ　イレチャッテ不。

（赤一Q女6－1）

○オりかミデ　ツクル　モノ

ッテサー　ソノ　ツクル　モ

ノニ　ソックリジャ　ナイデ

ンヨ。　　（自一h男5－7）

ナイ。（自一。男4－7）

○ヤサシイ　トコ

ン

オカアサ

スキデショ。（自一9女

5－O）

き？　アンマリ　スキジャ

ナイヨ。　（赤一k男4－4）

○コッチが

IO）

キレ・イデショウ。

ソシタラサー，（赤一a女3一

○コッチガネ　キレイジャ

ナイデショウ。コッチガ　キ

レイデショウ。　ソシタラサ

ー。（赤一a女3－10）

2．2　終助詞のついたもの

　形容詞のいいおわり形にも終助詞がつくことがおおい。幼児の使用例はつぎのページの表のと

おりである。

　第二形容詞が終助詞「の」へっづくときは「しずかな」のかたちになる。この形は，意味や機

能のうえでは，いいおわり形としてはたらいているが，形式は，連体形のかたちをのこしており，

中間的な存在である。ここでは，いちおう，いいおわり形のなかにいれておく。

　形容詞につづく終助詞の幼児の使用のしかたについての傾向は，動詞のばあいとおなじである

ので，ここでは，あらためてのべない。

一182一
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種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

第一形容

護

　　よ

現在形

過去形

○ウミ　トオイーヨ　チョッ

ト。（赤一i男6－2）

○ウンドウカイデモ　ナンデ

モ　オモシロイヨ。（赤一m

ee　5　一10）

○オトナニ　ナレバ　コワク

ナイヨ。（自一s男5一一9）　（小一藤男4－9）

○ダンプカーガ　キテ　「ア

ブナイデスヨ」ッテ　イッテ

オドロイチャッタノ。（赤一

w女6－2）
○ニュースガオオカッタヨ。

（赤一。男5－10」

○ナンカ　キノウノ　オモ：シ

ロカッ自答。（赤一f女5－

9）

○ひかり号ってのろいの？

ハヤイヨ。　（小一研男4－

3）

○ウルトラセブンテ　カッコ

イイヨ。（小一永男4－4＞

○トオイク　ナイヨ。　スグ。

○ソレネ　ナンカ　オモシロ

カッタヨ。（赤一f女4－10）

○アツツイヨ，　ココハ。

（神一鈴男3－6）

○ウチニ　シバフ　ナイヨ。

（赤一b男4－0）

○「イイデスヨ」　チュッタ

トキハ　アンブ。（神一三男

4－O）

○イギリスン　トコガ　オモ

シロカッタヨ。（赤一r男3

－8）

○コワカッタヨ。（ノ1・一福男

4－2）

○グルグル　マワッテ　メガ

マワルノ。デモ　アンマリ

コワク　ナカッタヨ。（赤一

f女4－10）
よ　　う

境在形

よ　　だ

現在形

　わ

現在形

○ストロングネ　ツヨイヨー。○「コワイヨウ」ッテ　イッテ

（自～1男5－7）　　　　　ネ　ニゲテイッチャッタノ。

　　　　　　　　　　　　　（自一1女4－7）

　　　　　　　　　　　　　○「ネムイヨウ」ッテ　ユッテ

　　　　　　　　　　　　　ネコノカメハネウミニ
　　　　　　　　　　　　　トアリカケチャッタノ。（神

　　　　　　　　　　　　　一鎌女4－5）

○ダッチ　オハナハンテ　イ

ウノ　ヤサシイワ，ユウカタ

ガ　キュウ　シタリ　シテ

クレルカラ。（純一x女6－2）

　ね

現在形○トッテモミンナオモシ
　　　　uイネ。（赤一D男5－11）

○オリーブトカ　　ソウイウノ

ガイイワ。（赤一p女5－
2）

○しゃべってちょうだいよ。

ナイヨダ。（神一柿男3－7）

○コワイケド　オモシUイネ。○ソイデ　「ウレシイネー」ッ

過去形 ○ミンナ　ヨロコンデ「9

カッタネー」ッテイッタノ。

（赤一一　q女5－2）

○チョット　コワイネ。（小

一一 闕b女5－1）

テ　イッタノ。（小一神女4

－1）
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な，なあ

現在形

過去形

　ぞ

現在形

　や

現在形

ん
形

　
在

も
現

過去形

　か

現在形

（國赤一〇男6－2）

○「オソカッタt・　一」ッテ　イ

ッタラ。（赤一〇女6－1）

○バクハッスル　トコガ　オ

モシwイナ。（赤一a男5－
l！）

○ヨル　カエッテ　キタラネ

アー　サムイナアト　オモッ

テタラネ（赤一g男5－10＞

○イシヲ　ナゲル　トコガ

オモシロカッタナ。（re　一p

男5－6）

○「ドンブラコッコ　コッチ

ハ　アマイゾ」ットカ　ユッ

タンダッテ。（一一u女6－
5）

○ハーン　オモシロイヤ。

（赤一F男5－9）

○アレガ　イイヤ。（赤一E

女5－8＞

○コリャ　オレサマノ　ヒル

ゴハンニ　イイヤ。（赤一一　m

女6－3）

0だれいちばんすき？　アカ

チャン。どして？　カワイイ

モン。（赤一P女6－3＞

○よんだおはなし，きかせて

くれる？　ダッチ　ナガイモ

ン。（赤一u男6－5）

○ウート　マイニチハ　ナイ

モン。（赤一s男6－6＞

○ゴチソウナイカッテ　サガ

シテタラ。（赤一E女5－8）

○ドッチガ　ハヤイカ　キョ

○パパノ　ホウガ　イイナ。

（ノ」、一森f麦男4－6＞

○ソシテ　「モウ　イイナア」

ッテ　ユッテ　（小一小島女

4－2）

○ウーン　コワイヤ。（ノ」・一

中男4－6）

○ニンゲンガ　イイヤ。（自

一一 v女4－7）
○アト　マア　イイヤ。（神

一規男4－6）

○ダッチ　ウチノ　オニイチ

ャン　ヤサシイモン。（神一

桑女4－10）

○デモ　ツマンナイモノ。

（自一h女4－7＞

○デンキノ　キカンシャナン

テ　ナイモン。（神一一村男4

－3）

○どうして？カイブツクンハ

コワク　ナイモン。（小一海男

4－3）

○ドッチガ　ハヤイカ　ウエ

ンニ　ノボンノ　キョウソウ

シヨウ。（赤一一h女5－4＞

　　一185一

○ムズカシイナア。（神一渡

女3－10）

0フクシマケンノ　イナカノ

ホウガ　イイナー。（神一宮

男3－8）

○ソイダカラネ　fアーカイ

ヤ」ッテ　ヤッテンノ。（小一

矢女4－O）

○ダッチ　ウルトラセブンノ

ホウガ　ツヨイモン。（神一

宮男3－8）

○みたらわかるでしょう。ホ

ンガナイモン。（小一岸男
3　一11）

○ダッチ　カメ　ヒトー　タ

カク　ナイモン。（自一d男

3－IO）

○ダッチシャー　ウゴイテル

ケド　コワク　ナイモン。

（神一高男4－4）

○コドモノ　トキ　シェンシ

ョウ　　ミタンダモン。ソシテ

オモシロカッタモン。（神一

高男4－4）

○ナンデネー　アノネ　カメ

ガネ　ウゴクノ　ノロイカ

シッテル？（赤一d男4－2）



か　　ね

現在形

かな，か
なあ

現在形

　の

現在形

過去形

の　　よ

現在形

ね
形

　
在

の
現

ウソウシテンノニ。（va　一k

eg　5－8）

○メロンガ　イイデスカ，ハ

ッカガ　イイデスカ（自一〇

女6－1）

○ドッチガ　ワルイカネ　キ

メラレナイデショウ。（赤一

1女5－8）〔注）ネは間投助

詞かも。〕

○ライオンガネ　エサハ　ナ

イカナッテ　サガシテネ（赤

一一@c男6－3）

○スグ　アソコダカラ　チカ

イノ。（赤一a男5－9）

○オバケノ　キュウチャンッ

テネ　フトッテテネ　ソイデ

不　オメメガ　アッテ不・ケ

ガサンボンシカナイノ。
オミミガ　ナイノ。（一一k

女5－8）

○オバケノ　キュウチャン

イヌガコワイノ。（一一q

女6－1）

○ドウシテ　ソイジャ　ソン

ナニ　ノロイノ？（自一〇男

6－3）

○ソイデネ　カメサンガネ

イットウ　ハヤカッタノ。

（赤一B女5－8）

○イロンナ　コト　ユッタノ？

ソレガ　オモシmカッタノ。

（二一A女6－5）

○ダッチ　ウーントネ　オカ

アサンガ　ヤサシイノヨ。

（赤一s女5－8）

○アカズキンチャンモ　ワル

イノヨ。　（赤一s女5－8）

○アタマノ　ケガサンボン

シカ　ナイノネ。（赤一E女

○ドッチガ　ハヤイカネ　キ

ョウソウシテ　イルノ。（神

一山男4－9）〔注）ネは間投
且力震隷力・も。〕

○ナンカ　デキタイ　コトガ

ナイカナート　オモウ　コト。

（神一士雪女4－11）

Qイチバン　マユミチャンガ

ネオッキ・イノ。（自一e女4

－3）

○モグチャンガ　ウシニ　ヨ

ワイノ。（ノJ・一村男4－9）

○ソイカラ　グルグル　マワ

ルノ　コワイノ。（小一藤男4

－9）

○ダケド　オニカイ　ナイノ

？（小一有男4－7）

○こわい花火したの？コワク

ナイノ。（小一篠男5－1）

〔注）名詞形かも。〕

○ハジメカラ　ナカツタノ，

オフロ。（6＊　一遠男5－1）

○アノー　オソトデ　サムカ

ッタノ。（自一s男4－10＞

○ソレカラ　コンドハ　アタ

ラシイ　ノリモノガ　デキタ

ノ。タコ。ソレガ　コワイノ

ヨ。（赤一f女4－10）

○（）マナガイノネ。
（ノ」、一一f∋墜男4－3）
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○ナニガ　イイカナ。（赤一

1男4－3）

○コノグライ　蓬ッキイノ。

（赤一e男4－1＞

○クビガ　ナガイノ。ソイデ

アシガ　ナガイノ。（自一a

男4－O＞

○ソウイウ　トキガ　ヤサチ

イノ。（神一古男4－5）

○ユッコニ　サワンナイデ／

イタイノ。（／」・一原女3－7）

○コレシカ　ナイノ？（赤一

d男4－2＞

○アレネ　ホントニ　ワルク

ナィノ。（赤一r男3－8＞

○オトウサンネ　ホソカッタ

ノ。（赤▼一i男4－2）

○ナンニモ　ナカツタノ。

（小一千女4－2）

○ダッテサ　ホウレンソウ

タベタラ　ツヨイノヨ。

（赤一q男4－1）



過去形

の　　か

境在形

のかな

．現在形

ん　　だ

現在形

過去形

んだよ

現在形

んだよね

現在形

んだもん

現在形

過去噛

んだって

現在形

5－8）

○ハジメネ　エT　カイタノ

ガネ　マダ　シロッポカッタ

ノネQ（涜ミーa男5－1！＞

○ココ　ドッチガ　イイノカ

ワカンナイカラネ　（es　一n

男6－5）

○ツウコウガ　　ココハ　　イイ

ノカナ。（赤一d男6－4）

○ミッキーマウスノ　エイガ

ハ　ヒトツモ　ナインダ。

（乏隅一Fタ95－9）

○アタマノ　ケガネ　クチャ

クチャダカラ　「クヤシイン

ダー」　チュッタカラネ（自一

m女6－4）

○ユーカチャン　オソインダ

ヨ，タベルノ　オニギリ。

（月一〇女6－1＞

○オバキュウ　イヌニハ　ヨ

ワインダヨ。（蔭i－s男5－

9）

○ウミガ　フカーインダヨネ。

（自一1男5－7）

○ウサギガネ　ハヤク　ナッ

テイクノ。ウントハヤイ
ンダヨネ。（赤一d男6－4）

○ダケドサ　アレ　スコシ

ムズカシインダモン。（赤一一

G男6－1）
○ダケド　X一ト　テー　ブ

ット　イタインダモン。（自

一1男5－7）

○〔うたで］ドウヒテ　ソンナ

ニ　　ノロイノカ．？（神一柳男

4－5）

○ダイオンガ　イチバン　ツ

ヨインダ，ホントハ。（自～c

男4－7）

○ヨウチエンカラ　トオイン

ダヨ。　（／1・一川男4－10）

○コドモハ　カンケイ　ナイ

ンダヨ。（小一海男4－3）

○ダッチ　オカシインダモン。

（痛一f女4－9）

○ヤッ。ムズカシインダモン。

（神一伊男4－1）

○ダッチ　イタカッタンダモ

ン。（神一島男4～4）

○マガチャン　トコ　チカイ

ンダッチ。（小一山崎男4－

11）
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○トオク　イク　トキナンカ

シュウーッテ　ヒイテ　ヌー

ッテ　ン｝　ハヤインダ。

（神一三三男4－0）

○ダケド　イインダ　コレデ

モ　（赤一d男4－2）

○ウントネ　コイダケ　ナカ

ッタンダ。（赤一f女4－2）

○ライオントネ　アノネ　ウ

マハ　ツヨインダヨ。（赤一

b男4－O）

○ドンナ　フウニ　カツヤク

スルノハネ　アノネ　カッコ

イインダヨ。（赤一q男4－

1）

○ダッチ　ボクハ　コンナ

チッチャィンダモノ。（神一

古男4－5）

○ダッチ　ウレシインダモン。

（神一柿男3－7）



過去形

んですも
の

蜆在形

じゃない

現在形

じゃない
か

現在形

第二形容

墾
　よ

現在形

　さ

現在形

　ね

現在厭

な，なあ

現在形

○オッキイカラ　アノネ　カ

ケンノガ　オソカッタンダッ

一iZL。（自一d男5－11）

○ナアンダ　アンナニネー

オソイジャナイカ。（赤一m女

6－3）

○「コレ　カシテ」ッテ　イウ

ト　「ダメヨ」ッテ　イウチャ

ウノ。（自一〇女6一一1）

○ヨウチエンネ　センニン

ハイッタラネ　キュウクツダ

ヨ。（八一13k　5－8）

○ダレモ　ゼンブ　スキダヨ。

（赤一a男5－11）

○ソンナノ　ダメダヨ。（自

一〇女6－1）

○オカアサンガ　「ダメデス

ヨjッテ　ユッテ　（自一〇女

6－1）

○「ココナラ　アンゼンサ」ッ

テ　イッテ．ネ　（赤一。男5

－IO）

○パピーガ　スキダナ　テレ

○モッタイナイジャナイ，コ

ウ。（神一規男4－6）

○ジャ　ミレバ　イイジャナ

ィ。（神一規男4－6）

○コラー　アブナイジャナイ

カ。（神一規男4－6）

Oビューンテ，ホントヨ。

（小一有男4一一一7＞

○イジメチャ　ダメヨ。（小

一谷男4一ユ1＞

○かえるすき？　キライダヨ。

（小一藤男4－9）

○おはなししてくれない？

イヤダヨ。（神一正男4－10＞

○デ｛　カタツムリハ　ヘイ

キダヨ。（小一海男4－3）

○アノ　オニンギョサン　き．

レイネ。（ノ」・一伊男4－3）

○マサアキチャンニ　キイ

○ボク　コンナニ　チッチャ

インデスモノ。（神一寺男4

－4）

○キョウシツ　ナイジャナイ。

（小一佐ce　4－3＞

○ミンナ　ダイスキヨ。（赤

一t女4－4＞
○オテテ　イレチャ　ダメヨ。

（va　一1女3－3）

○じょうずなのかな？　ジョ

ウズヨ。（神一場男3－10）

○オット　ダメダヨ。（神一

佐女3－7）

○そういうのすき？　アンマ

リ　スキジャ　ナイヨ。（赤一

k男4－4）

○イチバン　スキダネ。（神

一三男4－0＞

○ズィブン　フカフカダナ。
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形

い
在

　
現

ん
形

　
在

も
現

　か

現在形

か　　な

現鹿形

　の

現在形

過去形

ビデン＼。（赤一1男6－2）

○ダケド　ボク　ヤダナ　ツ

ナヒキ。（赤心v男6－1）

○ダッチ　カイブツダッテ

ボク　スキダモン。（赤一一　w

男6－3）

Oフタリノ　オネエサンガネ

イジワルナノ。（赤一B女5

－8）

○ソラカラ　ミルト　マアル

クテネ　オリルトネ　ウント

ネ　コウイー　タイラナノ。

（自一1男5－7）

○つりざおつくるのむずかし

いの？　カンタンナノ。（自

一〇男6－3）

○ソノ　トキハ　トクベツナ

ノ。（赤一t男6－0）

○オソバ　キライデ　オウド

ン　スキナノ。（自一w女6

－5）

○ボタンデ　ハメテ　　アッカ

ラ　ダイジョウブナノ。（自

一s男5－9）
○アケテ　ミタラ　ナカ　カ

ラッポダッタノ。（赤一〇女

6－1）

タ　ホウノ　マシダナ。

（神一大女4－6＞

○アタイ　スキダモン。（赤

一1女4－7）

○ダレガ　　スキカ　　ワカルッ

テ　イウノ。（小一小林男4

－3）

○オカアチャンが冬キナノ。

（神一島男4一一4）

○ボク　ニュースナンカ　キ

ライナノ。（赤一1男4－8＞

○ウント　タロウチャンガ

ジャマスンカラ　ダメナノ。

（神一福女4－7＞

○ドボット　ヤラレテネ　テ

ッジンダケ　ヘイキダッタノ。

（赤一t男5－1＞
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ネココニスワッチャダ
メ？　（赤一d男4－2）

○モウ　イヤダナ。（小一原

女3－7）

○うまさんのおはなしをして

ください。ダメダイ。（小一

加男4－1）

○ボクサ　チャント　ハンド

ル　ギュット　モッテルカラ

ヘイキダモン。（赤一d男4

－2）

○ツクル　シトガナ　イナク

チャ　ダメダモン。（小一矢

女4－0）

○サリーチャンハネ　ダレヵ

スキダカネ　アノネ　チョッ

ト　ソレハ　チョット　シラ

ナィンダ。（赤一b男填一〇）

○ドレ　スキカナー　（9t　一

e女3－9）

○ボク　ネ　バスガネ　ボク

ダイスキナノ。（神一三男4

－o）

○ゴハン　スキナノ。（小一

矢女4－0＞

○ヘンナノ。（小一原女3一一

7）

○ジドウチャニ　タノンデモ

ダメダッタノ。（小一佐男4

－3）



だ
形

　
在

ん
現

んだよ

現在形

んだもん

現在形

○アタシネ　アレガ　スキナ

ンダ。傭一9女5－11）

○パパネ　オコルノガチョ

ット　イヤナンダ。（同一Q

女6－1）

○ボク　イヤナンダヨー。

（赤一v男6－5）

○ダッチ　パパ　スキナンダ

モノ。（el　一〇女6－1＞

○コウイウ　コト　キライナ

ンダモノ。（六一v男6－5）

○コブタノ　ウチニ　ハイッ

テ　ダイジョウブダッタノ。

（宇申一4ヒ男4－11）

○ハジメ　オウタガ　スキダ

ッタノ。（小一岡女4－8）

○ボクハ　スーバージェッタ

ーガ　スキナンダ。（二一b

男5－6）

○ウチガ　ビンボウナンダヨ。

（自一r女4－8）

○オウチ　カラッポナンダモ

ン。（麟一p男4一一7）

○ダッチ　コレガ　タッチャ

ン　シュキナンダモン。（神

縞男4－4）－

○どうして？　ダッチ　スキ

ナンダ。（六一g男3－5＞

○カメモ　スキナンダヨ，オ

サカナモ。（赤一q男4－1）

○ダカラ　チラカシテモ　ダ

イジョウブナンダヨ。（神一

三男4－0＞

○コワレチャッタカラ　モウ
　　し
ダメ　ダメナンダヨ。（一一

f女4－2）

○ダッチ　ママ　シュキナン

ダモン。（赤一p男3－7）

2．3接続助詞のついたもの

　形容詞に接続助詞がついたもの，および，終助詞と接続助詞のついたものは，つぎのようであ

った。

　　　　　　　第一形容詞 第二形答詞

かのし
轤ﾅ

がけの
@どに

んん

ｾだ
もも

�
かのし

轤ﾅ
がけの

@どに
ん
だ

かけ だで け
らど か

ら 」
ど

たかい
年長

N中
N少

○○○
宦宦宦
　○�

○○
宦

�

○　
�

○�
ずかだ�

長年

?年
ｭ�

　OO@OO
�

○
○
�

長�○� ○� 長�
かかった� 申�� ○� � ずかな� 申� �

少�� 少�
長○� � 長�� �

かくない� 中� ずかだった� 中� �
少�� � 少��
長○� 長�� �

たかくなかった� 中� ずかじゃない� 中�
少�

�
少�

長�
ずかじゃなかった� 中��

少�

のばあいも，動詞9）ばあいとおなじような傾向がみられる。
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．種類

第一形容
詞『

か　ら

現在形

過去形

の　で

．現在形

年 長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

○アツイカラ　カレチャッタ

ンダ。（赤一G男6－1＞

○カッパコミックスガ　ナイ

カラ　タノシイヨウチエンデ

モ　ヨンデモ。（赤～q男5

－11）

○シンイチッテ　イウノネ

ツヨイカラネ　スグヤッツ

ケラレチャウノ。（六一s女

5－8）

○「イコウ　イコウ」ッテ

ユッテモ　イソガシイカラネ

オカアチャン　ツレテッテ

クンナイカラネ（自一w女6

－5）

○ニュースなんかみる？　オ

モシロク　ナイカフ不　メー

○どしてパパすき？　ヤサシ

イカラ。（三一e女4－9＞

○カボチャ　オイシイカラ

カボチャ　ツクッテ　クレタ

ノ。（神一桑女4－10）

○イタイカラ　ナイチャッタ

ノ。（赤一u男5－6＞

○キュウタロウハ　イヌガ

コワイカラ　ニゲタラ，（小

一山中女5－0）

ツブッテル。（赤一1女5－
8）

○グッスリ　ネテネ　ホンデ

モウ　イタク　ナイカラネ

「ドウモ　アリガトウ　ドウ

モ　アリガトウllッテ　ユッ

テネ　（三一〇男6－2）

○カメサンガ　イチバン　ハ

ヤカッタカライチバンサ
キ。（赤一一x女6－2）

○ナミガ　ツヨカッタカラネ

サトシネ　ソバニ　キタラ

カオニ　アタッチャッタ。

（赤一a男5－11）

○サムカッタカラ　バイバイ

○ボクンチ　キンギョ　アッ

タケドネ　シンジャッタ。エ

シャガナカッタカラ。

（神一渡男4－6）

○キノウハネ　チョット　オ

ナカガ　ワルカッタカラ　オ

ウチデ　オトモダチト　アソ

ンデタ。（赤一一p女5－2）

○運動会どんなことあった？

ナガカッタカラ　ワスレチャ

○オカアサン　スキ。どして

？　ヤサシイカラ。（神一古

男4－5＞

○テレビナンテ　ミナィ。ツ

マンナイカラ。（神一宮男3

－8）

○ワスレチャッタ。　ムズカ

シイカラ。（神一三男喚一〇）

○センガ　チュイテル　トコ

アブナイカラ　トオレナイカ

ラ　ハジッコカラ　イッタノ。

（桝ヨー懲い男3－8）

○ジュウシチネ　カルク　ナ

イカラネ　ジュウハチ　ハイ

チ　キタノ。

○ダケドサー　オモシロク

ナイカラ（七一f女4－2）

シテネ。（二一m女6－4）

○ソイデ　イナカバ　ケワシ

ク　ナカッタカラネ　ウンデ

ネ　ハイラナカッタノ。（自

一y男6－O）

○カメサン　オソイノデ　ウ

サギサンネ　ヒトヤスミシテ

ッタ。（赤一a男4－11＞

○ネズミサンガ　アマリ　■

オキイノデネ　プ　アノ　ク1

○カメチャンガ　イチバン

ハヤカッタカラ　ハハハハハ

ーテ　ワラッタノ。（神一大

ce　3　一11）
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過去形

かたちく

ずれ

　し

遍在形

け　ど

現在形

過去形

タラネ，（自一1女5－7）

○ウサギノ　ホウガハヤイ

ンデ　ウサギ　グッシュリ

ネチャッテ，（自一g男5－8＞

○ホッペタヲサ　サワッテ

ミルトサ　コブガナインデ

ネ　ヨロコンデ　ウチニ　カ

エッテ　キタノネ。（三一w

男6－3）

○カメガ　ノロク　ノmカッ

タンデネ　　ント　オソカッタ

ンデネ　ソート　サキヘ　ウ

ント　サキニ　イッチャツタ

ノ。（自一r女5－8）

○〔自転車は〕ウントネ　ハヤ

イシ　　カッコウガ　　イイカラ

（自一1女5－7）

○オネエサンタチ　ハ　ハイ

タケドネ　オオキイシ　アシ

ガ　オオキスギテネ　ハイン

ナクテネ（自一1女5－7）

○パンヤサンカラ　トオッテ

イクト　チカイケドネ　スグ

ツイチャウケドネ　コッチカ

ラ　イクト　トオインダヨ。

（臨一k男5－8）

○ツヨイケドネ　ツカマル

トキモ　アル。（赤一y男5

－7）

○ニジュウカラハ〔逆よみは3

ムズカシイケド　デキル　コ

トハ　 デキルカラ。（赤一1

女5－8）

○ショウチャンガ　イルト

コワク　ナイケドネ　ショウ

チャンガ　イナイト　コワイ

ノ。　（自一q女6－1＞

○〔かけっこは〕　ソンナニ

ハヤク　ナイケド　タダ　ス

キ。（赤一A女6－1）

○ハジメネ　カメが蓬ソカ

ジラカト　オモッチャッテ

ニゲテ（赤一p女5一一2）

○コレ　マタ　サイタノ。

オテンキガ　イイシ。（自一

r女4－8）

○オトウサント　オカアサン

ガ　ヤサシイケド　シンジャ

ッタノ。（赤一〇女5－1）

○オトコノ　マンガ　スクナ

イケド　オンナノコノ　マン

ガモ　ミルノ　スクナイ。
（ノ」、一1，tLtin－i．女4－8）

○ソノ　ショウジョ　フレン

ドト　イウ　オモシvイ　コ

ワ　コワイケド　オモシWイ

ネソレヲネミ1ルタンビ
ニ　カイニ　イクノ。（赤一

q女5－2）

○ハジメハ　コンナニ　チッ

　　一192一

○オトウサンハネ　コチガ

イタイデ　ビョウインニ　ニ

ュウインシテンノ。（赤一v

女4－O）

○オハナシ　ナイシ（赤一u

女3－7）

OKク　トキハ　トオク　ナ

イ，チカイケドサ，イク　ト

キハネ　カンジガネ　ントネ

アノネ　アレダト　オモウ。

（神一三男4－0）

○ウチ　カラー　ナイケドネ

オオモリノ　オバアチャンチ

ダケ　カラー。（赤一a女3

－IO）

○オキンノハ　ハヤイケドサ

ー　ヒルマハ　オソト　ヒト

リデ　（赤一a女3－10＞

○さむいぐらい？　ん？　チ

ョッピリネ。さむい？　サム

ク　ナイケド。（赤一d男4

－2）



の　に

現在形

．過去富

んだから

現冶三尉

んだけど

現在形

過去形

もんだか

ら

現在形

もんで

現在形

ッタケドネ　ウ　ウサギガ

ネタカラネ　カメガ　ドンド

ンネ　ハシッタカラ　イット

ウショウン　ナッタノ。（赤

一H女5－8）
○ネズミサンハ　ワタッタカ

ラ　ヨカッタケド　クマサン

ブッカッチャッタノ　ジドウ

シャニ。（膚一v男5－7）

○ドウシテネ　ウサギハ　ハ

ヤイノニ　オソク　ナッタカ

ッテ？（赤一1女5－8）

○ライオンノ　ホウガ　チュ

ヨイノニネ　コッチガ　ヨワ

イノニネ　　ウント　ニゲテ

イクカラ　ワラッテンノ。

（自一b男6－0）

○サイショハ　　ウサギガ　ハ

ヤカッタノニネ　コンド（赤

一〇男6－2）

○ミナイ，ゼンゼン　ソンナ

ノ。ツマンネエンダカラ。

（赤一q男5－11＞

○ヤサシインダカラ　ヨムノ。

（赤一1女5－8）

○カメサンガネ　オサキニ

エーット　ノロインダケド

オサキニネ　テッペンマデネ

ィッテ（自一s女6－3）

○小憩サンノ　ホウガ　ノロ

イモンダカラ（赤一f女5－
9）

○「モモチャンニ　アイスク

リーム　アゲマス」ッテ　ユ

ッタラ　「マダマダ　チッチ

ャイモンデ」ッタラ，（麹一〇

｝女6－1）

チャカッタケド，ダンダン

a

テツナ
ω

ク
↓

議オ
藻

二
榊

ナ
。

ン
タ

コ
キ

○オカアサンハ　シWイノニ

ソノ　オトモダチハ　クmイ

ノネ。（一一q女5－2）

○ハジメ

ウサギ

ッタカラ

ハヤカッタノニ

　　　　オヒルネ　シチャ

　　　　カメガ　ハヤク

ナッチャッタノ。（神一師

tz　4－11）

○スコシ　チカインダケドネ

ショウテンガイノネ　ウエナ

ノ。（赤一q女5－2）

○ウサギハネ　ピョンピョン

ハネテ　サイショ　ハヤカッ

タンダケドネ（小一箆女4－

7）
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第二形容

墾
か　ら

現在形

過去形

の　で

現在形

　し

現在・形

過去形

け　ど

現在形

○ソレネ　キレイダカラ　ソ

レバッカリデ　アソンデタノ。

〈自一一A女6－5）

○どうしてねるときほめられ

るの？　ダッチ　オリコウダ

カラダヨ。（赤一M男5－8）

○ウーーントネ　　カワイソウダ

カラ　オウチニ　ツレテッテ

ネ　 （自一一m女6－4）

○モシカ　ドクヘビガ　イタ

ラ　ダメダカラ。（自一1男

5－7）

○どしてなかよしなの？　ア

ノネ　トキヤクント？　アノ

イジワルジャ　ナイカラ。

（赤一G男6－1）

○シマウマ　ダメダッタカ

ラネ　ウントネ　ウン　ダカ

ラネ　コドモタチガネ　ワラ

ッテネ（自一a男5－11）

○オテツダイ　スキダシネ

オシゴト　スンノネ。（赤一

1女5－8）

OFwンコハリーハネ　ウ

ー　ナンデモ　スキダケド

オフm　ハイル　コトハ

ダイキライデシタ。（自一

t男6－2）

○トンジャエバヘイキダ

ケド，（自一k男5－8＞

○ワタシネ　チュウシャ　キ

ライダカラ　ジブンガ　カン

ゴフサンニ　ナリタイ。（小

一野女4－9）

○ソンデ　カワイソウダカラ

マタ　ナオシタノ。（小一・・成

男4－7）

○アンマリ　ツレテ　クルト

イヤダカラ　「ウチニモ　ア

ソビニ　イラッシャイ」ツテ。

（神一嫡女4－10）

○カグヤヒメガ　アマリ　キ

レイナノデ　ィッパイノ　ヒ

トガ「オヨメニ　クダサイ。

オヨメニ　クダサイ」ト　タ

ノミニ　キマシタ。（神一桑

女4－10）

○オママゴト　イッショニ

ヤッタ　トキネ　スキダシネ

ソンダケガネ　スキナノ。

（自一s男4－10）

○ウンドウカイハネ　イット

ウダッタシ　オユウギダッテ

ジョウズダッタシ。（赤一p

女5－2）

○イナカ　シュキダケド　イ

ナカ　ナイノ　オウチ。（自

一1女4－7）

OT子っていうなまえがすき

なの？　どうして？　キレイ

ダカラ。（ノ1・一神女4－1＞

○クマガ　ネズミネ　キライ

ダカラネ　ホェツケテンノ。

（ノ」、一矢女4－0）

○どうしてそんなになりたい

の？　ウマガ　スキ・ダカラ。

（赤一b男4－0）

○ソイデネ　ウント　トンデ

ネトンダラダメダッタカ
ラネ　ウーント　ジドウチャ

ニ　　タノンデモ　　ダメダッタ

ノ。（小一佐男4－3）

○ハイル　トキハ　ダイジョ

ウブダケドサ　オフロ　イッ

テサ　………カエル　トキガ

トオク　インダモン。（神一

三男4－0）
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過去形

んだけど

過去形

○なにがいちばんすき？

アノネ　ソンナニハネ　スキ

ジャ　ナイケドネ　スキナモ

ノハ　アルケドネ　ワスレチ

ャッタノ。（赤一J女5－8）

○ウントネ　クウキガ　キレ

イダッタケド。（自一r女5

－7）

○ソノ　ジョオウサマハ　カ

オハ　キレイダッタンダケド

杢　　エートネ　イジワルナネ

ジョオウサマダッタノ。（小

一一 ｪ女4－8＞
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第3章連体形

3．1幼兜の使用した語形

　幼児の使用した語形は、つぎのとおりである。

み　と　め　　　　　　　　　う　ち　け　し　　　　　　みとめかた

嵭ﾞ鞭使用ンス避／
年年年
ｷ中少

年年年

ｷ中

癌「たかい ○○○

たか、な、、　。。笥

第一形容詞
過去形　たかかった ○○○ たかくなかった

現在形 しずかな ○○○ しずかでない
第二形容詞

過去形 しずかだった しずかでなかった

　このうち，年中児と年少児の過去形の使用は，復唱にちかい。したがって，形容詞のばあいは，

過虫形がでにくいといっことができる。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

第一形容

聾
の
　
形

鰯
在

み
形
現 ○クロイ　ウサギト　シロイ

ウサギ。（fi　一t女6－4）

○ゼンブ　タベチャッタノ，

サムイ　クニノ　オバケガ。

（赤一〇女6－1）

○ミンナガ　オドロイテネ

マタ　フルイ　オウチニ　モ

ドッタノ。（赤一u女5－ll＞

○ソイデワルイ　ヒトガネ

エ　 （赤一f男6－3）

○タイヨウハネ　ソート　ス

ゴイ　アツサダカラネ（赤一

d男6－4）

○ソノ　コハネ　トテモ

（ニンキ）スゴイ　オオキイ

コデネ（赤一E女5－8）

○コウイウ　ナガイ　パイプ

ックッテンノ。（自一t男5

－3）

○オイシイ　ケーキガ　ノコ

ッテタ。（赤一i女5－3）

○アノ　ヤサシィ　オジイチ

ャンネ（赤一9女4－8）

○オヒサマガ　アッタカイ

ヒカリ　アタリ，（小一久女

4－7）

○ホソイ　ミチ　トオッテ

イクノ。（神一内山4－3）

○イチバン　イイ　ピコウキ

モッテ　コヨウカ。（小一永

男4－4）

○オウチデネ　カッコイイ

デンシャトネ　カッコイィ

ヒコウキト　カッコイイ　ピ

コウキ　チュクッタンダ。

（赤一δ男4－2）

○ウミニハネ　フカイ　プー

ル　アッテネ　（神一狗女4

－3）

○ソイデネ　キタナイ　アシ

デアルイテネ（神一古男

4－5）

○トオイ　オフヨマデ　イカ

エナイカラネ　（神一狗女4

－3）

○ヤッテ　キ・タノハ　イチバ

ン　オオキイ　ヤギデス。

（神一坂女4－0）

○チョットチイチャイマ
ルダヨ。（赤一e男4－！＞

○コンナニ　オオキイ　オウ

チガ　アルノ？（赤一d93　4

－2）
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．過去形

うちけし
の形容詞

現在形

容形二第

　
の
詞
形

　
め
　
　
容
在

　
と

詞
＝
み
形
現
“

○オテンキノ　イイ　アサ

（赤一s男6－6）

○ハヤカッタ　ウサギガ　ネ

チャッタカラ　オソク　ナッ

チャツタノ。（自一」男5－

7）

○イチバン　コワカッタ　オ

ハナシ　アッタヨ。（赤一e

男5－10）

○オモ：シロイ　トコモ　アル

ケド　オモシロク　ナイ　ト

コモ　アル。（廟一h男5－

7）

○ネチャッタラネ　ホントユ

コワク　ナイ　ユメガデル。

（赤一1女6－6）

○「キレイナ　ハナデスネ」ッ

テネ　オオカミガ　ユッテネ

（赤一s女5－8）

Oヘンナ　ウタ　ウタッタン

ダヨ，ヤマノ　オトコノ。

（自一e男6－1）

○シズカナ　ナミバッカリナ

ノ。（自一d女5－11）

○センガナイ　デンシャ

（神一伊男4－1）

○おもしろかったことあっ

た？　オモシmカッタ　コー

？　こと。　アッタ。（神一

遠男5－1）

○ブッツケテモイタクナ
イ　トコ　アルヨ。（小一川

男4－10）

○コレデ　　オレハ　　モリ　モ

リジュウデ　イチバン　リッ

パナ　トラジャワイ。（神一

八女4－8＞

○シンデレラバ　　カワイソウ

ナ　コデシタ。（三一p女5
＝2）

○キライナ　サ7tiナモ　スキ

ナ　サカナモ　アルケレド。

（小一久女4－7）

○ナマエ　ナイ　オミセト

（小一神女4－！）

○おもしろかったことない？

オモシロカッタコト？ア
ノレヨ。　（宇串一三三男4－0）

○アプナイ　ハナビトネ　ア

ブナク　ナイ　ハナビ。（神

一示火男3－11）

○オオキナ　イシ　カッテ

アル。（神一玉男4－0）

○ヘンナ　ジ。（三一d男4

－2）

○イジワルナ　コガネ　ボウ

シヲ　トッチャウ　コダッテ

イルノ。（神一三男4－0）

3．2連体形の用法

　動詞のばあいは，連体形でテンス，アスペクト的な性格をもっているものがかなりあるので，

形態論的に分析したが，形容詞のばあいは，アスペクト的な性格はもちろん，テンス的な性格を

もっているものもすくないので，形態論的な分析はせず，そのかわりに，名詞に対するむすびつ

きかたを連語論的にわけてみた。

　属性づけというのは，性質形容詞が名詞のしめすものごとの属性をあらわしているものである。

　態度づけというのは，名詞が感情形容詞のしめす感情や態度の対象をしめしているばあいであ

る。

　具体化というのは，名詞が類概念をしめしていて，形答詞がそれを具体化しているばあいであ

る。

　内容づけというのは，名詞が思考や感情または作品をあらわしていて，形容詞がその内容をあ

らわしているばあいである。

　幼児は，このように形容詞の名詞に対する開係のいろいろな用法をつかっていたが，名詞が
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「手のいたい人」「おかしのすきなパリむすめ」のような，感覚，感情，

法はみられなかった。

態度の主体をあらわす用

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

属性づけ ○ソノ　　ヒト　ワルイ　　ヒト ○オッキイ　ネコモ　イルカ ○イチバン　チッチャイ　ヤ

ダト　オモッテ。（赤一E女

T－8）

寃¥イデネ　アタラシイ　オ

ラ。（神一渡男4－6）

寃tルイ　オウチ　カリテン

_。（自一s男4－10＞
寃Aノ　シロイ　ハナ，アカ　　　　　　　　　　　『

ギノ　ガラガラドンデス。

i神一場男3－10）

寃Lタナイ　アチデネ　アル

カアサンガ　ツレテ　キタノ。

i赤一B女5－8）

寃zソイ　アナガ　アイテル

イテネ（神一古男4－5）

寃Aプナイ　ハナビトネ　ア

uナク　ナイ

トッカラ（赤一k女5－8）

寃nヤカッタネ　ウサギガネ

lチャッテ（自一1男5－7）

寃純^シガネ　キレイナ　オ

?メサン　ナッタ　ユメ。

i赤一L女5－9）

寃Iテンキノ　イイ　アサ

ま　ハナモ（神一桑女4－10＞

寃wンナ　トラックネ。（小

齡�j4－3）

寃Lレイナ　オハナガ　サイ

^ノ。（小一大男4－6）

寃Zンガ　ナイノ。センガ

iイ

　　　　　　　　　　　　『@　　　　　　ハナビ。（神

齒H男3－11）

寃Cジワルナ　コガネ（神一

O男4－0）
寃wンナ　メガネ　カケテ

sーッテ　ナラシテサ。（神

鼡{男3－8）
寃iマエ　ナイ　オミセト　　　　　『

@　　　　　　　ジブンデ

@　　　　　　　　　ボクガ

@　　　　　　　ジ　カクカ

@　　　　　　　　　ウント

態度づけ

ヒトリノ　ボウヤガ　ヂミズ

秩@オハナニ　カケマショウ」

g　ユッテ（赤一s男6－6＞

寃Xキナ　モノモ　アルケド

　　　デンシャ。（神一伊男一

S－1）

寃Lライナ　サカナモ　スキ

（小一神女4－1＞

寃Zンセエガネ

Xキナ　ジ　カイテ

具体化

ネ　ワスレチャッタ。（赤一J

翌T－8＞

寃Cヤナ　キモチ　スル。

ナ　サカナモ　アルケド。…（小一久女4－7）

寃^ノシイネ　ウーウーウー

アノネ　オナジ

堰B（赤一d男4－2）

寃}リノ　スキ・ナネ

l　ナンカ　イイ　モノ　カ

bテ　クレルカラ。（神一渡

翌R－10）

宸ﾇんないうすき？ウントネ

Aカイ イロ。（自一9女3

内容づけ

一5）

（自一〇男6－3）

寃Jワイソウナ　オハナシハ

Lイタ　コト　アル。（赤一

c男5－11）

ホンヤラネ（赤一k女5－7）

寃Rワイ　テレビ　　ミンノ。

i小一押女5－1）

宦uキレイナ　ユメ」ッテ　イ

bタ。（神一王女4－11）

問題のある用法として，つぎのようなものがあった。
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　「すごい」が副詞的につかわれるのは，かならずしもあやまりでないかもしれない。

　形容詞に「の」をそえるあやまりは，2才児によくみられるあやまりであるが，これが年長児

にあらわれた。あるいは，単なるいいそこないかもしれない。

種　類 年　　長　　児 年 中 児 年 少 児

萬i」詞的な ○スゴイ　タクサン　アッタ。

用法『 （赤一t男6－0）

○スゴイ　ウチヨリ　スゴィ

形くずれ

オオキイ　イヌトカネ　　ヒト

cメコゾウノ　オバケダトカ

l（赤一w男6－3）

寃iンカ　マアルイノ　トコ ○オオチナノ ガラドンド

十　　　ノ タマヲ　ナゲテネ（赤一q男

T－11）

ヤギモ（神～佐女3－7＞

3．3形式名詞にかかるもの

　形式名詞にかかる例として，つぎのようなものがあった。

　なお，「こと」や「ところ」にかかる特別の用法については，見出しでしめしておく。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

第一形

e：詞

ｱ　と

ｻ在形

i副詞的）

ﾟ去形

○ムズカシイ　コトデモネ

Eントネ　　スグニネ　ウント

xンキョウスレバネ　オボエ

宴激泣Jラ。（二一」女5－

W）

寃Cイ　コトヲ　オシエテ

Nレンノ。（赤一g男5－10）

寃Aト　タノシイ　コトハネ

Iコラナイ　コト。（旗一1

j5－7）
寃cE　ワルイ　コトハ　シ

}センカラ。（赤一〇男6－
Q）

寃Cイ　　コト　シタ　　トキ。一

i赤一C男5－6）

寃Eントネ　ナガイ　コト

Iミズ　アゲナカッタ　カラ

l。（赤一r女5～10）

寃Cチバン　オモシロカッタ

○デモ　イイッテ　イウ　コ
gノ＼　　∠〔＝エ　　　コ　ト　。　　（4、一を毎

j4－3＞
寃Rワイ　コトヤナンカガ

Aル　オハナシ。（小一箆女
S－7）　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、○大活躍ってどりいりことや

驍ﾌ？　ウント　スゴイ　コ

g。（ノ1・一小林男4－3）

寃Aノー　ワルイ　コトヲ

Vナイ　トキハ　ママニ　イ

cモ　ホメラレル。（ノ1・一i嘉

翌S－8＞

宸ｨもしろかったことあった

○オモシロイ　コトナンテ

[ンゼン　ナイヨ。（小一佐

j4－3）
宸ｩっこいいってどういうこ

ﾆ？　アノネ　ブットバス

Rト。　ツヨイ　コト　ナン

_ヨ。（赤一q男4－1）

寃?ズカシイ　コト　シテ

Aソブノ。（ノ1・一佐男弓一3）

寃{クネ　　ワルイ　　コト　シ

^ラ　カミツクヨ　テ。（赤

黷?男4－2）

宸ｨもしろかったことない？
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ほ　う

現在形

ところ
・とこ
現在形

場所

箇所
（具体的）

箇所
（抽象的）

場面

と　き

現在形

コトバ　カケッコトネ　アト

ハ　ツナヒキ。（赤一A女6

－1）

○ナツヤスミデ　シュクダイ

ノ　イチバーン　オモシロイ

カッタ　コトノ　トキノモ

アッタシネ（赤一s男6－6）

○デネ　　フカイ　　ホウハネ

アノ　アンマリネ　アノネ

スゴイ　ナミジャ　ナイノ。

（自一d女5－H）

○アブナイ　トコ　イカナイ

デネ（自一p女6－1）

○フカイ　トコニ　ハイツチ

ャツタノ。（自一玉男5－7＞

○コンナ　トオイ　トコマデ

キテ（赤一〇男6－2）

○キイロイネ　エート　トオ

ル　トコロガ　アルカラ。

（一一g男5－10）

○どんなもの見えた。トウキ

ョウタワーノアカイ　トコU。

（自一h女5－7）

○オモシmイ　トコモ　アル

ケドネ　オモシmク　ナイ

トコモ　アル。（輿一h男5

－7）

○ヤサシイ　トコガ　ダイス

キ・o　（赤一x女5－7）

○〔ライオンは〕オナカガス

イテテ　シマ　チョウド　イ

イ　トコPニ　シマウマガ

イタカラ。（赤一g男5－10＞

○スコシ　オモシVク　ナイ

トコwガ　アルノ。（赤一〇

女6－1）

○ダッチ　アツイ　トキサ

ソトカラ　カゼガ　クンダモ

ン。（赤一K男5－11＞

○ハヤイ　トキダケ　ヨンデ

クレルヨ。（赤一。男5－10）

○マンガガ　ナイ　トキ・ニネ

（赤一d男6－4）

？　オモシロカッタ　コー一？

5男遠㎜神（
　

タツアO

）
と
一

こ
一

ホイシラタア

5男遠一
神（

む
シ

ネ
ナ

ト
、
　
ノン

オ
）

ウ
　

一

○
ウ
一

○ムコウノ　トオイ　トコロ

ダカラ（自一s男4－10＞

○ソイデアッタカイ　トコ

ニ　イッテ（赤一f女4－10）

○シンゴウ　ナイ　トコW

キヲ　ツケテ　ワタッテ（小

一才甲女5－1）

○どこみる，いちばんに？

オモシロイ　トコ。マンガが

不　ンンフンニ　ツイテル

トコ。（自一t男5－3）

○ヤサシイ　トコ　オカアサ

ン　　スキデショ。（自一g女

5－O）

○チッチャイ　トキネ　ビョ

ウキニ　ナッタ　トキネ　キ

リストビョウインデ　カンゴ

フサン　イタノ。（小一野女

4－9）

○イソガシイ　　トキハネ　ダ

イブネ　ジーネ　カクケド。

　　一2eo一

八モシロカッタコト？ア
ルヨ。（神一三男4－O）

○トオイ　トコ　イカナカッ

タ。（神一三男4－0）

○イチバン　フカイ　トコデ

ネ　タカ　オヨイダノ。（神

一話句女4－3）

Oカメガネ　オ　モーット

タカイ　トコニ　イテネ（神

一秋男3－11）

○クライ　トコ。（小一原女

3－7）

○コウイウ　マルイ　トコガ

ボヤーンテ　ハレ　ハナレテ

ミサイルニ　ナルゴ。（小一

佐男4－3）

○コワイ　トコガ　オモシP

イノ。（神一高男4－4＞

○カナシイ　トコ　アルヨ。

（ノ」、一4左男4－3）

○アツイ　トキネ　アセ　カ

ク　トキネ　ボウシヲ　トッ

チャウ　コダッテ　アルンダ

ヨ。（k9　一三男4－0）

○グアイ　ワルイ　トキ　ネ

ツ　デル。（赤心g男3－5）

○ソイデネカイジュウナ



ま　ま

現在形

筑二形
ラΨ @額
㎝こ　と

現在形

と　こ

現在形

と　き

現在形

Oアケミガネ　チッチャイ

トキノ　ホンモ　ヨンデ　ク

レタ。（自一q女6－1）

○オヤスミ　ヤンナイ　トコ

ロハ　シロイ　マンマデネ

デ　ヤクソク　マモレタ　ト

コロハ　ヌル　コト。（赤一

H女5－8）

○オテソバナ　コト　バッカ

リガデテ　クルカラネ（赤

一1女6－6＞

○シマウマガネ　ヘンナ　コ

トヲ　ユッ　コト　ユッタカ

ラネ（赤一N女5－7）

○ソレカラネ　タイラナ　ト

コヲ　トオッテ　キテ（自一

F女5－7＞

○ヘンナ　トコヘ　ネテテ

（赤一a男5－H＞

○アノネ　ゲンキナ　トキモ

アル。（自一d女5一王1）

（ノ∫、一・窪女4－8）

○ママガ　チッチャイ　トキ

ノ　オハナシ　シテ　クレル。

（ノ」、一才曙女5－1）

○イソガシク　ナイ　トキハ

ネ　ダイブ　ジ　カカナイ。

（ノJ、一窪女4－8）

○ニュースはどんなことおし

えてくれる？ウント　タイヘ

ンナ　コト。（小一横ee　4－

4）

○ウミッテ　キレイナ　トコ

ロダッタ。（小一押女5－1）

○カワイソン　　トコガ　イィ。

（自一r女4－8）

○アノネ　イチバン　スキナ

トキハネ　ント　パピーガ

スキナノ。（自一s男4－10）

イ　トキネ　ウルトラマンガ

ダンガネ　ツェブンナノ。

（神一大男3－11）

○カナシク　ナイ　トキハ

ワラウノ。（小一佐男4一一3）

○いつやったの，はなび？

エトネー　マクラノ　トキ，

マックラナ　トキ・。（ms　一h

男3－5）

一2el一



第4章名詞形

幼児の使用した語形は，つぎのとおりである。

み　と　め う　ち　け　し　　　　　　みとめかた
@　　　　幼児の　　T一
@　　　　　　使用例　　　　テ、種類　　　　　ノス 年年年

ｷ中少
年年年
ｷ申少

第一形二一 現在形 たかいの ○○○ たかくないの

過去形 たかかったの ○ たかくなかったの

第二形容詞 現在形 しずかなの ○○○ しずかでないの

過去形 しずかだったの しずかでなかったの

うちけしはなかった。また，ほとんどが現在形であった。

現在形はものをあらわすのに，過去形はことをあらわすのにっかわれていた。

なお，問題例としては，　「の」がおちるものが年中児に2例あった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

第～テ形容
重
み
と
め
の
形
容
詞
現
在
形

○ウント　キイロイノヤネ ○チッチャイノト　ォォキイ ○アマイノハネ　キライ。

ソレカラ　アカイノヤラ　チ ノガ　マワルノ。（赤一h女 （自一i男3－5）

ヤイ　チャイロッポイノヤネ
一5一荏）

○アカイノ　デタラ トマル

イロンナ　イロノ　ハッパガ ○カエル　　オッキイノ　　イタ ノ。　（自一d男3－10）

アリマシタ。（赤一。男5一 デショウ。（自一P勇4－7） ○オモシロイノ　ナイノ。
10） ○ゴホンモ　　コワイノ　　ミル （赤一a女3－10＞

○ヤッパリ　アタラシイノガ シ。（小一押下5－1） ○イチバン　トオイノ ゴジ

ハイッテ　キタノ。（赤一r ○ココカラ　ムネニ　マルイ ップングライ　カカンノ。

女5－10） ノナンカ　ツイテンノネ。 （赤一e男4－1）
○オウチデハ　アマリ　オモ　　　　　　　　　　ー

Vロイノガ　ナイカラネ

（神一遠男5－1）

過宏形

（一一s男6－6）

寃Cット・ウ　タノシカッタノ
ハネ　アノー　オユウギ。｝　＿

i赤一k女6－2）

寃¥ノ　ツギニ　オモシ二四

ッタノハ　カケッコ。（赤一

第二形容
D男5－11）

翌
み
と
め
の
形
容
詞
現
在
形

○イチバン　スキナノ　パピ ○イチバン　スキナノハ　マ ○ドンナ　スキナンデモ デ

一ダヨ。（赤一。男5－10） ンガ。（赤一q女5－2） ルノ。（赤一m男4－1）

一202　一



〔問題例〕

「の」のな

いもの
第一形容

廻

第二形容

誕

○オトコノコデネ　　コウ　　ス

ンモックヤ　ナンデモ　シロ

イ　キテルノ。（神一鎌女4

－5）

○キレイ　キレイガイルナ。

（小一中男4－6）

一203一



第5章 中止形

5．1幼児の使用した語形

　幼児の使用した中止形グループの語形は，つぎのとおりである。

み　と　め う　ち　け　し　　　　みとめかた
@　機幼児・使用例種類　　　能

年年年
ｷ中少

年年年
ｷ申少

第一

`容詞

第一中止形　　たかく

謫�?止形

瘤ｦ形

たかくて

ｽかくって

ｽかかって

ｽかかったり

○　○

宦宦宦

○○○

�

かくなくた

ｩくなくてた

ｩくなくってた

ｩくなかってた

ｩくなかったり�

二形

e詞�

一中止形第

�?止形例

ｦ形�

ずかにし

ｸかでし

ｸかだったり�

○�

ずかでなくし

ｸかでなくてし

ｸかだったり�

ちけしはなかった。また，例示形もなかった。

お，副詞化した「たかく」や「しずかに」は，ここにいれてない。

　類� 　　長　　児� 　　中　　児� 　　少　　児

一形容�
第　　一中

~形�

形
て

止
《

　
力

申
た

ツレテ　イッテ　クレナク

ネ　ソィデハッェ　ヒト

デイカレナイノガオシ
，　「オカアチャン　ヒトリ

イケー」ナンカイウ。
自一w女6－5）

かくっ

アタマガ　マルクテ　ケガ

イノ。（月一t男5－3）

シマウマガ　コワクテ　ニ

チャッタノ。（es　一n男5

5）

　

オメメガワルクッテ　オ

ゴト　マダ　デキナイノ。

自一y男6一一〇）

ライオンハ　コワクッテ

イツモネ　ネ　ネルノガ

ソク　アノネ　ネルノガ

ツモ　ヨルネ　オソクッテ

　アノ　アサン　ナッテモ

ダ　オキナイ。（神一三男

－O）

ネズミネ　カケルノガハ　○オウチ　カエルノモ　ウレ

クテネ　オイツカナイノ。　シクテネ　ホッタラ　チョキ

神一村男4－3）　　　　　ン　パチン　オシ　オハナシ

カメノ　ホウガ　イチバン　オシマイニ　ナッタノ。

ヤクテ　ウサギハ　タオレ　（神一狗女4－3）

ャツタノ。（神一規男4－
）

ムズカシクッテ　ヨメナイ。

小一野女4－9）

ヤマガ　ナクッテネ　オハ

　サイテルヶドネ　（神一

2e4一

ウルトラマンハネ　ナンニ

　ナクッテ　トベンノ。（神

古男4－5）

ネンノガオソクッテネ



たかかっ

工

第二形容．

遡

第　　二

中止形

ニゲチャッタノ。（月一z男

6－5）

○アノネ　コドモノ　ケン

ナカッテネ　イカレナカッタ

ノ。　（自一C男5－11）

○ウサギノ　ホウガサイシ

ョ　ハヤカッテ　サイショ

ソノ　ツギ　　カメガ　　ダンダ

ン　ハヤク　ナッテ　キテ

（十一r男6－3）

○オカアサンイナクテサ
ビシカッテ，ソイデ不　アタ

ラシイ　オカアサンガネ　ツ

レテ　キタノ。（赤一B女5

－8）

○オソバ　　キライデ　　ウドン

スキナノ。（自一w女6－5＞

○ライヨンガ　イテネ　ネー

ソイデハラペコデネ　コン

ド　アルイテタラ，（赤一一d

男6－4）

松女4－8）

○マンガトカ　ソウイウノガ

ダィスキデネ　（二一p女5

－2）

○カメハ　ユツクリデ　ボツ

ーンッテ　テンヲ　ツケタラ

ドウ　ツルノカナート　オモ

ッタノ。（小ur二男5－0）

アノ　アサン　ナッテモ　マ

ダ　オキナイノ。（神一三男

4－O）

5．2　中止形の用法

　形容詞の中止形は，動詞とちがって，継起的な用法が基本でなく，並立的なものが基本となる。

また，修飾的なものは，副詞へ移行している。したがって，形容詞の中止形の用法は，原因，並

立，前提などとなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／，

　幼児は，これらの用法をよくつかっていた。

．種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

原　　因 ○ナミガ　スゴクテ　ナガレ ○ヨルネ　ネンノガ　オソク

一
○ネズミガ　カケルノガ・ハ　　　　　　　　　　　ー

сNテネ　オイツカナイノ。 ッテネ　アノ　アサン　ナッチャウカラ。　（自一d女5－
P！＞

寃Cソガシクテ　ツレテ　イ

@ッテ　クレナクテ。　（輿一w

翌U－5）

寃Rワクッテ　イヤン　ナッ

`ャウンダモン。　（自一〇女
P・一・）

（神一村男4－3）

寃Iモシロクテネ　モット

Aソビタク　ナルンダケド

i神一大女4－6）

寃?ズカシクッテ　ヨメナィ。

i小一野女4－9）

テモ　オキラレナイノ。　（神

齊O男4－0）

一2e5一



継　　起

並　　立

前　　提

○シゲルッテ　イウ　コガ

ランボウデネ　　ソイデネー

センセイニ　イツモ　オコラ

レテンノ。（赤一1女5－8）

○ウサギガ　アルイテネ　タ

ベモノガ　ナクテネ　ドンド

ンイッタラ，（自一一。男6

－3）

○ソラカラ　ミルト　マアル

クテ　オリルト　ウントネ

コウ　タイラナノ。　（自一1

男5－7＞

○カメサンガハヤクッテネ

ウサギガ　オソイノ。　（自一

n男6－5）
○オソバ　　キライデ　オウド

ン　スキナノ。（自一w女6

－5）

○コンナ　ナガクテネ　フネ

ミタイノガアンノ。（自一

P男4－7）

○ハンドルガ　ナクテサ

「リュウセイゴウ　オウトウ

セヨ」ッテ　イウト　ハシン

ノ。　（自一。男6－3）

Oアカクテネ　マエガ　マル

イノ。　（ノ」、一ヰ寸男4－9）

○ヤマガ　ナクッテ　ハナガ

サイテルケド。　（神一松女4

－8）

系

一2e6一



第6章　条件形とゆずり形

幼児の使用した第一形容詞の条件形とゆずり形は，つぎのとおりである。

第二形容詞ゐ条件形とゆずり形は，今回の幼児資料にはなかった。

N謝驚 み　　と　　め う　　ち　け 　　　しｵ

年年年 年年年
　　　　　1ダ1
@能一ムード 長中少 長中少

たかいなら たかくないなら

たかかったなら たかくなかったなら

たかかったら ○　○ たかくなかったら ○
条件形

たかいと ○○ たかくないと

たかければ たかくなければ

たかくては ○ たかくなくては

たかくても ○ たかくなくても

ゆずり形
たかくっても

ｽかくたって

○　○

@○

たかくなくっても

ｽかくなくたって

たかかろうと たかくなかろうと

動詞とくらべて使用例がすくなかったので，用法による分類はしなかった。

うちけしがほとんどなかった。

ゆずり形のばあいには，帰結の形式がととのわないことが多少あるようだ。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年 少 児

条件形
たかかっ
たら

○コレハ ヨカッタラ　イッ ○イタカッタラネ エート

パイ アゲテネ，ヨク　ナカ ネ　ママ ヤッテ クダサ

ッタラ チット　スクナク 　一cア イッタノ。 （赤一t

スルノ。 （肉一｝男5－7） 4－4）

たかいと

○ダッチ　ホンガ　ナイト ○オミズガ ナイト デキ

ワカンナインダモン。　（二一 イノ。 （小～神女4－1）

s男5－6）
たかくて
は

○アレハネ ウント ブタ

ナクッチャネ ウントネ

レハ ハシンナイノ。 （神

記文3－10）

○ゴホンガ ナクチャ デ

ナイ。 （小一原女3－7）

ア

一207一



ゆずり形

たかくて
も

たかくっ
ても

たかくた
って

○ムズカシイ　ジ　ナクテモ

ネ　チイサクネ　ウーント

「オ」トカサ　ウーント　ア

タシタチガ　ヨメル　ジガ

カイテ　アルノ。（赤一1女

5－8）

○ソシタラ　カメガネ　ノロ

クッテモ　ウエマデ　アガッ

チャッタノ。（赤一r女5－
IO）

○サイショ

アレ　ヤスンジャッタ

（赤一d男5－4＞

ハヤクッタッテ

カラ

○アセモガ　デキテネ　カイ

クッテモネ　テープヲ　ハッ

テクレタノ。（神一佐女3
－7）

○ジ　ナクッテモ　ヨメナイ。

〔注）絵だけの本でもよむの

‘まv、や。〕（ノj、一岸男3－11）

一2e8一



　　　　　　　　第7章　文法的な派生形容詞

派生形容詞としては，第一形答詞にfたかそうだ」の例があった。

種 年　　長　　児 年　　中 児 年 少 児

たかそう
だ

○オイシソウダッテ　オモッ ○カナシソウナ カオ シテ

テ　オウチヘ　モッテッテ イルノ。 （磨一q男5－4）

（赤一E女5－8）

○チョット　コワソウナンダ

ケド（膚一9女5一玉ユ）

一○クロウサギガネ　カナシソ　　　　　　　　　～　圃　．

ウナ　カオヲ　シタノ。　（嶽

一一t女6－4）

一209一



第8章 くみたて動詞

幼児の使用したくみたて動謁は，つぎのとおりである。

年年年
ｷ中頭

たかくなる

ｵずかになる

○○○

宦宦

たかいことになる

ｵずかなふうになる
○
○

たかくする

ｵずかにする

○○○

たかいときがある

ｵずかなときがある

○○○

たかかったときがあった。 ○

　「たかくなる」ヂしずかになる」「たかくする」fしずかにする」は，たくさんあったが，その他

のくみたて動詞は，動詞のばあいにくらべてすくなかった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

たかく
ﾈ　　る

○オソトデ　ァソンデ　キタ ○コンナニ　オオキク　ナッ ○ライオン　タクサン　イル

ラ　クロク　ナッタケド　マ テ　アカーク　ナッテ　オイ カラ　コワク　ナッチャッタ

タ　シロク　ナッチャッタ。 Vク　ナッタラ　タベル。 ンダカラ。　（自一b女3－10）

（赤一L女5－9＞ （神一三女4－10）
一一　一　
寃cbト　モット　キチュク

○モウ　ダイブ　ヨク　ナッ ○ソィデ　オテンキガ　ヨク ナッチャウ。（自一b女3－10
タノ。（自一s男5－9）　 　　　　　　　　一iッテ　キタ。（小一山中女 ○イマネ　ダンダンネ　オオ

5－0） 　　　　　　　　＿　『Lク　ナッテ　クンノ。〈自一

しずかに

ﾈ　　る
○ハリ一一ネ　マックロケニ ○ズーット　ミナカッタカラ

a男4－o）

寃Iハナ　キレイニ　ナッタ

ナッテネ　（自一t男6－2） ボロボロニ　ナッチャッタ。 ノ。　（自一d男3－10）
｝＿　＿寃_ンプカーネー　コンナ （小一岡女4－8＞ 一〇ゲンキニ　ナッタノ。（赤一

フウニ　ヘンナン　ナッチャ Oソシタラ　オハナナンカガ n男4－1）
ツタ。（四一h男5－7）一　『

マッスグニ　ナッタ。（小一篠

たかいこ

ﾆになる
○オモシロイ　コトニ　ナル。

男5－1）

へんなふ
､になる

（自一a男5－11）

寃Iハナガ　カレテ　ヘンナ

フウニ　ナッチャッタカラ

（赤一κ女5－7）
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る

かずし
す

と
る

い
あ

か
が

た
き

たかかっ
たときが
あった

○イシトリアソビデハネ　オ

イスヲ　マアルク　シテネ

捗一甥5－9）

○ダイドコロヲ　　キ・レイニ

シナサイ。（赤一p’女6－2）

○ゲンキナ　トキモ　アル。

（自一d女5－11）

○オモシロイ　トキモ　アッ

タヨ。（’赤一f女5－9）

○オモシPカッタ　トキモ

アッタ。（赤一s男6－6）

○カミヲネ　ガチャガチャガ

チャーッテ　コマカク　シン

ノ。（ノ1・一端男4－2）

○ジコ　アッタリネ　ジコ

ナイ　トキモ　アル。（神一

宮男5－0）

○モウネ　マールク　シテネ

（神一古男4－5）

○オカシイトキダッテア
ンノ。（神一三男4－0）
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　　　　　第9章　コピュラとくみあわさるもの

形容詞派生のコピュラや推量コピュラをつかった例は，つぎのとおりである。

年年年
ｷ中高

たかくちゃだめ

ｵずかじゃだめ

○

たかいらしい

ｵずからしい

○

たかいみたい

ｵずかみたい

○○

たかいかもしれない

ｵずかかもしれない

○
　
○

　この種の使用例も動詞とくらべて，ひじょうに貧弱である。なお，「らしい」の例は，問題例

である。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

たかくち

やだめ
○ゴホンガ　ナクチャ　ダメ

ダ。（神一原女3－7）
一○ダケド　ゴホン　ナクッチ

ヤ　ダメ。（神一場男3－10）

ら　しい

○ナカカラ　カワイイネ　マ
一ンマルイ　ラシイネ　コドモ

ガ　デテ　キチャウ。（赤一E

女5－8）

みたい
○ウミ？　トオイ　ミタイナ， ○アト　ナンニモ　ナイ

チカイ　ミタイナ。（赤一L ミタイ．（小一箆女4－7）

女5－9＞ ○オトウサンガサ　ホカノ

○ナンニモ　シナイ　ホウガ トコ　マワシチャウカラ　ナ

スキ　ミタイダ。（赤一m男 ンデモ　イイ　こタイダナ。

5－10） （神一大女4－6＞

○ガッシュクノ　　トキハネ

テレビジャ　ナクテ　ナンカ

ネ　　ト　カミシバイト　オン

一ナジ　ミタイケドネ　ウーン

ト　アレ　ヤッテンノ。（自

一A女6－5）

しれない

○アォィ　ハッパ　タベタカ 10ソレカラコウエンイ
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ラネ　チカラガ　ナイカモ

シレナイカラ　アゲテネ　ソ

シテ　シカモネ　ルスバンダ

ッタンダヨ。（自一。男6－

3）

ッテ　アンブ。ダメカモ

シレナイ。（小一端男4－2＞
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第10章 とりたてのかたち

　「しずかじゃない」fしずかではない」は，もともととりたてのかたちであった。これを現在で

もとりたて形式だとみとめると，幼児もかなりのていどに，とりたて形式をつかっていることに

なる。しかし，いまでは，これは中立の形式になってしまっている。これをのぞくと，今回の幼

児資料には，ただひとつのとりたての例があっただけである。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

も

○スキー。アンマリ　スキ　　　一　一

fモ　ナイ。（神一村男4一

3）
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第11章　幼児と形容詞の形態

　以上みてきたことをとおして，幼児の形容詞の形態の薇得・使用状況について，つぎのことが

いえるだろう。

　　　1）　臼本語の形容詞は，おおくの言語にみられる曲用する形容詞と共通の性質振示的な性

　　　　格のうえに，コピュラ機能をくわえて，述語として存分にはたらくという性格があり，

　　　　その反映として，活用の体系をもっている。

　　　　幼児の形容詞の使用状況をながめると，その形容詞特有の性質指示的な側1顛こついて

　　　　の習得はかなりすすんでいるが，述語としての用法はそのもっとも基本的なものしか習

　　　　得していないということができるであろう。このことは，つぎのような事実から判断で

　　　　きる。

　　　　　i）断定形と連体形は，いろいろな形にわたって使用例がみられるが，その他の機能

　　　　　　については，かたちがあまりそろわない。とくに，派生形式，くみたて形式，当為

　　　　　　・推量コピュラをつかう形式などでは，動詞のばあいとくらべていちじるしく貧弱

　　　　　　である。

　　　　　ii）断定形と連体形をのぞいて，うちけしがほとんどつかわれていない。このことも，

　　　　　動詞のばあいとことなる。

　　　2）　第一形容詞と第二形容詞をくらべると，1）でのべた傾向は，第二形容詞のほうに，い

　　　　っそうつよくあらわれる。第一形容詞は，第二形答詞にくらべて基本語のなかでしめる

　　　　ウェイトがずっとおおきいので，このことは当然なのだが，文法形式の面でも，第二形

　　　　容詞のほうが幼児の使用のバラKエティがちいさいことは，特記されてよいだろう。

　　　3）仮定形式が不十分であること，推蚤形がすくないこと，ていねい形式があまりないこ

　　　　となどは，動詞のばあいとおなじ傾肉といえるだろっ。
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第w部
　形態

幼児の所有する述語名詞の



第1章　述語名詞の体系

1．1名詞が述語になるとき

　名詞は，述語になるとき，ふつう，「だ」「です」などをつける。この「だ1「です」などは，た

ぶんコピュラであって，接辞以上の独立性をもっているものであるとおもわれる。しかし，名詞と

のむすびつきもかなりつよい。

　ここでは，「だ」や「です」などがコピュラであるか接辞であるかという問題にはふかいりせず，

名詞に「だ」や「です」などのついたものを，それのつかない述語名詞といっしょにして，「名詞

が述語になるときの形式」としてとらえ，それを述語名詞とよぶことにする。

1．2　基本的な活用表

　述語名詞は，つぎのような，基本的な猛用のパラダイムをもつ。

ていねいさ ふ つ　　う て　い ね　い
みとめかた

み　と め う　ち　け し み　と め う　ち　け し

y 弐 溶

r吻の蛎砺
年年年 年年年 年年年 年年年

機能
＼　　　く
C．

や　陰縫
長中少 長中少 長中少 則1少

由 ○○○
現在形

断定形 ［liだ ○○○ 窪1じゃない ○○○ 1．｛1です ○○○ 由では劾ません ○

いいお

わり形
過去形 山だった ○○○ 由じゃなかった ○○ 由でした ○○ lilではありませんでした

現在形 　　　、Rだうり ○○ 由じゃないだろう 霞でしょう ○○○ 出じゃないでしょう
推鱗多

過去彩 由だっただろう 眈やなかっただろう Lilだったでしょう 藁」じゃなかったでしょう

由の

現癬多
連体形 lllである 由じゃない ○○

過去形 ［iiだった ○○ 出ヒやなかった

出なの
現在形

名詐1形 1玉1であるの 1．1比やないの

過去形 由だったの 山じゃなかったの

i駐で ○○○ 由じゃなく ○

中i膨 ［．［比やなくて ○○○
中止形

出でなくって ○○○

鯛示形 山だった｝） ○ 由でなかったll

山なら ○○ 由でないなら

1．1．iだったなら 山でなかったなら

由だったら ○○○ 霞でなかったら
条　件 形

由だと ○ 山でないと ○○

LLiであれば ○ ［1」でなければ ○○○

出であっては 由でなくては ○

出でも ○ 由でなくても

ゆず り形 Li．1だって ○○ 山でなくたって

由であろうと 　　　　　、Rでなかろりと
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　なお，ここで，連体形に「山の」というかたちがあがっているが，これは，「おとうさんが会

社員のこども」「プロペラが四つの飛行機」のように，その名詞がクW一ズの述語になっているば

あいの形式であって，今回の幼児資料にはなかった。

1．3　当為，推量・比況のコピュラとくみあわさるもの

　述語名詞は，当為，推量・比況などのコピュラとくみあわさって，つぎのように，いろいろの

形式をつくる。

年年年

ｷ中少
山でいい

Rでもいい

Rだっていい

○○○0

O
山ではいけない ○

年年年

ｷ中少
山のよう

Rみたい

Rかもわからない

　　O

nOO
@O
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第2章いいおわり形

2．i幼晃の使用した語形

　幼児の使用した述語名詞のいいおわり形は，つぎのとおりである。

ふ　つ　う て　い　ね　い　　　　　　　　　　ていねいさ

@　　　　　　　　みとめかオ．　　　　　　　　　　　　　、

ﾃ榔趨鰯・
み　と　め う　ち　け　し み　　と　め う　ち　け　し

ゴ｝三年年

ｷ中少

年年年

･沙

年年年

剥ｹ

年年年

ｷ中少

断定彩

現在彩
由
山
だ

○○○

宦宦 山じゃない ○○○ 山です ○○○ 由ではありません ○

いいおわり形
過去形 山だった ○○○ 山じゃなかった ○○ 山でした ○○ 由ではありませんでした

推量形
現在形

ﾟ去形

山だろう

Rだっただろう

◎◎ 出じゃないだろう

Rじゃなかっただろう

撫でしょう

黷Pだったでしよう

○○○ 由じゃないでしょう

Rじゃなかったでしょう

　この表からわかるように，ふつう体の断定形は，みんなつかわれている。

　ふつう体の推鍛形は推董であるが，ていねい体のばあいは，ねんおしである。以上の点は，動

詞や形容詞のばあいとおなじである。　　　　・

　ていねい体の推量形をのぞいたもののうち，みとめの断定現在形は，最：初に名まえや年齢をた

ずねられたときのこたえがおおかった。過去形やうちけしは，おはなしの引用であった。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

みとめの
q語名詞
f　　定一

現在形
山 ○コレガ　イチバン。コレガ

jバン。　（赤一D男5－11）

○ユウイチッテ　イウノハ
Iオキイ　　ヒト。（神一柳男　　　　一

○コレ・ハ　　ミギテ。アッ　コ

戟@ヒダリテ。（小一福男4

○コンドノ　カイジュウガネ

Sリラ。（自一s男5－9）

4－5＞

寃Cマ　ミテル　ゴホンネ

Vラユキヒメ。（小一岡女畦

一2）

寃¥コノネ　ソノ　トナリガ

{クンチ。（神一三男4－0）○キ・ノウノ　マキハ　ウシノ
}キ。（自一e男6－1）一

○コレネ　シマウマ。どうし一8）

nコレモ　タンス。（神一桑 たの？　コレモ　コレモ　ダ　　　　　　　　　　　ー

Cヨン。（赤一v女4－O）

○もうひとりのおにいちゃん

ﾍ？　チュウガク　サンネン

女4－10）

宸ｱれだれ？　オジサン。 ○としいくつ？　ミッ．チュ。

セイ。（赤一〇女6－1＞

（自一9女3－5）

宸ｾれがでるの？　ウントネ

Rワイ　ヒト。（神一勝男3

○おうちだれとだれいますか

H　イモウトト　オトウサン

g　オカアサン。（赤一A女

（神～島男4－4）

宸ｲはんだれがつくるの？

Iトウサン。（神一増女4一

一11）

宸ﾇんなのみてる？マンガ。

一7＞

宸ｲはんって　なにたべた？

Iコサマランチ。（小一北男
6－1）

宸ﾇんなゆめみた？　アノネ

Iニイチャンガ　ウソ　ツイ

^　　ユメ。（赤一〇女6－1）

（神～伊男4－1＞

n地震にはどこであったの？

Iモテ。（神一加女5－0）

4－4）

宸ﾇこいった？　ウント　ヱ

Xカヤマ。（神一寺男4－4）『
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山　だ

断定
過去形

．推　蟹

現在形

（推量）

（念おし）

し
名

け
語

ち
述

う
の
詞

定断

彬右現

断定
．過去形

○おおきくなったら，なんに

なりたい？　ウントネ　バス

ノ　ウンテンシュ。（赤一C

男5－6）

○マタ　キョウモ　オテンキ

ダ。（赤一y男5－7）

○ナンダ　コレ？（今一M男

5－8＞

○ウサギダ。ウサギガ　グッ

スリ　ネテル　トコロ。（赤

一P男5－11）

○「ドwボウダー」ト　キュウ

チャンガ「イッテ　クル」

ッテ　ユッテネ（赤一〇男6

－2）

○アノネ　ヒョウト　タ二二

ツタノ。ソレ　ニンゲンダッ

タ。（’三一u男6－5）

○ウミニ　ハイツタノ　イイ

キモチダッタ。（赤一f男6

－3）

○カケッコハ　なん等賞だっ

た？　ヨントウダッタ。（赤

一m男5－10＞

○コレ　ナンダロウ？（fi　一

u女6－5＞
○ソイデネ　コレ　ナンダロ

ウ，キンギョダロウト　オモ

ッテネ（自一〇女6－！）

○〔おとうさんのしごとにつ

いて〕アッ　カイシャジャ

ナイ。っん？　ユウビンキョ

ク。（自一1男5－7＞

○ソノ　オクサマハ　マジョ

ノ　ウント　アカチャンジャ

ナカッタノ。（．9　一b男6－

o）

○アレ　トラックダ。（小一

樋男娃一3）

○超特急ってどんなの？　ア

ノネ　ウント　ハヤイノ。ハ

ヤイ　レッシャダ。（自一n

ee　5－5）

○「ボクノ　オトモダチダ」

ッテ　ユッテンノカナ。（神

一永男荏一1）

○スグニセモノダト　ワカ

ッテ　シマイマシタ。（神一

桑女4－IO）

○ウミッテ　キレイナ　トコ

vダッタ？（小一二女5－！＞

○ハシリッコデ　イットウダ

ッタ。（三一。男5－3）

○〔録音をきいて〕ント　オモ

シロカッタ。オンナジ　コエ

ダッタ。　（神一織田4－4＞

○エー｝ネコレ。コレナ
ンダロウ？（小一久女4－7）

○ウーン　ソウカ。コレネー，

コレダロウ。〔絵を確認して，

このあと説明をはじめる。〕（赤

d男5－4＞

○建制ルチャントハ　ナカヨ

シジャ　ナイ。（小一野冊4

－9）

○アッ　オカアサンジャ　ナ

イ。オニイチャンダ。（神一桑

女4－10）

○アッ　チカクジャ　ナイ。

（自一b男5－1＞
○おやすみだったでしょう，

きのうは？　ソウダヨ。エ？

オヤ　オヤスミジャ　ナカッ

タヨ。（小一海男4－3）
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○これは？　コレ？　ナニト

ナニ？　シマウマト　ライオ

ンダ。（赤一r男3－8）

○まだこどもでしょう。チガ

ウ。アカチャンノ　トキダ。

（神一高男4－4）

○マダ　ヨンサイケドネ　モ

ウ　スグ　ア　モウ　ゴサイ

之。（赤一t女4～4）

○「デゼンタイ　ナニモノ

ダー。」「オッキイ　ヤギノ　ガ

ラガラドンダー」（神一寺男4

－4）

○山ってどんなところだった

？　　イイ　　コトダッタ。　（ノ」・

一原女3－7）

○小学校一年生？　イチネン

セイジャ　ナイ。（赤一d男

4－2）

○人間なの？　チガウ。ニン

ゲンジャ　ナイ。（赤一r男

3－8）



断　定
週去形

〒
　
…

推
　
（

○いくつ？　イツツデス。

（幼ミー」女5－8）

○「オマエノ　ダイジナ　モ

ノハ　ナンダ」　チュッテ

「コノ　コブデス」ッテ　ユッ

タラ（赤一w男6－3）

○アシ風炉　ハレデス。（赤

一〇男6－2）

○コノ　ツギ　ニチヨウビデ

ショウ。ダカラサー（赤一〇

女6－！）

○ウルトラマンデショ。ユウ

セイカメンデショ。　ロビンデ

ショ。ソレカラ　バットマン

デショ。（自一b男6－0）

○じゃ，なまえいってみて。

ボク　Y－Tデス。（赤一d

男5－4）

○おとしは？　ゴサイデス。

（ノ」、一琴ム女5－1＞

○シンデレラハ　カワイソウ

ナ　コデシ2．。（赤一p女5

－2）

○カメノ　ノロッペデショ。

ウシャギガ　ハヤイノ。（自

一k男4－8）

○ライネン　ナッタラネ　オ

ウサマグミデショ。ダカラ

（唐一9女5－0）

○ソノ　ツギ　コッチデショ。

（小一久女4－7）

○「ボクデス。チイチャイ

ヤギノ　ガラガラドンデス曝

（神弓左女3－7）

○イマヤッテ　キタノ　イ

チバン　オオキイ　ヤギデシ

タ。（神一猛獣4一一〇）

○ボクガzL三⊥hンデシ
ョウ。アトネ　ソイカラ　ア

カチャンモ　インノ。（小一

力II男4一一1＞

○ホイクエン　アシタ　オヤ

スミデシヨ。ソ　ソシタラネ，

（わ1葦一イ左女3－7）

○オバアシャンハネ　オシェ

ンタクデショ。（肖一工女3

－3）

○サッキノ　ヤギノ　コエジ

ヤ　アリマセン。（神一古男

4－5）

2．2　終助詞のついたもの

　述語名詞にも終助詞がつく，終助詞のつく例は，つぎの表のとおりであった。

　「山な」は「の」「のに」「ので」などへっづくときの特別のかたちである。

　ヂ山じゃないか」の「じゃないか」は終助詞化した形式のものであった。つまり，といかえしで

あった。しかし，ここにあらわれた「山じゃないの」は，すべて，うちけしの現在形に終助詞「の」

のついたものであった。

　動詞のばあいとくらべるとすくないが，形容詞のばあいとくらべると，終助詞のつく例もおお

いし，バライエティにもとんでいる。
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よよ さ わわわ ねな いそやも つ　つ かかか かか とと の のの のの ののの んんん んんんん んん んんん んんん だで んん じん

ね よい ん 1すけ いよ ねな かさ よよ ねさ かかか だだだ だだだだ だだ だだだ ででで うし だで やじ

な ね なし よよ そねなも つつ つつつ すすす うよ うし なや

ら ね ん けた ててて よか う うよ いな

つ
け

さね う い

年．長 ○ ○ ○

1
嚢

剃：… ○ ○ ○ G ○

年少 ○

年長 ○ ○ ○○ ○○

山　だ 年中 ○○ ○ ○○ ○○○ ○○ ○ Ol

年少 ○ ○○ ○○○ ○

年．長 ○・ ○
… ○ ○ ○○ ○ ○

山　な 年樗1 ○
翫

○ ○ ○ ○

年少 ○ ○ ○ ○

年長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

由だった 年中 ○○ ○ ○ ○ ○

年少 ○ ○ ○ ○

年長

出だろう 年中 ○

年少

年．疑 ○ ○ ○ ○ ○

山じゃない 年中 ○ ○ ○

年少 ○○ ○ ○

年長 ○

i．日ヒやなかった 年寧 ○

年少

年長 ○ ○ ○

山です 年中 ○ ○

年少 ○ ○

年長
…

年中

年少

年長

∫帥

年少
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種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

　よ

ｻ在形 ○オハナハンッテ　オハナハ
　　　　　　　　　　　一塔?。（自一A女6－5）

○ソシテ　　コンド　ツギノ

yージヨ。（赤一p女5－2）

○「アリスノ　セイヨ」ッタン ○「チビクロシャンボノ　．柔
cEトヨ」ッテ　．ユッタノオ　　　一

ダッテネ（赤一1女5－8）

寃Cチバン　スキナノご曳一ダヨ。（赤一。男5－10）

カアシャンガ。（神一山男4

|9）
寃Rレ　　オトウバンノ　　シル ○コレハ　ライオンデショ。

シダヨ。（自一r女4－8） ライオンダヨ。（小一福男4

○「キミガ　オバケダヨ。キ

~ガ　オ　ドロボウダヨ。」

i赤一〇男6－2）

宸ｾれといったの？　ケンチ

ャ刀Bカシマケンチャンジャ

○ソイデ　「コッチダヨ」ッテ

Cッテ。（小一聖女4－7）

Oワルモノジャ　ナイヨ。イ

一2）

@　　　　オワリダヨ。（小

ナイヨ。（自一。男6－3）

イモン。（自一t男5－3）

寃Rドモノ　エージャ　ナイ

○コレデ

[加男4－1）

寃iーチャンガネ　「クミコ

cE　ゴサイデスヨ」ッテ。

○ドキノ　セイデスヨ」ッテ

ヨ。　（ノ」、一成男4－3）一〇コンドハ　アナタノ　バン

過
去
形
㎜

ユッタノ。（乏示一y男5－7）

寃xッドデ　ネタラ　アタシ

l　イチバン　ウエダッタヨ

デスヨ。（赤一p女5－2）｝　　

寃Sハンデスヨ。（神一柳男

S－5）

宦kきのうは）オヤスミジャ

（赤冠女4－4）

宦uボクデスヨ。チッチャイ

сMノ　ガラガラドンダd

i神一渡女3－10）

（自一A女6－5）

ナカッタヨ。ダッチサー（小

一海男4－3＞

　よ　ね

現冶三形

　さ

現在形

わ　い

現在形

　ね

現a形

○アレ　タシカ　モモチャン

ダヨネ。（小一久女4－7）

○コッチパ　オテンキシdi・

マダ。（小一上瓦4－7）

○「コレデ　オレハ　モリ

モリジュウデ　イチバン

リッパナ　トラジャワイ。」

榊一松Ct　4－8）

○アタシ　チョット　カゼギ

ミネ。〔注）形容詞かも。〕（同一

q女5－2）
○ニバン　ココダネ。そう。

サンパン　ココダネ。そう。
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過．去形

　な

現語形

　い

現在形

　ぞ

現在形

　や
i現在形

も　ん

現在形

過去形

っ　け

現在形

過宏形

○「キレイナ　ハナデスネG

ッテ　オオカミガユッテ

（尺一s女5－8）

i（小一悶女4－8）

○セマイ　オウチダネ。（小

一有男4－7）

○ニホンノデハ　トヨペット

クラウンダナ。（赤一D男5－1

11）

○イチバン　サイショニネ

イチヲ　ツケテ　ヒョッコll

ヒョウタンジマダナ。（赤一s

男6－6）

○「モウ　オッキインダカラ

エバリンボウダゾe］（自一〇

女6－1）

○アノー　ネ　ドウダッケナ

ー　ア，デンシャドオリジャ

ナイヤ。（自一P女6－1）

○ウチノ　オカアサンネ　ヨ

ウチエンノ　センセイダモン。

（赤一e男5－10）

○ダッチ　ソコノ　ウチダモ

ーン。（赤一F男5－9＞

○どんなまんがみてる？　オ

オカミダッケ。ん？　オオカ

ミショウネン　ケンナンカ。

（赤一w女6－2）

○エートアトハアトナ
ンダッケ。（自一A女6－5）

○ターーザンハ　クジ　ウン

クジ　ナンプンゴUダッタッ

ケ。（赤一u男6－5）

○コッチハ　ミギテダナ。左

の方だね。コン？　コッチカ。

（ノ」、一藤男4－9）

○イチバン　ナカヨシ　ナカ

オカ　ノブチャンダナ。（小

一有男4－7）

○コレ　ナンダロウナ。（小一

市男4－5）

○エートネー　ビー　ビーガ

タノ　バッチダイ。（小一森

俊男4－6）

○なにがでるんでおもしろく

てみてるの？　カイブツダゾ。

（！」、一上男4－7）

○オンナト　チガウノ　パパ

ダモン。（自一P男4－7）

○ダッチサー　ミチダモン。

（神一一井男5－0）

○ウサギ　カイジュウジャ

ナイモン。（小一海男4－3）

○アレガ

アレ

○ソレテ

モモチャンダッケ。

　　　タシカ　モモチャンダ

ヨネ。（小一久女4－7）

　　　　　ナンダッケ，ナン

ダッケ。（ノj・一海男4－3）

○アノネ　ドレダッタッケ？

（神一敷男4－3）

○ショウナンデンシャト　ヨ

○オッキイ　ヤギノ　ガラガ

ラドンダッタネ。（神一秋男

3－11）〔注）確認的用法〕

○「ダレダイ。オレノ　ハシ

ヲ　ガタガタスルノハOf（神

一イ左女3－7）

○「ライヨンダジョウ」ッテ

イッタノ。（ノ」・一加男4－1）

○オバアチャンナンテ　トシ

ヨリダモン。（小一神女4－1）

○ダッチ　コッチ　クルマダ

モン。（自一d男3－10）

○ライネン　（　）チャン

ヒバリダッタモン。（赤一u

女3－7）

○タニガワニ　ハシガ　アッ

テココヲワタラワタル
ナンダッケ　ワタラナケレバ

ワタ　ナンダッケ…　いいよ。

みんなとばしちゃいな。（神

一高男4－4＞

○アレ　アレ　ナンダッタケ，

プールモ。（神一高男4－4）

○エト　ナンダッタッケ　パ
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な
形
．

け
在

つ
現

過去形

　か
現在形

過去形

か　よ

現在形

か　な

現在形

過去形

と　さ

現在形

　の

現在形

○ソウシテネ……ト

ナンダッタッケ。（赤一G男6

アトネiコスカセント
　　　：

一！）

○ウント

ケ

チカラ　ナンダッ

　　　　　　ソレカラ　ナ

ンダッタッケ　ナンダッタッ

ケ　ナンダッタッケ，ワスレ

チャッタ。（神一井男5－0）

○エート　ナンノ　オハナシ

ナニカイジュウダッケナiダッケナー。（小一市男4－5）

（自一n男6一一5）

○アト　ナンダッケナー。カ

メンノ　カイジュウ。（自一y

男6－0）

○これはなんでしょう？　ネ

ズミト　クマカ。（自一a男5

－11）

○コレハ　チガウ。マジョノ

アカチャンジャナイカ。（自一

○エート　ナンダッケナ

アレハ。（小一安男4－2＞

○エート

エート

ナンダッタケナ。

　　　　シャラカナ。（小一

横男4－4）

○コレハ　ナニカナ？くま。

．クーマ女。（小一成男4－3＞

ンダルシェージンジャ　ナイ。

（神一高男4－4＞

○ントネ　ナンダカ

ナイ。（小一志男4－2＞

Oチッコイ　ヘヤッケナー。
（神一：±一一］：男4－4）

○ソレカラ　ナンダッケナ

エート。　（湧ミーt女4一一4＞

　　　1

ワカンゆコレ
　　　Ih

b男6－O）
○「オコシニ　ツケテンノハ　○ソン　トキ　アノ　エート

ナンデスカ。1（El　一〇SS　6－3）．』Fダレデスカ」ッテ　アタルデ

○ソイカラ　アトネ　ナンダ

ッタカ　ワカラナイ。（赤一

一〇女6－1＞

○ネコ　ネコカ士　コレ。

（赤一f男6－3）

○ユメカ　ユメカナ。（fi　一

1男5－7＞
○コレデ　オワリダッタカナ。

（赤一〇男6－2）

○ユカチャンガ　オコリンボ

ンヨ。 （小一久女4－7）

　　　　ワカンナイナー，ナ

ノダカ（小一福男4－2）

○ウントネ　コレジャナイカ。

（宇申一金周壁3－6）

○トントンッテネ，「ダレデ

スカ」ッテネ　オテテデ　ヤ

ッタノ。（小一矢女4－0）

○マタ　オウチガ　デキ・テ

ナイチョニ　ブタクンハ，…

ホウジャナイカヨ。〔原文の

○コレハ　ヤギサンカナ。

（涜ま一P女5－2）

○コレハ　ナニカナ。（小一

成男4－3＞

○エートナ・ノオ・・ナシ｝

ダッタカナ。（小一市男4－

5）

○アノネ　オミセヤサンゴッ

コダットサ。（小一一成男4－3）

○ソコガ　ウチナノ。（小一

まま〕（ノ1、一原女3－7）

○ヒヨコカナ。ちがうでし

ょう。（赤一f女4～2）

○ントネ　ドコカナ。（麹一

i男3－5＞

○ソコガネ　ユウコとチナノ。
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過去形

の　よ

現在形

の　ね

現在形

過去形

ん　だ

現在形

んだよ

現在形

過去形

ウナノ。（自一〇女6－1）

○ボクンチ　スグ　ソコナノ。

（赤一R男5－ll）

○おとうとさんいくつ？　立

ンサイナノ。（赤一f女5－9＞

○アジャババハ　オンナジャ

づ一イノ。　オ臨トコ。（自一1蓼巳5

－7）

○ソシテネ　ホントノ　ハト

ジャ　ナイノ。（fi　一t女6－

4）

○ソレガネー　マエカラノ

オトモダチダッタノ。（赤一〇

女6－1）

○アノコ

○アノ

イットウショウダ

ッタノ。（赤一E女5－8）

　　　　ユメダッタノ。（赤一

」女6－6）

○ソノ　オクサマハマジョ

ノ　ウント　アカチャンジャ

ナカッタノ。（自一b男6－0）

○〔登場入物は〕アト　ドウブ

ツナノヨ。　ウサギヤ　ウマ

サンネ。（赤一s女5－8）

○ドmンパッテ　イウノモ

アメリカノ　オバケナノネ。

〈赤一E女5－8＞

○ヨウチエンニカヨウマ
エナノネ。（赤一〇女6－1）

○ソレガ　オトコノコダッタ

ノネ。（逐一E女5－8＞

○ソウイウ　オハナシナンダ。

（赤一e男5－10＞

○アアイウ　ホンナンダヨ。

〔ゆびさす〕　（自一。男6－

3）

○ソレガ　ワルモンノ　ウン

ト　バカセダッタンダヨ。

（自一1男5－7）

窪女4－8＞

○モグラッテ　ケmヨンノ

ナカマナノ。（小一小島女4－

2）

○コドモノ　ミル　ジカンナ

ノ。（ノ」、一b’li女4－8）

○モウ　コドモノ　ジカンジ

ャ　ナイノ。（小一永仁4～

4）

○ウルトラセブンてどんなお

はなし？　エート　マンガジ

遡。ウントネーゲ
ゲゲノキタロウ　マンガダケ

ドネ　ウルトラセブンテ（小

一1辱男4－10）

○コレハ　オモチャダッタノ。

（神一遠男5－1）

○ダレダトオモッタラマ

○ミタラネ　コウツウジコダ

ッタノ。（小一押女5－1）

（神一折女4－3）

○クミコハネ　ヒトリボッチ

ナノe（赤一t女4－4）

○ソイデ　オワリナノ。（神一

ブ（男3－11＞

○アカチャン　ウマレッカラ

ネヒロコヒトリジャナ
イノ。　（魯卸一f孟三女3－7）

○ソレハ

○アノネ

ーIO）

○オキテ

ガラガラゴエダッ

タノ。（神一三男4－0）

　　　　オオキイ　オシヤ
　　　　　　　　　　　　　コマラッタノ。（陰一s男4－10）iカナダツタノ。（自一b女3

0ニチヨウビハ　ヤスミナン

ダ。（自一P男4－7）

○ホイクエンノ　ユウチャン

ト　オンナジ　ナマエナンダ

ヨ。（神一永男4－1）

　　　　　ミタラ　ユメダッ

タノ。（神一寺男4｝4）

○ブルートハ　　ワルイ　　ヒト

ナンダヨ。（赤一q男4一一1）
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んだよね

現在形

過去形

んだぞ
現在形

んだもん

現在形

過去形

んだって

現掘形

過去形

んです
現在形

過去形

○ボウヤタチガ　ミズンナカ

ニ　イタカラ　ハイッタラ

タキノ　ミズダッタンダヨ。

ナガサレチャッテネ（赤一w

男6－3）

Oソレガ　オワリノ　ホウナ

ンダヨネ。ダカラ　ソノ　ト

キ（自一9女5一一11）

○マジョノ　トモダチハサ

マジョジャ　ナインダヨネ。

（自一b男6－0）

○ムコウノ　ホイクエンノ

トキハネ　ツバメグミダッタ

ンダヨネ。（輿一A女6－5＞

○「コノ　タクサンノ　シマ

ウマハ　オレタチノ　ケライ

ナンダゾ」ッテ　イッテネ，（赤

一m女6－3）

○ソノトキ　オタンジョウビ

ダッタンダモン。（赤一i男6

一2＞

○ソイデ
Trm－

Oソコヘ
ネ

オシマイナンダッ

　　（赤一P男5－11）

　　　　ハイッテ　ミタラ

　　シチニンノ　コビトノ

オウチダッタンダッテ。（三

一」女5－8）

○ダッチ　ウチュウジンナン

ダモン。（小一小林男4－3）

○オトウサンハネ　トッテモ

ツヨイ　ライオンダッタン

ダッテ。（赤一q女5－2）

○アスコニ　ダンテアリマ

ス不。アスコノ　ウシロナン

デス。サンジュウサンゴウカ

ン。（赤一P女5－2）

○ヤッパリ　ニセモノダッタ

ノデス。（神一桑女4～10）

○ダッチ　カオガサ　ライオ

ンノ　間門ジャ　ナインダモ

ン。　ほんと？　フツウノ

カオナンダモン。（赤一d男4

一2）

○オカアチャン　ビョウキナ

ンダッテ（神一狗女4－3）
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2．3接続助詞のついたもの

　述語名詞に接続助詞がついたもの，および，終助詞と接続助詞がついたものは，つぎのようで

あった。

かのし がけの んん
らで どに だだ

かけ
らど

年長 ○ ○ ○○

由だ 年中 ○ ○ ○

年少 ○ ○ ○

年長 ○ ○

山な 年中 ○

年少

年長 ○ ○○

由だった 年中 ○　○ ○○

年少 ○ ○

年長 ○ ○○ ○

山じゃない 年中 ○

賦
年少

年長

山じゃなかった 年中

年少

年長 ○

山です 年申

年少

　「が」がっかわれず，「けど」が文末にもっかわれるなど，はなしことばの特徴があらわれてい

る。

　全体の傾向は，動詞や形容詞のばあいとおなじである。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

か　　ら

現在形 ○ヨウサイノ　センセイダカ ○クビガ　テツダカラ　キレ ○ヨウチエンノ　トナリダカ

『ラネ　イロンナ　オヨウフク ナイノ。（神一村男4－3） ラネ　ムカイ　コナイノ。
一　一

　ツクッテ　　クレル。（十一p ○オウチ　カエル　ジカンダ （神一佐女3－7）

女6－2） カラ　オウチ　バイバイッテ ○サリーチャンテノハネ　マ

一 　○ナンカ　ヘンナ　コエダカ オウチ　カエッタノ。（神一 ホウツカイダカラ　ダカラ

ラ　ワカンナイヨ。（赤一m 師女4－11） ナンダッテネ　ココ　キチャ
㎜男5－10） ○イイ　テンキダカラ　ミズ ウノ。（神一折女荏一3）

○ダッチ　マダ　コドモダカ ヲ　マイテルノ。（神一装丁 ○オンナノコダカラ。（赤一

ラ。（赤一y男5－7） 5－0） s女4－3）
　○デモサ　パパジャ　ナイカ

ラ　オソインダ。（自一〇女
『
6－1）

○モウ　オワカレデスカラ
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過去形

の　　で

現在形

　し

過去形

け　　ど

現在形

（文末に

使用）

過去形

（文末に

使用〉

カエリマス。（赤一〇女6－

1）

○オマツリノ　ヒダッタカラ

タクサン　オカネ　ツカツタ

ノ。（自一a男5－11）

○フジサン　ノボッテカラネ

アメダッタカラネ　ナンニモ

ミエナカッタンダッテ。（自

e女5－7）

○ソシテネ　トッテモ　イイ

オドリナンデネ　「アシタモ

マタ　キテ　オドッテjイッ

チャッテ（赤一w男6－3＞

○オトコノ　ホンダケドモネ

スコシネ　オンナラシイノガ

デテ　クルノ。（赤一k女5－

8）

○ニンゲンダケドネ　ペンダ

ントデ　ピーチ　ヤルトネ

ドボットニ　カワッチャウノ。

（赤一n男6－2）

○アタシノ　ゴホンニハ　ソ

イデ　オシマイダケド。（赤

一1女5－8）
○ソノ　オンナノ　ヒトモネ

ソリャ　マジョジャ　ナイケ

ドネ　ソノ　シトモ　ピント

ヤットネ　イロンナノ　デキ

チャウノ。C自一A女6－5）

○ウサギガネ　ハジメネ　カ

ツ　トロコダッタケドネ　ウ

サギガ　ネチャッタカラ　カ

メガネ　ハヤ　イットウショ

ウン　ナッタノ。（赤一H女

5－8）

○なんのおはなしだった？

タロウチャンノ　オハナシダ

○ソノ　イヌ　オンナダッタ

カラ　アカンボ　ウンダンダ

ヨ。（／J、一簑集録35一一i）

○カメガ　イットウダッタカ

ラネー（一一q女5－2）

○ニバンメノ　オニイサンノ

クビガ　テツナノデネー　ウ

ントネネネウントミ
ズヲ　ナンバイデモ　ノベル

ノ。（神一規男4－6）

Omバクンガ　ジブンガ　、～玄

ンタマジャ　ナイノデ　コウ

ヤッテ　カクスノ。（神一増

女4－11）

○ウンドウカイハネ　イット

ウダッタシ　オユウギダッテ

ジョウズダッタシ（赤一P女
Jr　一2）

○オンナジ　トコダケド　コ

ンド　ウエマデ　イカレンノ。

（小一久女膝一7）

○コッチハ　ロウカダケド

コッチハネ　クツデ　ア，ア

ガル　トコナノ。（小一二女

4－8）

○オトウサンガ　イナイ　ト

キハ　ママトカ　オニイチャ

ンダケド。（赤一p女5－2＞
　　　　　　t

○オトウサンネ　ビョウキダ

ッタケドネ　チュウシャ　イ

ッテタラネ（神一渡男4－6）

○ナツヤスミダッタカラ。

（赤一一（i男4－2）

○ワカンナクナッチャッタ。

ズイブン　マエニ　ヤッタカ

ラ。ズイブン　マエダッタカ

ラ。（赤一d男4－2）

○ダッテサ　ボクニ　オトモ

ダチダケド　ワカンナィンダ

モノ。（赤一d男4－2）
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かたちく

並

の　　に

現在形

過去形

んだから

現在形

んだけど

現在形

ッタケド。（自一r女5－7）

○キュウチャンガネ

オトコノコナノニ

ネ　キモノ　キテ

タラネ（赤一。女6－1）

○オクサマハ　マジョノ　ト

モダチノ　アカンボダッタン，

マジョジャ　ナイノニ。（自一

　オンナ

オンナノ

デテ　キ

一b男6－0）

○シンセキノ　ヒトダッタノ

ニ　ヒッコシシタノ。（自一

a男5－11）

○「オレハネ　シマウマノ

オウサマナンダカラ」ッテネ

（赤一m女6－3）

○ホントハ

ケドネ

ニンゲンナンダ

　　　　アノネ　ウントネ

Vボットニ　カワレルンダヨ。

（自一P女6－1）

○アタシネ　ナオラナイッテ

ワケジャ　ナインダケドネ

オリタク　ナカツタノ。（自

9女5－11）

○アンマリ　ヨゴレテ　チマ

ッタノデ　　ホントウハ　　クロ

イ　ブチノ　アル　シロイ

イヌダッタノニ　シロイ　ブ

チノ　アル　クロイ　イヌエ

ナッテ　シマイマシタ。（神

一規eg　4－6）

○コワク　ナイモン，タッチ

ャン　オニイチャンナンダカ

ラ。（神一島男4－0）

○マダ

ウスグ　ア　モウ

（赤一t女4－4）

ヨンサイケドネ　モ

ゴサイダ。

○ウサギガネ　イチ　ハジメ

ネ　ィットウダッタノニネ

カメサンガネ　コンドネ　イ

ットウン　ナルン。（小一神

女4－1）

○おねえちゃん何年生？マ

ダヒマワリナンダカラ。ひ

まわりぐみ？（神一二女4－

3）
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第3章連体形

　名詞が名詞らしい矯法で名詞を修飾するばあいには，連体格がつかわれる。したがって，述語

形が名詞を修飾することは，動詞や形容詞のばあいよりはるかにすくない。

　幼児のばあい，そのことがかなりはっきりしたかたちであらわれ，ひじょうに例がすくなかっ

た。

年年年
ｷ中少

山だった
Rじゃない

○　○
宦

　闇題例として「やすみだとき」といういいかたが年中児のひとりにあらわれた。このあやまり

は，述語性という機能の性格が形式におよぼす影響の例として，貴重である。

種　類

みとめの
述語名詞

過去形

うちけし
の述語名
詞

現在形

闘題例
山ダトキ

年

○マエノネ

タネ　ソノ

シトガネ

トク　トキネ　アイニ　キテ

ネ（十一q男5－11）

長　　児 年 中

州トモダチダッ

シトガネ　ソノ

[ント　アノー

○カミジャ　ナイ　ニンギョ　○ココジャ

児

ウ，ヨンコ。（一一A女6－5）

○ニッポンジャ　ナイ　クニ

ノ　シトナンダヨ。（自一g女

5－11）

○アタシネ　ソレジャ　ナイ

エンニネ　アノネ

ネ　ハタグミガ　イテネ（自

9女5－0）

ナイネ　ヨウチ

　　ウーント

ヤツデネ（自一9女5－12）

○ウント　ニチヨウビ　ォヤ

オカアサン　オシゴト　オヤ

スミダ　トキネ　オトウサン

モオシゴトオヤスミダ
トキネ・……・…・ドウブッエン

イクノ。（神一鎌女4－5）

年　　少　　児

ネ
ん
イ

ト
ン
ネ
ニ

ウ
キ
コ

○
ト
ト

ビョウキダッタ

　　　　　オバアチャン

　　　イカナカツタノ。

（自一g女3－5）
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　　　　　　　　　　　　　　第4章　中止形

幼児の使用した中止形グループの語形は，つぎのとおりである。

み　と　め う　ち　け　し

年年年

ｷ中少
年年年

ｷ四二
第一中止形 出じゃなく ○

第二中止形 山で ○○○ 山じゃなくて

Rじゃなくって

○○○
宦宦

例示形 由だったり ○ 山でなかったり

　この表からわかるように，例示形やうちけしの中止形もつかわれていて，形容詞のばあいより，

バライエティにとんでいる。

種　類 年　　長　　児 年　　中　　児 年　　少　　兇

中止形

ﾝとめ ○ヨッチャンハサ　オトウト ○コレガネ　ウントネ　オナ　　　　　　　　　　一 ○コッチハ　ヒダリデ　コッ

デネ　カワインダモノ。（赤
カデ　コレガネ　テデネ　コ『

一。男5－10＞

寃`ビタハ　ハゲボウズデ

Cッポンシカ　ケガ　ナイノ。

i自一t男6－2）

寃Iウチガ　ヨンジュウキュ

レガネ　区点デネ　コレガネ

Zーターヲ　キテンノ。（神

鼡K男4－6）

寃Iカアサンタチモ　シログ

チハ　　ミギ。（小～佐男4－

R）

寃Rッチパ　オチャワン　モ

c　ホウデ　コッチガ　オハ

ミデネ　マタ　シロガ　カッ

シ　モツ　ホウ。（神一三男

S－0）

寃Lョウ　アカデネ　ウント

山　で

､ちけし

ウゴウカンデネ　　ソレデネ チャツタノ。（小一二女5－

cOソレデネ　モウ　オワリデヨンジュウハチゴウカンノ

}エ　トオッテネ（赤一f女

T－9＞

寃Rレ　タヌキジャ　ナクテ

盗カエルノ．（神一遠男5

|1＞

寃Aノ　ネズミジャ　ナク

ネ　キノウモ　アカ。（赤一

￥翌R－10）

寃}グマタイシジャ　ナクテ

アノ　ニンゲンガ　ノゾイテ

塔m　アンデショウ。（自一

撫翌T－5）

寃Jボチャジャ　ナクテネ

山じゃな

ｭ
山
じ
ゃ
な
く
て
山
じ
ゃ
な
く
っ
て
例
示
形
み
と
め

ネズミガネ　ウーント　ココ

w　デテネ〈赤一〇男6－2）

寃堰[メン　ア　ラーメンジ

ウーントネ　ハッパノ　ブネ

K　アッタカラネ〈自一｝女

S－7）

寃Iオキク　ナッテ　ノ，マ

_ネ　ガッコウジャ　ナクッ

主　ロボタントネ　オオカミ

Vョウネントネ　アト　シラ

iイ。（小一神女4－1）

寃`ャンネルジャ　ナクッテ

ヤ　ナクッテネ　カレーライ

スガ　スキ。（自一b男6－

O）

寃¥ノヒ　ドヨウビダッタリ

ニ　モウ　ガッコウ　ナッタ

堰B（ノ1・一海男4－3）

杢　　コウイウネ　　コウイウノ

}ワス（神一：三男4－0）
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カヨウビダッタリ　スルノ。

（赤一f女5－9）

○おままごとってどんなふう

にしてあそぶ？ミーチャンガ

アカチャンダッタリ　コドモ

ン　ナッタリ　オカアサン

ナッタリ　シタノ。（自一u

女6－5）
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第5章　条件形とゆずり形

幼児の使用した述語名詞の条件形とゆずり形は，つぎのとおりである。

’＼～璽かた み　とめ うちけし
幼児の

@使用例 年年年 年年年

機能，ムード 長中少 長中少

出なら ○○ 山でないなら

山だったなら 山でなかったなら

山だったら ○○○ 山でなかったら
条　件　形

山だと ○ 山でないと ○　○

山であれば 山でなければ 000
山であっては 山でなくては ○

出でも ○ 山でなくても

ゆずり形 山だって OO 山でなくたって

由であろうと 山でなかろうと

　名詞の条件形やゆずり形は，それがクローズの述語でないばあい，提題とりたてのニュアンス

をおびる。とくに「山なら」「由でも」「山だって」などのばあい，コピュラ「なら」「でも」「だ

って」が，とりたて助詞的な性格をもつ傾向がある。

　幼児の使用した動詞や形容詞に「一なら」型の条件形がなかったのに，名詞のばあいにでてき

たのは，たぶんこのためであって，仮定的な用法の問題とは関係がないだろう。

　しかし，うちけし語形がわりあいにっかわれて炉る点では，形容詞よりも述語的なものとしてつか

われているのだとおもう。

種　類 年　　長　　児 年　　申　　児 年　　少　　児

○オカアサンナラ　オコンモ

刀B（自一p男5－6）

寃Iイシャサンナラ　ビョウ

○コウラクエンナラ　イッタ

Rト　アルヨ。（小一長男4

|6）

寃eツジンノ　オハナシナラ

山なら

Rだっ
ｽ　ら

キ・ニ　カカッテモ　スグ　ジ

vンデ　ナオセルカラ。（赤

黷?女６一一6）

寃Eタナラ　シッテル。（赤

黷居翌U－2＞

寃}ダネ　カンジパ　オボェ

eナイケドネ　ヒラガナヤネ

Jタカナダッタラ　オボエテ

ネ　シテ　クレルシネ（宙一｝c男4－7＞

寃}イクナラ　コウスルンデ

Vョウ。（小一川男婆一10＞

寃cVカ　リス〔組）ガ　アカ

_ッタラネ　ソシタラ　アカ

○コレダケダッタラ　デキル

ヨ。　（福｛一高男4－4）

宦k諭転車〕ぼくだけでのる？

Eーン　ウシロダッタラ　ウルノ。（赤一J女5－8）

宸ﾇの自動車が　いちばんす

ノ　カチッテ　ヤンノ。（赤

黷葡j5－6）

寃Aノネ　オヤスミダッタラ シロ　ノルン。（赤一e男4
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山だと

山でない
と・山じ
ゃないと

山じゃな
けりゃ・
山じゃな
きゃ

幽でな
くちゃ

山でも

由だって

き？　ガイシャチ’？　ガイシ

ャダッタラ　　ボク　サンダー

バード。（赤一D男5－11）

○バスノ　シャソウサンダト

ネオカネヤキップガタ
クサン　タマルカラ。（赤一

k女5－8）

○ガイシャダト　ホード　シ

ボレー　サンダーバード　ソ

ノグライ。（赤一D男5－11）

○マダ　カエナイヨ，アト

サン　サ　サンエンジャ　ナ

イト。（自一y男6－0）

○オトウチャンジャ　ナキャ

ヨンデ　クレナイ。（自～w

女6－5）

ネー　ドッカヘ　イッタリ

スンノ。（赤一k女5－3）

○コッチジャ　ナキャア　ワ

カラナイ。（神一増女4－ll）

○デモ　ツマンナイモノ，マ

ンガジャ　ナキャ。（自一h

女4－7）

○ウチノモ　コウ　イウ　ホ

ン　アンモン。　コノ　ホン

デモ。（臨一s男娃一10）

○アノネ　オンガクケンキュ

ウカイダッテ　ナンデモ　オ

ウチデ　アノネ　オチゴト

ヤッテル。（小一成男4－3）

一1）

○ウン

上

オカアサンデ　ナイ

　　マサエ　ワカンナイ。

（自一b女3－10＞

○クライ　トコジャ　ナケリ

ヤ　ヒカンナインダカラ。

（神一宮男3－8）

○ゴホンデナクチャ。（小

一原女3－7）

○ヨルネ　オジイチャンジャ

ナクッチャ　オハナシシテ

クレナイ。（神一三男4－0）

○オッキイ　カイジュウダッ

ア不　シユグネ　ホゥチョゥ

ミタイニ　　ミ　ミタイノデネ

コウ　ヤッテ　キッチャウ。

（神一高男娃一4）
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第6章形容詞派生のコピュラとくみあわさるもの

形容詞派生の当為コピュラとくみあわさったものとして，つぎのようなものがあった。

年年年

ｷ中少

山でいい

Rでもいい

Rだっていい

○000

O
山ではいけない ○

　うちけしはなかったが，形容詞のばあいよりは例がおおかった・

種類　　年　長　　　　　年　申　児

山でいい

山でもい
い

てつだ
い

山
い

いは
い

で
な

山
け

○コレデ　イイノ？（赤一r女i

5　一10）

lO月SllEにしよっカ㍉　きょつや

めて。ドッチデモ　イイヨ。

（赤一G男6一一1）

○ナンダッチ　イイ。（臨一

m女6－4）

　　　　　　　　　　　　　○アーオニ　ナッタラ　ワタ

　　　　　　　　　　　　　ロ。アカデハ　イケナイ。

　　　　　　　　　　　　　キイPハ　マーダダヨ。〔う

　　　　　　　　　　　　　た？〕（小一志男4一一2）

年　　少　　児

　なにしてあそぶの？　ナン

デモ　イイ。（小一岸男3一
11）
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第7章　推量・比況のコピュラのついたもの

名詞に推量・比況のコピュラのついた形式については，幼児はつぎのようなものをつかった。

年年年

ｷ中少
山のよう

Rみたい

Rかもわからない

　　○

宦宦宦

　「山らしい」の例はなく，「山かもわからない」は1例だけであった。「山のよう3は，年少児の

あるクラスで多量の例を得たけれど，これは，面接のまえの時間にきいたおはなしの復唱のなか

であらわれた，みんなおなじ例ばかりなので，これも，しぜんなかたちでは，でにくいものとお

もわれる。

　結局，この種のものでは，「みたい」が圧倒的なつよさをもっているといってよいだろう。

　コピュラ「みたい」は，「みたいだ」という第二形容詞型の活嗣形式をもっているはずなのだ

が，幼児の例には「みたい」という第一形容詞の型に活用させた例も多く，両者が互角にあらわれ

て，それぞれ，いろんな語形をとっていた。

種　類 年 長　　児 年　　中　　児 年　　少　　児

よ　うだ
○グリグリメダマハ　サラノ　　　　　　　　　｝　｝

ヨゥ。ッキデタ　ハナハ　ヒ　　　　　　　　　　　ー

bカキボウノ　ヨウデチタ。

みたいだ
｢いおわ

（神一古男4一一5）

り形
○ミンナ ニンゲン　ミタイ ○ロビンテ　ピストル　モッ

一 ダケドネ チビタヤ　イヤミ テルノ。おとな？　コドモ？

ヤ デカバントカ（自一t男 コドモ　ミタイダヨ。（赤一

連体形

6－2）

寃Rコニ ヘンナ　プロペラ ○アマゾンって　しらない。

n男3－7）

寃Cロノ　ツイテル　バッ

ミタイナ シカクイノガ　ツ なに？エートネ　ジャングル 　　　　　　　　　｝　｝^　ミタイナ　カタチノ

イテ イテネ。（赤一D男5 ミタイナ　　トコ。（小一一男 ボク　ミツケタンダカラナ。

一11）

寃}ジョハネ ママ　ミタイ

4－10） （赤一d男4－2）

名詞形

ナ　カッコウ～L女5－9） シテネ（赤一

○ホットケーキ ミタイナノ

曜

ガ　デテキテ　タベチャッターノ。（小一箆女4－7）

寃Rレネ　クマガネ　ナンカ

Lツネ　ミタイナノヲネ　オ
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副詞形

第一形容
詞型
いいおわ

翌山みたい
の

連体形
山みたい

名詞形
山みたい

の

中止形
工みたく
って

副詞形
山みたい

由みたく

わからな
い

○モケイデネ　センソウ　ミ

タイニ　コウイウ　フウニ。

（赤一w男6－3＞

○くわがたってどんなかっこ

うしてるの？　クワガタッテ

ネ　ハサミ　ミタイノ。（赤

一u男6－5）

○ソイデネ　　ミイラ　ミタイ

カッ：コ　シテンノ。（赤一E

女5－8）

○ココニ　オヤマ　ミタイ

トコ　アンダヨネ。（自一A

女6－5）

○コンナ　オカマ　ミタイノ

カブッテネ（赤一u男6－5）

○ソウイウノ　ニンギョ　ミ

タイノ　デキテンノ。（赤一

E女5－8）

○ユウエンチ　ミタクッテネ

ミズエートネ　エート　シ

オミズノ　プール。（赤一D

男5－ll）

○デンデンムシ　　ミタイサ

コウイウ　トン　ココガ　ト

ンガッテテ　ナガッボソイノ

アルデショ。（自一B男5－

7）

○アノネ　スーパーマン　ミ

タク　ヤッテルノ。（自一D

女5－11）

イカケテルノ。（小一篁：女4

－7）

○アノネ　ケーキ　ミタイノ6

（ノ」、一箆女4－7）

○オミミヲネチミタイ
チガ　ダシチャウ（小一樋男

4－3）

○オカアサンカモ　ワカラナイ。

（神一俳男4－1）

○ココニ　キイmイ　オチチ

ミタノナノ　アル。（赤一d

男4－2）

○テッポウ　オクノ。ん？

テッポウ　ミタク。（赤一

v女4－0）
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第8章幼児と述語名詞の形態

　以上みてきたことをとおして，幼児の述語名詞の形態の潔得・使用状況について，つぎのこと

がいえるだろう。

　　1）　この年代の幼児は，述語名詞のいろいろなすがたを基本的に所有している。つまり，そ

　　　の基本的な諸形式と，その言髭形式のもつ基本的な用法を，幼児は使用している。

　　2）　しかし，まだ，その全体をおおっているわけでなく，幼児資料にでてこない形式や絹法

　　　もかなりあった。それでも，形容詞のばあいとくらべると，いろんな形式をよくつかって

　　　いる。とくにうちけしの諸形式が形容詞のばあいよりょくつかわれているe

　　3）条件形は動詞とくらべてもよくつかわれている。（たとえば「一なら」語形など。）しか

　　　し，名詞の条件形やゆずり形の性格は，格のとりたてのようなニュアンスをおびているの

　　　で，幼児のこの方面での能力ののびは，曲用形式所有の問題にはいるのかもしれない。

　　4）連体形や名詞形の使用はすくなかった。（名詞形はなし。）これは，述語名詞の連体形や

　　　名詞形が…般に従属節の述語としての機能をもつことがおおいのとかんがえあわせると，

　　　幼児の複合文構成能力のおくれという，統語論的な側面の発達の問題とかかわるとおもわ

　　　れる。

　　5）ていねい体の述語名詞は名のりのことばなどにあらわれていて，幼児の会話場擁という

　　　欄約のなかではあまりあらわれなくても，ていねい形式もつかえるのではないかとおもわ

　　　れる。

　　6）推量形のでかたがすくなかったが，これは，動詞や形容詞のばあいと同様である。
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　　　　A　MORPHOLOGICAL　ANALYSIS
　　　　　OF　VERBS，ADJECTIVES　AND

PREDICATIVE　NOUNS　IN　CHILDREN’S
　　　　　　　　　SPEECH　FROM　3　TO　6
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